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はじめに 本書について viii
はじめに

はじめに スターリ ング コマースの Windows 用電子データ  インターチェンジ (EDI) マッピ

ング ソフ ト ウェア、 Gentran:Server® for Windows® アプ リ ケーシ ョ ン インテグ

レーシ ョ ン サブシステムをお買い上げいただきあ りがと う ございます。

Gentran:Server は、 次の ト ランスレーシ ョ ンに必要なツールを提供します。

◗ 使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルを、 パートナーに送信する  EDI ス
タンダード形式のドキュ メン トに変換 ( アウ トバウンド  マッピング )

◗ パートナーから受信する  EDI スタンダード形式のドキュ メン ト を、 使用して
いるアプ リ ケーシ ョ ンのファ イルに変換 ( インバウンド  マッピング )

このソフ ト ウェアおよびサポート  ツールは使いやすく、 業務にすぐ役立てるこ

とができます。
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本書について 本書の構成  ix
本書の構成

前提知識 このマニュアルの前提知識と して、 PC および Microsoft® Windows の次の機能に

関する知識が必要です。

◗ マウスおよびカーソルの動作を説明する用語。

◗ Windows の属性を説明する用語 ( ダイアログ ボッ クス、 アイコン、 ウ ィンド
ウ、 およびボタンなど )。

また、 このマニュアルの前提知識と して、 EDI のコンセプ ト、 EDI スタンダード

構造、 内部アプリ ケーシ ョ ン形式、 データ  マッピングのコンセプ ト、 および 
Gentran:Server 製品に関する知識が必要です。

本書の内容 このマニュアルの内容の大半がオンライン  ヘルプ システムにも記載されていま

す。 このマニュアルでは、 オンライン  ヘルプを補完するこ とを目的に、 アプ リ

ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン  サブシステムで実行できる各種タスクについて、

その実行手順を含め詳し く解説しています。 タスクの手順を解説しているこの
マニュアルは、 ステップバイステップ方式で Gentran:Server のインス トールに関

するあらゆる質問に答えるこ とを目的と しています。

この 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 は、 次の章から

構成されています。 各章の概要を説明します。

◗ 第 1 章 「アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンについて」 では、 このマニュ
アルの内容、 構成、 表記、 およびシステム要件について説明します。 また、
この章には、 詳しいオンライン ヘルプ システムの使用方法、 サポート情報、
およびアプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用したマッ
プのビルド方法のほか、 マッピングおよび Gentran:Server for Windows の基本
的な説明も記載されています。

◗ 第 2 章 「マップの設計」 では、 新規マップの作成、 固定書式、 EDI、 および 
CII ファ イルの使用、 マップの基本操作 ( 開く、 保存、 名前を付ける )、 マッ
プのコンパイル、 マッピング レポートの印刷など、 アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン サブシステムの基本的な機能の操作方法について説明しま
す。 また、 この章には、 表示オプシ ョ ンのカスタマイズ、 既定の日付書式の
設定、 使用するマップ コンポーネン トの選択、 切り取り、 コピー、 貼り付
け、 ドキュ メン トの名前と参照のセッ ト アップ、 データの書式設定、 および
フ ィールド間のリ ンクに関する説明も記載されています。

◗ 第 3 章 「スタンダード  ルールの使い方」 では、 アプリ ケーシ ョ ン  インテグ
レーシ ョ ンのスタンダード  ルール (select、 update、 constant、 use accum、 loop 
count、 および use code) の使用方法について説明します。 また、 この章には特
定のスタンダード  ルールをいつ使用するのかを示す例も記載されています。

( 次のページへ続く )
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本書の構成 本書について x
本書の内容 ( 続き ) ◗ 第 4 章 「インポート処理の設定」 では、 インポート処理をあらゆる角度から
説明、 インポート  ファ イルに関する制限の定義、 およびシステム  インポー
ト  マップの作成方法について説明します。

◗ 第 5 章 「エクスポート処理の設定」 では、 エクスポート処理に関する詳細、
エンベロープ情報の使用方法について説明します。

◗ 第 6 章 「拡張ルールの使い方」 では、 拡張ルールとは何か、 いつ使用するの
か、 および専用プログラ ミ ング言語のシンタ ッ クスについて説明します。

◗ 付録 A 「エラー メ ッセージ」 では、 Gentran:Server - アプ リ ケーシ ョ ン イン
テグレーシ ョ ン のエラー メ ッセージおよびその修正方法を解説します。

◗ 付録 B 「User Exit」 では、 Gentran:Server での user exit の使用方法を説明し
ます。

◗ 付録 C 「GentranEx.DLL の使い方」 では、 Gentran:Server インプロセス  オート
メーシ ョ ン サーバーである  GentranEx.DLL の使用方法について説明します。

◗ 付録 D 「 ト ランスレータ  コマンド ラ イン  インターフェイスの使い方」 では、
ト ランスレータ  コマンド ラ イン インターフェイスを使用して、 TX32.EXE 
ト ランスレータのサービスを呼び出し、 XML 形式による ト ランスレータ  レ
ポートの生成などの Gentran:Server 外部での ト ランスレーシ ョ ンの実行につ
いて説明します。

◗ 「用語解説」 では、 マッピングと  Gentran:Server の用語や概念について解説し
ます。

オン ラ イ ン ヘルプ 
システム

このマニュアルの内容の大半がオンライン  ヘルプ システムにも記載されていま

す。 このマニュアルに記載されている全ダイアログ ボッ クス要素の定義、 処理

の詳細情報、 操作手順の説明は、 すべてオンライン ヘルプにも含まれています。
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本書について サポー ト 情報  xi
サポー ト 情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メ モ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server 、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 ただし、他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポー ト に連絡する
前に

迅速なサポート を提供するため、 次の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた 近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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サポー ト 情報 本書について xii
ス ター リ ング 
コ マース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する次の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows マニュアル セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リか

ら製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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主な用語と概念 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて1 - 2
マ ッ ピングについて 0

主な用語と概念

マ ッ プ Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで定義する一

連の手順。 自社のアプリ ケーシ ョ ン ファ イルと  EDI スタンダード  ( 日本産業情

報化推進センター (CII : Center for the Information of Industry) スタンダードを含む ) 
間の対応関係を示し、 システムがデータを ト ランスレーシ ョ ンする方法を定義
します。

イ ンバウン ド  
マ ッ ピング

インバウンド  マッピングでは、 ト レーディング パートナーの EDI スタンダード

形式のビジネス  ドキュ メン トが自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル形式に ト ラン

スレーシ ョ ンされます。 インバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンでエクスポート  マップを作

成する必要があ り ます ( アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルへの " エクスポート処理 " 
が、 システムによって実行されるためです )。

アウ ト バウン ド  
マ ッ ピング

アウ トバウンド  マッピングでは、 ドキュ メン ト をパートナーへ送信できるよ う

に、 自社で使用されているアプリケーシ ョ ン ファイル形式が EDI スタンダード形

式にト ランスレーシ ョ ンされます。 アウ トバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ン

するには、 Gentran:Server アプリケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで

インポート  マップとシステム インポート  マップを作成する必要があり ます。

イ ンポー ト  マ ッ プ
システムによって、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルからの " インポート処理 " が実行
されるので、 インポート  マップを作成する必要があ り ます。 インポート  マップ
は、 自社のアプリ ケーシ ョ ン ファ イル ( 複数のドキュ メン トで構成される場合
もある ) のデータを、 パートナーが受け取る  EDI スタンダード形式ドキュ メン ト
へ変換する方法を定義します ( フラ ッ ト  ファ イル定義 )。

システム イ ンポー ト  マ ッ プ
ドキュ メン トの処理に使用するインポート  マップをシステムが特定できるよ う
に、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル内の各ドキュ メン トに対応する取引関係 ( パー
トナー エディ タで作成 ) を指定するシステム インポート  マップを作成する必要
があ り ます。

参照
システム インポート  マップを作成する方法の詳細については、 「システム イン
ポート  マップの作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて 主な用語と概念 1 - 3
ソース アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムに作成されたマップは、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トのコンパイル元である  " ソース " になり ます。

ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

ファ イルをある形式から別の形式に変換する方法を ト ランスレータに指示する
一連のルール。 ト ランスレーシ ョ ン中に実行するすべての機能には、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トが必要です。 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用

して、 Gentran:Server EDI ト ランスレーシ ョ ンのすべての機能を制御します。 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 2 つのカテゴ リ  ( システム ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト またはユーザー ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ) のいずれか

に属します。

システム ト ラ ン ス レーシ ョ ン  オブ ジ ェ ク ト
システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 インターチェンジ、 ファンク
シ ョナル グループ、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トの作成と分割を制御します。
また、 ファンクシ ョナル受信確認を生成した り、 ファンクシ ョナル受信確認と
の整合性をと るためにも使用されます。

ユーザー ト ラ ン ス レーシ ョ ン  オブ ジ ェ ク ト
ユーザー ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 データ入力、 インポート、 エ
クスポート、 ターンアラウンド  ドキュ メン ト 、 および印刷レポート作成を制御
します。 必要なシステム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トはすべて、
Gentran:Server システムによって自動的にインス トールされます。
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アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンおよびフ ォーム インテグレーシ ョ ンの使用方法 アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンについて1 - 4
アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンおよび

フ ォーム イ ンテグレーシ ョ ンの使用方法

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 イン

ポート、 エクスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク ト を作成できます。 Gentran:Server フォーム インテグレーシ ョ

ン サブシステムでは、 データ入力および印刷の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を作成できます。

ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト の登録

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム ( または、

Gentran:Server フォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステム ) を使用して ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト を作成したら、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を  
Gentran:Server に登録する必要があ り ます。

参照
詳細については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「 ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トの使い方」 を参照して ください。

パー ト ナー関係 さ らに、 データの送信先または受信元となるすべての ト レーディング パート

ナーに適切な取引関係を設定する必要があ り ます。 取引関係を設定する際に、
ト ランスレータがデータの ト ランスレーシ ョ ンに使用する適切な ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト名を指定する必要があ り ます。

参照
詳細については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「パートナーの使い方」
を参照して ください。
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アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンについて インバウン ド  ト ランスレーシ ョ ン プロセスおよびアウ ト バウン ド  ト ランスレーシ ョ ン プロセス 1 - 5
イ ンバウン ド  ト ラ ンスレーシ ョ ン プロセスおよび

アウ ト バウン ド  ト ラ ンスレーシ ョ ン プロセス

図 次の図に、 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン プロセスおよびアウ トバウンド  ト
ランスレーシ ョ ン プロセスを示します。

アウ ト バウン ド  
ト ラ ンスレーシ ョ ン

インポート  マップを作成する際、 Gentran:Server に対して、 自社のアプリ ケー

シ ョ ン  ファ イル形式 ( パートナーに送信するデータ ) と  EDI スタンダード形式 
( パートナーが受信する ドキュ メン ト ) を定義する必要があ り ます。

イ ンバウン ド  
ト ラ ンスレーシ ョ ン

エクスポート  マップを作成する際、 Gentran:Server に対して、 EDI スタンダード

形式 ( パートナーが送信する ドキュ メン ト ) と自社のアプリ ケーシ ョ ン ファ イル

形式 ( 自社のアプリ ケーシ ョ ンが処理できるデータ形式 ) を定義する必要があ り

ます。

Gentran:Server

EDI

EDI

アプ リ ケーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ン

イ ンバウン ド

アウ ト バウン ド

エ ク スポー ト  ト ラ ンスレーシ ョ ン オブジ ェ ク ト

イ ンポー ト  ト ラ ンスレーシ ョ ン オブジ ェ ク ト
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アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル形式 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて1 - 6
アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル形式

はじめに インポート  マップまたはエクスポート  マップを作成する場合、 Gentran:Server ア
プ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムに対して、 アプ リ ケーシ ョ ン

を定義する必要があ り ます。 Gentran:Server 用語では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イ

ルは " 固定形式ファイル " または " 固定長ファイル " と も呼ばれます。 データが

正確に処理されるためには、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルに、 パートナーのド

キュ メン トから抽出するために必要な情報 ( マップがインバウンドの場合 )、 ま

たはパートナーに送信するために必要な情報 ( マップがアウ トバウンドの場合 ) 
のいずれかのすべての情報が含まれている必要があ り ます。

マ ッ プ 
コ ンポーネン ト

次の表に、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルを定義するのに使用するマップ コンポー

ネン ト をわかりやすく表したアイコンを示します。

( 次のページへ続く )

アイ コ ン 説明

グループとは、 ループ構造のこ とです。 この構造には、 グルー
プ データが終了するまで、 あるいはループの繰り返し可能

大数に達成するまで順次繰り返される関連レコードやグループ
が含まれます。

他のグループに従属するグループ ( サブグループ ) を作成する

場合、 このグループはネス ト されたループ構造 ( ループ内の

ループ ) に対応します。

レコードには、 関連フ ィールドのグループが含まれます。 レ
コードは一度だけ実行される場合と、 複数回繰り返される場合
があ り ます。

フ ィールド とは、 アプリ ケーシ ョ ン ファ イルで定義されてい

る情報の 小単位のこ とです。 また、 フ ィールド とはアプリ
ケーシ ョ ン マップ コンポーネン トのこ とで、 対応する  EDI エ
レ メン トにマッピング ( 連結 ) して、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イ

ルとの間でデータをやり取り します。

フ ィールドにマッピング処理が実行されている場合、 フ ィール
ドのアイコンの上に赤いチェッ クマークが表示されます。
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル形式 1 - 7
始める前に アプ リ ケーシ ョ ンを定義する前に、 必要なレコード、 フ ィールド、 およびグ
ループのレイアウ ト を取得する必要があ り ます。 各マップ コンポーネン トは、

システムが処理するのに も論理的な順番で並べられます。 したがって、 アプ
リ ケーシ ョ ンの各レベルは順次作成される必要があ り ます。

例
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルには、 レコード とグループが含まれます。 レコード
にはフ ィールドが、 グループにはレコード とサブグループまたはどちらか一方
が含まれます。 つま り、 レコード とグループを作成してから、 それらに従属す
るフ ィールドを作成する必要があ り ます。

参照
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル形式を定義する方法の詳細については、 「固定形式
ファ イルの使い方」 を参照して ください。
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EDI フ ァ イル形式 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて1 - 8
EDI フ ァ イル形式

はじめに データが正確に処理されるためには、 EDI ファ イルに、 パートナーから受信する

情報 ( マップがインバウンドの場合 )、 またはパートナーに送信する情報 ( マッ

プがアウ トバウンドの場合 ) のいずれかのすべての情報が含まれている必要があ

り ます。

CII スタンダードでない場合、 選択したスタンダード  ( エージェンシー )、 バー

ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト、 およびリ リース  (TRADACOMS スタンダー

ドの場合のみ ) に基づいて、 Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン サブシステムが EDI ファ イルを生成します。 システムには、 選択したドキュ

メン トのバージ ョ ンのスタンダード  エージェンシーによって定義されたすべて

のグループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン トが含まれます。 新しいマッ
プを作成する際に EDI ファ イルを生成する方法の詳細については、 「マップの新

規作成方法」 を参照して ください。

インポート  マップまたはエクスポート  マップを作成する場合、 通常、 システム

が生成した EDI ファ イルをカスタマイズする必要があ り ます。 EDI ファ イルは

マップ コンポーネン トのプロパティを修正したり、 Gentran:Server の専用機能を

使用して EDI ファ イル構造を使用してカスタマイズできます。

ただし、 Gentran:Server スタンダード  データベース  (CII スタンダードを含む ) で
は使用できない EDI スタンダードの特殊なバージ ョ ンを使用する場合、 EDI 
ファ イルをユーザーが定義する必要があ り ます。

EDI ファ イルをシステムが生成するか、 ユーザーが定義するかど うかにかかわら

ず、 作成しているマップの種類によって、 使用する  EDI マップ コンポーネン ト

が異な り ます。 マップの種類は、 選択したスタンダード、 バージ ョ ン、 および
ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ドキュ メン ト )、 また自社が必要と しているグルー

プ、 セグメン ト 、 TFD (CII スタンダードの場合 )、 複合、 およびエレ メン トの種

類によ り決ま り ます。

始める前に EDI ファ イルを生成または定義する前に、 どのマップ コンポーネン ト を使用し

ているか確認するこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて EDI フ ァ イル形式 1 - 9
マ ッ プ 
コ ンポーネン ト

次の表に、 Gentran:Server が EDI ファ イル形式をわかりやすく表すために使用す

るマップ コンポーネン トのアイコンを示します。

アイ コ ン 説明

グループとは、 ループ構造のこ とです。 この構造には、 グルー
プ データが終了するまで、 あるいはループの繰り返し可能 大

数に達成するまで順次繰り返される、 関連セグメン トやグルー
プが含まれます。

グループは EDI スタンダードによって定義されます。 他のグ

ループに従属するグループは、 サブグループ ( ネス ト された

ループ構造、つま りループ内のループに対応するサブグループ ) 
になり ます。

セグメン トには、 関連するエレ メン ト 、 または有用なデータを
やり取りするために組み合わされた複合データ  エレ メン トのグ

ループが含まれます。 セグメン トは EDI スタンダードによって

定義されます。 セグメン トは一度だけ実行される場合と、 複数
回繰り返される場合があ り ます。

TFD (Transfer Form Data) は、 CII スタンダードでのみ使用され

ます。 TFD は、 データ  タグ ( データ識別子 )、 データ  エレ メン

ト長、 および可変長データ  エレ メン ト  TFD から構成されます。

( 次のページへ続く )
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EDI フ ァ イル形式 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて1 - 10
複合とは、 2 つ以上のコンポーネン ト  データ  エレ メン ト または

サブエレ メン ト を含むデータ  エレ メン トです。 複合は、 それら

の複合を使用する  EDI スタンダード  (EDIFACT、
TRADACOMS、 および一部の ANSI X12 スタンダード ) によっ

て定義されます。

繰り返し複合とは、 特定の EDI セグメン ト内で全体と してルー

プを実行できる  (1 回以上 ) EDI サブエレ メン トの関連グループ

のこ とです。 複合がセグメン ト内で複数回繰り返されるよ うに
するには、 複合が実行されるたびに特別な区切文字 ( 繰り返し

エレ メン ト区切文字 ) で区切られる必要があ り ます。

例
区切文字は、 次のよ うに設定されています。

セグメン ト  ~

エレ メン ト *

タグ *

サブエレ メン ト :

繰り返しエレ メン ト ^

BGM セグメン トに、 データ内で 3 回実行される繰り返し複合

と、 それに続く  1 つの正規エレ メン トが含まれ、 その複合に 2 
つのサブエレ メン トが含まれている場合、 セグメン トは次の形
式になり ます。

BGM*SubA-1:SubB-1^SubA-2:SubB-2^SubA-3:SubB-
3*Field2~

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
アイ コ ン 説明
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて EDI フ ァ イル形式 1 - 11
参照
マップ コンポーネン トのプロパティをカスタマイズする方法と、 Gentran:Server 
の専用機能を使用して EDI ファ イル構造を操作する方法の詳細については、
「EDI ファ イルの使い方」 および 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

エレ メン ト とは、 EDI スタンダードによって定義される情報の

小単位です。 個々のエレ メン トは、 それぞれの状況に応じて
意味合いが異なり ます。 したがって、 エレ メン トは通常、 組み
合わせられてセグメン ト となるまでは、 有用な意味を持つもの
とはみなされません。

また、 エレ メン ト とは EDI マップ コンポーネン トのこ とで、

対応するアプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドにマッピング ( 連結 ) し
て、 EDI ファ イルとの間でデータをやり取り します。

繰り返しエレ メン ト とは、 特定の EDI セグメン ト内でループを

実行できる  (1 回以上 ) EDI エレ メン トのこ とです。 1 つのエレ

メン トがセグメン ト内で複数回繰り返されるよ うにするには、
各エレ メン トは特別な区切文字 ( 繰り返しエレ メン ト区切文字 ) 
で区切られる必要があ り ます。 この区切文字を使用するこ と
で、 システムが繰り返しエレ メン ト を通常のエレ メン ト と誤認
するのを防ぎます。

例
区切文字は、 次のよ うに設定されています。

セグメン ト  ~

エレ メン ト *

タグ *

サブエレ メン ト :

繰り返しエレ メン ト ^

BGM セグメン トに 3 つのエレ メン トが含まれ、 2 番目のエレ メ

ン トが 4 回発生する繰り返しエレ メン トの場合、 セグメン トは

次の形式になり ます。

BGM*Field1*Field2.1^Field2.2^Field2.3^Field2.4*Field
3~

 ( 続き )
アイ コ ン 説明
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概要 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて1 - 12
アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム

について 0

概要

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用する

と、 パートナーにドキュ メン ト を送信する と きに自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ

イルを  EDI スタンダード形式に ト ランスレート  ( アウ トバウンド  マッピング ) 
し、 パートナーから ドキュ メン ト を受信する と きに EDI スタンダード形式を自社

のアプリ ケーシ ョ ン形式にト ランスレート  ( インバウンド  マッピング ) できます。
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンについて アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンの操作方法 1 - 13
アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンの操作方法

はじめに ［Gentran:Server アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウでは、 次の 
4 通りの方法でその機能にアクセスできます。

◗ メ イン  メニュー バーから メニュー オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

◗ メ イン  ツールバー上の適切なボタンをク リ ッ ク します。

◗ マップの適切な部分をク リ ッ ク します。

◗ マップ コンポーネン ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク して、 シ ョート カッ
ト  メニューを表示します。 シ ョート カッ ト  メニューには、 マップ コンポー
ネン トで現在使用できるすべての機能が含まれています。 シ ョート カッ ト  
メニューを使用する と、 使用できる機能にすぐにアクセスできます。 選択し
たマップ コンポーネン トの種類とレベルによって、 シ ョート カッ ト  メ
ニューの内容は異なり ます。

メ モ
Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンを起動する と、 メ イン  メ
ニュー バーには、 メニュー アイテムのサブセッ トが表示されます。 新しいマッ
プを作成するか、 既存のマップを開く  ( 読み込む ) と、 すべてのメニュー アイテ
ムが表示されます。

［アプ リ ケーシ ョ ン 
インテグレーショ ン ] 
ウ ィ ン ド ウ

次の表に、 ［Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウの

各部を示します。

各部 機能

メ イン  メニュー 
バー

ド ロ ップダウン メニューが表示されます。 使用できない

項目はグレー表示になっています。

参照
これらのメニューに表示されるコマンドの詳細について
は、 オンライン ヘルプを参照して ください。

メ イン  ツール

バー

アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで頻

繁に使用する機能にアクセスできます。 使用できない項目
はグレー表示になっています。

メ モ
メ イン ツールバーはド ッキング可能なツールバーなので、
ク ラ イアン ト  ウ ィンド ウの端に配置するこ とができます。

ステータス  バー 選択、 コマンド、 およびプロセスのステータス情報が表示
されます。 また、 メニューで反転表示したアイテムの定
義、 現在のキーボードの入力モード も表示されます。
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アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンによるマッ プの作成方法 アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンについて1 - 14
アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンによる

マ ッ プの作成方法

マ ッ プの作成手順 次の表に、 Gentran:Server アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシステムを

使用してマップを作成する手順を示します。

段階 説明

1 準備と確認

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルのレイアウ ト を取得して、 使用し
ている  EDI スタンダード とどのよ うに対応しているかを判断
します。

◗ データを各アプリ ケーシ ョ ン フ ィールド との間でやり取りす
る方法を判断します。

2 グローバル既定値の設定 (1 回のみ )

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステ

ムを初めて使用する と きは、 システムが使用する既定値の日付書
式を設定します。

参照
グローバル日付の既定値を設定する方法の詳細については、 「既定
の日付書式の設定方法」 を参照して ください。

3 新しいマップの作成

参照
マップを作成する方法の詳細については、 「マップの新規作成方
法」 を参照して ください。

4 サンプル EDI ファ イルに基づく、 適切な EDI グループ、 セグメン

ト 、 およびエレ メン ト または自動整列のアクティブ化
または
CII EDI ファ イルの定義

参照

◗ アクティブ化の詳細については、 「EDI マップ コンポーネン ト
をアクティブにする方法」 を参照して ください。

◗ 自動整列の詳細については、 「自動整列の使用方法」 を参照し
て ください。

◗ CII マップ コンポーネン ト を作成する方法の詳細については、
「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンについて アプ リケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンによるマッ プの作成方法 1 - 15
5 アプ リ ケーシ ョ ンの定義

参照
アプ リ ケーシ ョ ンを定義する方法の詳細については、 「固定形式
ファ イルの使い方」 を参照して ください。

6 各アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドへの適切なデータのマッピング

参照

◗ シンプルなマッピング ( 連結 ) 方法の詳細については、「シンプ
ルな連結の作成方法」 を参照して ください。

◗ スタンダード  ルールの使用方法の詳細については、 「スタン
ダード  ルールの使い方」 を参照して ください。

◗ 拡張ルールの使用方法の詳細については、 「拡張ルールの使い
方」 を参照して ください。

7 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのコンパイル

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をコンパイルする方法と ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トの命名規則の詳細については、 「マッ
プのコンパイル方法」 を参照して ください。

8 マッピング レポートの印刷

マップを確認、 検討し、 必要に応じて修正します。

参照
マッピング レポート を印刷する方法の詳細については、 「マッピ
ング レポートの印刷方法」 を参照して ください。

9 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの Gentran:Server への登録

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録する方法の詳細について
は、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

10 適切な取引関係の作成

 Gentran:Server で、 ト レーディング パートナーに対する適切な取

引関係を確立します。

参照
取引関係を作成する方法の詳細については、 『Gentran:Server ユー
ザー ガイ ド』 の 「パートナーの使い方」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
段階 説明
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アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンによるマ ッ プの作成方法 アプ リ ケーシ ョ ン イ ンテグレーシ ョ ンに1 - 16
11 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのテス ト

パートナーからテス ト  データを取得して、 データを処理します。

受信確認処理を確認します ( 該当する場合 )。 ネッ ト ワークのコ

ミ ュニケーシ ョ ンを確認します。

 ( 続き )
段階 説明
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マ ッ プの設計 はじめに 2 - 3
概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 基本的なマッピング機能について説明します。 基本的なマッピン
グ機能には、 初に実行される機能 ( マップの作成 )、 マップの定義時に実行さ

れる機能、 マップの完成後に実行される機能 ( マッピング レポートのコンパイ

ルや印刷 ) が含まれます。
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準備と分析 マ ッ プの設計2 - 4
準備と分析

はじめに マップ作成の 初のステップは、 マッピングに何が必要であるかを分析するこ
とです。 これは、 マッピングを成功させる う えで も重要なステップです。 分
析を徹底的に行えば、 マップを効率的および論理的に作成するために必要な情
報がすべて得られます。 しかし、 この重要なステップを割愛して、 すぐにマッ
プの作成を開始しよ う とする と、 作業に時間がかかり、 手間がかかりがちにな
り ます。 また、 見落と しや抜けが発生し、 作成したマップが使用不可となる場
合もあ り ます。

ト ランスレーシ ョ ンされるデータがインバウンドかアウ トバウンドかにかかわ
らず、 マッピングの分析は次の表に示す段階を踏みます。

マップの作成は、 上記のステップが完了してから開始します。

アプ リ ケーシ ョ ンの
フ ァ イル形式の分析

マッピングの分析は、 一般にユーザーに も馴染みのあるコンポーネン ト 、 つ
ま りアプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式を分析するこ とから始めます。 アプ リ
ケーシ ョ ンのファ イル形式には、 パートナーが送信する発注書から抽出する必
要のある情報すべてが収まっています。 この抽出された情報を基に、 システム
は発注書を適切に処理し、 企業は注文に適切に応じるこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式を  Gentran:Server 用に定義する必要があ り ま

す。 既存のアプリ ケーシ ョ ン ファ イル形式がある場合は、 担当者からそのレ

コード配置を入手して ください。 既存のファ イル形式がない場合は、 データを
適切に処理するために必要なフ ィールドを特定し、 それらのフ ィールドをレ
コード と して論理的にグループ化して、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル形式を作成

する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )

段階 説明

1 アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式の分析

2 パートナーの EDI ファ イル形式の分析

3 アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式と  EDI ファ イル形式の関連付け
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マ ッ プの設計 準備と分析 2 - 5
EDI フ ァ イルの分析 EDI ファ イルを分析するには、 まずト レーディング パートナーからどのよ うな

データが送信されるのかを調べる必要があ り ます。 使用するスタンダード、
バージ ョ ン、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トについては、 パートナーの同意を

得なければなり ません。 また、 パートナーが送信する発注書に含まれる情報、
および使用されている各エレ メン トに格納されるデータについて把握しておく
こ と も大切です。

EDI ファ イルを分析する前に、 現在使用している  EDI スタンダードについて再

確認しておく こ と も助けになり ます。 使用している各スタンダードおよびバー
ジ ョ ンの EDI スタンダード  マニュアルを入手して ください。 マニュアルは EDI 
スタンダードの各機関から入手できます。

パートナーから送信されるデータについてパートナーと協議して、 必要なセグ
メン トやエレ メン ト を決定し、 EDI スタンダードを再度確認したなら、 使用でき

るよ うにする  ( アクティブにする ) マップ コンポーネン ト を リ ス ト アップします。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ァ イルと  EDI 
フ ァ イルとの整合

アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式と  EDI ファ イルとの整合するには、 各アプリ

ケーシ ョ ン ファ イルとそれに対応する  EDI ファ イルのエレ メン ト を指定して、

マッピングの方法を選択する必要があ り ます。 情報をフ ィールドにマッピング
するには、 連結、 スタンダード  ルール、 拡張ルール、 またはこれら  3 つを組み

合わせたものを使用します。

連結
連結 ( シンプルなマッピング ) を使用する と、 マップの入力側のフ ィールドまた
はエレ メン ト を出力側のフ ィールドまたはエレ メン トにマッピングするこ とが
できます。 2 つのマップ コンポーネン ト  ( フ ィールド ) 間の連結は、 2 つの
フ ィールドをつなぐ線と して表示されます。

ス タ ンダー ド  ルール
スタンダード  ルールを使用する と、 拡張ルールほど複雑ではないものの、 シン
プルな連結よ りは複雑なマッピング機能を実行できます。

拡張ルール
拡張ルールを使用する と、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語を使用して、 ほ
とんどすべてのマッピング処理を実行できます。

さ らに、 EDI データのグループから拡張ルールを使用して抽出される出荷先や請

求先の名前、 住所などのアイテムをマッ プが処理できるよう に、 一時記憶 ( 作業 ) 
領域を設定するこ と もできます。

推奨事項
いずれのマッピング操作が必要であるのかをアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルの
フ ィールドごとに指定して ください。

準備完了後の手順 アプ リ ケーシ ョ ンのファ イル形式をどのよ うに EDI ファ イルと関連付けるのか

計画した後に、 実際にマップの作成を開始します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



表示のカス タ マイズ マ ッ プの設計2 - 6
グローバルな既定値の設定 0

表示のカス タ マイズ

はじめに Gentran:Server のアプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用する

と、 マップの表示を次のよ うな方法でカスタマイズできます。

◗ グローバル表示オプシ ョ ンのカスタマイズ

◗ 色のカスタマイズ ( グローバル オプシ ョ ン )
◗ フォン トのカスタマイズ ( グローバル オプシ ョ ン )
◗ 連結の表示 ( グローバル オプシ ョ ン )
◗ マップ バージ ョ ン自動増分のカスタマイズ

◗ マップの入力側と出力側のサイズの均等化

Gentran:Server のグローバルな既定値は、 [ 選択 ] ダイアログ ボッ クスで設定でき

ます。 マップの表示オプシ ョ ンは、 いつでも設定および変更できます。
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マ ッ プの設計 グローバル表示オプシ ョ ンのカス タ マイズ方法 2 - 7
グローバル表示オプシ ョ ンのカス タ マイズ方法

手順 すべてのマップに適用されるグローバルな表示オプシ ョ ンをカスタマイズする
には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

( 次のページへ続く )
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グローバル表示オプシ ョ ンのカス タ マイズ方法 マ ッ プの設計2 - 8
2 グループ、 レコード  ( セグメン ト )、 およびフ ィールド  ( エレ メン

ト ) に関する説明を既定で表示するかど うかによって、 次を実行

します。

◗ 表示する場合は、 ダイアログ ボッ クスの [ リ ス ト ] セクシ ョ ン
にある各項目のチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します ( チェッ
クボッ クスにチェッ クマークが表示されます )。

グループ、 レコード  ( セグメン ト )、 フ ィールド  ( エレ メン ト ) 
に関する説明を既定で非表示に変更するには、 該当する
チェッ クボッ クスを再度ク リ ッ ク して、 チェッ クマークを外
して ください。

◗ 表示しない場合は、 次のステップに進みます。

メ モ
通常は、 参照情報と して、 すべての説明を表示します。 しかし、
何らかの理由で、 説明を非表示にする場合があ り ます。 たとえば、
画面のサイズによっては、 説明を非表示にしたほうがマップ全体
を簡単に表示できる場合があ り ます。

マップのフォン トのサイズを小さ く して、 マップを表示してみる
こ と もできます。 説明を非表示にする前に、 「グローバルなフォン
トのカスタマイズ方法」 を参照して ください。

3 既定の表示の色を変更するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 変更する場合は、 「グローバルな色のカスタマイズ方法」 を参
照して ください。

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

4 既定の表示フォン ト を変更するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 変更する場合は、 「グローバルなフォン トのカスタマイズ方
法」 を参照して ください。

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

5 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 [ 選択 ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プの設計 グローバルな色のカス タ マイズ方法 2 - 9
グローバルな色のカス タ マイズ方法

はじめに 色機能を使用する と、 前景色や背景色を選択して、 さまざまなマップ コンポー

ネン ト を視覚的に定義するこ とができます。 色の使用は、 オプシ ョ ンです。

手順 すべてのマップの色をカスタマイズするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

( 次のページへ続く )
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グローバルな色のカス タ マイズ方法 マ ッ プの設計2 - 10
2 [ 色 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 色 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ アイテム ] リ ス トから、 マップ コンポーネン トの種類 ( グルー

プ、 レコード / セグメン ト 、 複合、 フ ィールド / エレ メン ト ) を選

択します。

4 [ 属性 ] リ ス トから、 アクティブまたは非アクティブ、 条件付きま

たは必須を選択して、 マップ コンポーネン トの種類をさ らに詳し

く定義します。

有効な選択肢は次のとおりです。

◗ [ アクティブ、 条件付き ]
◗ [ アクティブ、 必須 ]
◗ [ 非アクティブ、 条件付 ]
◗ [ 非アクティブ、 必須 ]

5 前景色と背景色を選択します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 すべてのマップに選択した色をグローバル

に定義します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 グローバルなフ ォ ン ト のカス タ マイズ方法 2 - 11
グローバルなフ ォ ン ト のカス タ マイズ方法

はじめに フォン ト機能を使用する と、 すべてのマップの表示に使用されるフォン ト をグ
ローバルに変更できます。 Gentran:Server の既定のフォン トは、 9 ポイン トの MS 
P ゴシッ クです。

フォン ト機能を使用する と、 フォン トの種類、 スタイル、 およびポイン ト  サイ

ズを変更できます。 この機能によって、 フォン ト を自由にカスタマイズするこ
とが可能にな り ます。 たとえば、 マップのよ り広い範囲を画面に表示する必要
がある場合にフォン ト を小さ く した り、 またはフォン ト を大き く した り、 さ ら
にまたフォン ト をよ り読みやすい種類やスタイルに変更した りできます。

手順 すべてのマップの表示フォン ト をカスタマイズするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

( 次のページへ続く )
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グローバルなフ ォ ン ト のカス タ マイズ方法 マ ッ プの設計2 - 12
2 [ フォン ト ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フォン ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ フォン ト ] ボッ クスから、 フォン トの種類を選択します。

メ モ
既定値は、 [MS P ゴシッ ク ] です。

4 [ スタイル ] ボッ クスから、 スタイルを選択します。

メ モ
既定値は、 [ 標準 ] です。

5 [ サイズ ] ボッ クスから、 ポイン ト  サイズを選択します。

メ モ
既定値は 9 です。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 すべてのマップへのグローバルなフォン ト

の変更を適用し、 [ フォン ト ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プの設計 連結のグローバルな表示のカス タ マイズ方法 2 - 13
連結のグローバルな表示のカス タ マイズ方法

はじめに マッピングの連結は、 マップの入力側にある各フ ィールド / エレ メン ト /TFD と、

出力側にあるマップ先のフ ィールド / エレ メン ト /TFD とを結ぶ線と して表示さ

れます。

手順 マッピング連結のグローバルな表示をカスタマイズするには、 次の手順に従い
ます。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

2 [ 連結 ] タブを選択します。

システムか らの応答
連結のオプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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連結のグローバルな表示のカス タ マイズ方法 マ ッ プの設計2 - 14
3 すべてのマップの既定値と して設定する連結オプシ ョ ンを選択し
ます。

◗ [ 連結を非表示にする ]
マッピングの連結は画面に表示されません。

◗ [ 選択したエレ メン トの連結のみを表示する ]
現在選択しているフ ィールドのマッピング連結のみを表示し
ます ( 一度に多くの連結を表示するこ とによる混乱を避ける
ため、 このオプシ ョ ンによ り、 選択したフ ィールドに注意を
集中するこ とができます )。

◗ [ 表示されている全エレ メン トの連結を表示する ]
マッピングの連結をすべて表示します。

4 [OK] ボタンをク リ ッ ク して変更内容を保存し、 [ 選択 ] ダイアロ

グ ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プ バージ ョ ンの自動増分のカス タ マイズ方法

はじめに Gentran:Server では、 ユーザーが設定するグローバル オプシ ョ ンに基づいて、

マップのバージ ョ ン番号を自動的に増加できるよ うにな り ました。 これまでは、
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンの [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

詳細 ] ダイアログ ボッ クスで、 バージ ョ ン番号を手動で設定または増分する必

要があ り ました。

ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ンの [ 選択 ] ダイアログ ボッ

クスでグローバル オプシ ョ ンを設定するこ とで、 マップのバージ ョ ン番号をい

つ増分するのか指定できます。 マップのバージ ョ ン番号を自動的に増分するオ
プシ ョ ンについて、 次のリ ス トで説明します。

◗ 自動増分しません。

◗ マップの保存時に、 増分するかど うか確認が行われます。

◗ マップのコンパイル時に、 自動増分するかど うか確認が行われます。

◗ マップの保存時には常に自動増分します。

◗ マップのコンパイル時には常に自動増分します。

メ モ
自動増分機能では、 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] ダイアログ ボッ
クスのマップの副版を 255 まで増分します。 副版の番号が 255 を超える と、 副版
の番号は 0 とな り、 主版の番号が増加します。

例
バージ ョ ン番号 1.255 は、 次に自動増分される と  2.0 になり ます。

自動増分の設定 マップ バージ ョ ン番号の自動増分機能を設定するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

( 次のページへ続く )
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マ ッ プ バージ ョ ンの自動増分のカス タ マイズ方法 マ ッ プの設計2 - 16
2 [ バージ ョ ン ] タブを選択します。

システムか らの応答
バージ ョ ンの自動増分オプシ ョ ンが表示されます。

3 適切なオプシ ョ ンを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
選択したグローバルな自動増分が設定されます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プの設計 マ ッ プの入力側と出力側のサイズの均等化 2 - 17
マ ッ プの入力側と出力側のサイズの均等化

はじめに マップを開く と、 マップの入力側と出力側はまった く同じサイズで表示されま
す。 マップを操作したり、 入力側と出力側の表示を隔てる中央のバーを移動し
たり した後で、 入力側と出力側のサイズをも う一度同じサイズに戻す場合があ
り ます。

均等化機能を使用する と、 フォーカスされているマップの入力側と出力側のサイ
ズを同じサイズに戻すこ とができます。 均等化機能の使用は、 オプシ ョ ンです。

手順 マップの入力側と出力側のサイズを均等化するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ 均等化 ] を選択します。

メ モ
この機能を実行する と、 フォーカスされているマップの入力側と
出力側の中央境界線が移動し、 入力側と出力側のサイズが等し く
な り ます。
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既定の日付書式の設定方法

はじめに すべての日付フ ィールドで使用される既定の日付書式は、 通常 " 一度だけ " 設定

します。 この既定の書式は、 EDI ドキュ メン トが初めてスタンダードから読み込

まれる と きに使用されます。 この既定値は、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアロ

グ ボッ クスでオーバーライ ドできます。

このグローバル オプシ ョ ンの変更は、 すべてのマップの既定の日付書式に反映

されます。 ただし、 既存の日付フ ィールドの書式には影響を与えません。 変更
された既定値は、 新しいマップだけに適用されます。

手順 既定の日付書式を設定するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既定では [ ツ リー ] 
タブが表示されます )。

2 [ スタンダード書式 ] タブを選択します。

システムか らの応答
日付書式のオプシ ョ ンが表示されます。

3 [6 文字日付 ] および [8 文字日付 ] リ ス トから、 それぞれ既定とす

る日付書式を選択します。

( 次のページへ続く )
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4 [OK] をク リ ッ ク して、 [6 文字日付 ] および [8 文字日付 ] ボッ クス

の既定とする日付書式を確定し、 [ 選択 ] ダイアログ ボッ クスを

閉じます。

ヒ ン ト
[6 文字日付 ] および [8 文字日付 ] リ ス トに表示される書式の順番
を変更する、 または新しい書式をこれらの リ ス トに追加するには、
[ オプシ ョ ン ] メニューの [ 日付書式 ] を選択します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プの作成と詳細の定義 0

マ ッ プの新規作成方法

はじめに 作成できるマップには、 システム  インポート  ( インポート  マップのヘッダー情

報を含みます )、 インポート  ( アウ トバウンド  マップ用 )、 エクスポート  ( イン

バウンド  マップ用 )、およびターンアラウンド  (EDI から  EDI へのマップ用 ) の 4 
種類があ り ます。 4 種類のマップの新規作成手順は、 途中まですべて共通です。

手順 新しいマップを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規作成 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

( 次のページへ続く )
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2 次の質問に答えた後、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ 作成するマップの種類を指定して ください。
選択肢は、 次の表のとおりです。

各部 機能

インポート アウ トバウンド  マップで使用されます。

エクスポート インバウンド  マップで使用されます。

インターチェンジ 
ブレーク

アドバンス ド  マッピングで、 インターチェ

ンジを区切るために使用されます。

F/A インバウンド アドバンス ド  マッピングで、 ファンクシ ョ

ナル受信確認との整合性をと るために使用
されます。

F/A アウ トバウンド アドバンス ド  マッピングで、 ファンクシ ョ

ナル受信確認を生成するために使用され
ます。

システム  インポート  
ヘッダ

アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル内の各ドキュ メ

ン トに対応する取引関係 ( パートナー エ
ディ タで確立 ) を識別するために使用され

ます。 これによ り、 ドキュ メン トの処理に
どのインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト を使用するかが識別されます。

ターンアラウンド EDI から  EDI へのマップで使用されます。

ト ランザクシ ョ ン 
ビルド

アドバンス ド  マッピングで、 ト ランザク

シ ョ ン エンベロープを作成するために使用

されます。

ト ランザクシ ョ ン 
ブレーク

アドバンス ド  マッピングで、 ドキュ メン ト

を区切るために使用されます。

ファンクシ ョナル 
グループ ビルド

アドバンス ド  マッピングで、 ファンクシ ョ

ナル グループ エンベロープを作成するため

に使用されます。

ファンクシ ョナル 
グループ ブレーク

アドバンス ド  マッピングで、 ファンクシ ョ

ナル グループを区切るために使用されます。

インターチェンジ 
ビルド

アドバンス ド  マッピングで、 インターチェ

ンジ エンベロープを作成するために使用さ

れます。

( 次のページへ続く )
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2
( 続き )

◗ マップの名前を指定して ください。
マップの一意の名前を入力します。 自動的に .MAP 拡張子が
追加されます。

◗ ユーザー名を入力して ください。
画面上に提示される名前が正し くない場合は、 ユーザー名を
入力します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  – 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

メ モ
マップの入力側の書式設定を完了する必要があ り ます。 入力側の
書式とは、 Gentran:Server システムによって ト ランスレーシ ョ ンさ
れるデータの書式です。

3 マップの入力側の書式を設定します。 ユーザー定義のシンタ ッ ク
スを使用して新しいデータ書式を作成するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 作成する場合は、次のいずれかの入力書式オプシ ョ ンを選択し
て、 ステップ 4 に進みます。
[Delimited EDI] ( 電子データ交換ファイル )
[Positional] (VDA、GENCOD、アプリ ケーシ ョ ン ファイルなど )
[CII] ( 日本固有の標準 )
[CII Positional] (CII Build/Break マップ用 ) 

メ モ
インバウンド  マップ ( エクスポート ) の入力書式の種類
は、 [CII] または [EDI] です。
アウ トバウンド  マップ ( システム インポート またはイ
ンポート ) の入力書式の種類は、 [Positional] です。
ターンアラウンド  マップの入力書式の種類は、 [EDI] ま
たは [CII] です。

◗ 作成しない ( 保存されている定義からデータ書式を読み込む ) 
場合は、 [ 保存されている定義からデータ形式を読み込む ] オ
プシ ョ ンを選択し、 保存されている定義のパス とファ イル名
を入力します ( または、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 [ 定義ファイ
ルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示します )。 ステップ 6 に
進みます。

( 次のページへ続く )
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4 [Delimited EDI] または [CII] を選択した場合、 その書式をカスタマ

イズするかど うかによって、 次を実行します。

◗ カスタマイズする場合は、 [ カスタマイズ ] をク リ ッ ク し、 次
のステップに進みます。

システムからの応答
[ 新規 Delimited EDI ウ ィザード ] または [ 新規 CII ウ ィ
ザード ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ
Delimited EDI および CII のウ ィザードを使用する と、 ス
タンダード  データベースを基に独自の書式を作成する
こ とができます。

◗ カスタマイズしない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 ステッ
プ 7 に進みます。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  – 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

( 次のページへ続く )
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5 該当するダイアログ ボッ クスの手順を実行し、 ステップ 7 に進み

ます。

表示される
ダイ アログ ボッ ク ス 実行する手順

新規 Delimited EDI 
ウ ィザード

a. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

b. スタンダード  データベースを含む 
ODBC データ  ソースを選択します。

c. スタンダード  エージェンシー、 バー
ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト 、
およびリ リース  (TRADACOMS の場合
のみ ) を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し
ます。

d. [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

新規 CII ウ ィザード a. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

b. スタンダード  データベースを含む 
ODBC データ  ソースを選択します。

c. 日本語の説明を使用したい場合は、 該
当するチェッ クボッ クスをオンにしま
す ( 既定は、 英語です )。

d. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

e. スタンダード  エージェンシー、 バー
ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト 、
およびリ リース  (TRADACOMS の場合
のみ ) を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し
ます。

f. 適切なマルチ明細ヘッダーを選択し、
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

g. [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  – 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

( 次のページへ続く )
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6 保存されている定義からデータ書式を読み込むこ とを選択して、
[ 参照 ] をク リ ッ ク して [ 定義ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ ク

スを表示するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示する場合は、 ファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク し
て、選択したファ イル形式の定義を読み込みます。 ステップ 7 
に進みます。

メ モ
この時点で、 .DDF または .IFD ファ イルのいずれかを選
択できます。

◗ 表示しない場合は、 ステップ 7 に進みます。

メ モ
DDF が無効である場合は、 問題について説明する メ ッ
セージ ボッ クスが表示され、 インポートは中断され
ます。

7 マップの出力側の書式を設定します。 ユーザー定義のシンタ ッ ク
スを使用して新しいデータ書式を作成するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 作成する場合は、次のいずれかの出力書式オプシ ョ ンを選択し
て、 ステップ 8 に進みます。
[Delimited EDI] ( 電子データ交換ファイル )
[Positional] (VDA、GENCOD、アプリ ケーショ ン  ファ イルなど )
[CII] ( 日本固有の標準 )
[CII Positional] (CII Build/Break マップ用 ) 

メ モ
インバウンド  マップ ( エクスポート ) の出力書式の種類
は、 Positional です。
アウ トバウンド  マップ ( システム インポート またはイ
ンポート ) の出力書式の種類は、 CII または EDI です。
ターンアラウンド  マップの出力書式の種類は、 EDI ま
たは CII です。

◗ 作成しない ( 保存されている定義からデータ書式を読み込む ) 
場合は、 [ 保存されている定義からデータ形式を読み込む ] オ
プシ ョ ンを選択し、 保存されている定義のパス とファ イル名
を入力します ( または、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 [ 定義ファイ
ルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示します )。 ステップ 9 に
進みます。

( 次のページへ続く )
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8 [Delimited EDI] または [CII] を選択した場合、 その書式をカスタマ

イズするかど うかによって、 次を実行します。

◗ カスタマイズする場合は、 [ カスタマイズ ] をク リ ッ ク し、 次
のステップに進みます。

システムからの応答
[ 新規 Delimited EDI ウ ィザード ] または [ 新規 CII ウ ィ
ザード ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ
Delimited EDI および CII のウ ィザードを使用する と、 ス
タンダード  データベースを基に独自の書式を作成する
こ とができます。

◗ カスタマイズしない場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して選択した
スタンダード情報を読み込み、 新しいマップを作成します 
( この操作には数秒かかる場合があ り ます )。

システムか らの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンのウ ィンド ウに新しいマッ
プが表示されます。

( 次のページへ続く )
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9 該当するダイアログ ボッ クスの手順を実行し、 ステップ 11 に進

みます。

表示さ れる
ダイ アログ ボッ ク ス 実行する手順

新規 Delimited EDI 
ウ ィザード

a. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

b. スタンダード  データベースを含む 
ODBC データ  ソースを選択します。

c. スタンダード  エージェンシー、 バー
ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト 、
およびリ リース  (TRADACOMS の場合
のみ ) を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し
ます。

d. [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

新規 CII ウ ィザード a. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

b. スタンダード  データベースを含む 
ODBC データ  ソースを選択します。

c. 日本語の説明を使用したい場合は、 該
当するチェッ クボッ クスをオンにしま
す ( 既定は、 英語です )。

d. [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

e. スタンダード  エージェンシー、 バー
ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト 、
およびリ リース  (TRADACOMS の場合
のみ ) を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し
ます。

f. 適切なマルチ明細ヘッダーを選択し、
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

g. [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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10 保存されている定義からデータ書式を読み込むこ とを選択した場
合、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して [ 定義ファイルを開く ] ダイアログ 
ボッ クスを表示するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示する場合は、 ファ イル名を入力し、 [ 開く ] をク リ ッ ク し
て、 選択したファ イル形式の定義を読み込みます。 ステップ 
11 に進みます。

メ モ
この時点で、 .DDF または .IFD ファ イルのいずれかを選
択できます。

◗ 表示しない場合は、 ステップ 11 に進みます。

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク して選択したスタンダード情報を読み込み、 新

しいマップを作成します ( この操作には数秒かかる場合があ り ま

す )。

システムか らの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンのウ ィンド ウに新しいマッ
プが表示されます。

メ モ
新しいマップの作成および保存が完了したら、 マップの入力側と
出力側を定義する必要があ り ます。 定義の手順は、 マップの種類
がインポート、 システム インポート、 エクスポート、 またはター
ンアラウンドのいずれであるかによって異なり ます。
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ト ラ ンスレーシ ョ ン オブジ ェ ク ト の詳細の定義方法

はじめに [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、

説明やバージ ョ ン情報などの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの詳細を編集す

るこ とができます。 また、 固定長ファ イルまたは CII 固定長ファ イルを読み込む

際にト ランスレータが各文字列フ ィールドの付け足し文字および配置設定を使
用するよ う指定するこ と もできます。 これによ り文字列データから付け足し文
字を削除する方法が決定されます。

バージ ョ ン 3.0 よ り

前のルールの実行

[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] ダイアログ ボッ クスでは、 ト ランス

レータで Gentran:Server バージ ョ ン  3.0 よ り前と同様の方法でスタンダード  ルー

ルや拡張ルールを実行するかど うかを決定するこ とができます。 Gentran:Server 
バージ ョ ン 3.0 よ り前の標準的な動作は、 次のとおりです。 出力レコード / セグ

メン トの連結先である入力フ ィールドのレコード / セグメン トにデータが含まれ

ていない場合でも、 その連結先のレコード / セグメン ト と同じ階層レベルにデー

タを含む他の入力レコード / セグメン トがあれば、 出力フ ィールドのスタンダー

ド  ルールおよび拡張ルールは実行されます。

例
次の図に示されているよ うに、 マップの出力側の DEMO5 フ ィールドの拡張ルー
ルは、 連結先のフ ィールド  ( 入力側の DEMO1:2) にデータが存在していなくても
実行されます。 これは、 入力側の DEMO2 と同じ階層レベルにある  DEMO1 レ
コードのフ ィールドにデータが存在するためです。

メ モ
マップがバージ ョ ン  3.0 よ り前の Gentran:Server でコンパイルされている場合、
[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの [GENTRAN:Server for Windows 2.x 互換性
ルールの実行 ] チェッ クボッ クスは自動的にオンとな り、 ルールは以前のバー
ジ ョ ンと同様の方法で処理されます。 この既定は変更するこ とができます。 た
だし、 変更する場合は、 データが入力されるフ ィールドを持たない出力レコー
ド / セグメン トに対してスタンダード  ルールや拡張ルールを実行するインスタ
ンスを再度マッピングしなければならな くな り ます。

( 次のページへ続く )
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バージ ョ ン 3.0 以降

のルールの実行

バージ ョ ン 3.0 では、 スタンダード  ルールは次のよ うに実行されます。 出力側の

レコード / セグメン トのスタンダード  ルールおよび拡張ルールは、 いずれかの

連結によってその出力マップ コンポーネン トにデータが入力される場合にのみ

実行されます。

メ モ
マップがバージ ョ ン 3.x 以降の Gentran:Server で作成されている場合、 既定で [ ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの [Gentran:Server 
for Windows 2.x 互換性ルールの実行 ] チェッ クボッ クスはオフになり ます。

例
次の図に示されているよ うに、 出力側の DEMO5 フ ィールドの拡張ルールは、 連
結先のフ ィールド  ( 入力側の DEMO1:2) にデータが存在しないため実行されてい
ません。 入力側の DEMO2 と同じ階層レベルにある  DEMO1 レコードのフ ィール
ドにデータが存在する場合でも、 このルールはやはり実行されません。

推奨事項
バージ ョ ン 3.x 以降では、 このチェッ クボッ クスをオフにするこ とをお勧めしま
す。 オンにする と、 あらかじめ規定されているものとは異なる動作をするこ と
にな り ます。

( 次のページへ続く )
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[ マ ッ プの詳細 ] ダ
イアログ ボ ッ ク ス

次の図に、 [ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 [ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスの各部分とその機能は、 次の表のとおり

です。

各部 機能

作成者 マップを作成したユーザーまたは部門を示します。

メ モ
このボッ クスは必須です。

説明 一意なマップの説明を含みます。

メ モ
このボッ クスは必須です。 この説明は、 システムが
マップを識別するのに使用されます。 説明には、 マッ
プを識別するのに役立つ特徴的な情報を含めるこ とを
強くお勧めします。 たとえば、 どのパートナーに対し
て使用されるマップであるのかや、 マップが使用する
スタンダード、 バージ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ンの種類、
およびマップの方向 ( インポート、 エクスポート など ) 
を含めるこ とができます。

例
[MWT X 3030 850 Export] とい う説明は、 このマップが 
MWT とい うパートナーに対して、 ANSI X.12 バージ ョ
ン 003030 の発注書 (850) に関連して使用されるマップ
であ り、 インバウンドで送信される  ( エクスポート ) こ
とを示しています。

( 次のページへ続く )
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マップの機能 リ ス トから、 適切なマップの種類を選択します。 有効
な値は次のとおりです。

◗ [Import] — アウ トバウンド  マップ ( アプ リ ケーシ ョ
ンから  EDI) には、 この種類を選択します。

◗ [Export] — インバウンド  マップ (EDI からアプリ
ケーシ ョ ン ) には、 この種類を選択します。

◗ [Turnaround] — EDI から  EDI へのマップには、 この
種類を選択します。

◗ [Transaction build] ( アドバンス ド  マッピングで、 ト
ランザクシ ョ ン エンベロープをビルドするのに使
用します )

◗ [Transaction break] ( アドバンス ド  マッピングで、 ド
キュ メン ト を区切るのに使用します )

◗ [Functional group build] (アドバンス ド  マッピングで、
ファンクシ ョナル グループ エンベロープをビルド
するのに使用します )

◗ [Functional group break] ( アドバンス ド  マッピング
で、 ファンクシ ョナル グループを区切るのに使用
します )

◗ [Interchange build] ( アドバンス ド  マッピングで、 イ
ンターチェンジ エンベロープをビルドするのに使
用します )

◗ [Interchange break] ( アドバンス ド  マッピングで、 イ
ンターチェンジを区切るのに使用します )

◗ [F/A Inbound] ( アドバンス ド  マッピングで、 ファン
クシ ョナル受信確認との整合性をと るために使用し
ます )

◗ [F/A Outbound] ( アドバンス ド  マッピングで、 ファ
ンクシ ョナル受信確認を生成するのに使用します )

メモ
このボッ クスは必須です。

システム このマップをシステム  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト  ( システムによって内部で使用されるオブジェク ト ) 
と して指定します。

注意
このチェッ クボッ クスは、 この ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト をシステム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク
ト と して定義したい場合にのみ、 オンにして ください。
一度 Gentran:Server に登録されたシステム ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トは、 削除できません。

( 次のページへ続く )
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左右の空白文字の
削除方法を設定する

固定長ファ イルまたは CII 固定長ファ イルを読み込む際

に、 ト ランスレータが各文字列フ ィールドの付け足し
文字および配置の設定を使用するよ う指定します。 こ
れによ り、 文字列データから付け足し文字を削除する
方法が決定されます。

例
フ ィールドのデータの位置合わせが左揃えに設定され
ている場合、 付け足し文字はフ ィールドの右側から削
除されます。 フ ィールドのデータの位置合わせが右揃
えに設定されている場合は、 付け足し文字がフ ィール
ドの左側から削除されます。 また、 中央揃えに設定さ
れている場合は、 付け足し文字がフ ィールドの左右両
側から削除されます。

このオプシ ョ ンをオフにする  ( 既定の設定 ) と、 付け足

し文字は各固定長文字列フ ィールドの左右両側から削
除されます。 これは、 現在のシステムの動作です。

例
このオプシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン  データの末尾ま
たは先頭にある空白のいずれかを残したい場合に使用
できます。

Gentran:Server for 
Windows 2.x 互換性

ルールの実行

ト ランスレータがマップの出力側に対してスタンダー
ド  ルールおよび拡張ルールを実行する方法を指定でき

ます。

参照
詳細については、 「バージ ョ ン 3.0 よ り前のルールの実
行」 および 「バージ ョ ン 3.0 以降のルールの実行」 を参
照して ください。

主版 /
副版

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのバージ ョ ンを変更

するこ とができます。

メ モ
これらのボッ クスには、 それぞれ 0 ～ 255 の値を入力す
るこ とができます。 これら  2 つのボッ クスを使用でき
るのは、 ユーザーのみです。 システムによって使用さ
れるこ とはあ り ません。

例
[ 主版 ] ボッ クスに 「5」、 [ 副版 ] ボッ クスに 「45」 と入
力する と、 その ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの
バージ ョ ン番号は 「5.45」 とな り ます。

( 次のページへ続く )

各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 ト ラ ンスレーシ ョ ン オブジ ェ ク ト の詳細の定義方法 2 - 35
手順 マップの詳細を指定するには、 次の手順に従います。

コンパイル日時 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トがコンパイルされた

日付を表示します。

メ モ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがまだコンパイルさ
れていない場合は、 ブランクにな り ます。

EDI 関連 マップの入力側と出力側またはどちらか一方で 
[Delimited EDI] を選択する と、 このセクシ ョ ンには EDI 
情報が表示されます。

注意
これらのボッ クスに変更を加えるのは、 既存のマップ
の EDI エージェンシー、 バージ ョ ン、 ト ランザクシ ョ
ン、 リ リース、 またはファンクシ ョナル グループを変
更する場合のみです。 このセクシ ョ ンを使用する と、
既存のマップをコピーして、 変更を加えるこ とができ
ます。

OK 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル 変更を保存せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

各部 機能

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ 詳細 ] を選択します。

システムか らの応答
[ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 マップの説明を変更するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 変更する場合は、 [ 説明 ] ボッ クスに新しい説明を入力して、
次のステップに進みます。

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

( 次のページへ続く )
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3 互換性ルールの実行の指定を変更するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 変更する場合は、 次の表を参照して操作を決定し、 次のス
テップに進みます。

参照
詳細については、 「バージ ョ ン 3.0 よ り前のルールの実
行」 および 「バージ ョ ン 3.0 以降のルールの実行」 を参
照して ください。

次のバージ ョ ンの動作
を基にルールを実行

[Gentran:Server for Windows 2.x 
互換性ルールの実行 ] チ ェ ッ クボ ッ クス

の設定

バージ ョ ン 3.0 よ り前 オン

バージ ョ ン 3.0 以降 オフ

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

4 マッ プのバージョ ンを変更するかどう かによって、次を実行します。

◗ 変更する場合は、[ 主版 ] および [ 副版 ] ボッ クスに適切なバー
ジ ョ ン番号を入力し、 次のステップに進みます。

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更を保存して、 [ マップの詳細 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ
ます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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定義フ ァ イルの読み込み方法

はじめに Gentran:Server では、 以前に保存したファ イル形式の個々の定義を読み込むこ と

ができます。 この機能を使用する と、 マップの入力および出力のいずれの側も
簡単に作成できます。

参照
定義ファイルを保存する方法の詳細については、 「定義ファイルの保存方法」 を
参照して ください。

メ モ
マップの現在選択されている側は、 読み込む定義ファイルによって置換されま
す。 この作業は、 置換が行われるこ とをよ く理解した うえで実行して ください。

手順 ファ イル形式の定義を読み込むには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファイル書式 ] アイコン  ( マップの入力または出力側のいずれか ) 
を右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 定義ファイル

を開く ] を選択します。

メ モ
マップの現在選択されている側が Gentran:Server を使用して既に作
成されている場合は、 既存のファイル形式が置換されるこ とを警
告する メ ッセージが表示されます。 [ はい ] をク リ ッ ク して、 次の
ステップに進みます。

システムか らの応答
[ 定義ファイルを開く ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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2 [ ファ イルの場所 ] リ ス トに Gentran:Server がインス トールされて

いる ド ラ イブ ¥ フォルダ (既定は GENSRVNT) が表示されているか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 ステップ 3 に進みます。

◗ 表示されていない場合は、 適切なフォルダを選択して、 ス
テップ 3 に進みます。

3 [ ファ イルの種類 ] リ ス トから、 表示するファ イルの種類を選択し

ます。

4 システムに読み込む定義ファイルを リ ス トから選択するか、 [ ファ

イル名 ] ボッ クスにファ イルの名前を入力します。

5 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
選択したファイル形式の定義が読み込まれます。

 ( 続き )
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定義フ ァ イルの保存方法

はじめに Gentran:Server では、 ファ イル形式の個々の定義を保存して、 その後マップを作

成する際の参考とするこ とができます。 この機能を使用する と、 マップの入力
および出力のいずれの側も簡単に作成できます。

参照
定義ファイルを読み込む方法の詳細については、 「定義ファイルの読み込み方
法」 を参照して ください。

手順 ファ イル形式の個々の定義を保存するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファイル書式 ] アイコン  ( マップの入力または出力側のいずれか ) 
を右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 定義ファイル

を保存する ] を選択します。

システムか らの応答
[ 定義ファイルを保存する ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 保存する場所 ] リ ス トに Gentran:Server がインス トールされてい

る ド ライブ ¥ フォルダ (既定は GENSRVNT) が表示されているかど

うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 ステップ 3 に進みます。

◗ 表示されていない場合は、 適切なフォルダを選択して、 ス
テップ 3 に進みます。

3 [ ファ イル名 ] ボッ クスにファ イル名 (1 ～ 8 文字 ) を入力するか、

リ ス トから保存したい定義ファ イルを選択します。

( 次のページへ続く )
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4 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
ファ イル形式の定義が保存されます。

 ( 続き )
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EDI マ ッ プ コ ンポーネン ト をアク テ ィ ブにする方法

はじめに Gentran:Server によって生成されるマップの EDI 側には、 選択したドキュ メン ト

のバージ ョ ンのスタンダード  エージェンシーで定義されているすべてのグルー

プ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン トが含められます。 スタンダードに
よって " 必須 " ( 必ず使用する ) と定義されたグループ、 セグメン ト 、 複合、 お

よびエレ メン トはすべてアクティブにな り ます。 必須のグループ、 セグメン ト 、
複合、 およびエレ メン ト を非アクティブにするこ とはできません。

データが ト ランスレーシ ョ ンされる と きに、 アクティブでないグループ、 セグ
メン ト 、 複合、 およびエレ メン ト  ( またはレコードやフ ィールド ) は処理されま

せん。 したがって、 スタンダードでは必須と定義されていないものの、 マッピ
ングで使用する必要がある と判断するグループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエ
レ メン トは、 ユーザーがアクティブにする必要があ り ます。

ヒ ン ト
定義済みのサンプル EDI ファ イルがある場合は、 アクティブにする代わりに、
自動整列機能を使用するこ と もできます。

参照
自動整列機能の詳細については、 「自動整列の使用方法」 を参照して ください。

手順 グループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン ト をアクティブにするには、 次
の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 機能 ] メニューから  [ アクティブ ] を選択します。

2 アクティブにするセグメン トやグループが含まれている各グルー
プを開きます ( ダブルク リ ッ ク )。

メ モ
マップ コンポーネン ト を  1 つずつ開く  ( ステップ 2、 5、 および 7) 
代わりに、 [ 表示 ] メニューから  [ すべて展開 ] を選択してすべて
のマップ コンポーネン ト を開く こ と もできます。 また、 マップ コ
ンポーネント を選択してから、 [ 表示 ] メ ニューの [ 分岐の展開 ] を
選択してマップ コンポーネン ト を開く こ と もできます。

3 使用する必要のある非アクティブなグループをすべて選択します。
選択されたグループはアクティブになり ます。

メ モ
アクティブにするつも りのないグループ、 セグメン ト 、 複合、 ま
たはエレ メン ト を誤ってク リ ッ ク してしまった場合は、 そのマッ
プ コンポーネン ト を右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューか
ら  [ 非アクティブ ] を選択して ください。
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4 使用する必要のある非アクティブなセグメン ト をすべて選択し
ます。

メ モ
選択されたセグメン トはアクティブにな り ます。

5 アクティブにする複合やエレ メン トが含まれている各セグメン ト
を開きます ( ダブルク リ ッ ク )。

6 使用する必要のある非アクティブな複合をすべて選択します。

メ モ
選択された複合はアクティブにな り ます。

7 アクティブにするエレ メン トが含まれている各複合を開きます 
( ダブルク リ ッ ク )。

8 使用する必要のある非アクティブなエレ メン ト をすべて選択し
ます。

メ モ
選択されたエレ メン トはアクティブにな り ます。

9 必要なグループ、 セグメン ト 、 およびエレ メン ト をすべてアク
ティブにしたら、 [ 機能 ] メニューから  [ アクティブ ] を選択して

アクティブ モードをオフにします。

 ( 続き )
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自動整列の使用方法

はじめに マップ コンポーネン ト を手動でアクティブにする代わりに、 自動整列機能を使

用するこ と もできます。 自動整列では、 選択するサンプル EDI ファ イルに基づ

いてマップの EDI 側が調整されます。 この EDI ファ イルは事前に作成しておく

必要があ り ます。

自動整列機能は指定された EDI ファ イルを調べ、 EDI 側のマップ コンポーネン

ト をアクティブか非アクティブにして、 2 つのファ イルのマップ コンポーネン ト

を一致させます。 このよ うに自動整列機能ではマップ コンポーネン ト を一致さ

せるため、 サンプル EDI ファ イルはマップと同じスタンダード、 バージ ョ ン、

およびト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) である必要があ り ます。

注意事項 自動整列を使用するには、 セグメン ト区切文字およびエレ メン ト区切文字を定
義する必要があ り ます。 タグ区切文字 が指定されていない場合は、 セグメン ト

区切文字 が代用されます。 複合エレ メン ト を使用する場合は、 サブエレ メン ト

区切文字を指定する必要があ り ます。 また、 リ リース文字を使用する場合は、
リ リース文字を指定する必要があ り ます。

参照
EDI 区切文字の指定の詳細については、 「EDI 区切文字の検証方法」 を参照して
ください。

注意
サンプル EDI ファ イルは適合ドキュ メン トである必要があ り ます。 また、 サン
プル EDI ファ イルにエンベロープ セグメン ト を含めるこ とはできません。
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手順 自動整列を使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ◗ マップの EDI 側で、 [EDI ファ イル ] アイコンを右ク リ ッ ク し
ます。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  [ 自動整列 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 自動整列のサンプル EDI ファ イル ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

2 [ ファ イルの場所 ] リ ス トから、 EDI ファ イルが保存されている ド

ラ イブ ¥ フォルダを選択します。

メ モ
既定の保存場所は、 GENSRVNT¥BIN です。

3 必要に応じて、 [ ファ イルの種類 ] リ ス トから、 表示するファ イル

の種類を選択します。

4 システムに読み込むサンプル EDI ファ イルを リ ス トから選択し

ます。

5 [ 開く ] をク リ ッ ク して、 自動整列処理を開始します。

メ モ
自動整列が完了する と、 処理が成功したかど うかを通知する メ ッ
セージが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認
します。
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グループおよび繰り返し セグ メ ン ト のプロモー ト 方法

はじめに プロモート機能は、 グループまたは繰り返しセグメン トから  1 つの繰り返し  ( イ

ンスタンス ) を抽出します。 この機能を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イ

ルから一意のデータをマッピングして、 特別な定義を入力するこ とができます。
Gentran:Server で有効と されているマッピング関係は、 1 対 1 ( ループなし ) およ

び複数対複数 ( ループ ) のみです。

メ モ
プロモート機能は、 グループまたは繰り返しセグメン トが選択されている場合
にのみ使用できます。

プ ロ モー ト 機能、 コ ピー機能、 分割機能の比較
" コピー " と  " 貼り付け " 機能を使用しても、 ([ 大使用回数 ] ボッ クスの数値
を変更して ) 同じ作業を実行したこ とにな り ます。 ただし、 プロモートは EDI 構
造の整合性を確実に維持するための専用機能です。 状況によっては、 分割機能
または " コピー "/" 切り取り " と  " 貼り付け " 機能を使用するこ と もできます。

参照

◗ グループや繰り返しセグメン ト を分割する方法の詳細については、 「グルー
プおよび繰り返しセグメン トの分割方法」 を参照して ください。

◗ コピー、 切り取り、 および貼り付け機能の詳細については、 「コピー、 切り
取り、 貼り付け機能の使用方法」 を参照して ください。

手順 グループまたは繰り返しセグメン ト をプロモートするには、次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 1 つの繰り返しの抽出元と して、 グループまたは繰り返しセグメ

ン ト を選択します。

2 メ イン ツールバーにある  [ プロモート ] を選択します。

システムか らの応答
ループ構造の 1 つの繰り返し  ( インスタンス ) が抽出されます。
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アウ ト バウン ドの例 この例では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルに、 すべての出荷情報がまとめられて

いる出荷先レコード と、 すべての請求情報がま とめられている請求先レコード
が含まれています。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 出荷先レコード と請求先レコード
はどちら も  1 度だけ出現します。 EDI ファ イルには、 200 回繰り返される  N1 グ
ループ (ANSI 用 ) または NAD グループ (EDIFACT 用 ) があ り ます。 N1/NAD の
エンティティ識別子コードが BT である場合、 N1/NAD グループには請求情報が

含まれます。 エンティティ識別子のコードが ST である場合、 N1/NAD グループ

には出荷情報が含まれます。

手順の例
次の手順は、 一意のデータをアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルにマッピングする方法
の例です。

ステ ッ プ 操作

1 まだアクティブにしていない場合は、 N1/NAD ループおよび適切

なセグメン トやエレ メン ト をアクティブにします。 N1/NAD グ
ループが既にアクティブになっている場合は、 反転表示してくだ
さい。

参照
アクティブにする方法の詳細については、 「EDI マップ コンポー
ネン ト をアクティブにする方法」 を参照して ください。

2 メ イン ツールバーの [ プロモート ] をク リ ッ ク して、 N1/NAD グ
ループのインスタンスを  1 つ抽出します。

3 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既
定では [ 名前 ] タブが表示されます )。

4 説明を入力するボッ クスに、 請求情報を格納するグループである
こ とを識別できるよ うに定義を入力します。

( 次のページへ続く )
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5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
閉じます。

6 ◗ オリジナルの N1/NAD グループ ( 繰り返される回数は 199 回 ) 
を再度右ク リ ッ ク します。

◗ [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既
定では [ 名前 ] タブが表示されます )。

7 説明を入力するボッ クスに、 請求情報を格納するグループである
こ とを識別できるよ うに定義を入力します。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
閉じます。

9 ◗ メ イン ツールバーにある  [ 非アクティブ ] ボタンをク リ ッ ク し
ます。

◗ オリジナルの N1/NAD グループ ( 繰り返される回数は 198 回 ) 
をク リ ッ ク します。 このグループは処理されなくな り ます。

10 これで、 請求情報が格納されている  N1/NAD の 1 つの発生のエレ

メン ト を請求先アプリ ケーシ ョ ン  レコードのフ ィールドに連結す

るこ とができます。

また、 出荷情報が格納されている  N1/NAD の 1 つの発生のエレ メ

ン ト を出荷先アプリ ケーシ ョ ン  レコードのフ ィールドに連結する

こ とができます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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グループおよび繰り返し セグ メ ン ト の分割方法

はじめに 分割機能を使用する と、 グループや繰り返しセグメン ト を  2 つのループに分割す

るこ とができます。 通常この機能は、 複数回出現する同じマップ コンポーネン

トのインスタンスが 1 以上必要な場合に使用します。

分割機能 と コ ピー / 貼 り付け機能の比較
" コピー " と  " 貼り付け " 機能を使用しても、 ([ 大使用回数 ] ボッ クスの数値
を変更して ) 同じ作業を実行したこ とにな り ます。 ただし、 分割機能は EDI 構造
の整合性を確実に維持するための専用機能です。

メ モ
分割機能は、 グループまたは繰り返しセグメン トが選択されている場合にのみ
使用できます。

手順 グループまたは繰り返しセグメン ト を分割するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 1 つの繰り返しを抽出するグループまたは繰り返しセグメン ト を

反転表示します。

2 メ イン ツールバーにある  [ 分割 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 分割 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 初のループ回数 ] ボッ クスに、 何回目の繰り返しでグループや

繰り返しセグメン ト を分割するのかを示す数値を入力します。

例
X ループが 大 5 回繰り返される場合に、 [ 初のループ回数 ] 
ボッ クスに 「2」 と入力する と、 大 2 回繰り返される  X ループ 
1 つと、 大 3 回繰り返される  2 つ目の X ループが 1 つ生成され
ます。

メ モ
[ 初のループ回数 ] ボッ クスに入力する数値は、 ゼロよ り大き
く、 ループが繰り返される 大数よ り小さい数である必要があ り
ます。

( 次のページへ続く )
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アウ ト バウン ドの例 この例では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルに、 すべての値引き情報がま とめられ

ている値引きレコード と、 すべての料金情報がまとめられている料金レコード
が含まれています。 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルでは、 値引きレコード と料金レ

コードを 5 回まで繰り返すこ とができます。 EDI ファ イルには、 10 回繰り返さ

れる  ALC 繰り返しセグメン トが含まれています。 この ALC セグメン ト を  2 つに

分割する と、 値引き情報を値引きアプ リ ケーシ ョ ン  レコードに、 また料金情報

を料金アプリ ケーシ ョ ン レコードに直接マッピングするこ とができます。

手順の例
次の手順は、 ALC セグメン ト を分割する方法の例です。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 分割 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 まだアクティブにしていない場合は、 ALC セグメン トおよび適切

なエレ メン ト をアクティブにします。 ALC セグメン トが既にアク

ティブになっている場合は、 反転表示してください。

参照
アクティブにする方法の詳細については、 「EDI マップ コンポー
ネン ト をアクティブにする方法」 を参照して ください。

2 メ イン ツールバーにある  [ 分割 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 分割 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 初のループ回数 ] ボッ クスに 「5」 と入力します。

メ モ
これは、 何回目の繰り返しで繰り返しセグメン ト を分割するのか
を指定する数値です。

( 次のページへ続く )
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4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 分割 ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。

5 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) 
が表示されます。

6 説明を入力するボッ クスに、 値引き情報を格納するセグメン トで
あるこ とを識別できるよ うに定義を入力します。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが閉じます。

8 オリジナルの ALC セグメン ト  ( 繰り返される回数は 5 回 ) を反転

表示します。

9 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) 
が表示されます。

10 説明を入力するボッ クスに、 値引き情報を格納するセグメン トで
あるこ とを識別できるよ うに定義を入力します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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11 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが閉じます。

12 これで、 値引き情報を含む ALC セグメン トのエレ メン ト を値引

きアプリ ケーシ ョ ン レコードのフ ィールドに連結するこ とができ

ます。

また、 料金情報を含む ALC セグメン トのエレ メン ト を料金アプリ

ケーシ ョ ン レコードのフ ィールドに連結できます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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コ ピー、 切り取り、 貼り付け機能の使用方法

はじめに 通常 " コピー "、 " 切り取り "、 および " 貼り付け " 機能は、 マップ内で EDI 情報

を移動する際に使用します。 また、 EDI スタンダードの使用方法が異なる場合

や、 ネス ト されたループ構造を作成する必要がある場合にも使用できます。

ユーザーは 1 つのマップ コンポーネン ト  ( ループ、 セグメン ト 、 複合、 エレ メン

ト 、 レコード、 またはフ ィールド ) を切り取るかコピーして、 マップ内の別の場

所に貼り付けるこ とができます。 コピーされたマップ コンポーネン トは、 オ リ

ジナルのマップ コンポーネン トが持っていた情報をすべて維持します。 コピー

されたマップ コンポーネン トに下位マップ コンポーネン トがある場合 ( セグメ

ン トに下位エレ メン トが含まれる場合のよ うに ) は、 その下位コンポーネン ト も

共にコピーされます。

切り取った、 またはコピーしたマップ コンポーネン ト を他のマップに貼り付け

るこ と もできます。

手順 マップ コンポーネン ト を切り取って、 コピーし、 貼り付けるには、 次の手順に

従います。

ステ ッ プ 操作

1 切り取る、 またはコピーするマップ コンポーネン ト を選択します。

2 [ 編集 ] メニューから  [ コピー ] を選択します。

メ モ
マップ コンポーネン ト を他のマップに貼り付ける場合、 そのマッ
プがまだ開いていなければ、 こ こで開いてください。

3 コピー先となるマップ コンポーネン ト を選択します。 切り取られ

た、 またはコピーされたコンポーネン トは、 こ こで選択するマッ
プ コンポーネン トの後ろに貼り付けられます。

メ モ
EDI コンポーネン ト を切り取った、 またはコピーした場合、 その
コンポーネン ト を貼り付けられるのはマップの EDI 側のみです。
また、 固定長コンポーネン ト を切り取った、 またはコピーした場
合は、 マップの固定長側にのみ貼り付けるこ とができます。

( 次のページへ続く )
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例 この例では、 ANSI X12 Ship Notice/Manifest (856) を定義します。 生成される  856 
ドキュ メン トには、 1 つの HL グループが含まれます。 HL グループは、 階層的

に関連付けられたセグメン ト  グループ間の依存関係、 およびそれらのグループ

の内容を指定します。

しかし、 EDI ファ イルでは、 追加の詳細情報レベルを定義する必要があ り ます。

定義が必要な詳細情報には、 出荷、 受注、 品目名などが含まれます。 EDI ファ イ

ルの構造を変更してこれらの情報を含めるには、 " コピー " 機能と  " 貼り付け " 
機能を使用して、 HL グループのネス ト されたループ構造を作成する必要があ り

ます。

手順の例
次の手順は、 ネス ト されたループ構造を作成する方法の例です。

4 メ イン ツールバーの [ 貼り付け ] をク リ ッ ク して、 ク リ ップボー

ドのデータを貼り付けます。

システムか らの応答
選択したマップ コンポーネン トがグループである場合、 ク リ ップ
ボードの中身をグループの子 ( 下位 ) と して貼り付けるか、 グ
ループと同じレベルに貼り付けるかを指定するよ う促すメ ッセー
ジが表示されます。 適切なオプシ ョ ンを選択し、 [OK] をク リ ッ ク
します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 ◗ HL グループを反転表示します。

◗ メ イン ツールバーにある  [ コピー ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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2 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 出荷情報を格納するグループ

であるこ とを識別できるよ う な定義を入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
閉じます。

5 ◗ コピー先となる  HL 内のマップ コンポーネン ト を選択します。
ネス ト された HL グループ ( 受注情報 ) は、 こ こで選択するコ
ンポーネン トの後ろに貼り付けられます。

◗ [ 貼り付け ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
2 つ目の HL グループがネス ト されたループと してオ リジナルの 
HL ループに追加されます。

6 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
2 つ目の HL グループの [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

7 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 出荷情報を格納するグループ

であるこ とを識別できるよ う な定義を入力します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
閉じます。

9 2 つ目の HL グループ ( 受注情報 ) をダブルク リ ッ ク して開きます。

10 ◗ コピー先となる  HL 内のマップ コンポーネン ト を選択します。
ネス ト された HL グループ ( 品目名情報 ) は、 こ こで選択する
コンポーネン トの後ろに貼り付けられます。

◗ [ 貼り付け ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
3 つ目の HL グループ ( 品目名情報 ) は、 2 つ目の HL グループの
ネス ト されたループと して追加されます。

11 [ 編集 ] メニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
3 つ目の HL グループの [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

12 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 出荷情報を格納するグループ

であるこ とを識別できるよ う な定義を入力します。

13 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
変更が保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
閉じます。

14 これで、 新しい HL のネス ト されたループ構造で適切なグループ、

セグメン ト 、 およびエレ メン ト をアクティブにするこ とができ
ます。

参照
アクティブにする方法の詳細については、 「EDI マップ コンポー
ネン ト をアクティブにする方法」 を参照して ください。

 ( 続き )
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固定形式フ ァ イルの使い方 0

概要

はじめに マップの一方の側が固定長 ( 固定形式 ) である場合、 アプ リ ケーシ ョ ンを  
Gentran:Server 用に定義するか、 または以前に保存した定義ファイルを読み込む

必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルには、 パートナーのドキュ メン ト

から抽出するために必要なすべての情報 ( マップがインバウンドの場合 )、 また

はパートナーに送信するために必要なすべての情報 ( マップがアウ トバウンドの

場合 ) が含まれている必要があ り ます。

始める前に アプ リ ケーシ ョ ンを定義する前に、 必要なレコード、 フ ィールド、 およびグ
ループのレイアウ ト を取得する必要があ り ます。 レコードには関連するフ ィー
ルドが、 そしてグループには関連するレコードが含まれます。 たとえば、 アプ
リ ケーシ ョ ンにはレコード とグループが含まれます。 レコードにはフ ィールド
が、 グループにはレコード とサブグループ両方またはどちらか一方が含まれま
す。 つま り、 レコード とグループを作成してから、 それらに従属するフ ィール
ドを作成する必要があ り ます。

各マップ コンポーネン トは、 システムが処理するのに も論理的な順番で順次

並べられます。 したがって、 アプリ ケーシ ョ ンの各レベルは順次作成される必
要があ り ます。

配下に作成機能
および挿入機能

必要なグループやレコードを作成するには、 配下に作成と挿入という  
Gentran:Server の 2 つの機能を使用します。 次の表に、 これらの機能をどのよ う

に使用できるかを示します。

次のよ う なグループまたは
レ コー ド を作成する場合

マ ッ プ コ ンポーネン ト を右ク リ ッ ク し て、

実行する内容

同じレベル ( 対等の関係 ) ◗ シ ョート カッ ト  メニューから  [ 挿入 ] を
選択します。

◗ サブメニューの [ グループ ] または [ レ
コード ] を選択します。

選択したマップ コンポーネ

ン トに従属

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  [ 配下に作
成 ] を選択します。

◗ サブメニューの [ グループ ] または [ レ
コード ] を選択します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 フ ァ イル形式のプロパテ ィ の調整方法 2 - 57
フ ァ イル形式のプロパテ ィ の調整方法

レ コー ドの区切文字
の変更

レコードの区切文字を設定するには、 次の手順に従います。

小数点の変更 データで既定の小数点であるピ リオド  (.) 以外の記号を小数点と して定義および

生成する必要がある場合は、 [ 小数点 ] タブで指定できます。

既定の小数点設定を変更するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンで、 固定長ファイルを開き

ます。

2 ファ イル形式のアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ 固定長ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 [ レコード ] タブで、 必要に応じて [ レコード区切文字 1] および 
[ レコード区切文字 2] を変更します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 区切文字のフ ィールドが空である場合

でも  [OK] をク リ ッ ク して、 区切文字を リセッ トする必要があ り

ます。

5 マップを保存します。

6 マップをコンパイルします。

システムか らの応答
行末区切文字が変更されます。

ステ ッ プ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンで、 固定長ファイルを開き

ます。

2 ファ イル形式のアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ 固定長ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

( 次のページへ続く )
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3 [ 小数点 ] タブで、 [ 小数点を定義してください ] チェッ クボッ ク

スをオンにします。

4 [ 小数点文字 ] ボッ クスに、 小数点と して使用する値を入力します 
( たとえば、 コンマ (,) を使用するこ とができます )。 既定の小数点

がリセッ ト され、 ピ リオドの代わりにユーザーが指定した値が使
用されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 区切文字のフ ィールドが空である場合で

も  [OK] をク リ ッ ク して、 区切文字を変更する必要があ り ます。

6 マップを保存します。

7 マップをコンパイルします。

システムか らの応答
小数点の設定が適切に変更され、 ユーザーが指定した値が使用さ
れるよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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最初のレ コー ドの作成方法

はじめに 通常アプリ ケーシ ョ ンの 初のレコードは、 ヘッダー レコードです。 初のレ

コードは、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側のアイコンに従属します。 これによ り、
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルに含まれるレコード  ( およびグループ ) の構造を知る

こ とができます。

ヒ ン ト
アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルごとに 1 つのヘッダー レコードを含めるこ とをお勧
めします。 ヘッダー レコードは必須であ り、 一度だけ実行されます ( ループ構
造ではあ り ません )。

手順 初のアプリ ケーシ ョ ン レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ◗ [ 固定長ファ イル ] アイコンをク リ ッ ク して反転表示します 
( インバウンド  マップの場合は出力側、 アウ トバウンド  マッ
プの場合は入力側 )。

◗ [ 編集 ] メニューから  [ 配下に作成 ] を選択します。

◗ サブメニューから、 [ レコード ] を選択します。

システムか らの応答
[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに、 レコード名を入力します。

( 次のページへ続く )
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3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、レコードの説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他のレコード
と このレコードを区別するために使用されます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコードの ID コード、 <TAG> を入力しま

す。 システムは各レコードのレコード  タグによ り レコードを識別

し、 マッピング条件を決定します。

例
システムはレコードを次のよ うに識別します。

<TAG>[Field_1][Field_2]

推奨事項
レコード  タグは、 フ ィールドの定義時に明示的に含めるのではな
く、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで定義し
て ください。

6 [ 配置 ] ボッ クスに、 データ  レコードにおけるタグの開始列の場

所を入力します。

7 浮動オプシ ョ ン ( ファ イルにおけるレコードの位置が固定されま

せん ) またはワイルドカード  オプシ ョ ン ( 通常ビルド  マップやブ

レーク  マップ以外では使用されません ) を指定する場合のみに、

[ 特別 ] タブを選択します。 浮動オプシ ョ ンやワイルドカード  オ
プシ ョ ンを指定しない場合は、 既定値のままにしておきます。

8 レコードがループ構造である場合のみに、 [ ループ処理 ] タブを選

択します。 レコードがループ構造でない場合は、 既定値のままに
しておき、 ステップ 11 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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9 レコードがループ構造であるかど うかによって、 次を実行します。

◗ ループ構造である場合は、[ループ処理] タブの [ 小使用回数] 
ボッ クスに、 レコードが繰り返される 小回数を入力します。

推奨事項
必須のヘッダー レコードを作成する場合は、 「1」 と入
力します。

メ モ
[ 小使用回数 ] ボッ クスに 「0」 ( ゼロ ) と入力する と、
レコードは " 条件付き " にな り ます。 [ 小使用回数 ] 
ボッ クスに 「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する
と、 レコードは " 必須 " にな り ます。

◗ ループ構造でない場合は、 ステップ 11 に進みます。

10 レコードがループ構造であるかど うかによって、 次を実行します。

◗ ループ構造である場合は、[ループ処理] タブの [ 大使用回数] 
ボッ クスに、 レコードが繰り返される 大回数を入力します。

推奨事項
ヘッダー レコードの場合は、 既定値の "1" をそのまま使
用し、 一度しか実行されない ( ループ構造ではない ) レ
コードを作成するこ とをお勧めします。

◗ ループ構造でない場合は、 ステップ 11 に進みます。

11 [OK] をク リ ッ ク して、 レコードを作成します。

 ( 続き )
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2 つ目以降のレ コー ドの作成方法

はじめに 初のレコードを作成したら、 初のレコード と同じレベルの以降のレコード
を定義できます。 アプ リ ケーシ ョ ンにループ構造が含まれる場合は、 グループ
も定義できます。 また、 順次繰り返される関連レコードのグループ ( またはサブ

グループ ) をアプ リ ケーシ ョ ンが要求する場合は、 ループを定義する必要があ り

ます。

参照
グループを定義する方法の詳細については、 「グループの作成方法」 を参照して
ください。

手順 追加のアプリ ケーシ ョ ン レコードを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ◗ ファ イル レイアウ トで、 これから作成するレコードの前に位
置するマップ コンポーネン ト を反転表示します。

◗ レベルに応じて、[編集 ] メニューから  [挿入 ] または [配下に作
成 ] を選択します。

◗ サブメニューから、 [ レコード ] を選択します。

システムか らの応答
[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに、 レコード名を入力します。

3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、レコードの説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他のレコード
と このレコードを区別するために使用されます。

4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

( 次のページへ続く )
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5 [ タグ ] ボッ クスに、 レコードの ID コード、 <TAG> を入力しま

す。 システムは各レコードのレコード  タグを使用してレコードを

識別し、 マッピング条件を決定します。

例
システムはレコードを次のよ うに識別します。

<TAG>[Field_1][Field_2]

推奨事項
レコード  タグは、 フ ィールドの定義時に明示的に含めるのではな
く、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで定義し
て ください。

6 [ 配置 ] ボッ クスに、 データ  レコードにおけるタグの開始列の場

所を入力します。

7 浮動オプシ ョ ン ( ファ イルにおけるレコードの位置が固定されま

せん ) またはワイルドカード  オプシ ョ ン ( 通常ビルド  マップやブ

レーク  マップ以外では使用されません ) を指定する場合は、 [ 特
別 ] タブを選択します。 その他の場合は、 既定値のままにしてお

きます。

8 レコードがループ構造である場合は、 [ ループ処理 ] タブを選択し

ます。 その他の場合は、 既定値のままにしておき、 ステップ 11 に
進みます。

9 レコードがループ構造であるかど うかによって、 次を実行します。

◗ ループ構造である場合は、[ループ処理] タブの [ 小使用回数] 
ボッ クスに、 レコードが繰り返される 小回数を入力します。

推奨事項
必須のヘッダー レコードを作成する場合は、 「1」 と入
力します。

メ モ
[ 小使用回数 ] ボッ クスに 「0」 ( ゼロ ) と入力する と、
レコードは " 条件付き " にな り ます。 [ 小使用回数 ] 
ボッ クスに 「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する
と、 レコードは " 必須 " にな り ます。

◗ ループ構造でない場合は、 ステップ 11 に進みます。

10 [OK] をク リ ッ ク して、 レコードを作成します。

メ モ
追加のレコードを作成する場合は、 この手順を使用して ください。

 ( 続き )
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一時レ コー ドの作成方法

はじめに シンプルな連結を使用できない場合や、 データ  ファ イルからレコードの特定の

発生だけを抽出する必要がある場合は、 一時レコードや一時フ ィールドを作成
する必要があ り ます。 シンプルな連結では、 1 対 1 ( いずれの側のマップ コン

ポーネン ト も一度だけ出現する場合 ) または複数対複数 ( いずれの側のマップ コ
ンポーネン ト も同じ数だけ繰り返される場合 ) の関係にあるマップの入力側と出

力側のデータを連結するこ とができます。

参照
シンプルな連結の詳細については、 「シンプルな連結の作成方法」 を参照して く
ださい。

一時レ コー ド や
一時フ ィ ールド を
使用するケース

一度しか出現しない入力側のマップ コンポーネン ト を、 複数回繰り返される出

力側のマップ コンポーネン トに連結する と、 マップの ト ランスレーシ ョ ン時に

無限ループが発生します。 また、 複数回繰り返される入力側のマップ コンポー

ネン ト を一度しか出現しない出力側のマップ コンポーネン トに連結する と、 入

力側のデータは出力側に挿入されません。 このよ う な場合には、 一時レコード
や一時フ ィールドを使用する必要があ り ます。

次のよ うな一般的なケースでも、 一時レコードや一時フ ィールドをマップに組
み込むこ とができます。

◗ マップの入力側の階層レベルが出力側の階層レベルと一致しない場合。

◗ 特定の修飾子が使用されるか、 特定の条件が満たされる と きに出力フ ィール
ドにのみデータを挿入する場合。

一時レコードや一時フ ィールドの作成に加えて、 拡張ルールの使用が必要とな
る場合もあ り ます。

参照
拡張ルールを使用する方法の詳細については、 「拡張ルールの使い方」 を参照し
て ください。

( 次のページへ続く )
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一時レ コー ド や
一時フ ィ ールド を
使用する場所

一時レコードおよび一時フ ィールドは、 マップのどの階層レベルにでも追加で
きます。 ただし、 一時レコードや一時フ ィールドは、 必要なデータが含まれる
マップ コンポーネン トの直後に配置する必要があ り ます。

一時レコードを使用する際には、 次の注意事項に留意してください。

◗ レコード  タグは、 入力ファイルで受信される可能性のないものを使用する
必要があ り ます。 推奨されている既定値は、 $$$ です。

◗ XML ファ イル用の一時レコードを作成する場合は、 XXX という タグを使用
します。 これは、 XML では $$$ がタグと して認められないためです。

◗ システムは、 一時レコードに対してスタンダード  ルールや拡張ルールを実
行しません。

例 入力側の出荷情報 ( 大 200 回繰り返される  N1 グループ ) をアプ リ ケーシ ョ ン  
ファ イル形式の出荷先レコード  ( 繰り返しなし ) にマッピングするには、 マップ

の EDI 側に、 一度しか実行されない一時記憶レコード と一時フ ィールドを作成

する必要があ り ます。 次に、 拡張ルールを使用して N1 グループから出荷情報と

請求情報を抽出し、 適切な一時記憶エレ メン トにそれらの情報を移します。
後に、 出荷情報と請求情報を一時記憶エレ メン トからアプ リ ケーシ ョ ンの
フ ィールドに直接マッピングします。

ステ ッ プ 1 まず、 マップの EDI 側で、 一度しか実行されない一時記憶レコード とフ ィール
ドを作成する必要があ り ます。 一時レコードは、 N1 グループの外に配置します
が、 N1 グループと同じ階層レベルに置きます。 繰り返しの 大回数は 1 ( 繰り返
しなし ) に設定します。 次に、 適切な一時フ ィールドを作成します。

参照
フ ィールドを作成する方法の詳細については、 「フ ィールドの作成方法」 を参照
して ください。

次の表に、 作成する一時記憶レコードを示します。

( 次のページへ続く )

名前 説明 タグ 最小使用回数 最大使用回数

ShipToDet 出荷先の詳細 $$$ 0 1
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ステ ッ プ 1 ( 続き ) 手順の例
ShipToDet 一時記憶レコードを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 N1 グループを反転表示します。 2 つの一時記憶セグメン トは N1 
グループの後ろに配置します。 レベルは、 N1 グループと同じレベ

ルです。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入 ] を選択します。 サブメニューから  
[ セグメン ト ] を選択します ( マップの EDI 側で一時レコードを

作成しているので、 [ レコード ] ではなく  [ セグメン ト ] を選択し

ます )。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] ボッ クスに、 「ShipToDet」 と入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 「出荷先の詳細」 と入力します。

5 [ タグ ] タブを選択します。

6 [ タグ ] ボッ クスに、 「$$$」 と入力します。

メ モ
システムは、 [ タグ ] ボッ クスに 「$$$」 とい う値が入力されてい
るセグメン ト を読み込みません。 したがって、 チェッ ク時に、 こ
の一時記憶セグメン トにエラー フラグが立てられるこ とはあ り ま
せん。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 ShipToDet 一時記憶セグメン ト を作成し

ます。

8 適切な一時フ ィールドを作成します。

例

◗ SHIPTONAME
◗ SHIPTOADDR1
◗ SHIPTOADDR2
◗ SHIPTOCITY
◗ SHIPTOSTATE
◗ SHIPTOPCODE

メ モ
フ ィールドを作成する方法の詳細については、 「フ ィールドの作成
方法」 を参照して ください。
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ステ ッ プ 2 N1 グループに ON_END 拡張ルールを作成し、 必要な情報を一時フ ィールドに割
り当てます。

手順の例
拡張ルールを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 N1 グループを右ク リ ッ ク して、 シ ョート カッ ト  メニューを表示

します。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 拡張ルール ] を選択して、 [ グルー

プ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

3 [ 終了時 ] オプシ ョ ンを選択します。 これによ り、 ルールはループ

の終了時に実行されるよ うに指定されます。 N1 グループの発生 
( 請求または出荷情報を格納 ) が読み込まれ、 このルールが実行さ

れます。

4 [ エディ タ ] リ ス トに、 次のコードを入力します。

IF #0098 = “BT” THEN
BEGIN

$850.#BILLTONAME = #0093;
$850.#BILLTOADDR1 = #0166;
$850.#BILLTOADDR2 = #0166:2;
$850.#BILLTOCITY = #0019;
$850.#BILLTOSTATE = #0156;
$850.#BILLTOPCODE = #0116;

END
IF #0098 = “ST” THEN
BEGIN

$850.#SHIPTONAME = #0093;
$850.#SHIPTOADDR1 = #0166;
$850.#SHIPTOADDR2 = #0166:2;
$850.#SHIPTOCITY = #0019;
$850.#SHIPTOSTATE = #0156;
$850.#SHIPTOPCODE = #0116;

END

メ モ
マップ内に一度以上出現するセグメン ト / レコードやエレ メ
ン ト / フ ィールドは、 名前の <ID> によって識別されます。
2 番目以降の発生は <ID>:n とい う名前によって識別されま
す (n は、 マップにおける出現回数を表します )。

( 次のページへ続く )
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ステ ッ プ 3 マップの入力側の一時フ ィールドを、対応する出力側のフ ィールドに連結します。

5 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して、 拡張ルールのシンタ ッ クスを検証

します。 マップの完成後に ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をコ

ンパイルする と、 マップ内のすべてのルールがコンパイルされま
す。 作成したルールの正確性を確認するために、 ルールを個々に
コンパイルするこ と もできます。

メ モ
ルールは対話形式でコンパイルされるので、 発生するエ
ラーを修正するこ とができます。 コンパイル時に発生した
エラーおよび警告は、 [ エラー ] リ ス トに表示されます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 拡張ルールを  N1 グループに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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グループの作成方法

はじめに グループには、 データが終了するまで、 あるいはループの繰り返し可能 大数
に達するまで、 順次繰り返される関連レコード、 グループ、 またはその両方が
含まれます。 他のグループに従属するグループを作成する場合、 このグループ
はネス ト されたループ構造 ( ループ内のループ ) に対応します。

手順 グループを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ◗ ファ イル レイアウ トで、 作成するグループの前に位置する
マップ コンポーネン ト を反転表示します。

◗ レベルに応じて、[編集 ] メニューから  [挿入 ] または [配下に作
成 ] を選択します。

◗ サブメニューから、 [ グループ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既
定では [ 名前 ] タブが表示されます )。

2 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに、 グループ名を入力します。

メ モ
グループ名にはスペースやダッシュ  (-) を使用できません。 単語を
区切るために下線 (_) を使用するこ とはできます。

( 次のページへ続く )
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3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 ループの説明を入力します。

メ モ
このボッ クスは、 ループの簡単な説明を示すのに使用されます。

4 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

5 [ 小使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 小回数を入

力します。

メ モ
条件付きループの場合、 このボッ クスには必ず 「0」 ( ゼロ ) を入
力する必要があ り ます。 必須ループの場合、 このボッ クスには
「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する必要があ り ます。

6 [ 大使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 大回数を入

力します。

7 これが、 繰り返しを  1 つしか持たないグループかど うかによって、

次を実行します。

◗ 繰り返しを 1 つしか持たないグループの場合で、 グループの
コンパイル時に従属するレコードやグループを抽出して親グ
ループ内に配置するよ う指定したい場合は、 [ レコードを親フ
レームにプロモート ] を選択します。

◗ 繰り返しを １  つしか持たないグループでない場合は、 次のス
テップに進みます。

8 このグループに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択します。

参照
拡張ルールの詳細については、 「拡張ルールの定義」 を
参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 グループを作成します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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フ ィ ールドの作成方法

はじめに ユーザーが作成する各レコードには、 論理的に関連付けられたアプリ ケーシ ョ
ン フ ィールドのグループが含まれます。 これらのフ ィールドは、 システムに対

してデータの構造と内容を定義します。

アプ リ ケーシ ョ ン フ ィールドをレコードに追加する も簡単な方法は、 固定長

フ ィールド  エディ タを使用するこ とです。 通常は、 まずアプリ ケーシ ョ ン  ファ

イルの 初のレコードでフ ィールドを作成し、 次に 2 つ目以降の各レコードの

フ ィールドを作成します。

推奨事項
フ ィールドを使用してレコード  タグを明示的に含めるために、 フ ィールドを定
義するこ とはできません。 これは、 自動配置 (Auto Position) 機能の使用時に、 レ
コードで定義されているタグがシステムによって参照されるためです。 レコー
ド  タグは、 [ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで定義するこ と
をお勧めします。

参照
[ 固定長レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの詳細については、 「2 つ目
以降のレコードの作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 レコードのアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン レコードを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ フ ィールドの編集 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 固定長フ ィールド  エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 作成するフ ィールドがレコードの 初のフ ィールドであるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 初のフ ィールドである場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク して、
次のステップに進みます。

◗ 初のフ ィールドでない場合は、 レコード  レイアウ トで、 作
成するフ ィールドの前に位置するフ ィールドを反転表示し、
[ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
新しいフ ィールドが配置される  [ フ ィールド ] セクシ ョ ンに反転
表示バーが表示されます。

メ モ
[ フ ィールドの詳細 ] セクシ ョ ンのフ ィールドに値を入力する必要
があ り ます。

( 次のページへ続く )
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3 [ 名前 ] ボッ クスにフ ィールド名を入力します。

メ モ

◗ 各アプリ ケーシ ョ ン フ ィールドには、 一意の名前を付ける必
要があ り ます。 複数のレコードに出現するフ ィールドには、
どのレコードに含まれるフ ィールドであるのかを識別できる
よ う なサフ ィ ッ クスを名前の末尾に付ける と便利です。

◗ フ ィールド名にはスペースやダッシュ  (-) を使用できません。
単語を区切るために下線 (_) を使用するこ とはできます。

4 フ ィールドを  " 必須 " ( 必ず使用する ) と して指定するかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ 必須 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

5 [ 説明 ] ボッ クスに、 フ ィールドの説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他のフ ィール
ド と このフ ィールドを区別するために使用されます。

6 [ データ型 ] リ ス トで、 フ ィールドの種類を選択します。

メ モ
有効な値は次のとおりです。

◗ [String] = 文字のエレ メン ト

◗ [Number] = 数値または実数のエレ メン ト

◗ [Date/Time] = 日付または時刻のエレ メン ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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7 [ 書式 ] リ ス トで、 フ ィールドの書式を選択します。

メ モ
このフ ィールドで選択する書式は、 [ データ型 ] リ ス トで選択した
フ ィールドの種類によって異なり ます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[Number] または [Date/Time] を選択した場合は、 [ 書式 ] リ ス トか
ら適切なデータ書式を選択できます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[String] を選択した場合は、 シンタ ッ クス  トークンを入力して、 指
定されているシンタ ッ クス  トークン ( 既定のシンタ ッ クス  トーク
ンは X) に従ってこのフ ィールドを書式化するよ う指定する必要が
あ り ます。

ユーザーは Gentran:Server のインス トール時に、 文字列フ ィールド
に既定の書式を割り 当てます。 文字の検証は、 この書式を基に実行
されます。 通常、 米国のユーザーは、 ASCII 文字に対応する既定の
書式 (X シンタ ッ クス  トークンなど ) を使用します。 アジアやヨー
ロ ッパの言語およびエンコード文字セッ ト を使用するユーザーは、
通常 Free Format (0x01 ～ 0xFF) を使用する必要があ り ます。

参照
シンタ ッ クス  トークンを定義および使用する方法の詳細について
は、 「シンタ ッ クス  トークンの使用方法」 を参照して ください。

8 レコードにおけるフ ィールドの正確な位置を指定するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ 開始位置 ] ボッ クスにフ ィールドの開始位
置を入力します。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

メ モ
フ ィールドの開始位置の指定は、 使用するフ ィールドの数は少な
いものの、 それらのフ ィールドをレコードに正確に配置したい場
合などに実行します。 各フ ィールドの開始位置を指定する代わり
に、 フ ィールドを順序に従ってレコードに追加してから  [ 自動配
置 ] 機能を使用するこ と もできます。

参照
自動配置機能の詳細については、ステップ 13 を参照して ください。

9 [ 小長 ] ボッ クスに、 このフ ィールドで許容される 小文字数を

入力します。

10 [ 大長 ] ボッ クスに、 フ ィールドの 大長を入力します。

11 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
フ ィールドが追加される と、 そのフ ィールドの下に新しいフ ィー
ルドが作成されます。 新しいフ ィールドの値は、 ユーザーが指定
できるよ うブランクになっています。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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12 レコード  レイアウ トに従って、 残りのフ ィールドを作成します。

メ モ
フ ィールドの追加を中止するには、 [ 削除 ] をク リ ッ ク して くだ
さい。

13 後のフ ィールドを追加した後に、 レコード内のフ ィールドを自
動配置するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 自動配置する場合は、 [ 自動配置 ] をク リ ッ ク します。

メ モ
[ 大長 ] ボッ クスで指定された長さのフ ィールドが前
のフ ィールドのすぐ後ろに配置される という条件に基づ
いて、 各フ ィールドのレコードの開始位置が自動的に計
算されます。 [ はい ] をク リ ッ ク して、 フ ィールドが順
に配列されるこ とを通知する警告メ ッセージを確認し
ます。

注意
自動配置機能を使用できるのは、 レコード  タグが定義
されており、 レコード内のすべてのフ ィールドがフ ィー
ルドの出現する順序に従って定義されている場合のみ
です。

参照
レコード  タグを定義する方法の詳細については、 「2 つ
目以降のレコードの作成方法」 を参照して ください。

◗ 自動配置しない場合は、 次のステップに進みます。

14 レコードにフ ィールドをすべて追加し終えたかど うかによって、
次を実行します。

◗ 追加し終えた場合は、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

◗ 追加し終えていない場合は、ステップ 2 ～ 13 を繰り返します。

メ モ
定義した他のレコードにフ ィールドを追加する際にも、 この手順
を使用して ください。

インバウンド  マップで、 対応する  EDI データのないアプリ ケー

シ ョ ン フ ィールドに値を挿入する場合は、 フ ィールドを直接 EDI 
エレ メン トに連結できないため、 リ テラル定数を使用するこ とが
できます。

参照
フ ィールドに定数をマッピングする方法の詳細については、 「 リ テ
ラル定数のマッピング方法」 を参照して ください。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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EDI フ ァ イルの使い方 0

概要

はじめに Gentran:Server では、 ユーザーが選択するスタンダード  ( エージェンシー )、 バー

ジ ョ ン、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト、 およびリ リースに基づいて、 EDI ファ イル

が生成されます。 システムには、 選択される ドキュ メン トのバージ ョ ンのスタ
ンダード  エージェンシーによって定義されたすべてのグループ、 セグメン ト 、

複合、 およびエレ メン トが含まれます。

参照
新しいマップを作成する際に EDI ファ イルを生成する方法の詳細については、
「マップの新規作成方法」 を参照して ください。

システムによって生成された EDI ファ イルは、 マップ コンポーネン トのプロパ

ティを変更したり、 プロモート、 分割、 コピー、 切り取り、 貼り付けなどの機
能を使用した りするこ とによって修正できます。

ただし、 Gentran:Server スタンダード  データベースで使用できない EDI スタン

ダードの特殊なバージ ョ ンを使用する場合は、 EDI ファ イルの定義を読み込む

か、 EDI ファ イルをユーザーが定義するこ とが適切な場合があ り ます。

参照
CII ファ イルを定義する方法の詳細については、 「CII ファ イルの使い方」 を参照
して ください。

EDI ファ イルをシステムが生成するか、 ユーザーが読み込みまたは定義するかど

うかにかかわらず、 作成しているマップの種類によって、 使用する  EDI マップ 
コンポーネン トが異なり ます。 マップの種類は、 選択したスタンダード、 バー
ジ ョ ン、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ( ドキュ メン ト )、 また自社が必要と し

ているグループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン トの種類などによ り決ま
り ます。 EDI ファ イルを生成または定義する前に、 どのマップ コンポーネン ト

を使用しているか確認するこ とをお勧めします。
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EDI 区切文字の検証方法

はじめに 複合エレ メン トやサブエレ メン ト を含む EDI スタンダードを使用している場合

は、 Gentran:Server で適切な区切文字が指定されているかど うか検証する必要が

あ り ます。 区切文字とは、 システムで定義されているフラグであ り、 特定の EDI 
コンポーネン ト を区切るために使用されます。

データは圧縮され、 先頭にあるゼロや末尾にあるブランクが削除されるので、
すべてのフ ィールド長のスタンダードで必ず区切文字が必要とな り ます。
フ ィールドの長さが一定でないため、 システムがエレ メン ト間の区切を識別す
るにはフラグが必要です。 たとえば、 エレ メン ト区切文字は、 新しいエレ メン
トが開始される場所を示します。

推奨事項
Gentran:Server で EDI 区切文字の検証が必須となるのは使用しているスタンダー
ドに複合エレ メン トやサブエレ メン トが含まれている場合のみですが、 どのス
タンダードを使用しているかにかかわりな く、 この手順を実行するこ とをお勧
めします。

手順 EDI 区切文字を検証するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [EDI ファ イル ] のアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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2 [ 区切文字 ] タブを選択して、区切文字のオプシ ョ ンを表示します。

3 [ 既定値の指定 ] チェッ クボッ クスがオンになっているこ とを確認

します。

4 使用している  EDI スタンダードの必須の区切文字を確認します。

メモ
区切文字が指定されている既定の文字と異なっている場合は、 適
切なボッ クスに文字、 または 16 進数を入力してください。

5 マップの出力側で X12、 EDIFACT、 または TRADACOMS スタン

ダードを使用しており、 R 書式の数値 (1 未満の小数値も含む ) を
使用する  EDI エレ メン トで先頭のゼロを削除するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 削除する場合は、 [ 数値の先頭にあるゼロを抑制およびパッ ド
します。 デフォルトです。 ( 例 : 0.25-> .25)] オプシ ョ ンを選択
します。

◗ 削除しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

6 マップの出力側で X12、 EDIFACT、 または TRADACOMS スタン

ダードを使用しており、 書式に関係なく、 EDI エレ メン トの数値

の先頭にゼロを埋め込むかど うかによって、 次を実行します。

◗ 埋め込む場合は、 [ 数値の先頭にゼロをパッ ド します。
( 例 : 25-> 000025)] オプシ ョ ンを選択します。

メ モ
このオプシ ョ ンを選択する と、 書式に関係なく数値の先
頭には、 フ ィールドの最大長に達するまでゼロが埋め込
まれます。

◗ 埋め込まない場合は、 ステップ 7 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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グループ プロパテ ィ の修正方法

はじめに グループにはグループ データが終了するまで、 あるいはループの繰り返し可能

大数に達するまで、 順次繰り返される関連するセグメン ト とグループまたは
どちらか一方が含まれます。 他のグループに従属するグループを作成する場合、
このグループはネス ト されたループ構造 ( ループ内のループ ) になり ます。

手順 グループのプロパティ を修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 修正するグループを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既
定では [ 名前 ] タブが表示されます )。

2 グループ名を修正する場合は、 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに新

しい名前を入力します。

メ モ
グループ名にはスペースやダッシュ  (-) を使用できません。 単語を
区切るために下線 (_) を使用するこ とはできます。

3 グループの説明を修正する場合は、 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ ク

スに新しい説明を入力します。

4 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 小使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 小回数を入

力します。

メ モ
条件付きループの場合、 このボッ クスには必ず 「0」 ( ゼロ ) を入
力する必要があ り ます。 必須ループの場合、 このボッ クスには
「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する必要があ り ます。

6 [ 大使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 大回数を入

力します。

7 これが、 繰り返しを  1 つしか持たないグループかど うかによって、

次を実行します。

◗ 繰り返しを 1 つしか持たないグループで、 グループのコンパ
イル時に、 従属するレコードやグループを抽出して親グルー
プ内に配置するよ う指定したい場合は、 [ レコードを親フレー
ムにプロモート ] を選択します。

◗ 作成しない場合は、 次のステップに進みます。

8 このグループに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択します。

参照
拡張ルールの詳細については、 「拡張ルールの定義」 を参照し
て ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 グループへの変更を保存します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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セグ メ ン ト  プロパテ ィ の修正方法

はじめに セグメン トが繰り返される 小および 大回数などのセグメン ト  プロパティは、

セグメン トが必須、 条件付き、 ループ開始、 あるいはループ終了のいずれで
あっても修正するこ とができます。

参照
ループ開始およびループ終了セグメン ト を使用する方法の詳細については、
「ループ開始とループ終了セグメン トの使用方法」 を参照して ください。

手順 セグメン トのプロパティを修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 修正するセグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 セグメン ト名を修正する場合は、 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに

セグメン ト名を入力します。

メ モ
マップ内に 1 度以上出現するセグメン トは、 名前の <ID> によって
識別されます。 2 度目以降の発生は <ID>:n とい う名前によって識
別されます ("n" は、 マップにおける出現回数を表します )。

( 次のページへ続く )
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3 セグメン トの説明を修正する場合は、 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ

クスに新しい説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他のセグメン
ト と このセグメン ト を区別するために使用されます。

4 タグ情報を表示する場合は、 [ タグ ] タブを選択します。

5 セグメン ト  タグを修正する場合は、 [ タグ ] ボッ クスにセグメン

ト  ID コード、 <TAG> を入力します。

メ モ
システムは各セグメン トのタグを使用して、 セグメン ト を識別し
ます。

例
システムはレコードを次のよ うに識別します。

<TAG>[Delimeter]<DATA>[Delimeter]
<DATA>.......<DATA>[Segment Terminator]

6 キー フ ィールドを使用する場合は、 [ キー フ ィールド ] タブを選

択します。

メ モ
キー フ ィールド機能を使用する と、 セグメン ト を選択する  2 番目
の条件を指定できます (1 番目の条件は、 セグメン ト名です )。
データは、 キー フ ィールドによって示される順序で指定される必
要があ り ます。

7 浮動オプシ ョ ン ( ファ イルにおけるセグメン トの位置が固定され

ません ) またはワイルドカード  オプシ ョ ン ( 通常ビルド  マップや

ブレーク  マップ以外では使用されません ) を指定する場合、 ある

いはこのセグメン トにバイナリ  データが含まれているこ とを示す

フラグを立てる場合は、 [ 特別 ] タブを選択します。 その他の場合

は、 既定値のままにしておきます。

メ モ
Binary を選択する場合は、 "Bin Length" および "Bin Data" とい う
データ型のエレ メン ト をそれぞれ定義する必要があ り ます。 また、
"Bin Length" エレ メン トは、 "Bin Data" エレ メン トの前に配置する
必要があ り ます。

参照
エレ メン トのデータ型を定義する方法の詳細については、 「エレ メ
ン ト  プロパティの修正方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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8 セグメン トがループ構造であるかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ ループ構造である場合は、 [ ループ処理 ] タブを選択します。

◗ ループ構造でない場合は、 既定値のままにしておき、 ステッ
プ 12 に進みます。

9 [ 小使用回数 ] ボッ クスに、 セグメン トが繰り返される 小回数

を入力します。

メ モ
[ 小使用回数 ] ボッ クスに 「0」 ( ゼロ ) と入力する と、 セグメン
トは " 条件付き " にな り ます。 [ 小使用回数 ] ボッ クスに 「1」、
またはそれよ り大きい値を入力する と、 セグメン トは " 必須 " に
なり ます。

10 セグメン ト を繰り返す ( ループ ) かど うかによって、 次を実行し

ます。

◗ 繰り返す場合は、 [ 大使用回数 ] ボッ クスに繰り返す 大回
数を入力します。

◗ 繰り返さない場合は、 次のステップに進みます。

11 このセグメン ト をループの先頭 ( ループ開始 ) または 後 ( ループ

終了 ) に位置するこ とを指定するかど うかによって、 次を実行し

ます。

◗ 指定する場合は、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。
[ ループ開始 ] ( ループの開始を示すセグメン ト )
[ ループ終了 ] ( ループの終了を示すセグメン ト )

◗ 指定しない場合は、[ 正常 ]、[ ループ開始 ]、[ ループ終了 ] のオ
プシ ョ ンのうち、 既定値の [ 正常 ] をそのまま選択します。
[ 正常 ] は、 このセグメン トがループに含まれるものの、 開始
または終了セグメン トではないこ とを示します。

12 [OK] をク リ ッ ク して、 セグメン トへの変更を保存します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 ループ開始とループ終了セグ メ ン ト の使用方法 2 - 85
ループ開始とループ終了セグ メ ン ト の使用方法

はじめに 一部の EDI スタンダードでは、 ループ開始 (LS) およびループ終了 (LE) セグメン

トが使用されます。 同じタイプのループが複数ある場合、 LS および LE セグメ

ン トによって区別されます。 ト ランザクシ ョ ンに LS および LE セグメン トが含

まれている場合、 マップで使用しているループの LS および LE セグメン ト を定

義する必要があ り ます。 マップがインバウンドかアウ トバウンドかによって、
2 つのうちいずれか 1 つの方法で定義します。

ヒ ン ト
パートナーから送信される  ( インバウンド  マップ )、 またはパートナーが受信す
る  ( アウ トバウンド  マップ ) ループ識別コードについては、 ト レーディング 
パートナーに連絡を取り、 使用する  ID コードを決定する必要があ り ます。

手順 : イ ンバウン ド

の LS セグ メ ン ト の

定義

インバウンド  マップの LS セグメン ト を定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 該当する  LS セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [ ループ処理 ] タブを選択して、 ループのオプシ ョ ンを表示し
ます。

◗ [ ループ開始 ] オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

3 [ キー フ ィールド ] タブを選択します。

システムか らの応答
キー フ ィールドのオプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ループ開始とループ終了セグ メ ン ト の使用方法 マ ッ プの設計2 - 86
4 [ フ ィールド ] リ ス トで、 [ ループ識別コード ] を選択します。

メ モ
この リ ス トには、 セグメン トに含まれるエレ メン トがすべて表示
されます。 またループ識別コードが [ 適合ルール ] セクシ ョ ンで
指定する値を持っている必要があるこ とを指定して、 ループ開始
セグメン ト を定義するこ とができます。

5 [ 定数を使用 ] オプシ ョ ンを選択します。

メ モ
[ 適合ルール ] セクシ ョ ンでは、 現在このマップ用に定義されてい
るすべてのリテラル定数と コードの リ ス ト を表示できます。

6 [ 編集 ] をク リ ッ ク します ([ 定数を使用 ] リ ス トの右側 )。

システムか らの応答
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

7 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8 [ID] ボッ クスに、 リ テラル定数識別子を入力します。

9 [ 種類 ] リ ス トで、 [String] を選択します。 これは、 リ テラル定数

のカテゴ リです。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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手順 : イ ンバウン ド

の LE セグ メ ン ト の

定義

インバウンド  マップの LE セグメン ト を定義するには、 次の手順に従います。

10 [ 値 ] ボッ クスに、 リ テラル定数の値を入力します。

メ モ
インバウンド  マップの場合、 ト レーディング パートナーから受信
するループ識別コードはこの値と一致するこ とが求められます。

11 [OK] をク リ ッ ク して、 システムに定数を追加します。

12 作成した定数を リ ス トから選択します。

メ モ
システムは、 選択された定数とループ識別コードを照合します。

13 [OK] をク リ ッ ク して、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 該当する  LE セグメン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [ ループ処理 ] タブを選択して、 ループのオプシ ョ ンを表示し
ます。

◗ [ ループ終了 ] オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

3 [ キー フ ィールド ] タブを選択します。

システムか らの応答
キー フ ィールドのオプシ ョ ンが表示されます。

4 [ フ ィールド ] リ ス トで、 [ ループ識別コード ] を選択します。

メ モ
この リ ス トには、 セグメン トに含まれるエレ メン トがすべて表示
されます。 また、 [ 適合ルール ] セクシ ョ ンで指定される値とルー
プ識別コードが一致する必要のあるこ とを指定して、 ループ終了
セグメン ト を定義するこ とができます。

( 次のページへ続く )
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手順 : アウ ト バウン

ドの LS セグ メ ン ト

の定義

アウ トバウンド  マップの LS セグメン ト を定義するには、 次の手順に従います。

5 リ ス トから、 LS セグメン ト用に作成した定数を選択します。

メ モ

◗ システムは、 選択された定数とループ識別コードを照合し
ます。

◗ [ 適合ルール ] セクシ ョ ンからは、 現在このマップ用に定義さ
れているすべてのリテラル定数と コードの リ ス ト を表示でき
ます。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 [EDI セグメン ト  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 LS セグメン トのループ識別コード  エレ メン ト をダブルク リ ッ ク

します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルール リ ス トで、 [ 定数を使用 ] を選択します。

システムか らの応答
定数オプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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手順 : アウ ト バウン

ドの LE セグ メ ン ト

の定義

アウ トバウンド  マップの LE セグメン ト を定義するには、 次の手順に従います。

4 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ID] ボッ クスに、 リ テラル定数識別子を入力します。

7 [ 種類 ] リ ス トで、 [String] を選択します。 これは、 リ テラル定数

のカテゴ リです。

8 [ 値 ] ボッ クスに、 リ テラル定数の値を入力します。 アウ トバウン

ド  マップの場合、 パートナーに送信するループ識別コードはこの

値と一致するこ とが求められます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 システムに定数を追加します。

10 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

11 定数リ ス トで、 作成した定数を選択します。

メ モ
システムは、 選択された定数とループ識別コードを照合します。

12 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティー ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 LE セグメン トのループ識別コード  エレ メン ト をダブルク リ ッ ク

します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

( 次のページへ続く )
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3 スタンダード  ルール リ ス トで、 [ 定数を使用 ] を選択します。

システムか らの応答
定数オプシ ョ ンが表示されます。

4 定数リ ス トで、 作成した定数を選択します。

メ モ
システムは、 選択された定数とループ識別コードを照合します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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複合プロパテ ィ の修正方法

はじめに 複合とは、 2 つ以上のコンポーネン ト  データ  エレ メン ト またはサブエレ メン ト

を含むデータ  エレ メン トのこ とです。 複合の名前と説明は、 複合が必須である

かど うかにかかわりな く修正するこ とができます。

メ モ
複合エレ メン トが使用されるのは、 EDI マップのみです。

手順 複合のプロパティを修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 修正する複合を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ プ
ロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ 複合プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 複合の名前を変更する場合は、 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに

データ  エレ メン ト  ID 番号を入力します。

メ モ
マップ内に 1 度以上出現する複合は、 名前の <ID> によって識別さ
れます。 2 度目以降の発生は <ID>:n とい う名前によって識別され
ます ( n は、 マップにおける出現回数を表します )。

3 複合の説明を変更する場合は、 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに

新しい説明を入力します。

4 複合を必須と して指定する場合は、 [ 必須 ] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 必須 ] タブのチェッ クボッ クスをオンにして、 この複合を必ず使

用するこ とを指定します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 複合への変更を保存します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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エレ メ ン ト  プロパテ ィ の修正方法

はじめに 各セグメン ト または複合には、 論理的に関連付けられたエレ メン トのグループ
が含まれます。 これらのエレ メン トは、 ドキュ メン ト を処理する際に必要とな
る  EDI データの構造を定義します。

手順 : エレ メ ン ト  
プロパテ ィ の修正

エレ メン トのプロパティを修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 修正するエレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 エレ メン トの名前を変更するには、 [ 名前 ] タブの 初のボッ クス

に新しい名前を入力します。 通常、 この名前はエレ メン トの順序
番号です。

メ モ
マップ内に 1 度以上出現するエレ メン トは、 名前の <ID> によって
識別されます。 2 度目以降の発生は <ID>:n とい う名前によって識
別されます ("n" は、 マップにおける出現回数を表します )。

3 エレ メン トの説明を変更するには、 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ ク

スに新しい説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他のエレ メン
ト と このエレ メン ト を区別するために使用されます。

( 次のページへ続く )
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4 [ 必須 ] タブを選択して、 検証のオプシ ョ ンを表示します。

5 エレ メン ト を  " 必須 " ( 必ず使用する ) と して指定する場合は、

[ 必須 ] タブの 初のチェッ クボッ クスをオンにします。

6 エレ メン トの 小長を変更するには、 [ 小長 ] ボッ クスに 小長

を入力します。

メ モ
データが 小長に満たない場合は、 ト ランスレーシ ョ ンの実行時
にエラーが生成されます。

7 エレ メン トの 大長を変更するには、 [ 大長 ] ボッ クスに 大長

を入力します。

8 [ データ型 ] リ ス トで、 エレ メン トの型を選択します。

メ モ
有効な値は次のとおりです。

◗ [String] = 文字のエレ メン ト

◗ [Number] = 数値または実数のエレ メン ト

◗ [Date/Time] = 日付または時刻のエレ メン ト

◗ [Bin Data] = バイナリ  データ  ([EDI セグメン ト  プロパティ ] 
ダイアログボッ クスの [ 特別 ] タブで [ バイナ
リ ] を選択している場合にのみ使用可能です )

◗ [Bin Length] = バイナリ  データの長さ  ([EDI セグメン ト  プロ
パティ ] ダイアログボッ クスの [ 特別 ] タブで 
[ バイナリ ] を選択している場合にのみ使用可
能です )

参照
[ 特別 ] タブの [ バイナリ ] を選択する方法の詳細については、 「セ
グメン ト  プロパティの修正方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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手順 : 関連付ける

条件の定義と修正

関連付ける条件を使用する と、 シンタ ッ クス上のまたは適合性の理由のために、
フ ィールドを結びつけるこ とができます。 たとえば、 フ ィールド  A はフ ィール

ド  B が存在しないと無効になり ます。 したがって、 フ ィールド  A とフ ィールド  
B を組みとする条件を設定した場合、 どちらか片方のフ ィールドが存在しないと

きに、 エラーが生成されます。

また、 スタンダードによって指定されるエレ メン ト間の条件付き関係を表示す
るこ と もできます。

注意
ユーザーは EDI の条件付き関係を編集するこ とができますが、 編集を実行する
とエラーが生成されます。 EDI 条件は、 参照のみとするこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )

9 [ 書式 ] リ ス トで、 データ  エレ メン トの書式を選択します。

メ モ
このフ ィールドで選択する書式は、 [ データ型 ] リ ス トで選択した
フ ィールドの種類によって異なり ます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[Number] または [Date/Time] を選択した場合は、 [ 書式 ] リ ス トか
ら適切なデータ書式を選択できます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[String] を選択した場合は、 シンタ ッ クス  トークンを入力して、 指
定されているシンタ ッ クス  トークンに従ってこのフ ィールドを書
式化するよ う指定する必要があ り ます。

ユーザーは Gentran:Server のインス トール時に、 文字列フ ィールド
に既定の書式を割り当てます。 文字の検証は、 この書式を基に実
行されます。 通常、 米国のユーザーは、 ASCII 文字に対応する既
定の書式 (X シンタ ッ クス  トークンなど ) を使用します。 アジア
やヨーロ ッパの言語およびエンコード文字セッ ト を使用するユー
ザーは、 通常 Free Format (0x01 ～ 0xFF) を使用する必要があ り
ます。

参照
シンタ ッ クス  トークンを定義および使用する方法の詳細について
は、 「シンタ ッ クス  トークンの使用方法」 を参照して ください。

10 [OK] をク リ ッ ク して、 エレ メン トへの変更を保存します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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手順 フ ィールドおよびエレ メン トの関連付ける条件を定義、 修正、 表示するには、
次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 修正するフ ィールドまたはエレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] または [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイア
ログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 条件 ] タブを選択します。

システムか らの応答
関連付ける条件のオプシ ョ ンが表示されます。

3 関係の種類のリ ス トで、 フ ィールドを結びつける条件を選択し
ます。

メ モ
有効な値は次のとおりです。

◗ [Paired/Multiple] — 指定されているフ ィールドのいずれか 
1 つが存在する場合は、 他のすべてのフ ィールド も存在する
必要があ り ます。

◗ [Required] — 指定されているフ ィールドの うち、 少な く と も  
1 つは必ず存在する必要があ り ます。

◗ [Exclusion] — 指定されているフ ィールドの うち、 いずれか 
1 つだけが存在できます。

◗ [Conditional] — 初の条件フ ィールドが存在する場合は、 残
りのフ ィールド も必ず存在する必要があ り ます。

◗ [List Conditional] — 初の条件フ ィールドが存在する場合は、
指定されているフ ィールドのうち少なく と も  1 つが存在する
必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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4 条件フ ィールドの リ ス トで、 初のフ ィールドを選択します。

メ モ

◗ 関係の種類のリ ス トで [Conditional] または [List Conditional] を
選択している場合は、 このフ ィールドが条件付き関係の基準
とな り ます。

◗ 条件フ ィールドの リ ス トは、 関係の種類のリ ス トで 
[Conditional] または [List Conditional] を選択した場合にのみ、
アクティブになり ます。

5 [ 使用可能なフ ィールド ] リ ス トで、 1 つ以上のフ ィールドを選択

し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
選択されたフ ィールドは [ 関係に使用するフ ィールド ] リ ス トに
移動し、 条件付き関係に含められます。

メ モ

◗ [ 使用可能なフ ィールド ] リ ス トには、 ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト内の、 現時点の条件で使用できるすべてのフ ィー
ルドが含まれます。

◗ [ 関係に使用するフ ィールド ] リ ス トには、 条件付き関係に含
めるためにユーザーが選択したフ ィールドが含まれます。

◗ 条件付き関係からフ ィールドを削除するには、 [ 関係に使用す
るフ ィールド ] リ ス ト でフ ィールドを選択し、 [ 削除 ] をク
リ ッ ク して、 それらのフ ィールドを  [ 使用可能なフ ィールド ] 
リ ス トに戻します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 フ ィールドに条件付き関係を追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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CII フ ァ イルの使い方 0

概要

はじめに マップの一方の側が CII である場合、 CII を  Gentran:Server 用に定義するか、 また

は以前に保存した定義ファイルを読み込む必要があ り ます。 CII メ ッセージに

は、 メ ッセージ ヘッダー、 TFD 領域、 およびメ ッセージ ト レーラが 1 つずつ含

まれます。

CII ファ イルを定義する前に、 どのよ う なグループや TFD が必要となるのか確認

しておく必要があ り ます。 グループには、 関連するグループと  TFD が含まれま

す。 つま り、 グループを作成してから、 従属するサブグループと  TFD を作成す

る必要があ り ます。

各マップ コンポーネン トは、 システムが処理するのに も論理的な順番で順次

並べられます。 したがって、 アプリ ケーシ ョ ンの各レベルは順次作成される必
要があ り ます。
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CII フ ァ イル プロパテ ィ の修正方法

はじめに [CII ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 マップの CII 側ま

たは CII 固定長側の設定を修正できます。 このダイアログ ボッ クスでは、 分割

モード  (CII データを  251 バイ トの固定長レコードに書式化する方法 ) や、 非透過

モード  ( コ ミ ュニケーシ ョ ン ファ イル転送プロ ト コルでエラーが発生しないよ

うに CII データの文字をエンコードするモード ) の使用を切り替えるこ とができ

ます。 また、 データ  ト ランスレーシ ョ ンで使用する  1 バイ ト または 2 バイ トの

文字セッ ト を指定するこ と もできます。

手順 CII ファ イル プロパティを修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [CII ファ イル ] アイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[CII ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ
既定で [ 名前 ] タブが表示されます。 このタブでは、 CII ファ イル
の名前と説明を修正できます。

2 [ モード ] タブを選択して、 モード  オプシ ョ ンを表示します。

( 次のページへ続く )
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3 可変長レコードを処理できない伝送システムと コ ミ ュニケーシ ョ
ンするかど うかによって、 次を実行します。

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンする場合は、 分割モード  (CII データを  
251 バイ トに固定された複数のレコードに書式化する方法 ) の 
[On] オプシ ョ ンを選択します。

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンしない場合は、 次のステップに進みます。

4 コ ミ ュニケーシ ョ ンファ イル転送プロ ト コルのコ ミ ュニケーシ ョ
ン制御文字の問題が発生しないよ う  CII データの文字をエンコー

ドするため、 非透過モードを使用するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 使用する場合は、 [ 非透過モード ] チェッ クボッ クスをオンに
します。

◗ 使用しない場合は、 既定のオフのままにします。 これは、 透
過モードを使用するこ とを意味します。

5 [ 文字セッ ト ] タブを選択して、 文字セッ トのオプシ ョ ンを表示し

ます。

6 1 バイ ト または 2 バイ ト文字の ト ランスレーシ ョ ンを使用するか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ 使用する場合は、 [8 ビッ ト文字セッ ト ] および [16 ビッ ト文字
セッ ト ] リ ス トから適切なオプシ ョ ンを選択します。

◗ 使用しない場合は、 次のステップに進みます。

7 このグループに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブをク リ ッ ク します。

参照
拡張ルールの詳細については、 「拡張ルールの定義」 を参照し
て ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
修正が保存され、 [CII ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クス
が閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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グループの作成方法

はじめに グループには、 データが終了するまで、 あるいはループの繰り返し可能 大数
に達するまで、 順次繰り返される関連 TFD、 グループ、 またはその両方が含ま

れます。 他のグループに従属するグループを作成する場合、 このグループはネ
ス ト されたループ構造 ( ループ内のループ ) にな り ます。

手順 グループを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ◗ ファ イル レイアウ トで、 これから作成するグループの前に位
置するマップ コンポーネン ト を反転表示します。

◗ レベルに応じて、[編集 ] メニューから  [挿入 ] または [配下に作
成 ] を選択します。

◗ サブメニューから、 [ グループ ] を選択します。

システムか らの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 既
定では [ 名前 ] タブが表示されます )。

2 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに、 グループ名を入力します。

メ モ
グループ名にはスペースやダッシュ  (-) を使用できません。 単語を
区切るために下線 (_) を使用するこ とはできます。

( 次のページへ続く )
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3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 ループの説明を入力します。

メ モ
このボッ クスは、 ループの簡単な説明を示すのに使用されます。

4 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

5 [ 小使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 小回数を入

力します。

メ モ
条件付きループの場合、 このボッ クスには必ず 「0」 ( ゼロ ) を入
力する必要があ り ます。 必須ループの場合、 このボッ クスには
「1」、 またはそれよ り大きい値を入力する必要があ り ます。

6 [ 大使用回数 ] ボッ クスに、 ループが繰り返される 大回数を入

力します。

7 これが、 繰り返しを  1 つしか持たないグループかど うかによって、

次を実行します。

◗ 繰り返しを 1 つしかもたないグループで、 グループのコンパ
イル時に、 従属するレコードやグループを抽出して親グルー
プ内に配置するよ う指定したい場合は、 親となるプロモート  
レコードを選択します。

◗ 繰り返しを 1 つしか持たないグループでない場合は、 次のス
テップに進みます。

8 このグループに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択します。

参照
拡張ルールの詳細については、 「拡張ルールの定義」 を参照し
て ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 グループを作成します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 TFD の作成方法 2 - 103
TFD の作成方法

はじめに CII ファ イルの 初の TFD は、 マップの CII 側のアイコンに従属します。 このよ

うにグラフ ィ ッ クは、 CII ファ イルに含まれる  TFD ( およびグループ ) の構造を

示しています。

初の TFD を作成したら、 初の TFD と同じレベルの他の TFD を定義できま

す。 アプ リ ケーシ ョ ンにループ構造が含まれる場合は、 グループも定義できま
す。 また、 順次繰り返される関連 TFD のグループ ( またはサブグループ ) がアプ

リ ケーシ ョ ンに必要な場合は、 グループを定義する必要があ り ます。 グループ
を定義する方法の詳細については、 「グループの作成方法」 を参照して くださ
い。

メ モ
TFD を作成する と きには、 既定のデータ型が String であるため、 [ 文字セッ ト ] 
タブが表示されます。 TFD データのタイプを Number や Date/Type に変更する と、
[ 文字セッ ト ] タブは削除されます。

( 次のページへ続く )
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手順 TFD を作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 作成する  TFD がファイルの 初の TFD であるかど うかによって、

次を実行します。

◗ 初の TFD である場合は、 [CII ファ イル ] アイコン ( インバウ
ンド  マップの場合は入力側、 アウ トバウンド  マップの場合は
出力側 ) を選択し、 [ 編集 ] メニューから  [ 配下に作成 ] を選
択します。 次に、 サブメニューから  [TFD] を選択します。

◗ 初の TFD でない場合 (2 つ目以降の TFD を作成する場合 ) 
は、 ファ イル レイアウ トで、 これから作成する  TFD の前に位
置する  TFD を選択します。 次に、 [ 編集 ] メニューから  [ 挿入
] を選択し、 サブメニューから  [TFD] を選択します。

システムか らの応答
[CII TFD プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 名前 ] タブの 初のボッ クスに、 TFD 名を入力します。

注意
TFD 名にはスペースやダッシュ  (-) を使用できません。 単語を区切
るために下線 (_) を使用するこ とはできます。

3 [ 名前 ] タブの 2 番目のボッ クスに、 TFD の説明を入力します。

メ モ
このボッ クスに入力される簡単な説明は、 類似する他の TFD と こ
の TFD を区別するために使用されます。

( 次のページへ続く )
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4 [ タグ ] タブを選択して、 タグ情報を表示します。

メ モ
データ  タグは、 データ  エレ メン トの属性を表す識別子です。

5 データ  タグの入力方法に応じて、 [16 進 ] または [10 進 ] オプシ ョ

ンを選択します。

メ モ
既定値は [16 進 ] です。

6 タグの値の範囲を拡張したい場合は、 [Extended Mode] チェッ ク

ボッ クスをオンにします。

メ モ

◗ [Extended Mode] チェッ クボッ クスをオンにする と、 [ タグ ] 
ボッ クスには 16 進数で 7FFF (10 進数では 524287) までの値を
入力するこ とができます。 圧縮モードでは、 16 進で EF (10 進
では 239) までの値しか使用できません。

◗ 既定はオフです。 これは、 データ  タグが圧縮モードで指定さ
れるこ とを示します。

◗ Extended Mode の場合、 TFD タグと して使用できる値の範囲
は、 10 進数では 61440 ～ 65535、 16 進数では F000 ～ FFFF に
制限されます。

7 [ タグ ] ボッ クスに、 ID タグを入力します。 このボッ クスには、

必ずタグを入力する必要があ り ます。

8 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

9 セグメ ント がループの先頭 ( ループ開始 ) または 後 ( ループ終了 ) 
に位置するこ と、 あるいはループが繰り返される  ( ループの繰り

返し ) こ とを指定する と き以外は、 既定の [ 正常 ] のままにします。

メ モ
[ ループ開始 ] を選択する と、 [ キー フ ィールド ] タブが表示され
ます。

10 [ 必須 ] タブを選択して、 オプシ ョ ンを表示します。

11 TFD を  " 必須 " ( 必ず使用する ) と して指定する場合は、 [ 必須 ] 
タブの 初のチェッ クボッ クスをオンにします。

12 TFD の 小長を変更するには、 [ 小長 ] ボッ クスに 小長を入力

します。

メ モ
データが 小長に満たない場合は、 ト ランスレーシ ョ ンの実行時
にエラーが生成されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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13 TFD の 大長を変更するには、 [ 大長 ] ボッ クスに 大長を入力

します。

14 [ データ型 ] リ ス トで、 TFD の型を選択します。

メ モ
有効な値は次のとおりです。

◗ [String] = 文字

◗ [Number] = 数値または実数

◗ [Date/Time] = 日付または時刻

15 [ 書式 ] リ ス トで、 TFD の書式を選択します。

メ モ
このフ ィールドで選択する書式は、 [ データ型 ] リ ス トで選択した
フ ィールドの種類によって異なり ます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[Number] または [Date/Time] を選択した場合は、 [ 書式 ] リ ス トか
ら適切なデータ書式を選択できます。 [ データ型 ] ボッ クスで 
[String] を選択した場合は、 シンタ ッ クス  トークンを入力して、 指
定されているシンタ ッ クス  トークン ( 既定のシンタ ッ クス  トーク
ンは X) に従ってこのフ ィールドを書式化するよ う指定する必要が
あ り ます。

ユーザーは Gentran:Server のインス トール時に、 文字列フ ィールド
に既定の書式を割り 当てます。 文字の検証は、 この書式を基に実行
されます。 通常、 米国のユーザーは、 ASCII 文字に対応する既定の
書式 (X シンタ ッ クス  トークンなど ) を使用します。 アジアやヨー
ロ ッパの言語およびエンコード文字セッ ト を使用するユーザーは、
通常 Free Format (0x01 ～ 0xFF) を使用する必要があ り ます。

参照
シンタ ッ クス  トークンを定義および使用する方法の詳細について
は、 「シンタ ッ クス  トークンの使用方法」 を参照して ください。

16 TFD のデータ型が [Number] または [String] であ り、 データをバイ

ナリ形式で読み込み / 書き込みする場合は、 次を実行します。

◗ [raw bytes] のチェッ クボッ クスをオンにします。

◗ [ 幅 ] リ ス ト  ( 書式が [Number] である場合のみ ) で、数値を表す
のに使用するバイ ト数を選択します。

◗ [little-endian] または [big-endian] オプシ ョ ンを選択して、 バイ
ト を読み込む順序を指定します。

( 次のページへ続く )
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17 [ 文字セッ ト ] タブが使用できる場合は、 この文字列に対して 1 バ
イ ト または 2 バイ ト文字の ト ランスレーシ ョ ンを設定できます。

既定の文字セッ トは [8 ビッ ト ] です。 [8 ビッ ト文字セッ ト ] およ

び [16 ビッ ト文字セッ ト ] リ ス ト で、 適切なオプシ ョ ンを選択して

ください。

18 [OK] をク リ ッ ク して、 TFD を作成します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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データの書式 0

概要

はじめに フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を定義または修正する際には、 種類や書

式を指定する必要があ り ます。 フ ィールド、 エレ メン ト 、 TFD の書式と して使

用できるオプシ ョ ンは、 どの型 (string, number, または Date/Time) を選択するかに

よって異なり ます。
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文字列型の使用方法

はじめに 文字列型のフ ィールドまたはエレ メン トには、 1 つ以上の印刷可能文字が入り ま

す。 フ ィールドまたはエレ メン ト を文字列型と指定する場合は、 シンタ ッ クス  
トークンを指定して、 書式を決める必要があ り ます。

シンタ ッ クス  トークンを使用する と、 文字列型のエレ メン トやフ ィールドで使

用できる文字や数字の範囲を定義する  " トークン " を指定できます。 その後、 指

定したシンタ ッ クス  トークンを  [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス

の [ 書式 ] フ ィールドで使用できます。 これによ り、 各エレ メン ト / フ ィールド

をチェッ クする際に使用する文字の種類 ( ある範囲内の英数字または数字など ) 
を定義できます。

メ モ
設定する トークンは、 そのマップにのみ適用されます。 したがって、 作成する
マップごとに 1 つの トークンを設定する必要があ り ます。

文字の範囲 Gentran:Server では、 ANSI 文字セッ ト を使用して、 範囲の開始と終了を決定し

ます。

西ヨーロ ッパ言語の場合は、 ANSI 文字コード表 (1252 Windows Latin 1) を参照し

て ください。 この表には範囲も表示されるので、 使用する言語の文字の適切な
範囲を入力するこ とができます。 表が使用できない場合は、 次の規則を使用し
て ください。

◗ 西ヨーロ ッパの主な言語のアクセン ト記号付き文字をすべて含めるには、 次
の範囲を追加します。

◗ スカンジナビアのユーザーは、 Œ や œ を含めるために、 次の範囲も追加す
る必要があ り ます。

( 次のページへ続く )

開始 終了

0xC0 0xD6

0xD8 0xF6

0xF8 0xFC

開始 終了

0x8C 0x8C

0x9C 0x9C
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文字の範囲 ( 続き ) ◗ ユーロ記号 (€) を含めるには、 次の範囲を使用します。

手順 : シン タ ッ クス 
ト ーク ンの作成
または編集 
( 西ヨ ーロッ パ言語 )

シンタ ッ クス  トークンを作成するには、 次の手順に従います。

開始 終了

0x80 0x80

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ シンタ ッ クス  トークン ] を選択します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ

◗ [ トークン ] 列には、 既存の各シンタ ッ クス  トークンの トーク
ンと して指定されている値が表示されます。 トークンをエレ
メン トに適用する と、 その トークンに含まれる文字範囲に
よってエレ メン トの書式が指定されます。 エレ メン トの書式
が指定と異なる場合は、 エラーが生成されます。

◗ [ 使用可能な文字範囲 ] 列には、 既存の各シンタ ッ クス  トーク
ンで使用できる文字の範囲が表示されます。 それぞれの範囲
は、 範囲の開始と終了を定義する  1 組の文字によって表され
ます。

◗ [2 バイ ト文字 ] を使用できるのは、 2 バイ トのバージ ョ ンの 
Windows 2000 または Windows 98/Me を実行している場合のみ
です。

( 次のページへ続く )
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2 新しいシンタ ッ クス  トークンを作成するかど うかによって、 次を

実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

◗ 作成しない場合は、 編集する トークンを選択して、 [ 編集 ] を
ク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークンの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 [ トークン ] ボッ クスに、 他と重複しない英数字 1 文字の値を入力

します。 この値は、 ユーザーが指定する使用可能な文字範囲を含
むトークンと して認識されます。

メ モ

◗ トークンは、 他と重複しない大文字または小文字のアルファ
ベッ トか 1 ～ 9 までの数字 1 文字である必要があ り ます。

◗ [ 文字範囲 ] リ ス トには、 この トークンのために定義される文
字範囲が 1 つ以上表示されます。 1 つのトークンに対して複数
の文字の範囲を定義するこ とができます。 たとえば、 トーク
ン "A" の使用可能な文字範囲と して A ～ Z と  a ～ z の 2 つの
範囲を定義するこ とができます。 この場合、 トークン  A では
大文字と小文字のアルファベッ トのみが許可されるこ とにな
り ます。

4 新しい文字範囲を作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 文字範囲の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

◗ 作成しない場合は、 ステップ 8 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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( 次のページへ続く )

5 [ 開始文字 ] ボッ クスに、 使用可能な トークン範囲の 初の文字を

入力します。

例
たとえば、 定義したい文字範囲が B ～ D である場合は、 [ 開始文
字 ] ボッ クスに 「B」 と入力します。

メ モ

◗ é などの文字は使用できないので、 これらの文字を入力する場
合は、 16 進数のコードで入力する必要があ り ます。 16 進数の
文字を入力するには、 16 進数のコードの前に 「0 ( ゼロ ) x」
または 「0X」 を付けます。 たとえば、 é に相当する  16 進数の
コードは 0xE9 です。

◗ [ 開始文字 ] および [ 終了文字 ] の値は、大文字または小文字の
アルファベッ トか 1 ～ 9 までの数値 1 文字である必要があ り
ます。

6 [ 終了文字 ] ボッ クスに、 使用可能な トークン範囲の 後の文字を

入力します。 ステップ 5 の規則を使用して ください。

7 [OK] をク リ ッ ク し、 [ シンタ ッ クス  トークンの編集 ] ダイアログ 
ボッ クスに戻り ます。

8 シンタ ッ クス  トークンに文字の範囲をさ らに追加する場合は、 必

要に応じて、 ステップ 4 ～ 7 を繰り返します。

9 [OK] をク リ ッ ク してシンタ ッ クス  トークンを保存し、 [ シンタ ッ

クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

10 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 文字列型の使用方法 2 - 113
手順 : シン タ ッ クス 
ト ーク ンの作成
または編集 
( 極東圏の言語 )

2 バイ ト文字シンタ ッ クス  トークン機能を使用する と、 2 バイ トの文字を使用で

きるマップを作成できます。 中国語、 日本語、 または韓国語バージ ョ ンの 
Windows/Windows 2000 または Windows 98/Me で Gentran:Server を実行している場

合は、 [ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスの [2 バイ ト文字 ] ボタンを

使用できます。

2 バイ ト文字トークンは [2 バイ ト文字シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ

クスだけに表示されます。 [ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスの リ ス

トには含まれません。

メ モ
設定する  2 バイ ト文字トークンは、 そのマップにのみ適用されます。 したがっ
て、 作成するマップごとに 1 つの トークンを設定する必要があ り ます。

2 バイ ト文字シンタ ッ クス  トークンを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ シンタ ッ クス  トークン ] を選択します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [2 バイ ト文字 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[2 バイ ト文字シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



文字列型の使用方法 マ ッ プの設計2 - 114
3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[2 バイ ト文字シンタ ッ クス  トークンの編集 ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

メ モ
2 バイ ト文字は、 1 バイ ト目と  2 バイ ト目で構成されます。 上記の
例では、 文字 A のコード  ポイン トは 0041 とな り ます。

4 [ トークン ] ボッ クスに、 他と重複しない英数字 1 文字の値を入力

します。 この値は、 ユーザーが指定する使用可能な文字範囲を含
むトークンと して認識されます。

5 ダイアログ ボッ クスの [2 バイ ト目 ] セクシ ョ ンにあるすべての文

字を含めるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 含める場合は、 ステップ 7 に進みます。

◗ 含めない場合は、 ステップ 6 に進みます。

6 ◗ [1 バイ ト目 ] リ ス ト を使用して、 システムのコード  ページに
ある他の文字を参照します。

◗ 特定の文字や文字のグループを トークンから除外するには、
それらの文字またはグループを選択し、 グレイアウ ト します。

7 [ 閉じる ] をク リ ッ ク してシンタ ッ クス  トークンを保存し、 [ シン

タ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

8 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
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シン タ ッ クス ト ーク ンの削除方法

はじめに シンタ ッ クス  トークンはシステムから削除するこ とができます。 また、 シン

タ ッ クス  トークンから特定の文字範囲を削除するこ と もできます。

手順 : シン タ ッ クス 
ト ーク ンの削除

シンタ ッ クス  トークンを削除するには、 次の手順に従います。

手順 : 文字範囲の

削除

シンタ ッ クス  トークンから文字範囲を削除するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ シンタ ッ クス  トークン ] を選択します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 削除する トークンを選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
選択されたエン ト リは、 警告なしに削除されます。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから  [ シンタ ッ クス  トークン ] を選択します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 シンタ ッ クス  トークンを選択し、 [ 変更 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ シンタ ッ クス  トークンの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 削除する文字範囲を選択し、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。
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シン タ ッ クス ト ーク ンの使用方法

はじめに シンタ ッ クス  トークンは、 [ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロ

パティ ] か [CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスの [ 書式 ] ボッ クスで使用

できます。 この機能を使用する と、 文字列型のフ ィールド、 エレ メン ト 、 また
は TFD に使用できる文字と数字またはその一方の範囲を定義する  " トークン " 
を指定できます。 シンタ ッ クス  トークンを使用するこ とによ り、 このフ ィール

ド、 エレ メン ト 、 または TFD をチェッ クする際に使用する文字 ( ある範囲の英

数字または数字など ) を定義できます。

手順 シンタ ッ クス  トークンを使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
または 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィールド  プロパティ ] か 
[CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

システムか らの応答
必須のオプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 [ データ型 ] リ ス トで、 [String] を選択します。

メ モ
これは、 このフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD に文字が含ま
れるこ とを示します。

4 データ書式のリ ス トで、 自由書式または定義済みのシンタ ッ クス  
トークンを選択して、 このフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD 
が指定されているシンタ ッ クス  トークンに従って書式化されるよ

う指定します。

メ モ

◗ ユーザーは Gentran:Server のインス トール時に、 文字列フ ィー
ルドに既定の書式を割り当てます。 文字の検証は、 この書式
を基に実行されます。 通常、 米国のユーザーは、 ASCII 文字
に対応する既定の書式 (X シンタ ッ クス  トークンなど ) を使用
します。 アジアやヨーロ ッパの言語およびエンコード文字
セッ ト を使用するユーザーは、通常 Free Format (0x01 ～ 0xFF) 
を使用する必要があ り ます。

◗ Free Format を選択する と、 すべての種類の文字をフ ィールド
で使用するこ とができます。 そのフ ィールドの文字は、 ト ラ
ンスレータによってチェッ ク されません。

参照
シンタ ッ クス  トークンを作成する方法の詳細については、 「手順 :
シンタ ッ クス  トークンの作成 または編集 ( 西ヨーロ ッパ言語 )」
を参照して ください。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィー

ルド  プロパティ ] か [CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスを

閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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番号型の使用方法

はじめに 番号型のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD には、 数値演算処理できる固定

小数または実数が含まれます。 フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を番号型

と指定する場合、 N ( 固定小数 ) または R ( 実数 ) のいずれかの書式を指定し、 小

数点以下の桁数を指定して、 書式を決めます。

実数または数値 N 書式の数字には、 含意の小数点があ り ます ( たとえば、 2.01 を N2 と して書式

化する と  201 にな り ます )。 R 書式の数字には、 明示的な小数点があ り、 末尾の

ゼロが切り捨てられます ( たとえば、 2.123 を R2 と して書式化する と  2.12 にな

り、 3.10 を R2 と して書式化する と  3.1 になり ます )。 N と  R のいずれの書式を使

用するかは、 ドキュ メン トの必要に応じて決定します。 N および R のいずれの

書式を使用する場合でも、 フ ィールドの小数点以下の桁数を指定する必要があ
り ます。

次のリ ス トに、 使用できる実数と数値のオプシ ョ ンを示します。

◗ R0 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点以下の桁数はあ り ません )

◗ R1 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 1 位までの値を持ちます )

◗ R2 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 2 位までの値を持ちます )

◗ R3 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 3 位までの値を持ちます )

◗ R4 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 4 位までの値を持ちます )

◗ R5 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 5 位までの値を持ちます )

◗ R6 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 6 位までの値を持ちます )

◗ R7 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 7 位までの値を持ちます )

◗ R8 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 8 位までの値を持ちます )

◗ R9 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には明示的な小数点があ り ます。小数
点第 9 位までの値を持ちます )

( 次のページへ続く )
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実数または数値 
( 続き )

◗ N0 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
以下の桁数はあ り ません )

◗ N1 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 1 位までの値を持ちます )

◗ N2 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 2 位までの値を持ちます )

◗ N3 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 3 位までの値を持ちます )

◗ N4 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 4 位までの値を持ちます )

◗ N5 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 5 位までの値を持ちます )

◗ N6 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 6 位までの値を持ちます )

◗ N7 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 7 位までの値を持ちます )

◗ N8 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 8 位までの値を持ちます )

◗ N9 ( このフ ィールド / エレ メン ト /TFD には含意の小数点があ り ます。小数点
第 9 位までの値を持ちます )

メ モ
フ ィールドで固定小数 (N 書式 ) を選択している場合、 そのフ ィールドのデータ
が書式で指定されている小数点の桁数に満たないと きは、 データを指定されて
いる書式で解釈するために、 値の左側にゼロが埋め込まれます。 たとえば、
フ ィールドの書式を  N3 に指定している場合、 フ ィールドのデータが 1 であれ
ば、 ト ランスレータはそのデータを  .001 と解釈します。

手順 番号型を使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
または 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィールド  プロパティ ] か 
[CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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2 [ 必須 ] タブを選択します。

システムか らの応答
必須のオプシ ョ ンが表示されます。

3 [ データ型 ] リ ス トで、 [Number] を選択します。

メ モ
これは、 フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD が、 数値演算処理
できる数値または実数であるこ とを示します。

4 データ書式のリ ス トで、 適切な実数または数値のオプシ ョ ンを選
択します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィー

ルド  プロパティ ] か [CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスを

閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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日 / 時型の使用方法

はじめに 日 / 時型フ ィールド、 エレ メン ト 、 TFD には、 日付または時刻が含まれます。

フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を日 / 時型に指定する場合、 日付または

時刻の書式を正確に指定します。

メ モ
他の日 / 時書式を作成して、 その書式をマップ エディ タに追加できます。

日 / 時書式 次の表に、 有効な日 / 時書式を示します。

書式 説明

YYMMDD 2 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日

MMDDYY 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、 下 2 桁表記の年 
( 例、 121599) 

YYYYMMDD 4 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日 
( 例、 19991215) 

DDMMYYYY 2 桁表記の日、 2 桁表記の月、 4 桁表記の年 
( 例、 15121999) 

MMDDYYYY 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、 4 桁表記の年 
( 例、 12151999) 

DDMMYY 2 桁表記の日、 2 桁表記の月、 下 2 桁表記の年 
( 例、 151299) 

YYMMMDD 下 2 桁表記の年、 3 文字略称表記の月、 2 桁表記の日 
( 例、 99JAN02) 

DDMMMYY 2 桁表記の日、 3 文字略称表記の月、 下 2 桁表記の年 
( 例、 02JAN99) 

MMMDDYY 3 文字略称表記の月、 2 桁表記の日、 下 2 桁表記の年

( 例、 JAN0299) 

YYYYMMMDD 4 桁表記の年、 3 文字略称表記の月、 2 桁表記の日 
( 例、 2003JUL04) 

DDMMMYYYY 2 桁表記の日、 3 文字略称表記の月、 4 桁表記の年 
( 例、 04JUL2003) 

( 次のページへ続く )
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MMMDDYYYY 3 文字略称表記の月、 2 桁表記の日、 4 桁表記の年 
( 例、 JUL042003) 

YYDDD 下 2 桁表記の年、 3 桁表記のユリ ウス日 
( 例、 1999 年の 349 日目は、 99349) 

DDDYY 3 桁表記のユリ ウス日、 下 2 桁表記の年 ( 例、 34999) 

YYYYDDD 4 桁表記の年、 3 桁表記のユリ ウス日 ( 例、 1999349) 

DDDYYYY 3 桁表記のユリ ウス日、 4 桁表記の年 ( 例、 3491999) 

YY/MM/DD 下 2 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

2 桁表記の日 ( 例、 99/12/05) 

DD/MM/YY 2 桁表記の日、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

下 2 桁表記の年 ( 例、 05/12/99) 

MM/DD/YY 2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日、 セパレータ、

下 2 桁表記の年 ( 例、 12/15/99) 

YYYY/MM/DD 4 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

2 桁表記の日 ( 例、 1999/12/15) 

DD/MM/YYYY 2 桁表記の日、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

4 桁表記の年 ( 例、 15/12/1999) 

MM/DD/YYYY 2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日、 セパレータ、

4 桁表記の年 ( 例、 12/15/1999) 

YY/MMM/DD 2 桁表記の年、 セパレータ、 3 文字略称表記の月、 セパ

レータ、 2 桁表記の日 ( 例、 99/JUL/20) 

DD/MMM/YY 2 桁表記の日、 セパレータ、 3 文字略称表記の月、 セパ

レータ、 2 桁表記の年 ( 例、 20/JUL/99) 

MMM/DD/YY 3 文字略称表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日、 セパ

レータ、 2 桁表記の年 ( 例、 JUL/20/99) 

YYYY/MMM/DD 4 桁表記の年、 セパレータ、 3 文字略称表記の月、 セパ

レータ、 2 桁表記の日 ( 例、 2003/JUL/25) 

DD/MMM/YYYY 2 桁表記の日、 セパレータ、 3 文字略称表記の月、 セパ

レータ、 4 桁表記の年 ( 例、 25/JUL/2003) 

MMM/DD/YYYY 3 文字略称表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日、 セパ

レータ、 4 桁表記の年 ( 例、 JUL/25/2003) 

( 次のページへ続く )
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YY/DDD 下 2 桁表記の年、 セパレータ、 3 桁表記のユリ ウス日 
( 例、 99/349) 

DDD/YY 3 桁表記のユリ ウス日、 セパレータ / 下 2 桁表記の年 
( 例、 349/99) 

YYYY/DDD 4 桁表記の年、 セパレータ、 3 桁表記のユリ ウス日 
( 例、 1999/349) 

DDD/YYYY 3 桁表記のユリ ウス日、 セパレータ、 4 桁表記の年 
( 例、 349/1999) 

MONTH 月 ( 例、 December) 

DAY 曜日 ( 例、 Friday) 

HHMM 2 桁表記の時間、 2 桁表記の分 ( 例、 3 時 30 分は 0330) 

HHMMSS 2 桁表記の時間、 2 桁表記の分 2 桁表記の秒 
( 例、 3 時 30 分 45 秒は 033045) 

HH:MM 2 桁表記の時間、 セパレータ、 2 桁表記の分 ( 例、 03:30) 

HH:MM:SS 2 桁表記の時間、 セパレータ、 2 桁表記の分、 セパレータ、

2 桁表記の秒 ( 例、 03:30:45) 

ISO-8601 YYYYMMDDTHHMMSS.mmmZ 書式。 世界標準時 (Zulu 時
間、 グ リニッジ標準時と も呼ばれる ) で表される  4 桁表記

の年次、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、 T ( 時刻 ) 指示記号、

2 桁表記の時間、 2 桁表記の分、 2 桁表記の秒、 Z (Zulu 時
間 ) 指示記号 ( 例、 20031209T123000.000Z) 

YYYYMMDDZ ISO-8601 日付書式。 4 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表

記の日、 Z (Zulu 時間 ) 指示記号 ( 例、 20031209Z) 

MM/DD/YY 
HH:MM:SS

2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記の日、 セパレータ、

下 2 桁表記の年、 2 桁表記の時間、 セパレータ、 2 桁表記

の分、 セパレータ、 2 桁表記の秒 ( 例、 12/15/99 03:30:45) 

YYMMDD 
HHMMSS

下 2 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、 2 桁表記の

時間、 2 桁表記の分、 2 桁表記の秒 ( 例、 991025 033045) 

YYYY-MM-
DDTHH:MM:SS

4 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

2 桁表記の日、 ブランク  セパレータを意味する  T、 2 桁表

記の時間、 セパレータ、 2 桁表記の分、 セパレータ、 2 桁
表記の秒 ( 例、 2002-02-02 03:30:45)  

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
書式 説明
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手順 日 / 時型を使用するには、 次の手順に従います。

YYYY-MM-DD 4 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月、 セパレータ、

2 桁表記の日 ( 例、 2002-02-02) 

YYYY-MM 4 桁表記の年、 セパレータ、 2 桁表記の月 ( 例、 2002-02) 

YYYY 4 桁表記の年 ( 例、 2002) 

--MM-DD ダッシュ記号 2 つ、 2 桁表記の月、 セパレータ、 2 桁表記

の日 ( 例、 --12-02) 

---DD ダッシュ記号 3 つ、 2 桁表記の日 ( 例、 ---02) 

 ( 続き )
書式 説明

ステ ッ プ 操作

1 既存のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
または 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィールド  プロパティ ] か 
[CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 必須 ] タブを選択します。

システムか らの応答
必須のオプシ ョ ンが表示されます。

3 データ型リ ス トで、 [Date/Time] を選択します。

メ モ
これによ り、 フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD が、 日付か時
刻になり ます。

4 データ書式リ ス トで、 適切な日 / 時オプシ ョ ンを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ エレ メン ト  プロパティ ] ( または [ フ ィー

ルド  プロパティ ] か [CII Record Properties]) ダイアログ ボッ クスを

閉じます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 シンプルな連結の作成方法 2 - 125
マ ッ プの完成 0

シンプルな連結の作成方法

はじめに 連結機能を使用する と、 マップの入力側のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または 
TFD を、 出力側のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD にマッピングするこ と

ができます。 2 つのマップ コンポーネン ト  ( 以下フ ィールド と呼ぶ ) 間の連結

は、 2 つのフ ィールドをつなぐ線と して表示されます。

使用するマップで設定されている条件のために、 2 つの入力フ ィールドを同じ出

力フ ィールドへ連結する必要がある場合は、 拡張ルールを使用して ください。

メ モ
ト ランスレータがレコード / セグメン ト を作成するには、 マップの出力側の各レ
コードまたはセグメン トに対して、 少なく と も  1 つの直接連結が必要です ( リ ン
ク機能を使用 )。

手順 2 つのフ ィールドを連結するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 機能 ] メニューから  [ 連結 ] を選択します。

2 マップの入力側のフ ィールド  ( 入力側が CII の場合は TFD) を選択

します。

システムか らの応答
カーソルが、 " 連結の矢印 " に変わり ます。

( 次のページへ続く )
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3 マップ入力側で選択したフ ィールドのデータのマッピング先とな
る、 マップ出力側のフ ィールド  ( 出力側が CII の場合は TFD) を選

択します。

システムか らの応答
2 つのフ ィールドを連結する線が表示されます。

メ モ
2 つのフ ィールドを連結しても線が表示されない場合は、 [ 選択 ] 
ダイアログ ボッ クスを確認して ください。

参照
詳細については、 「連結のグローバルな表示のカスタマイズ方法」
を参照して ください。 [ 選択 ] ダイアログ ボッ クスの [ 連結 ] タブ
で、 [ 連結を表示する ] を選択する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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バイナ リ  セグ メ ン ト のマ ッ ピング方法

はじめに 一部の EDI スタンダードではバイナリ  セグメン トが使用されています。

Gentran:Server では、 バイナリ  データを処理するためのマップ コンポーネン ト を

作成および構成するこ とができます。

Gentran:Server 付属の Standards CD からバイナリ  セグメン ト を含む EDI スタン

ダードを読み込むと、 必要なエレ メン トは自動的に作成されます。 ただし、 バ
イナリ  セグメン ト を手動で作成する場合は、 この項で説明する手順に従います。

例
マップの出力側に ANSI X12 275 ト ランザクシ ョ ン セッ ト を読み込むと き、 その
ト ランザクシ ョ ン セッ トに 2 つのエレ メン ト  ( バイナリ  データの長さエレ メン
ト とバイナリ  データ  エレ メン ト ) を含むバイナリ  データ  セグメン トが含まれて
いる と します。 長さエレ メン トの既定のデータ型は Number で、 大長は 15 に
設定されています。 バイナリ  データ  エレ メン トの既定のデータ型は String で、
既定の長さは 760 です。

必須のセグ メ ン ト と
エレ メ ン ト

インバウンド  EDI セグメン ト用に受信したバイナリ  データを処理するには、

マップの入力側に正規のセグメン トおよびエレ メン ト を作成または構成する必
要があ り ます。

バイナリ  データを含む EDI セグメン ト を生成するには、 マップの出力側にバイ

ナリ  データ  セグメン ト を作成する必要があ り ます。 次いで、 次のデータ型のバ

イナリ  セグメン ト内に、 2 つのエレ メン ト を作成する必要があ り ます。

◗ バイナリ  セグメン トの長さ用 ( 文字数 ) の Bin_Len
◗ バイナリ  データ用の Bin_Data

次の表に、 バイナリ  データ用マップの入力および出力エレ メン ト を示します。

( 次のページへ続く )

入力データ型 連結の状態 出力データ型

Number 未連結 Bin_Len

String 連結済み Bin_Data
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入力側の設定 マップの入力側でコンポーネン ト を作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 マップの入力側で、 データのセグメン ト を作成または選択します。

2 コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
コンポーネン トの [ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン ト  プロパティ

を設定します。

メ モ
[ 名前 ] タブと  [ ループ処理 ] タブで、 設定を完了します。

4 作成したコンポーネン トに、 新しいエレ メン ト またはフ ィールド
を追加します。

5 エレ メン ト またはフ ィールドを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
コンポーネン トの [ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

6 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン ト  プロパティ

を設定します。

メ モ
[ 必須 ] タブで、 データ型と して [Number] を指定する必要があ り
ます。

7 セグメン ト またはレコードに、 2 番目の新しいエレ メン ト または

レコードを追加します。

8 コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

9 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン トのプロパ

ティを設定します。

メ モ
[ 必須 ] タブで、 データ型と して [String] を指定する必要があ り
ます。
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出力側の設定 マップの出力側でコンポーネン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 マップの出力側で、 バイナリ  データのセグメン ト またはレコード

を作成するか、 または選択します。

2 コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
コンポーネン トの [ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン ト  プロパティ

を設定します。

メ モ
[ 特別 ] タブで、 [ バイナリ ] チェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

4 バイナリ  コンポーネン トに新しいエレ メン ト またはフ ィールドを

追加するか、 既存のエレ メン ト またはフ ィールドを選択します。

5 コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン トのプロパ

ティを設定します。

メ モ
[ 必須 ] タブで、 データ型と して [Bin_Len] を指定する必要があ り
ます。

7 セグメン トに 2 番目の新しいエレ メン ト またはフ ィールドを追加

するか、 既存のエレ メン ト またはフ ィールドを選択します。

8 コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ プロパティ ] を選択します。

9 ダイアログ ボッ クスのタブを使って、 コンポーネン ト  プロパティ

を設定します。

メ モ
[ 必須 ] タブで、 データ型と して [Bin_data] を指定する必要があ り
ます。

( 次のページへ続く )
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10 マップの入力側コンポーネン ト と、 マップの出力側コンポーネン
ト を連結します。

重要
マップ入力側の文字列フ ィールド  ( バイナリ  データ  ファ イル名を
含むために作成されたフ ィールド ) を、 マップ出力側の bin_data 
フ ィールドに連結する必要があ り ます。

11 マップを完成し、 コンパイルして ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を作成します。

ステ ッ プ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 マ ッ プのコ ンパイル方法 2 - 131
マ ッ プのコ ンパイル方法

はじめに コンパイル機能は、 マップをコンパイルした り ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を作成した り します。 Gentran:Server を使用して作成したマップは、 " ソース  
マップ " と呼ばれます。 ソース  マップがコンパイルされる と、 " コンパイルされ

た ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト " とな り ます。

作成された ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 使用する前に Gentran:Server シ
ステムに登録する必要があ り ます。 コンパイル機能は、 マップを完了および保
存した後で使用します。

手順 マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するには、

次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ コンパイル ] を選択します。

システムか らの応答
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト名 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

( 次のページへ続く )
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2 [ ファ イル名 ] ボッ クスに、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの

名前を入力します。

メ モ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの名前は、 1 ～ 8 文字で入力し
ます。 既定の .TPL ファ イル拡張子を使用します。

推奨事項
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  (.TPL ファ イル ) の名前は、
マップ (.MAP ファ イル ) に付けた名前と同じファ イル名 (1 ～ 8 文
字 ) にします。 同じファ イル名に ( 異なるファ イル拡張子を付け
て ) するこ とで、 ソース  マップと コンパイルされた ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト との関係が一目で分かり ます。

例
ソース  マップ名が MWT_850.MAP の場合、 コンパイルされる ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トの名前を  MWT_850.TPL にします。

注意
コンパイルされる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 ソース  
マップを上書きしないよ う十分に注意してください。 ソース  マッ
プと区別するため、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト名には .TPL 
とい う ファ イル拡張子を使用して ください。

3 必要に応じて、 [ 保存する場所 ] リ ス ト を使用し、 コンパイルされ

る ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの保存先ド ライブ ¥ フォルダ

を指定します。

注意
コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、
GENSRVNT¥RegTransObj フォルダに保存しないでください。 この
フォルダは、 Gentran:Server に登録した各ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク トのコピーを保存するため場所です。

4 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
マップがコンパイルされ、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが作
成されます。 [ コンパイル エラー ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

5 エラーが発生しないこ とを確認し、 [OK] をク リ ッ ク して、 ダイア

ログ ボッ クスを閉じます。

メ モ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがコンパイルされた日付が、 自
動的に [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] ダイアログ 
ボッ クスの [ コンパイル日時 ] ボッ クスに読み込まれます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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6 [ ファ イル ] メニューの [ 保存 ] を選択して、 [ コンパイル日時 ] 
ボッ クスの日付でソース  マップを保存します。

7 作成された ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 使用する前に 
Gentran:Server システムに登録する必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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コマン ド ラ イ ンを使用し たマ ッ プのコ ンパイル方法

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム 
(MAPPER.EXE) では、 コマンド ラ インから単一のマップ ( または、 指定された

ディ レク ト リに格納されている複数のマップ ) を自動的にコンパイルするこ とが

できます。

メ モ
コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 マップ ソース  ファ イル
と して、 同じディ レク ト リに書き込まれます。

シン タ ッ ク ス コマンド ラ イン シンタ ッ クス  (GENSRVNT¥Bin サブディ レク ト リから ) は次の

とおりです。

mapper.exe -c [mapSourceFile]

メ モ
mapSourceFile には、単一のマップ、 またはワイルドカード文字 (*) を含むマップ 
ファ イル名が入り ます。 ワイルドカード文字を使用する と、 MAPPER.EXE によ
り指定されたディ レク ト リにある、 同じファ イル名パターンを持つすべての
マップをコンパイルできます。 MAPPER.EXE は、 サブディ レク ト リでは再帰さ
れません。

例 1 mapper.exe -c c:¥GENSRVNT¥tutorial¥\*.map

メ モ
この例では、 tutorial ディ レク ト リにあるすべてのマップがコンパイルされます。

例 2 mapper.exe -c c:¥GENSRVNT¥tutorial¥pet*.map

メ モ
この例では、 tutorial ディ レク ト リにある、 pet で始まる名前を持つすべてのマッ
プがコンパイルされます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マ ッ プの設計 マ ッ ピング レポー ト の印刷方法 2 - 135
マ ッ ピング レポー ト の印刷方法

はじめに 印刷機能を使用する と、 現在のマップのマッピング レポート を印刷するこ とが

できます。

メ モ

[ ファ イル ] メニューの [ ファ イルへ出力 ] を選択して、 マッピング レポート を

ファ イルに印刷できます。 [ 印刷オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスの既定値を変

更して、 [OK] をク リ ッ ク し、 [ ファ イルへ出力 ] ダイアログ ボッ クスを表示し

ます。 レポート を印刷するファ イル名を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

マッピング レポート を印刷するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 印刷 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 印刷オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [ レポート ] セクシ ョ ンの該当するチェッ クボッ クスをク リ ッ
ク して、 印刷するレポート を選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 適切なオプシ ョ ンを設定し、 セッ ト アップ オプシ ョ ンを変更する

必要がない場合は、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
マッピング レポートが印刷されます。
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概要 0

はじめに

スタ ンダード  ルール

について

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 フ ィー

ルドやエレ メン トに使用するこ とができるスタンダード  ルールが用意されてい

ます。 スタンダード  ルールを使用する と、 拡張ルールほど複雑ではないものの、

連結よ り複雑なマッピング機能を実行できます。

各スタンダード  ルールは、 互いに対して排他的です (1 つのフ ィールド、 エレ メ

ン ト 、 または TFD に使用できるスタンダード  ルールは 1 つだけです )。

メ モ
エレ メン トがスタンダード  ルールを含む場合、 エレ メン トのアイコンの右に、
黒色のアスタ リ スクが表示されます。

関連 ト ピ ッ ク 拡張ルールを使用する と、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語を使用して、 ほ

とんどすべてのマッピング処理を実行できます。

参照
連結方法の詳細については、 「シンプルな連結の作成方法」 を参照して ください。
拡張ルールの詳細については、 「拡張ルールについて」 を参照して ください。
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Select スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Select 機能を使用する と、 Gentran:Server パートナー エディ タで作成した所在地

テーブル、 ク ロス リ ファレンス  テーブル、 パートナー テーブル、 または照合

テーブルからエン ト リ を選択するこ とができます。 選択後、 これらのテーブル
のフ ィールドをデータ内の 1 つ以上のフ ィールドにマッピングできます。 Select 
機能では、 現在のフ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD の値が使用されて、 選

択が実行されます。

Select 機能では、 Gentran:Server パートナー エディ タからの情報を、 マップ内で

使用するこ とができます。 パートナー エディ タのパートナー プロファ イルまた

は内部システム パートナーからの情報をマップ内で選択されているエレ メン ト

またはフ ィールドにマッピングできます。 内部システム  パートナー用に定義し

た定義情報や所在地テーブルは、 すべてのパートナーに使用できます。 使用で
きる情報には、 次のよ うなものがあ り ます。

◗ パートナーまたは内部システム  パートナーの定義 ( 名前、 EDI コード、 アプ
リ ケーシ ョ ン コード )

◗ パートナーまたは内部システム  パートナーの所在地テーブルのフ ィールド

◗ 照合テーブルのフ ィールド

◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルのフ ィールド

◗ インターチェンジ、 グループ、 またはドキュ メン ト  レコード

[ ス タ ンダー ド  ルー

ル ] タ ブ (Select)
次の図に、 Select 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 Select スタンダード  ルールの各部とその機能を示します。

各部 機能

テーブルとキー 
( またはグループ )

システムがデータを選択する と きに使用するテーブル
およびキーを指定します。 このテーブルには、 有効な
値がリ ス ト されます。

サブテーブルの名前 サブテーブル名が入り ます ( 該当する場合 )。

メ モ

サブテーブル ボッ クスは、 テーブルとキーのリ ス トで 
[Partner Lookup]、 [Partner cross-reference by my item]、
[Partner xref by partner item]、 [Division lookup]、 [Division 
cross-reference by my item]、 または [Division cross-
reference by partner item] が選択された場合にアクティブ

になり ます。

各部 機能

Partner by EDI code パートナーの EDI コードがキーで

あるこ とを示します。 パートナー 
テーブルのこのパートナーに対す
る  3 つのフ ィールド  ( 名前、 EDI 
コード、 代用コード ) のいずれか

をマップ元にするこ とができます。

Partner by alternate 
code

パートナーのアプリ ケーシ ョ ン  
コードがキーであるこ とを示しま
す。 パートナー テーブルのこの

パートナーに対する  3 つのフ ィー

ルド  ( 名前、 EDI コード、 代用

コード ) のいずれかをマップ元に

するこ とができます。

Partner by partner 
key

パートナーのプロファ イル ID が
キーであるこ とを示します。 パー
トナー テーブルのこのパートナー

に対する  3 つのフ ィールド  ( 名前、

EDI コード、 代用コード ) のいず

れかをマップ元にするこ とができ
ます。

( 次のページへ続く )
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サブテーブルの名前
( 続き )

Partner location by 
name

パートナー エディ タの [ 所在地 ] 
ダイアログ ボッ クスの名前 ( 内部

システム ) がキーであるこ とを示

します。 テーブルの任意のフ ィー
ルドからマッピングでき
ます。

Partner lookup このパートナーのパートナー照合
テーブル名がキーであるこ とを示
します。 テーブルの任意のフ ィー
ルドからマッピングできます。

Partner cross-
reference by my 
item

このパートナーのパートナー ク ロ

ス リ ファレンス  テーブルにある自

社のアイテム ( 値 ) がキーである

こ とを示します。 テーブルの任意
のフ ィールドからマッピングでき
ます。

Partner cross-
reference by partner 
item

このパートナーのパートナー ク ロ

ス リ ファレンス  テーブルにある

パートナーのアイテム ( 値 ) が
キーであるこ とを示します。 テー
ブルの任意のフ ィールドからマッ
ピングできます。

Division テーブルの < 内部システム ユー

ザー > ( システム パートナー ) に
対する  3 つのフ ィールド  ( 名前、

EDI コード、 代用コード ) のいず

れかをマップ元にするこ とができ
ます。

Division location by 
name

パートナー エディ タの [ 所在地 ] 
ダイアログ ボッ クスの名前 < 内部

システム ユーザー > がキーである

こ とを示します。 テーブルの任意
のフ ィールドからマッピングでき
ます。

Division lookup < 内部システム ユーザー > パート

ナーのパートナーの照合テーブル
名がキーであるこ とを示します。
テーブルの任意のフ ィールドから
マッピングできます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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サブテーブルの名前
( 続き )

Division cross-
reference by my 
item

< 内部システム ユーザー > パート

ナーのパートナー ク ロス リ ファレ

ンス  テーブルにある自社のアイテ

ム ( 値 ) がキーであるこ とを示し

ます。 テーブルの任意のフ ィール
ドからマッピングできます。

Division cross-
reference by partner 
item

< 内部システム ユーザー > パート

ナーのパートナー ク ロス リ ファレ

ンス  テーブルにあるパートナーの

アイテム ( 値 ) がキーであるこ と

を示します。 テーブルの任意の
フ ィールドからマッピングでき
ます。

Document record 現在のドキュ メン ト  レコード内に

ある任意のフ ィールドからマッピ
ングできます。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマッ
プ タイプからのみアクセス可能で
す。 ト ランザクシ ョ ン ブレーク、
ト ランザクシ ョ ン ビルド、 イン
ポート、 エクスポート、 印刷、 画
面、 グループ ビルド、 および イン
ターチェンジ ビルドの 7 種類の
マップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールが
アクセスするテーブル レベルで、
後に処理されたドキュ メン トの

情報が表示されます。 これらの
テーブルにアクセスするルールを
使用する場合は注意が必要です。

アクセス例については、「テーブル 
アクセス例」 を参照して ください。

Generic envelope 
segment

使用されている  EDI スタンダード

にかかわらず、 現在のエンベロー
プ情報に含まれる任意のフ ィール
ドからマッピングできます。

メ モ
この機能は、 通常、 指定されたス
タンダードの一般的なエンベロー
プ テーブル構造に詳しいユーザー
以外は使用するこ とはあ り ません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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サブテーブルの名前
( 続き )

Interchange 現在のインターチェンジ レコード

内にある任意のフ ィールドから
マッピングできます。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマッ
プ タイプからのみアクセス可能で
す。 インターチェンジ ブレーク、
インターチェンジ ビルド、 グルー
プ ブレーク、 ト ランザクシ ョ ン  ブ
レーク、 およびエクスポートの 4 
種類のマップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールが
アクセスするテーブル レベルで、
後に処理されたインターチェン

ジの情報が表示されます。 これら
のテーブルにアクセスするルール
を使用する場合は注意が必要です。

アクセス例については、「テーブル 
アクセス例」 を参照して ください。

Group 現在のグループ レコード内にある

任意のフ ィールドからマッピング
できます。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマッ
プ タイプからのみアクセス可能で
す。 グループ ブレーク、 グループ 
ビルド、 ト ランザクシ ョ ン  ブレー
ク、 エクスポート、 およびイン
ターチェンジ ビルドの 4 種類の
マップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールが
アクセスするテーブル レベルで、
後に処理されたグループの情報

が表示されます。 これらのテーブ
ルにアクセスするルールを使用す
る場合は注意が必要です。

アクセス例については、「テーブル 
アクセス例」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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( 次のページへ続く )

Raise compliance 
error

有効なテーブル エン ト リが見つからなかった場合に、

エラーを生成するかど うかを指定します。

メ モ
既定では、 オフになっています ( 選択に失敗した場合に
エラーを生成しません )。

Map from 指定されたテーブル エン ト リから、 コンテンツのマッ

プ元となるエレ メン ト / フ ィールド /TFD を指定します。

メ モ
テーブルおよびキーが選択される と、 リ ス トからのエ
ン ト リがマップに表示されます。

Map to マップ元ボッ クスのコンテンツのマップ先となるエレ
メン ト / フ ィールド /TFD を指定します。

メ モ

◗ リ ス トには、 現在作業している側 ( 入力側または出
力側 ) の各エレ メン ト / フ ィールド /TFD が表示さ
れます。

◗ Select ルールを 1 つ使用するだけで、 合計 8 つの
フ ィールドをマップするこ とができます。

◗ マップ先リ ス トのエン ト リは、 テーブルおよびキー
が選択される と表示されます。 また、 これらのエン
ト リ をアクティブにするには、 マップ元ボッ クスで
エン ト リ を反転表示させる必要があ り ます。

 ( 続き )
各部 機能
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テーブル アクセス

例

例 1
インターチェンジ ビルド  マップから ドキュ メン ト  テーブルにアクセスする と、
ト ランザクシ ョ ン ビルド  マップを介して 後に処理されたドキュ メン トの情報
が取得されます。 ドキュ メン トがすべて同じインターチェンジ内で送信され、
インポート  マップが appfield6 に一意な値を各ドキュ メン トに更新するよ うに設
定されている場合、 インターチェンジ ビルド  マップがこの情報を取得しよ う と
する と、 後に送信されたドキュ メン トの appfield6 情報だけが取得されます。

各ドキュ メン トの appfield6 値を取得するには、 ドキュ メン ト を別々のインター

チェンジで送信する必要があ り ます。 詳細設定のインターチェンジ定義内のア
ウ トバウンド  パートナー関係で、 ドキュ メン ト を別々のインターチェンジで送

信するよ う設定できます ([1 つのインターチェンジにおける ドキュ メン トの 大

数を設定 ] を  1 に設定する必要があ り ます )。

例 2
エクスポート  マップからグループ テーブルにアクセスする と、 グループ ブレー
ク  マップを介して処理された 後のグループの情報が取得されます。 たとえば、
インバウンド  インターチェンジ ファ イルに 2 つのグループが含まれている と し
ます。 1 番目のグループには 850 情報が、 また 2 番目のグループには 810 情報が
含まれています。 グループ ブレーク  マップを介して 後に処理されたグループ
が 810 グループだった場合、 850 エクスポート  マップ内のルールによ り取得され
る情報は 810 情報です。
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パー ト ナーの定義情報の使用方法

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Select 
スタンダード  ルールによ り、 Gentran:Server パートナー エディ タから選択した情

報をマップ内で使用するこ とができます。 パートナー エディ タの ト レーディン

グ パートナー プロファ イルからの情報をマップ内で選択されているエレ メン ト 、

フ ィールド、 または TFD にマッピングできます。 マップ内で使用できる情報に

は、 テーブル (Location、 Lookup、 ク ロス リ ファレンス ) のフ ィールドや、 パー

トナー テーブルのデータなどがあ り ます。

この例では、 マップのアプリ ケーシ ョ ン側の [Customer Number 
(CUSTNUMHDR)] フ ィールドに入力するために、 パートナー定義から情報を取

得する必要があ り ます。 パートナーの顧客番号によ り、 どの ト レーディング 
パートナーがその発注書を送信したかが分かり ます。 顧客番号は既に、 この
パートナーのパートナー定義に含まれています。 このため、 パートナー定義の
顧客番号を  Customer Number のフ ィールドにマッピングできます。

手順 Select 機能を使用して、 パートナー定義の顧客番号をマッピングするには、 次の

手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト またはフ ィールドをダブルク リ ッ クするか、 新
しいエレ メン ト またはフ ィールドを作成します。

参照
フ ィールドおよびエレ メン ト を作成する方法の詳細については、
「固定形式ファ イルの使い方」 および 「EDI ファ イルの使い方」 を
参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、 ドキュ メン ト  レコードから選択した情報によって、
このフ ィールドが更新されます。

( 次のページへ続く )
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5 有効なエン ト リが見つからなかった場合にエラーが生成されるよ
うに、 エラー チェッ クボッ クスをオンにします。

6 マップ元リ ス トで、 [Partner Key] を選択します。

メ モ
このフ ィールドには、 このパートナーの顧客番号が入り ます。

7 マップ先リ ス トで、 [CUSTNUMHDR] を選択します。

メ モ

このフ ィールドに、 ドキュ メン ト  レコードのパートナー キーから

の情報がマッピングされます。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次の図のよ うにな り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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ク ロス リ フ ァ レンス テーブル情報の使用方法

はじめに この例では、 パートナーの購入商品コードを対応する自社の商品コードに ト ラ
ンスレーシ ョ ンする と きに、 ク ロス リ ファレンス  テーブルの情報をマッピング

する必要があ り ます。 パートナー側では、 各商品に独自の customer product code 
(CUSTPROCODE) を使用しています。 一方、 自社では、 各商品に UPC コード  
(UPCCODE) を使用しています。 ユーザーは、各 UPC コードに対応する  customer 
product code をパートナーに確認した後、 パートナー エディ タでクロス リ ファレ

ンス  テーブルを作成して、 その情報をマップ内で使用するこ とができます。

ク ロス リ ファレンス  テーブルは、 自社とパートナーが異なる名前 ( または番号 ) 
でアイテムを参照している場合に使用します。 たとえば、 自社側の "widget" に対

する一意な名前が "wid" であっても、 パートナー側の "widget" に対する一意な名

前が "1234" である場合があ り ます。 この場合、 システムは、 ク ロス リ ファレン

ス  テーブルを使用するこ とで、 "widget" アイテムに対する  2 つの名前を ト ランス

レーシ ョ ンするこ とができます。

この例では、 自社は受注した各アイテムに対して 1 つのコード  (UPC コード ) を
使用しています。 一方、 パートナーは、 同じアイテムを異なるコード  (customer 
product code) で識別しています。 自社は、 customer product code を Product/Service 
ID エレ メン トからマップのアプリ ケーシ ョ ン側の [customer product code 
(CUSTPROCODE)] フ ィールドにマッピングする必要があ り ます。 また、

customer product code を UPC コードに ト ランスレーシ ョ ンするためのクロス リ

ファレンス  テーブルを作成する必要があ り ます。

ヒ ン ト
ク ロス リ ファレンス  テーブルを作成する前に、 ユーザーは各 UPC コードに対応
する  customer product code をパートナーに確認する必要があ り ます。 確認後、
パートナー エディ タでク ロス リ ファレンス  テーブルを作成して、 その情報を
マップ内で使用できます。

後に、 スタンダード  ルールを使用して、 ト ランスレーシ ョ ンした値を  
[CUSTPROCODE] フ ィールドから  [UPCCODE] フ ィールドにマッピングする必要

があ り ます。

( 次のページへ続く )
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手順 パートナーが注文した各アイテムのパートナー側 customer product code を自社側 
UPC コードに ト ランスレーシ ョ ンするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 customer product code を Product/Service ID エレ メン トから  
[CUSTPROCODE] フ ィールドにマッピングします。

参照
連結方法の詳細については、 「シンプルな連結の作成方法」 を参照
して ください。

2 パートナー エディ タで、 PRODCODE という名前のクロス リ ファ

レンス  テーブルを作成します。

参照
ク ロス リ ファレンス  テーブルを作成する方法の詳細については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「テーブルの作成方法」 を参
照して ください。

メ モ

◗ 作成したクロス リ ファレンス  テーブルには、 6 つのエン ト リ
しか含まれていません。 これは一例であ り、 実際のテーブル
では、 自社が提供していて、 パートナーが購入するこ とがで
きるアイテムすべてが含まれます。

◗ [ ク ロス リ ファレンス ] テーブルの [ 自社の値 ] ボッ クスには、
アイテムの自社側 UPC コードが表示されます。 [ パートナー
の値 ] ボッ クスには、 アイテムのパートナー側 customer 
product code が表示されます。 [ 説明 ] ボッ クスには、 アイテム
の説明 ( およびサイズ、 該当する場合 ) が表示され、 [ 参照
データ ] ボッ クスには、 追加数量または商品の色に関する情
報などが表示されます。

3 [CUSTPROCODE] フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

5 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

6 テーブルとキーのリ ス トで、 [Partner cross-reference by partner item] 
を選択します。

メ モ
この操作によ り、 ク ロス リ ファレンス  テーブルを使用して、 パー
トナーのアイテム別に ト ランスレーシ ョ ンされます。

( 次のページへ続く )
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7 サブテーブル ボッ クスに、 「PRODCODE」 と入力します。

メ モ
この名前は、 作成したクロス リ ファレンス  テーブルの名前です。

8 ト ランスレーシ ョ ンに失敗した場合にエラーが生成されるよ うに、
エラー チェッ クボッ クスをオンにします。

9 マップ元リ ス トで、 [My Item] を選択します。

メ モ
このフ ィールドが、 コンテンツのマップ元にな り ます。

10 マップ先リ ス トで、 [UPCCODE] を選択します。

メ モ
このフ ィールドに、 照合テーブルの情報がマッピングされます。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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所在地テーブル情報の使用方法

はじめに 各パートナー プロファ イルおよび内部システム パートナー プロファ イルには、

多数の関連付けられた所在地テーブルを含めるこ とができます。 所在地テーブ
ルには、 パートナーの住所関連情報を格納できます。 たとえば、 パートナーの
店舗、 倉庫、 または請求先住所などを格納できます。

所在地テーブルの情報を使用するには、 パートナー エディ タで所在地テーブル

を作成しておく必要があ り ます。 パートナー所在地テーブルを作成する方法の
詳細については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「テーブルの作成方法」

を参照して ください。

手順 所在地テーブルの情報をマッピングするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト またはフ ィールドをダブルク リ ッ クするか、 新
しいエレ メン ト またはフ ィールドを作成します。

参照
フ ィールドおよびエレ メン ト を作成する方法の詳細については、
「固定形式ファ イルの使い方」 および 「EDI ファ イルの使い方」 を
参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブル リ ス トで、 パートナー所在地の登録を検索する と きに使

用するキーを選択します。

メ モ
[ 所在地 ] ダイアログ ボッ クスのフ ィールドからマッピングでき
ます。 有効な選択肢は次のとおりです。

◗ [Partner location by name] 
◗ [Division location by name]

5 検索に失敗した場合にエラーが生成されるよ うに、 エラー チェッ

クボッ クスをオンにします。

( 次のページへ続く )
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6 マップ元リ ス トで、 コンテンツのマップ元となるフ ィールドを選
択します。

メ モ
次のフ ィールドから選択するこ とができます。 [ 名前 ]、 [ 住所 1]、
[ 住所 2]、 [ 住所 3]、 [ 市 ]、 [ 都道府県 ]、 [ 郵便番号 ]、 [ 国 ]、 [ 電
話番号 ]、 [FAX 番号 ]、 [ 担当者名 ]、 [Primary Reference]、
[Secondary Reference] の 13 のフ ィールドです。

7 マップ先リ ス トで、 パートナー エディ タの情報のマップ先となる

エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD を選択します。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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照合テーブル情報の使用方法

はじめに 照合テーブルは、 インバウンドまたはアウ トバウンド  データの値に関連した情

報を選択するのに使用します。 各パートナー プロファ イルおよび内部システム 
パートナー プロファ イルでは、 多数の照合テーブルを関連付けるこ とができ

ます。

照合テーブルの情報を使用するには、 パートナー エディ タで照合テーブルを作

成しておく必要があ り ます。 パートナーの照合テーブルを作成する方法の詳細
については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「テーブルの作成方法」 を参

照して ください。

手順 照合テーブルの情報をマッピングするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト またはフ ィールドをダブルク リ ッ クするか、 新
しいエレ メン ト またはフ ィールドを作成します。

参照
フ ィールドおよびエレ メン ト を作成する方法の詳細については、
「固定形式ファ イルの使い方」 および 「EDI ファ イルの使い方」 を
参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブル リ ス トで、 ト レーディング パートナーを検索するキーを

選択します。

メ モ
有効な選択肢は次のとおりです。

◗ [Partner lookup]
◗ [Division lookup]

5 サブテーブル ボッ クスに、 照合テーブルの名前を入力します。

6 検索に失敗した場合にエラーが生成されるよ うに、 エラー チェッ

クボッ クスをオンにします。

( 次のページへ続く )
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7 マップ元リ ス トで、 コンテンツのマップ元となるフ ィールド  
([Item]、 [Description]、 [Text 1]、 [Text 2]、 [Text 3]、 [Text 4]) を選択

します。

8 マップ先リ ス トで、 パートナー エディ タの情報のマップ先となる

エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD を選択します。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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Update スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Update 機能を使用する と、 ドキュ メン ト  レコード、 エンベロープ セグメン ト 、

インターチェンジ、 グループ、 現在のパートナー、 またはドキュ メン ト  ( マップ

の作業側の形式が EDI の場合 ) の特定のフ ィールドを、 エレ メン ト 、 フ ィール

ド、 または TFD のコンテンツで更新するこ とができます。

注意
この機能は、 内部 Gentran:Server データベース  テーブルを更新します。 内部デー
タベース  テーブルを更新する と きにだけ、 この機能を使用するよ うお勧めしま
す。 この機能は、 通常、 ドキュ メン ト  テーブルのドキュ メン ト名や参照を更新
する と き以外は使用されません。

[ ス タ ンダー ド  ルー

ル ] タ ブ (Update)
次の図に、 Update 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 Update スタンダード  ルールの各部とその機能を示します。

各部 機能

テーブル 現在のフ ィールド、 エレ メン ト 、 TFD のコンテンツに

よって更新されるテーブルが表示されます。 有効な値は次
のとおりです。

◗ [Document record] (ドキュ メン ト名および参照を更新す
る場合 ) 

メ モ
このテーブルには、 次のマップ タイプからのみ
アクセス可能です。 ト ランザクシ ョ ン  ブレー
ク、 ト ランザクシ ョ ン ビルド、 インポート、 エ
クスポート、 印刷、 画面、 グループ ビルド、 お
よびインターチェンジ ビルドの 7 種類のマップ 
タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスする
テーブル レベルで、 後に処理されたドキュ メ
ン トの情報が表示されます。 これらのテーブル
にアクセスするルールを使用する場合は注意が
必要です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」
を参照して ください。

◗ [Generic envelope segment] (詳細設定の場合のみ使用可)
◗ [Interchange]

メ モ
このサブテーブルには、 次のマップ タイプから
のみアクセス可能です。 インターチェンジ ブ
レーク、 インターチェンジ ビルド、 グループ ブ
レーク、 ト ランザクシ ョ ン ブレーク、 およびエ
クスポートの 4 種類のマップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスする
テーブル レベルで、 後に処理されたインター
チェンジの情報が表示されます。 これらのテー
ブルにアクセスするルールを使用する場合は注
意が必要です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」
を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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テーブル ( 続き ) ◗ [Group]

メ モ
このサブテーブルには、 次のマップ タイプから
のみアクセス可能です。 グループ ブレーク、 グ
ループ ビルド、 ト ランザクシ ョ ン  ブレーク、 エ
クスポート、 およびインターチェンジ ビルドの 
4 種類のマップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスする
テーブル レベルで、 後に処理されたグループ
の情報が表示されます。 これらのテーブルにア
クセスするルールを使用する場合は注意が必要
です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」
を参照して ください。

◗ [Partner] ( 詳細設定の場合のみ使用可 )
◗ [Document] ( 詳細設定の場合のみ使用可 — マップの作

業側の形式が EDI である場合 )

列 現在のフ ィールド / エレ メン トのコンテンツによって更新

される、 列 ( またはフ ィールド ) リ ス トのデータベース  
フ ィールドが表示されます。

メ モ
この リ ス トで選択できるフ ィールドは、 選択されたテーブ
ルによって異なり ます。

 ( 続き )
各部 機能
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ド キュ メ ン ト 名と参照の設定方法

はじめに [ ドキュ メン ト名 ] と  [ 参照 ] の 2 つのフ ィールドを、 アプリ ケーシ ョ ン  インテ

グレーシ ョ ン  サブシステムで指定するよ う推奨します。 通常、 このフ ィールド

は、 請求書の場合は請求書番号に、 また、 発注書の場合は発注書番号になり ま
す。 ドキュ メン ト名または参照のいずれかを指定する と、 Gentran:Server ドキュ

メン ト  ブラウザの対応するフ ィールド  ([ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メ

ン ト ]、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ ワークスペース ]、
[ イン ド ローワ ]、 [ アウ ト  ド ローワ ]、 [ 送信キュー ]、 [ インターチェンジ ]) に
データが入力されます。 " ドキュ メン ト名 " および " 参照 " によ り、 マップに

よって作成されたドキュ メン ト を  Gentran:Server でよ り簡単に識別するこ とがで

きます。

Gentran:Server のドキュ メン ト  ブラウザでドキュ メン ト を識別できるよ うに、 ド

キュ メン ト名を設定するよ う強くお勧めします。 アプリ ケーシ ョ ン  インテグ

レーシ ョ ン サブシステムでドキュ メン ト名を設定する と、 Gentran:Server でこの

ドキュ メン ト を含むドキュ メン ト  ブラウザの [ 名前 ] ボッ クスに、 マッピングさ

れたフ ィールドのデータが含まれます。 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン 
サブシステムで参照を設定する と、 Gentran:Server でこのドキュ メン ト を含むド

キュ メン ト  ブラウザの [ 参照データ ] ボッ クスに、 マッピングされたフ ィールド

のデータが含まれます。

ドキュ メン ト名には、 任意のエレ メン ト を選択するこ とができますが、 マップ
内で 1 度だけ使用されるエレ メン ト を選択するよ う強くお勧めします。 また、

データ型が " 文字列 " のエレ メン ト を選択して ください ( データ型は [ エレ メン

ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで指定されています )。 ドキュ メン ト名また

は参照に、 データ型が Date/Time または Number のエレ メン ト を使用する場合は、

次のいずれかの操作を実行します。

◗ [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでデータ型を  String に変更し
ます。

◗ ドキュ メン ト  レコードを更新する拡張ルールを設定します。

注意
エレ メン トのデータ型を  Date/Time または Number から  "String" に変更する と、
オ リ ジナルのデータ型のチェッ クは行われません。

( 次のページへ続く )
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手順 : ド キュ メ ン ト

名の設定

ドキュ メン ト名を設定するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 ドキュ メン トの EDI 側のヘッダーまたはト レーラ  セグメン トか

ら、 非繰り返しエレ メン ト を選択します。

メ モ
選択するエレ メン トは、 ドキュ メン トの種類によって異なり ます。
Gentran:Server でこのドキュ メン ト を識別するこ とができるエレ メ
ン ト を選択して ください。

例

◗ 請求書の場合は、 通常、 請求書番号になり ます。

◗ 発注書の場合は、 通常、 発注書番号になり ます。

2 該当するエレ メン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

3 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

4 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

5 更新テーブル リ ス トで、 [Document record] を選択します。

6 更新列リ ス トで、 [Document Name] を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 ドキュ メン ト名を設定します。
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手順 : 参照の設定 参照を設定するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 ドキュ メン トの EDI 側の 初のセグメン トからエレ メン ト を選択

します。

メ モ
選択するエレ メン トは、 ドキュ メン トの種類によって異なり ます。
Gentran:Server でこのドキュ メン ト を識別するこ とができるエレ メ
ン ト を選択して ください。

例

◗ 請求書の場合は、 通常、 発注書番号になり ます。

◗ 発注書の場合は、 通常、 発注日になり ます。 ただし、 発注日
を使用する場合は、 次の手順に従う代わりに、 エレ メン トに
対して拡張ルールを使用する必要があ り ます。

2 該当するエレ メン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ プロパティ ] を選択します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

3 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

4 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

5 更新テーブル リ ス トで、 [Document record] を選択します。

6 更新列リ ス トで、 [Reference Data] を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 参照を設定します。
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System Variable スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Use System Variable 機能を使用する と、 選択されているエレ メン ト 、 フ ィールド、

または TFD に現在の日時をマッピングする変数を設定できます。 選択されている

マップ コンポーネン トのデータ型は、 "Date/Time" である必要があり ます。

[ ス タ ンダー ド  
ルール ] タ ブ 
(System Variable)

次の図に、 System Variable 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを

示します。

[ ス タ ンダー ド  ルー

ル ] タ ブ (System 
Variable) の各部と

機能

次の表に、 System Variable スタンダード  ルールの各部とその機能を示します。

各部 機能

システム変数 Current date and time 変数をエレ メン ト 、 フ ィールド、 また

は TFD にマッピングできます。
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システム日付 / 時刻の使用方法

手順 システム日付 / 時刻を使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 および TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
および 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use System Variable] を選択し

ます。

4 システム変数リ ス トで [Current date and time] を選択して、 変数を

エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD にマッピングします。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 システム変数を設定します。
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Use Constant スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Use Constant 機能を使用する と、 指定したエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD 
にリテラル定数値を渡すこ とができ、 別のエレ メン ト 、 フ ィールド、 または 
TFD との修飾関係を指定できます。

定数の使用目的 定数には、 マップ内で使用され、 マップ内で後で必要になる情報が保持されま
す。 格納された情報は、 出力フ ィールドに渡されるか、 条件付きステート メン
トで使用されます。 通常、 定数はリ テラル定数値をインバウンド  マップの指定

されたエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD に渡すために使用されます。 アウ

トバウンド  EDI 修飾子は、 通常、 定数から生成され、 別のエレ メン トやフ ィー

ルド との修飾関係を指定します。

リ テラル定数は、 マップ内で後で使用される情報を格納するための保存場所と
してシステム内で使用されます。 通常、 定数は、 共通データをマップ上の各ア
プリ ケーシ ョ ン レコードに読み込むと きに使用します。 リ テラル定数は、 作成

して名前を付けるこ とができます。 定数を使用しているエレ メン ト 、 フ ィール
ド、 または TFD に読み込まれた値を " ハード  コード " ( 入力 ) するこ と もできま

す。 ただし、 定数 ( 定数に格納されている情報 ) を " 使用 " するには、 次に説明

するよ うに、 スタンダード  ルールを使用する必要があ り ます。

インバウンド  マップの場合、 通常、 定数はレコード  タイプを定義するために使

用されます。 アウ トバウンド  マップの場合、 通常、 定数は修飾関係を定義する

ために使用されます。

修飾関係によ り、 エレ メン ト とその修飾子との関係が構築されます。 修飾子に
は、 エレ メン ト をさ らに詳細に定義するコードが含まれています。 修飾関係は、
通常、 アウ トバウンド  マップで定義されます。

( 次のページへ続く )
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[ ス タ ンダー ド  
ルール ] タ ブ (Use 
Constant)

次の図に、 Use Constant 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示

します。

[ ス タ ンダー ド  
ルール ] タ ブ (Use 
Constant) の各部と

機能

次の表に、 [ スタンダード  ルール ] タブ (Use Constant スタンダード  ルールが選択

されている場合 ) の各部とその機能を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

定数 有効な定数がリ ス ト されます。 選択した定数が、 現在の
エレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD にマッピングされ

ます。

メ モ
必要な定数が定数リ ス トにない場合は、 [ マップの定数 ] 
ダイアログ ボッ クスを使用して作成する必要があ り ます。
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスを表示するには、
[ 編集 ] をク リ ッ ク します。

編集 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 この

ダイアログ ボッ クスでは、 リ テラル定数を作成、 編集、

および削除できます。

修飾子 選択されているマップ コンポーネン ト との修飾関係を構

築するために使用するこ とができるエレ メン ト 、 フ ィール
ド、 または TFD がリ ス ト されます。

メ モ
修飾されたエレ メン トがデータ不足のために生成されな
かった場合、 定数は現在のエレ メン ト、 フ ィールド、 また
は TFD に渡されません。
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[ マ ッ プの定数 ] 
ダイアログ ボッ ク ス

次の図に、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

[ マ ッ プの定数 ] 
ダイアログ ボッ ク ス

の各部と機能

次の表に、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

定数リ ス ト 現在、 システムで定義されているすべてのリテラル定数の
リ ス トが表示されます。

閉じる [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

新規作成 [ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダ

イアログ ボッ クスでは、 新しい定数を作成できます。

削除 選択されている定数をシステムから削除します。
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[ 定数の編集 ] ダイ

アログ ボ ッ ク ス

次に、 [ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

[ 定数の編集 ] ダイ

アログ ボ ッ ク スの

各部と機能

次の表に、 [ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示します。

各部 機能

ID リ テラル定数識別子が表示されます。

メ モ
識別子は、 通常、 定数が使用されるフ ィールドまたはエレ
メン トの説明になり ます。 拡張ルールで定数を参照する必
要がある場合は、 このフ ィールドのデータを使用します。

種類 このリテラル定数のカテゴ リ を指定します。 有効な選択肢
は次のとおりです。

◗ [Integer] (正か負の自然数 (分数でない数 ) または 0 (ゼ
ロ ) である数値定数の場合に選択 )

◗ [Real] ( 明示的な小数点が付けられている、正か負の整
数である数値定数の場合に選択 )

◗ [String] ( 英数字定数の場合に選択 )

値 実際の定数表現を指定します。

メ モ
この値が、 リ テラル定数の値にな り ます。
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マ ッ プ内での定数の使用方法

手順 マップ内で定数を使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 および TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
および 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Constant] を選択します。

システムか らの応答
定数オプシ ョ ンが表示されます。

4 現在のエレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD に使用する定数を作

成または編集する必要があるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成または編集する場合は、 [ 編集 ] をク リ ッ ク して、 [ マップ
の定数 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

参照
定数を作成または編集する方法の詳細については、 「 リ テ
ラル定数の定義方法と編集方法」 を参照して ください。

◗ 作成または編集しない場合は、 次のステップに進みます。

5 定数のリ ス トで、 現在のエレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD に
マッピングする定数を選択します。

6 現在のマップ コンポーネン ト と別のコンポーネン ト との間に修飾

関係を構築するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 修飾関係を構築する場合は、 システムがこのスタンダード  
ルールを実行するかど うかの判断に使用する、 エレ メン ト 、
フ ィールド、 または TFD を修飾リ ス トから選択します ( 修飾
しているコンポーネン トにデータが含まれる場合 )。

◗ 修飾関係を構築しない場合は、 次のステップに進みます。

7 [OK] をク リ ッ ク してスタンダード  ルールを保存し、 [ プロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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修飾関係の定義方法

はじめに リ テラル定数は、 マップ内で後で使用する情報を格納するための保存場所と し
てシステム内で使用されます。 通常、 定数は、 アウ トバウンド  マップで使用さ

れ、 修飾子を生成します。 修飾子は、 コードで表された値を持つエレ メン トで、
このコードによ り、 別のエレ メン トの機能に特定の意味を持たせます。 修飾関
係は、 エレ メン ト とその修飾子の相互関係を表します。 エレ メン トの機能は、
修飾子に含まれるコードに従って変化します。

この例では、 定数を使用して、 製品 / サービス  ID の修飾子を定義します。

手順 修飾関係を定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 製品 / サービス  ID をさ らに詳細に定義 ( 修飾 ) するために製品 /
サービス  ID 修飾子をダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Constant] を選択します。

4 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ID] ボッ クスに、 リ テラル定数識別子を入力します。

メ モ
識別子は、 通常、 定数が使用されるフ ィールドまたはエレ メン ト
の説明になり ます。 拡張ルールで定数を参照する必要がある場合
は、 このボッ クスのデータを使用します。

( 次のページへ続く )
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7 [ 種類 ] リ ス トで、 [String] を選択します。

メ モ
製品 / サービス  ID 修飾子の string データ型と して、 書式化されま
す。 この操作によ り、 リ テラル定数のカテゴ リが指定されます。

8 [ 値 ] ボッ クスに、 「UI」 と入力します。

メ モ
この操作によ り、 製品 / サービス  ID フ ィールドに UPC コードが
含まれるよ う指定されます。 この値が、 リ テラル定数の値にな り
ます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 システムに定数を追加します。

10 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

11 修飾リ ス トで、 [Product/Service ID] を選択します。 このエレ メン ト

が、 製品 / サービス  ID 修飾子によって修飾されます。

メ モ
この リ ス トには、 同じレコードまたはセグメン トで、 修飾フ ィー
ルド と して " アクティブである " その他のフ ィールドまたはエレ
メン トだけがリ ス ト されます。

12 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 2 つのエレ メン トの修飾関係を構築します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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リ テ ラル定数の定義方法と編集方法

手順 リ テラル定数を作成または編集して情報を保存するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [Constants] を選択します。

システムか らの応答
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 新しい定数を作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

◗ 作成しない ( 既存の定数を編集する ) 場合は、定数を選択して、
[ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 定数の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ID] フ ィールドに、 リ テラル定数識別子を入力します。

4 [ 種類 ] リ ス トで、 この リ テラル定数のカテゴ リ を選択します。

5 [ 値 ] フ ィールドに、 実際の定数表現を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 システムに定数を追加します。

7 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。
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リ テ ラル定数の削除方法

手順 リ テラル定数を削除するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [Constants] を選択します。

システムか らの応答
[ マップの定数 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 削除する定数を選択します。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
警告なしに定数が削除されます。
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リ テ ラル定数のマ ッ ピング方法

手順 拡張ルールによ り情報が既に保存されている定数をマッピングするには、 次の
手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 定数を使用するエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD をダブルク

リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Constant] を選択します。

4 定数のリ ス トで、 使用する定数を選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
選択された定数に保存されていたデータが、 エレ メン ト 、 フ ィー
ルド、 または TFD に読み込まれます。
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修飾子の生成方法

はじめに 修飾子は、 通常、 コードで表された値を持つエレ メン トで、 このコードによ り、
別のエレ メン トの機能に特別な意味を持たせます。 修飾関係は、 エレ メン ト と
その修飾子の相互関係を表します。 エレ メン トの機能は、 修飾子に含まれる
コードに従って変化します。

手順 修飾関係を定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 別のエレ メン ト をさ らに詳細に定義 ( 修飾 ) するためにエレ メン

ト をダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Constant] を選択します。

4 修飾のリ ス トで、 このエレ メン トが修飾するエレ メン ト を選択し
ます。

メ モ
この リ ス トには、 同じレコードまたはセグメン トで、 修飾エレ メ
ン ト と して " アクティブである " その他のエレ メン トだけがリ ス
ト されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
2 つのエレ メン ト間に修飾関係が構築されます。
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Loop Count スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Loop Count 機能を使用する と、 エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD がループ

に含まれる場合に、 ループの繰り返し回数をカウン トできます。 ループがネス
ト されている場合、 現在のループまたはアウター ループを ト ラ ッ クできます。

たとえば、 Y ループが X ループにネス ト されていて、 Y ループが 15 回、 また 
X ループが 3 回繰り返されています。 この場合、 ユーザーは、 15 (Y ループ ) ま
たは 3 (X ループ ) のいずれかをカウン トするこ とができます。

[ ス タ ンダー ド  ルー

ル ] タ ブ (Loop 
Count)

次の図に、 Loop Count 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示し

ます。

( 次のページへ続く )
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[ ス タ ンダー ド  
ルール ] タ ブ 
(Loop Count) の
各部と機能

次の表に、 [ スタンダード  ルール ] タブ (Loop Count スタンダード  ルールが選択

されている場合 ) の各部とその機能を示します。

各部 機能

グループ カウン トするループが表示されます。

メ モ
ループがネス ト されている場合、 現在のループまたはアウ
ター ループを ト ラ ッ クできます。

例
Y ループが X ループにネス ト されていて、 Y ループが 
15 回、 また X ループが 3 回繰り返されています。 この場
合、 ユーザーは、 15 (Y ループ ) または 3 (X ループ ) のい
ずれかをカウン トするこ とができます。
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Loop Count 機能の使用方法

手順 Loop Count 機能を使用するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のエレ メン ト、 フ ィールド、 または TFD をダブルク リ ッ クす

るか、 新規作成します。

参照
フ ィールド、 エレ メン ト 、 および TFD を作成する方法の詳細につ
いては、 「固定形式ファイルの使い方」、 「EDI ファ イルの使い方」、
および 「CII ファ イルの使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ( または [ エレ メン ト  プロパティ ] か 
[CII TFD プロパティ ]) ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Loop Count] を選択します。

4 カウン トするループを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを追加します。
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Use Accumulator スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Use Accumulator 機能では、 数値演算によ り操作できる一連の数値変数を利用で

きます。 その後、 その変数をフ ィールド間でやり取りできます。 この機能を使
用する と、 ハッシュ  トータル ( たとえば、 数量や価格など数値フ ィールドの値

の累積に使用 ) を含むエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD の計算を追加、 変

更、 または削除できます。 また、 累積した トータルを  Control の総数のフ ィール

ドにマッピングし、 アキュムレータを使用できます。 通常、 アキュムレータは、
特定のエレ メン トが実行される回数を数えたり、 増加 / 連続レコード番号または

ライン  アイテム番号を生成した りするのに使用されます。

メ モ

◗ アキュムレータは、 グローバル変数です。

◗ 計算に使用する前のアキュムレータは、 ゼロに設定されています。

◗ アキュムレータ操作の実行順番は、 マップ コンポーネン トの階層レベルに
従って決定されます。

[ ス タ ンダー ド  
ルール] タ ブ (Use 
Accumulator)

次に、 Use Accumulator 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示

します。

( 次のページへ続く )
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[ ス タ ンダー ド  
ルール] タ ブ (Use 
Accumulator) の
各部と機能

次の表に、 [ スタンダード  ルール ] タブ (Use Accumulator スタンダード  ルールが

選択されている場合 ) の各部とその機能を示します。

[ アキュムレータ

登録の編集 ] ダイ

アログ ボ ッ ク ス

次に、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

優先
アキュムレータ

このエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD に作成されて

いる既存の計算がすべて表示されます。

新規作成 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 このエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD に新し

い計算を作成できます。

変更 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で計算を反転表示して、 こ

のボタンをク リ ッ クする と、 [ アキュムレータ登録の編集 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した計算を編集で

きます。

削除 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で計算を反転表示して、

このボタンをク リ ッ クする と、 選択した計算が削除され
ます。

注意
選択された計算は、 警告なしに削除されます。
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[ アキュムレータ

登録の編集 ] ダイ

アログ ボ ッ ク スの

各部と機能

次に、 [ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示

します。

各部 機能

優先
アキュムレータ

優先アキュムレータを指定します。

メ モ

◗ アキュムレータでまだ計算が実行されていない場合、
アキュムレータのコンテンツは 0 ( ゼロ ) です。 ア
キュムレータが使用される と、 新しいアキュムレータ
がこの リ ス トの 後に追加されます。

◗ アキュムレータは、 各マップに 1 組しか存在しませ
ん。 つま り、 アキュムレータ  0 は、 [ 優先アキュム
レータ ] または [ 代用アキュムレータ ] ボッ クスのど
ちらで使用されていても、 同じコンテンツを持つ同じ
アキュムレータです。 マップの 初で、 アキュムレー
タ  0 に計算を割り当て、 その後、 マップ内でアキュム
レータ  0 を使用する場合は、 アキュムレータのコンテ
ンツは、 前の計算の結果になり ます。 アキュムレータ
に追加の計算を割り当てる と、 それ以前の計算によ り
生成されているコンテンツに対して計算が実行され
ます。

名前 作成するアキュムレータの使用目的を説明する別名が表示
されます。

1 番目 初に実行する操作を指定します。

メ モ

◗ [1 番目 ] ボッ クスは、 優先アキュムレータを選択する
とアクティブになり ます。

◗ アキュムレータでまだ計算が実行されていない場合、
アキュムレータのコンテンツは 0 ( ゼロ ) です。 ア
キュムレータが使用される と、 新しいアキュムレータ
がこの リ ス トの 後に追加されます。

参照
有効なアキュムレータ操作については、 「アキュムレータ
操作」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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2 番目 初の操作が完了した後、 2 番目に実行する操作を指定し

ます。

メ モ
[2 番目 ] ボッ クスは、 初の操作に、 代用アキュムレータ
を使用しない操作を選択する とアクティブにな り ます。

参照
有効なアキュムレータ操作については、 「アキュムレータ
操作」 を参照して ください。

3 番目 2 番目の操作が完了した後、 3 番目に実行する操作を指定

します。

メ モ
[3 番目 ] ボッ クスは、 2 番目の操作を選択する とアクティ
ブにな り ます。

参照
有効なアキュムレータ操作については、 「アキュムレータ
操作」 を参照して ください。

4 番目 3 番目の操作が完了した後、 4 番目に実行する操作を指定

します。

メ モ
[4 番目 ] ボッ クスは、 3 番目の操作を選択する とアクティ
ブにな り ます。

参照
有効なアキュムレータ操作については、 「アキュムレータ
操作」 を参照して ください。

代用
アキュムレータ

アキュムレータ操作に使用する代用アキュムレータを指定
します。

メ モ
[ 代用アキュムレータ ] ボッ クスは、 [1 番目 ] フ ィールド
で代用被演算子を含む操作が選択される とアクティブにな
り ます。

参照
有効なアキュムレータ操作については、 「アキュムレータ
操作」 を参照して ください。

 ( 続き )
各部 機能
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アキュムレータ操作 次の表に、 有効なアキュムレータ操作とその機能を示します。

各部 機能

Increment primary 優先アキュムレータのコンテンツに 1 を足します ( 優先ア

キュムレータ  = 優先アキュムレータ  + 1)。

Decrement primary 優先アキュムレータのコンテンツから  1 を引きます ( 優先

アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  - 1)。

Sum in primary 優先アキュムレータのコンテンツに、 フ ィールドの数値 
( 正負記号が有効 ) を足します ( 優先アキュムレータ  = (+ 
または -) 優先アキュムレータ  + (+ または -) フ ィールド )。

Hash sum in 
primary 

優先アキュムレータのコンテンツに、フ ィールドの絶対値 
( 正負記号が無効 ) を足します ( 優先アキュムレータ  = 優
先アキュムレータ  + フ ィールド )。

Load primary フ ィールドのコンテンツを優先アキュムレータに読み込み
ます ( 優先アキュムレータ  = フ ィールド )。

Use primary 優先アキュムレータのコンテンツをフ ィールドに読み込み
ます ( フ ィールド  = 優先アキュムレータ )。

Zero primary 優先アキュムレータの値をゼロに設定します ( 優先アキュ

ムレータ  = 0)。

Multiply with 
primary 

フ ィールドに優先アキュムレータのコンテンツを掛けて、
結果を優先アキュムレータに保存します ( 優先アキュム

レータ  = 優先アキュムレータ  x フ ィールド )。

Divide by primary フ ィールドを優先アキュムレータのコンテンツで割って、
結果を優先アキュムレータに保存します ( 優先アキュム

レータ  = フ ィールド  / 優先アキュムレータ )。

Divide primary by 
field 

優先アキュムレータのコンテンツをフ ィールドで割って、
結果を優先アキュムレータに保存します ( 優先アキュム

レータ  = 優先アキュムレータ  / フ ィールド )。

Modulo with 
primary 

優先アキュムレータのコンテンツをフ ィールドのコンテン
ツで割った " 余り " を優先アキュムレータに保存します 
( 優先アキュムレータ  = フ ィールド  % 優先アキュムレー

タ )。

Modulo with field フ ィールドのコンテンツを優先アキュムレータのコンテン
ツで割った " 余り " を優先アキュムレータに保存します 
( 優先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  % フ ィール

ド )。
( 次のページへ続く )
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Negate primary 優先アキュムレータのコンテンツの符号を負にします ( 優
先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  x -1)。

メ モ
フ ィールドから優先アキュムレータを引く唯一の方法と し
て、 この操作を使用して優先アキュムレータの符号を  " 負
に変えた " 後、 Sum in primary 操作を使用して負の優先ア
キュムレータをフ ィールドに足します。

Move primary to 
alternate 

優先アキュムレータのコンテンツを代用アキュムレータに
コピーします。 代用アキュムレータ  フ ィールドの現在の

コンテンツを上書きします ( 代用アキュムレータ  = 優先ア

キュムレータ )。

Add primary to 
alternate 

優先アキュムレータのコンテンツを代用アキュムレータの
コンテンツに足して、 結果を優先アキュムレータに保存し
ます ( 優先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  + 代用ア

キュムレータ )。

Multiply primary 
by alternate 

優先アキュムレータのコンテンツに代用アキュムレータの
コンテンツを掛けて、 結果を優先アキュムレータに保存し
ます ( 優先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  x 代用ア

キュムレータ )。

Divide primary by 
alternate 

優先アキュムレータのコンテンツを代用アキュムレータの
コンテンツで割って、 結果を優先アキュムレータに保存し
ます ( 優先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  / 代用ア

キュムレータ )。

Modulo primary 
with alternate 

優先アキュムレータのコンテンツを代用アキュムレータの
コンテンツで割った " 余り " を優先アキュムレータに保存

します ( 優先アキュムレータ  = 優先アキュムレータ  % 代
用アキュムレータ )。
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ラ イ ン アイテムのカウン ト 方法

はじめに この例では、 ライン アイテム番号の連番カウン トの合計値をライン  アイテム合

計の番号のフ ィールドで使用します。

手順 ラ イン  アイテムをカウン ト して、 アウ トバウンド  ANSI X12 発注書の Control の
総数を生成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 P0101 エレ メン ト  (P01 グループの P01 セグメン ト内 ) をダブルク

リ ッ ク します。

メ モ
ラ イン アイテムをカウン トする場合は、 通常、 このエレ メン ト を
使用します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

4 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 [0] を選択します。

メ モ
アキュムレータは、 各マップに 1 組しか存在しません。 つま り、
アキュムレータ  0 は、 [ 優先アキュムレータ ] または [ 代用アキュ
ムレータ ] ボッ クスのどちらで使用されても、 同じコンテンツを
持つ同じアキュムレータです。 マップの 初で、 アキュムレータ  
0 に計算を割り当て、 その後、 マップ内でアキュムレータ  0 を使
用する場合は、 アキュムレータのコンテンツは、 前の計算の結果
になり ます。 アキュムレータに追加の計算を割り当てる と、 それ
以前の計算によ り生成されているコンテンツに対して計算が実行
されます。

( 次のページへ続く )
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6 [ 名前 ] ボッ クスに、 「Line Item Number」 と入力します。

メ モ
この名前は、 作成するアキュムレータの使用目的を説明する別名
になり ます。

7 [1 番目 ] リ ス トで、 [Increment Primary] を選択します。 こ こで選

択した操作が、 初に実行されます。 この操作によ り、 PO101 エ
レ メン トが 1 ずつ増加するよ うに指定されます。

8 [2 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。

メ モ
こ こで選択した操作が、 初の操作の完了後、 2 番目に実行され
ます。 この操作によ り、 アキュムレータの現在の値を  P0101 ( 割り
当てられている  ID) エレ メン トに読み込むよ うに指定されます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

10 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを P0101 エレ メン トに追加します。

11 CTT01 エレ メン ト  (CTT セグメン ト内 ) をダブルク リ ッ ク します。

メ モ
このエレ メン トに、 通常、 ラ イン  アイテムの合計数が含まれてい
ます。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

12 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

13 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

14 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

15 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  [0] を選択

します。

メ モ
このアキュムレータに、 現在、 ライン  アイテムの合計数が含まれ
ています。

( 次のページへ続く )
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16 [1 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 アキュムレータの現在の値を  CTT01 ( ラ イン ア
イテム合計の番号 ) エレ メン トに読み込むよ うに指定されます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

17 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

18 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを CTT01 エレ メン トに追加します。

メ モ
これで、 CTT01 エレ メン トに発注書のライン アイテムの合計数が
含まれます。
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ハッ シュ  ト ータルの計算方法

はじめに この例では、 各ライン アイテムの発注数量をカウン ト し、 合計数量を  CTT02 
( ハッシュ  トータル ) エレ メン トに読み込みます。

手順 発注数量をカウン ト して、 アウ トバウンド  ANSI X12 発注書のハッシュ  トータル

を生成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 P0102 エレ メン ト  (P01 グループの P01 セグメン ト内 ) をダブルク

リ ッ ク します。

メ モ
ラ イン アイテムをカウン トする場合は、 通常、 このエレ メン ト を
使用します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

4 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 [1] を選択します。

6 [ 名前 ] ボッ クスに、 「Total Quantity」 と入力します。

7 [1 番目 ] リ ス トで、 [Hash Sum in Primary] を選択します。

メ モ
こ こで選択した操作が、 初に実行されます。 この操作によ り、
PO102 エレ メン トの数値が優先アキュムレータのコンテンツに追
加されるよ うに指定されます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

9 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク
して、 スタンダード  ルールを P0102 エレ メン トに追加します。

( 次のページへ続く )
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10 CTT02 エレ メン ト  (CTT セグメン ト内 ) をダブルク リ ッ ク します。

メ モ
このエレ メン トに、 通常、 発注書の合計数量が含まれています。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

11 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

12 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

13 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

14 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  [1] を選択

します。

メ モ
このアキュムレータに、 現在、 合計数量が含まれています。

15 [1 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 アキュムレータの現在の値が CTT02 ( ハッシュ  
トータル ) エレ メン トに読み込まれるよ うに指定されます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

( 次のページへ続く )
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16 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

17 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを CTT02 エレ メン トに追加します。

メ モ
これで、 CTT02 エレ メン トに発注書の合計数量が含まれます。
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合計値のリ セ ッ ト 方法および計算方法

はじめに この例では、 各ライン アイテムの請求数量に単価を掛けて、 合計金額を計算し

ます。 次に、 現行の総合計金額を生成し、 終の合計を TDS01 ( 合計請求額 ) エ
レ メン トに読み込みます。

手順 : 請求数量と

単価の掛け算

各ライン アイテムの請求数量に単価を掛けて、 アウ トバウンド  ANSI X12 請求書

の合計金額を計算するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 IT102 エレ メン ト  (IT1 グループの IT1 セグメン ト内 ) をダブルク

リ ッ ク します。

メ モ
請求数量をカウン トする場合は、 通常、 このエレ メン ト を使用し
ます。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

4 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 [2] を選択します。

6 [ 名前 ] ボッ クスに、 「Extended Price」 と入力します。

( 次のページへ続く )
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7 [1 番目 ] リ ス トで、 [Load primary] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 IT1 グループが繰り返される度に、 エレ メン ト
のコンテンツが優先アキュムレータに読み込まれるよ うに指定さ
れます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

9 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを IT102 エレ メン トに追加します。

( 次のページへ続く )
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10 IT104 エレ メン ト  (IT1 グループの IT1 セグメン ト内 ) をダブルク

リ ッ ク します。

メ モ
このエレ メン トに、 各ライン  アイテムの単価が含まれています。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

11 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

12 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

13 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

14 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 優先アキュムレータ  [2] を選択

します。

15 [1 番目 ] リ ス トで、 [Multiply with primary] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 IT1 グループが繰り返される度に、 IT104 ( 単価 ) 
エレ メン トの値に優先アキュムレータのコンテンツが掛けられて、
その結果が優先アキュムレータに保存されるよ うに指定されます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

( 次のページへ続く )
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16 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

17 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを IT104 エレ メン トに追加します。

ヒ ン ト
合計金額エレ メン トが EDI ファ イルに存在する場合は、 計算した
総合計金額を合計金額エレ メン トに読み込むこ とができます。 総
合計金額を読み込むには、 合計金額エレ メン トのアキュムレータ
を使用し、 アキュムレータ  2 に [Use primary] を指定する必要があ
り ます。
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手順 : 現行の総合計

金額の生成

現行の総合計金額を生成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 IT104 エレ メン ト  (IT1 グループの IT1 セグメン ト内 ) をダブルク

リ ッ ク します。

メ モ
このエレ メン トに、 各ライン  アイテムの単価が含まれています。

システムか らの応答
既に 1 つのアキュムレータが設定済みで、 [ スタンダード  ルール ] 
タブのリ ス トに表示されています。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

3 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 [3] を選択します。

4 [ 名前 ] ボッ クスに、 「Running Total」 と入力します。

5 [1 番目 ] リ ス トで、 [Add primary to alternate] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 IT1 グループが繰り返される度に、 優先アキュ
ムレータのコンテンツが代用アキュムレータのコンテンツに追加
され、 その結果が優先アキュムレータに保存されるよ うに指定さ
れます。
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6 [Alternate Accum] リ ス ト で、 [2] を選択します。

メ モ
この操作によ り、 アキュムレータ  2 ( ラ イン アイテムの合計金額
が含まれる ) の値がアキュムレータ  3 の値に追加されるよ うに指
定されます。 合計は、 アキュムレータ  3 に保存されます。 このた
め、 IT1 グループが繰り返される度に、 現行の総合計金額がア
キュムレータ  3 に含まれます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

8 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを IT104 エレ メン トに追加します。
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手順 : 現行の総合計

金額の読み込み

現行の総合計金額を  TDS01 ( 合計請求額 ) エレ メン トに読み込むには、 次の手順

に従います。

ステ ッ プ 操作

1 TDS01 エレ メン ト をダブルク リ ッ ク します。

メ モ
このエレ メン トに、 各ライン  アイテムの合計請求額が含まれてい
ます。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Accumulator] を選択します。

4 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、
このエレ メン トに新しい計算を作成できます。

5 [ 優先アキュムレータ ] リ ス ト で、 [3] を選択します。

6 [1 番目 ] リ ス トで、 [Use primary] を選択します。

メ モ
 この操作によ り、 優先アキュムレータのコンテンツが TDS01 ( 合
計請求額 ) エレ メン トに読み込まれるよ うに指定されます。

システムか らの応答
[ アキュムレータ登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスは、 次のよ う
にな り ます。

( 次のページへ続く )
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7 [OK] をク リ ッ ク して、 アキュムレータを追加します。

システムか らの応答
[ スタンダード  ルール ] タブは、 次のよ うにな り ます。

8 [ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

して、 スタンダード  ルールを TDS01 エレ メン トに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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Use Code スタ ンダード  ルールの使い方 0

概要

はじめに Use Code 機能を使用する と、 定義済みコード  テーブルに対して、 エレ メン ト 、

フ ィールド、 または TFD を照合させたり、 マップ コンポーネン トにコード  テー

ブルの値が 1 つも含まれていない場合に、 エラーを生成するかど うかを指定した

りできます。 この機能によ り、 他のエレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD に
コードの説明を格納するこ と もできます。 また、 一意のコード  テーブルを作成

した り、 コード  テーブルからコード値を使用した り、 また、 コード  テーブルと

照合する検証に失敗した場合にエラーを生成するかど うかを示すフラグを付け
たりできます。 さ らに、 コード リ ス ト をインポート またはエクスポート した り、
コード リ ス ト をマップ間でコピーおよび貼り付けた りするこ と もできます。

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン サブシステムでは、 現在のマップに使用される

コード  テーブルを作成できます。 アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシ

ステムでは、 コード  テーブルを設定でき、 Gentran:Server のパートナー ク ロス リ

ファレンス  テーブルや照合テーブルのよ うに機能させるこ とができます。 ただ

し、 アプ リ ケーシ ョ ン サブシステムで設定されたコード  テーブルは、 現在の

マップにしか使用できません。 一方、 Gentran:Server で作成されたコード  テーブ

ルは、 すべてのマップにグローバルに使用できます。

コード リ ス ト  テーブルは、 コードの リ ス トの保管場所と して、 EDI スタンダー

ドによって使用されます。 各 EDI スタンダードによって、 追加定義される各エ

レ メン トのコード リ ス トにコードが追加されます。 Gentran:Server では、 スタン

ダードからコード リ ス ト を読み込めます。 テーブル内のすべてのコードを読み
込むか、 1 つまたは複数のコードだけをテーブルから選択できます。 コード  テー

ブルを一度読み込むと、 Use Code スタンダード  ルールを使用して、 コード  テー

ブルから値を検索したり、 エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD のコンテンツ

をコード  テーブルの値と照合して検証できます。

エレ メン ト 、 フ ィールド、 または TFD が Use Code ルールを使用する場合は、 指

定したコード  テーブルのコード と値を照合したり、 コード  テーブルのコードか

ら値を選択できます。 コードは通常、 他のエレ メン ト をさ らに詳細に修飾する
ために使用されます。 たとえば、 XX エレ メン トには住所情報が含まれていま

す。 0222 テーブルから、 コード  SU を選択するこ とで、 このエレ メン ト をさ らに

詳細に修飾するこ とができます。 0222 テーブルで、 コード  SU は " 供給元 " と し

て記述されています。 このため、 このコードを  XX エレ メン トに使用するこ と

で、 XX エレ メン トが、 ただの住所情報ではなく、 " 供給元 " の住所情報である

こ とを示すこ とができます。

( 次のページへ続く )
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[ ス タ ンダー ド  
ルール] タ ブ (Use 
Code)

次に、 Use Code 機能を選択した場合の [ スタンダード  ルール ] タブを示します。

[ ス タ ンダー ド  
ルール] タ ブ (Use 
Code) の各部と

機能

次の表に、 [ スタンダード  ルール ] タブ (Use Code スタンダード  ルールが選択さ

れている場合 ) の各部とその機能を示します。

各部 機能

コード リ ス ト すべてのコード  テーブルが表示されます。

メ モ
必要なコード  テーブルがリ ス ト されていない場合は、
[ 編集 ] をク リ ッ ク して、 コード  テーブルを読み込むか
作成します。

編集 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 コード リ ス ト  テーブルを作成および編集できます。

エラーを発生させる 適合性の理由から、 エレ メン ト 、 フ ィールド、 または 
TFD には、 指定されたテーブルのいずれかのコードが

含まれている必要がある  ( これ以外の値は、 フ ィールド

で有効ではない ) こ とを示します。

例
[YES] または [NO] だけが入るよ うにフ ィールドを定義
する場合、 [YES] および [NO] だけを含む排他的なコー
ド  テーブルを設定できます。 たとえば、 このフ ィール
ドに "MAYBE" が受信される と、 フ ィールドにエラーの
フラグが付きます。

( 次のページへ続く )
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コー ド リ ス ト  ダイ

アログ ボ ッ ク ス

次に、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )

コードの説明 選択時に ( 使用中の ) コードの説明が表示されるエレ メ

ン ト 、 フ ィールド、 または TFD が表示されます。

例
コードが SU の場合、 コードの説明 ( 供給元の住所 ) を
表示する と、 さ らに便利になり ます。 エレ メン ト  "XX" 
を説明の保存リ ス トから選択した場合は、 使用されて
いるコードの説明がエレ メン ト  "XX" にマッピングされ
ます。

 ( 続き )
各部 機能
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コー ド リ ス ト の編集
ダイアログ ボッ ク ス

の各部と機能

次の表に、 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示し

ます。

コー ド リ ス ト の編集
ダイアログ ボッ ク ス

次に、 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

テーブル リ ス ト テーブル識別子を指定します。

新規作成 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、

新しいコード リ ス ト を作成できます。

変更 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、

選択したコード リ ス ト を編集できます。

削除 選択したコード リ ス ト を削除します。

インポート [ 開く ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 コード リ ス ト を

インポートできます。

エクスポート [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選

択したコード リ ス ト をエクスポートできます。

コピー 選択したコード リ ス ト をコピーします。

貼り付け コピーしたコード リ ス ト をマップに貼り付けます。
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コー ド リ ス ト の編集
ダイアログ ボッ ク ス

の各部と機能

次の表に、 [ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を示し

ます。

[ コー ド リ ス ト 登録

の編集 ] ダイアログ 
ボ ッ ク ス

次に、 [ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

テーブル ID このコード リ ス ト  テーブルを使用するフ ィールドまたは

エレ メン トの名前が表示されます。

説明 このコード リ ス ト  テーブルを使用するフ ィールドまたは

エレ メン トの説明が表示されます。

使用可能なコード このテーブルに使用可能なコードを指定します。

新規作成 [ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 新しいコードを作成できます。

変更 [ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 選択したコードを編集できます。

削除 [ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 選択したコードを削除できます。

読み込み [ コード リ ス トの読み込み ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 スタンダード  コード  テーブルから、 読み込む特定の

コードを選択するか、 コード リ ス ト全体を選択できます。
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コー ド リ ス ト 登録の
編集ダイアログ 
ボ ッ ク スの各部と
機能

次の表に、 [ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を

示します。

各部 機能

値 コードの実際の値を指定します。

説明 コード値の説明が表示されます。

メ モ
この説明は、 コードの説明をマッピングするエレ メン ト ま
たはフ ィールドを  ([ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスの [Store Fields] リ ス ト で ) 指定した場合に使用さ
れます。
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コー ド リ ス ト  テーブルと照合するデータの検証方法

はじめに この例では、 ユーザーは、 Product/Service ID を製品 / サービス  ID からマップの

アプリ ケーシ ョ ン側の customer product code (CUSTPROCODE) フ ィールドにマッ

ピングする必要があ り ます。 Product/Service ID エレ メン トからマッピングされた

データが、 パートナーの customer product code であるこ とを確認するために、

Product/Service ID "Qualifier" の付いたコード  テーブルを構築および使用する必要

があ り ます。

手順 コード リ ス ト  テーブルと照合して、 Product/Service ID のフ ィールドのデータを

検証するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 Product/Service ID Qualifier エレ メン トのコード リ ス ト  テーブルを

スタンダードから読み込みます。

参照
コード  テーブルを読み込む方法の詳細については、 「スタンダー
ドからのコード リ ス ト  テーブルの読み込み方法」 を参照して くだ
さい。

メ モ
スタンダードからは、 そのスタンダードを使用するエレ メン トの
コード リ ス ト  テーブルだけが供給されます。 たとえば、 TD4 セグ
メン トの TD401 ( 特別処理コード ) や TD403 ( 有害物質ク ラス  
コード ) には、 スタンダードから読み込まれたコード  テーブルが
あ り ます。

2 コード値 BP ( バイヤーの部品番号 ) だけを含む、 Product/Service 
ID Qualifier エレ メン トのコード リ ス ト  テーブルを定義します。

参照
コード  テーブルを定義する方法の詳細については、 「コード リ ス
トの定義方法と修正方法」 を参照して ください。

3 コード  テーブルと照合してデータを検証する必要があるエレ メン

ト をダブルク リ ッ ク します (Product/Service ID 修飾子 )。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

( 次のページへ続く )

5 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Code] を選択します。
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6 コード リ ス トで、 このフ ィールドのデータ と照合して検証する
コード リ ス ト  テーブルを選択します (0235)。

7 適合性の理由から、 エレ メン トに、 指定されたテーブルのいずれ
かのコードが含まれている必要がある  ( これ以外の値は、 フ ィー

ルドで有効ではない ) こ とを指定する場合は、 エラー チェッ ク

ボッ クスをオンにします。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 フ ィールドにこのスタンダード  ルールを

追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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コー ド リ ス ト の定義方法と修正方法

手順 コード リ ス ト  テーブルを定義または修正するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 新しいコード リ ストを作成するかどう かによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

◗ 作成しない ( コード リ ス ト を編集する ) 場合は、 コード リ ス ト
を選択して、 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ テーブル ID] に、 このコード リ ス ト  テーブルを使用するフ ィー

ルドまたはエレ メン トの名前を入力します。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 このコード リ ス ト  テーブルを使用する

フ ィールドまたはエレ メン トの説明を入力します。

5 新しいコードを作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

◗ 作成しない ( コードを編集する ) 場合は、 コードを選択して、
[ 変更 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ 値 ] ボッ クスに、 コードの実際の値を入力します。

7 [ 説明 ] ボッ クスに、 コード値の説明を入力します。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 コード リ ス トの登録を保存します。

9 コード リ ス ト  テーブルにコード リ ス ト登録をさ らに追加するに

は、 ステップ 5 ～ 8 を繰り返します。

10 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して保存し、 [ コード リ ス トの編集 ] ダイア

ログ ボッ クスを閉じます。

11 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。
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コー ド リ ス ト またはコー ド リ ス ト 登録の削除方法

手順 : コー ド リ ス ト

の削除

コード リ ス ト  テーブルを削除するには、 次の手順に従います。

手順 : コー ド リ ス ト

登録の削除

コード リ ス ト登録を削除するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 削除するコード リ ス ト を選択します。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク して、 コード リ ス ト  テーブルを削除します。

システムか らの応答
警告なしに選択されたテーブルが削除されます。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 登録を削除するコード リ ス ト を選択します。

◗ [ 変更 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト登録の編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 登録を選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク し、 登録を削除します。

システムか らの応答
警告なしに選択された登録が削除されます。

4 [OK] をク リ ッ ク して、 コード リ ス ト  テーブルを保存します。
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コー ド リ ス ト のイ ンポー ト 方法

はじめに " コード リ ス トのインポート " 機能では、 別のマップに作成しているコード リ ス

ト をインポート して、 他の Gentran:Server ユーザーと コード リ ス ト を共有するこ

とができます。

手順 コード リ ス ト  テーブルをインポートするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ インポート ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 コード リ ス ト  ファ イルの場所を選択します。

メ モ
既定の場所は、 Application Integration install フォルダです ( 既定値
は [GENSRVNT])。 コード リ ス トの既定のファ イル拡張子は .CDE 
です。

4 リ ス トからコード リ ス ト  ファ イルを選択して、 [ 開く ] をク リ ッ

ク します。

システムか らの応答
コード リ ス トがインポート され、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ 
ボッ クスに戻り ます。 インポート したコード リ ス トが使用可能に
なり ます。

( 次のページへ続く )
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5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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コー ド リ ス ト のエ クスポー ト 方法

はじめに " コード リ ス トのエクスポート " 機能では、 コード リ ス ト をファ イルにエクス

ポートできます。 この機能によ り、 あるマップに定義したコード リ ス ト を別の
マップで使用できます。 また、 コード リ ス ト を他の Gentran:Server ユーザーと共

有するこ と もできます。

手順 コード リ ス ト  テーブルをエクスポートするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 コード リ ス ト を選択して、 [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 名前を変更するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 変更する場合は、 [ ファ イル名 ] ボッ クスにエクスポート  ファ
イル名を入力します。

◗ 変更しない場合は、 次のステップに進みます。

メ モ
.CDE ファ イル拡張子の付いたテーブル ID が、 既定のファ イル名
になり ます。 既定の場所は、 Application Integration install フォルダ
です ( 既定値は [GENSRVNT])。

( 次のページへ続く )
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4 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
コード リ ス トがエクスポート され、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ 
ボッ クスに戻り ます。

5 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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ス タ ンダー ドからのコー ド リ ス ト  テーブルの

読み込み方法

手順 スタンダードからコード リ ス ト  テーブルを読み込むには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 コード  テーブルを使用する必要があるエレ メン ト をダブルク リ ッ

ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ
スタンダードからは、 そのスタンダードを使用するエレ メン トの
コード リ ス ト  テーブルだけが読み込まれます。 たとえば、 TD4 セ
グメン トの TD401 ( 特別処理コード ) や TD403 ( 有害物質ク ラス  
コード ) には、 スタンダードから読み込まれたコード  テーブルが
あ り ます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Code] を選択します。

4 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ コード リ ス トの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ 読み込み ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
EDI スタンダードにアクセスするためのデータ  ソース名 (DSN) を
選択するよ う求められます。

6 適切な DSN を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ コード リ ス トの読み込み ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ス タ ンダー ド  ルールの使い方 ス タ ンダー ドからのコー ド リ ス ト  テーブルの読み込み方法 3 - 77
7 読み込む特定のコードを選択するか、 コード リ ス ト全体を選択し
ます。

◗ 特定のコードだけを選択するには、 [ スタンダードのコード ] 
リ ス ト で、 読み込むコードを反転表示します。 [ 追加 ] をク
リ ッ ク して、 [ 選択されたコード ] リ ス トに移動します。

◗ コード リ ス ト全体を読み込むには、 [ すべて 追加 ] をク リ ッ ク
してすべてのコードを選択し、 [ 選択されたコード ] リ ス トに
移動します。

推奨事項
自社およびト レーディング パートナーが作成または受け入れるこ
とができるコードだけを追加して ください。 [ すべて 追加 ] を使
用して、 コード  テーブルのコードすべてを追加する と、 選択した
コードだけを使用する場合と比べて、 ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク トが非常に大き くな り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク して、 コード リ ス ト を読み込みます。

9 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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コー ド リ ス ト のコ ピー方法と貼り付け方法

はじめに " コード リ ス トのコピーと貼り付け " 機能では、 マップからマップにコード リ ス

ト をコピーできます。

手順 コード リ ス ト  テーブルをコピーおよび貼り付けるには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 コード リ ス ト を選択して、 [ コピー ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
コード リ ス トがク リ ップボードにコピーされます。

3 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

4 コード リ ス ト を使用するマップを開きます ( マップが開いていな

い場合 )。

5 [ 編集 ] メニューで、 [ コード リ ス ト ] を選択します。

システムか らの応答
[ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ 貼り付け ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
コピーされたコード リ ス トがこのマップに追加されます。

7 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ コード リ ス ト ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。
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コー ド リ ス ト  テーブルと照合するデータの検証方法

手順 コード リ ス ト  テーブルと照合してデータを検証するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 コード  テーブルと照合してデータを検証する必要があるエレ メン

ト をダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メ モ
スタンダードからは、 そのスタンダードを使用するエレ メン トの
コード リ ス ト  テーブルだけが読み込まれます。 たとえば、 TD4 セ
グメン トの TD401 ( 特別処理コード ) や TD403 ( 有害物質ク ラス  
コード ) には、 スタンダードから読み込まれたコード  テーブルが
あ り ます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Code] を選択します。

4 コード リ ス トで、 このエレ メン トのデータ と照合して検証する
コード リ ス ト  テーブルを選択します (0235)。

メ モ
リ ス トに何も表示されない場合は、 コード  テーブルを読み込む必
要があ り ます。

参照
詳細については、 「スタンダードからのコード リ ス ト  テーブルの
読み込み方法」 を参照して ください。

5 適合性の理由から、 エレ メン トに、 指定されたテーブルのいずれ
かのコードが含まれている必要がある  ( これ以外の値は、 フ ィー

ルドで有効ではない ) 場合は、 エラー チェッ クボッ クスをオンに

します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 エレ メン トにこのスタンダード  ルールを

追加します。
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コー ド  アイテムの説明のマ ッ ピング方法

手順 コード  アイテムの説明をマッピングするには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 コードの説明をマッピングする必要があるエレ メン ト をダブルク
リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ エレ メン ト  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Use Code] を選択します。

4 コード リ ス トで、 このエレ メン トのデータ と照合して検証する
コード リ ス ト  テーブルを選択します (0235)。

メ モ
リ ス トに何も表示されない場合は、 コード  テーブルを読み込む必
要があ り ます。

参照
詳細については、 「スタンダードからのコード リ ス ト  テーブルの
読み込み方法」 を参照して ください。

5 適合性の理由から、 エレ メン トに、 指定されたテーブルのいずれ
かのコードが含まれている必要がある  ( これ以外の値は、 フ ィー

ルドで有効ではない ) 場合は、 エラー チェッ クボッ クスをオンに

します。

6 説明の保存リ ス トから、 選択時に ( 使用中の ) コード  アイテムの

説明がマッピングされるエレ メン ト を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク して、 エレ メン トにこのスタンダード  ルールを

追加します。
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概要

はじめに インポート処理は、 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理の一環と して実行

されます。 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理では、 ドキュ メン ト をパー

トナーへ送信できるよ うに、 自社で使用されているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル

形式が EDI スタンダード形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。

イ ンポー ト  
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

アウ トバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 Gentran:Server アプリ

ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン  サブシステムでインポート  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト とシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を作成す

る必要があ り ます。 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 自社のア

プリ ケーシ ョ ン ファ イル ( 複数のドキュ メン トで構成される場合もある ) のデー

タを、 パートナーが受け取る  EDI 標準形式ドキュ メン トへ変換する方法を定義

します ( テキス ト形式のファイル定義 )。

システム インポート  
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

ドキュ メン トの処理に使用するインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を

システムが特定できるよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各ドキュ メン ト

に対応する取引関係 ( パートナー エディ タで作成 ) を指定するシステム イン

ポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成する必要があ り ます。
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データのイ ンポー ト

はじめに インポート処理では、 指定されたアプリ ケーシ ョ ン  ファ イルが Gentran:Server に
よってワークスペースにインポート されます。 インポート  ファ イルには、 複数

の ト レーディング パートナーへ送信するために必要な複数のテキス ト形式の

ファ イル定義 ( ドキュ メン ト ) を含めるこ とができます。

イ ンポー ト できる
フ ァ イル

ト ランザクシ ョ ン データ  ファ イル (TDF) を含め、 あらゆる種類のテキス ト形式

のファイルをインポートできます。 TDF とは、 テキス ト形式のファイルで記述

された EDI 標準ドキュ メン トです。 テキス ト形式のファ イルでは、 キャ リ ッジ 
リ ターンと ライン フ ィードで区切られた、 複数のレコード  タイプ (1 つ以上のレ

コード定義 ) と レコードを含めるこ とができます。

制限 EDI またはフ ィールドで区切られたファイルをインポートするこ とはできませ

ん。 インポート  ファ イルのフ ィールドおよびレコード長は、 アプリ ケーシ ョ ン  
インテグレーシ ョ ン サブシステムのアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル定義で指定され

ます。 インポート  ファ イルのフ ィールド 大長は、 そのフ ィールドの [ フ ィー

ルド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで指定されている 大長 (Max) を超えな

いよ うにする必要があ り ます。 また、 インポート  ファ イルのレコード 大長は、

そのレコードの [ ファ イル書式プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで指定されてい

るレコード長を超えないよ うにする必要があ り ます ( レコード長が指定されてい

る場合 )。 システムの既定は、 可変長レコードです。 [ 固定長ファイル プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスで、 レコードの区切文字を指定する場合、 インポー

ト  ファ イルのレコードはそれらの区切文字で開始および終了する必要があ り ま

す。 レコードの区切文字を指定しない場合、 既定の区切文字はキャ リ ッジ リ
ターンと ラ イン フ ィードにな り ます。

取引関係の特定 システムは、 ドキュ メン トの処理に使用するインポート  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク ト を特定するため、 まずアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各ドキュ メン

トに対応する取引関係 ( パートナー エディ タで作成 ) を特定する必要があ り ま

す。 したがって、 各アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルには、 対応するシステム  イン

ポート  マップが含まれている必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルに含

まれる各ドキュ メン トについては、 システム  インポート  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トによってパートナーが識別され、 該当する取引関係が特定されます。
特定されたパートナーの取引関係には、 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トが関連付けられている必要があ りす。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



データのイ ンポー ト イ ンポー ト 処理の設定4 - 4
ド キュ メ ン ト の ト ラ
ンスレーシ ョ ン

システム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トによって、 ドキュ メン ト

に対応する取引関係が特定される と、 その取引関係に指定されたインポート  ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トが確定します。 ト ランスレータは特定されたイ

ンポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を ト ラン

スレーシ ョ ンします。 適合している  ( 有効な ) ドキュ メン トは、 ワークスペース

へ移動します。 適合していない ( 無効な ) ドキュ メン トは、 [? アウ ト  ドキュ メン

ト ] へ移動します。 アプリ ケーシ ョ ン ファイル内にまだドキュ メン トが残ってい

る場合は、 すべてのドキュ メン トが処理されるまでこの手順が繰り返されます。

イ ンポー ト 処理の図 次に、 インポート処理 ( ト ランスレータを除く ) を示します。

ヘッダー レコード

ドキュメント 1

ヘッダー レコード

ドキュメント 2

ヘッダー レコード

ドキュメント 3

システム インポート
テンプレート

(このファイル タイプは EDIMGR.INI で指定)

取引関係

1
2
3
4
5

インポート
テンプレート

複数のドキュメントがある
、アプリケーション ファイルは 

Gentran:Server にインポートされます
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システム構成の修正方法

はじめに ファ イルをインポートする と、 システムによってシステム構成プログラム  
(Gentran:Server に装備 ) の [ インポート ] タブがチェッ ク され、 そのファ イルが

登録済みのシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トに適合するか

が確認されます。 システム管理者は、 場合によってインポート  ファ イルとシス

テム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト との適合関係をシステム構成

プログラムに追加する必要があ り ます。

参照
インポート指定の定義および修正の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「イン
ポート指定の編集方法」 を参照して ください。
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システム イ ンポー ト  マ ッ プの作成方法

はじめに システム インポート  マップは、 システムがドキュ メン ト  ( テキス ト形式のファ

イル定義 ) のパートナー関係を探し出し、 データの ト ランスレーシ ョ ンに使用さ

れるインポート  マップを特定するために使用されます。 システム  インポート  
マップは、 ト ランスレータがパートナー関係を特定するために使用するキーを
作成します。 システム インポート  マップは、 適切なパートナー関係を特定する

だけで、 実際にデータをマッピングするこ とはあ り ません。

キーの作成 : 方法 1 システム インポート  マップでキーを作成するには、 2 通りの方法があ り ます。

推奨する方法では、 ヘッダー レコードに EDI 固有フ ィールドが 6 つ必要です。

それらのフ ィールド とは、 パートナー キー、 スタンダード、 バージ ョ ン、 ト ラ

ンザクシ ョ ン  セッ ト、 リ リース  (TRADACOMS のみで使用 )、 およびテス ト / 本
番ステータスです。 これら  6 つのフ ィールドの組み合わせによ り、 適切なパート

ナー関係を特定する一意のキーが定義されます。 キーの作成には、 柔軟性があ
るこの方法を推奨します。 通常この方法は、 自社アプリ ケーシ ョ ンを 初から
定義し、 ヘッダー レコードにまだ作成していない EDI 固有フ ィールドを単純に

追加する場合に使用します。

キーの作成 : 方法 2 2 番目の方法では、 ヘッダー レコードに 3 つのフ ィールド  ( パートナー キー、 ア

プ リ ケーシ ョ ン ID またはアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ュー、 およびテス ト

/ 本番ステータス ) を定義するだけでよいので、 初の方法よ りキーの作成が簡

単です。 これら  3 つのフ ィールドの組み合わせによ り、 適切なパートナー関係を

特定する一意のキーが指定されます。 ただし、 キーの作成に 3 つのフ ィールドの

組み合わせしか使用できないため、 この方法は推奨する方法に比べて柔軟性が
あ り ません。 通常この方法は、 自社でレガシ ( 既存の ) アプ リ ケーシ ョ ン定義を

使用しており、 EDI 固有の情報を追加した くない場合に使用します。

( 次のページへ続く )
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手順 : システム 
イ ンポー ト  マ ッ プ

の作成

システム インポート  マップを作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ 新規作成 ] を選択します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

2 マップ タイプのリ ス トで、 [ システム インポート ] を選択します。

3 [ 名前 ] ボッ クスに、 マップの名前を入力します。

4 マップの名前が [ 名前 ] ボッ クスに入力されているこ とを確認し

て、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  – 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

5 [ 新しいデータ形式を作成 ] リ ス トで [ 固定長 ] を選択してから、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  – 出力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

6 [ 新しいデータ形式を作成 ] リ ス トで [Positional] を選択してから、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メ モ
実際には、マップの出力側は無視され、入力側だけが処理されます。

7 [ 完了 ] をク リ ッ ク し、 新しいシステム インポート  マップを作成

します ( 数秒かかる場合があ り ます )。

システムか らの応答
[Gentran:Server – アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ] ウ ィンド
ウに、 新しいマップが表示されます。

8 システム インポート  マップの作成後、 そのシステム インポート  
マップのヘッダー レコードを定義する必要があ り ます。 ヘッダー 
レコードの定義には、 6 つのフ ィールド  キーを使用する方法 ( 推
奨 ) と、 代用キーを使用する方法のいずれかを使用できます。

参照
「6 つのフ ィールド  キーの定義方法」 に続きます。
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6 つのフ ィ ールド  キーの定義方法

はじめに 推奨するシステム インポート  キーの作成方法では、 ヘッダー レコードに少なく

と も  5 つのフ ィールド  ( パートナー キー、 スタンダード、 バージ ョ ン、 ト ランザ

クシ ョ ン セッ ト、 およびテス ト / 本番ステータス ) を定義する必要があ り ます。

TRADACOMS マップの場合は、 リ リース  フ ィールドを定義する必要もあ り ま

す。 これらのフ ィールドに決まった順序はあ り ませんが、 それらのフ ィールド
はヘッダー レコードに含まれている必要があ り ます。

対応するインポート  マップのヘッダー レコードに、 別のフ ィールドをこ こで定

義するこ と もできます。

参照

◗ ヘッダー レコードを定義する方法の詳細については、 「 初のレコードの作
成方法」 を参照して ください。

◗ レコードのフ ィールドを定義する方法の詳細については、 「フ ィールドの作
成方法」 を参照して ください。

キーを定義し た後の
手順

ヘッダー レコード とフ ィールドの定義が終了する と、 キーを定義するマッピン

グ操作を設定できます。 ト ランスレータは、 このキーを使用してパートナー関
係を特定します。

手順 : パー ト ナー 
キーの定義

パートナー キーを定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 パートナー キー フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選びます。

( 次のページへ続く )
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手順 : ス タ ンダー ド  
フ ィ ールドの定義

EDI スタンダード  フ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Partner by EDI Code]、 [Partner by 
Alternate code]、 または [Partner by Partner Key] を選択します。

メ モ
この操作で、 指定されたパートナー キーによって、 このフ ィール
ドが更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをパートナー キーの

フ ィールドに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 スタンダード  フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Agency] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのエージェンシー ( スタンダード ) 
のフ ィールドが更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをスタンダード  
フ ィールドに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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手順 : バージ ョ ン 
フ ィ ールドの定義

バージ ョ ンを定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 バージ ョ ン フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Version] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのバージ ョ ンのフ ィールドが更新
されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをバージ ョ ンの

フ ィールドに追加します。
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手順 : ト ラ ンザク

シ ョ ン フ ィ ールド

の定義

ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ドキュ メン ト ) を定義するには、次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 ト ランザクシ ョ ン セッ トのフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Transaction Set ID] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファの ト ランザクシ ョ ン  セッ トの
フ ィールドが更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  フ ィールドに追加します。
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手順 : リ リース 
フ ィ ールドの定義

特定のスタンダード  バージ ョ ンの リ リースを定義するには、 次の手順に従いま

す (TRADACOMS のみ )。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 リ リース  フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Release] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファの リ リースのフ ィールドが更新さ
れます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールを リ リースのフ ィー

ルドに追加します。
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手順 : テス ト / 本番

フ ィ ールドの定義

テス ト または本番ステータス  フ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 テス ト または本番のフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Test Mode] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのテス トのフ ィールドが更新され
ます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをテス トのフ ィール

ドに追加します。
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代用キーの定義方法

はじめに 代用キー ( 前述では 3 つのフ ィールドを使用するキーと して説明 ) でシステム イ
ンポート  キーを作成する方法では、 ヘッダー レコードに 3 つまたは 4 つの

フ ィールドを定義する  ( 新し く作成するか、 既存のフ ィールドを変更する ) 必要

があ り ます。 すなわち、 パートナー キーに 1 つ、 アプ リ ケーシ ョ ン  ID および ア
プ リ ケーシ ョ ン エイ リ アス  バリ ューのいずれかに 1 つ、 または両方に 1 つずつ 
( 使用するのはどちらか 1 つ )、 さ らにテス ト / 本番ステータスに 1 つのフ ィール

ドです。 4 つすべてのフ ィールドを定義するなら代用キーを使用するこ とにな り

ますが、 アプリ ケーシ ョ ン ID およびアプリ ケーシ ョ ン エイ リ アス  バリ ュー 
フ ィールドのいずれかを定義するなら、 実際には 3 つのフ ィールド  キーを使用

するこ とにな り ます。 これらのフ ィールドに決まった順序はあ り ませんが、 そ
れらのフ ィールドはヘッダー レコードに含まれている必要があ り ます。

ヒ ン ト

このキーを使用するために、 新しいフ ィールドを定義する必要はあ り ません。
既存のアプリ ケーシ ョ ン ファ イル内にある  3 つのフ ィールドに、 必要なスタン

ダード  ルールを追加できます。

対応するインポート  マップのヘッダーレコードに、 別のフ ィールドを定義する

こ と もできます。

ヒ ン ト

◗ ヘッダー レコードを定義する方法の詳細については、 「 初のレコードの作
成方法」 を参照して ください。

◗ レコードのフ ィールドを定義する方法の詳細については、 「フ ィールドの作
成方法」 を参照して ください。

キーを定義し た後の
手順

ヘッダー レコード とフ ィールドの定義が終了する と、 キーを定義するマッピン

グ処理を設定できます。 ト ランスレータは、 このキーを使用してパートナー関
係を特定します。

( 次のページへ続く )
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手順 : パー ト ナー 
キーの定義

パートナー キーを定義するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 操作

1 パートナー キー フ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Partner by EDI Code]、 [Partner by 
Alternate code]、 または [Partner by Partner Key] を選択します。

メ モ
この操作で、 指定されたパートナー キーによって、 このフ ィール
ドが更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをパートナー キーの

フ ィールドに追加します。
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手順 : アプ リ ケー

シ ョ ン ID フ ィ ール

ドの定義

アプ リ ケーシ ョ ン ID のフ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

メ モ
3 つのフ ィールド  キーを使用する場合は、 アプリ ケーシ ョ ン  ID のフ ィールドま
たはアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ューのフ ィールドのいずれかを定義する
必要があ り ます。 代用キーを使用する場合は、 両方のフ ィールドを定義する必
要があ り ます。

ステ ッ プ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン ID のフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

( 次のページへ続く )
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手順 : アプ リ ケー

シ ョ ン エイ リ アス 
バリ ューのフ ィ ール
ドの定義

アプ リ ケーシ ョ ン エイ リ アス  バリ ューのフ ィールドを定義するには、 次の手順

に従います。

メ モ
3 つのフ ィールド  キーを使用する場合は、 アプリ ケーシ ョ ン  ID のフ ィールドま
たはアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ューのフ ィールドのいずれかを定義する
必要があ り ます。 代用キーを使用する場合は、 両方のフ ィールドを定義する必
要があ り ます。

5 列のリ ス トで、 [Application Field 1] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのオプシ ョ ン キー フ ィールドが
更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをアプリ ケーシ ョ ン  
ID のフ ィールドに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作

ステ ッ プ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン エイ リ アス  バリ ューのフ ィールドをダブルク

リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

5 列のリ ス トで、 [Application Field 2] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのオプシ ョ ン キー フ ィールドが
更新されます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをアプリ ケーシ ョ ン  
エイ リ アス  バリ ューのフ ィールドに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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手順 : テス ト / 本番

のフ ィ ールド の定義

テス ト / 本番のフ ィールドを定義しないと、 ドキュ メン ト  レコードは既定で本

番に設定されます。 この場合、 パートナー関係のテス ト  モードを本番に設定し

ておかないと、 システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは正しい関係を特定

するだけにな り ます。

推奨事項
テス ト / 本番ステータスのフ ィールドを定義するよ う推奨します。

テス ト / 本番ステータスのフ ィールドを定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 テス ト または本番のフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Update] を選択します。

4 テーブルのリ ス トで、 [Document record] を選択します。

メ モ
この操作で、Gentran:Server 内部システム バッファのドキュ メン ト  
レコードが更新されます。 レコードの更新が可能なのは、 この時
点で ト ランスレータによるデータのマッピングが行われていない
ためです。

( 次のページへ続く )
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5 列のリ ス トで、 [Test Mode] を選択します。

メ モ
この操作で、 システム バッファのテス トのフ ィールドが更新され
ます。

システムか らの応答
次に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ スタン
ダード  ルール ] タブの例を示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 スタンダード  ルールをテス トのフ ィール

ドに追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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システム イ ンポー ト  ト ラ ンスレーシ ョ ン オブジ ェ ク ト の

コ ンパイル方法

はじめに システム インポート  マップを作成、 定義、 保存した後、 マップをコンパイルし

て、 システム  インポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成する必要があ

り ます。

手順 システム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を作成するには、 次の手

順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ ファ イル ] メニューの [ コンパイル ] を選択します。

システムか らの応答
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト名 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

2 必要に応じて、 [ ファ イル名 ] ボッ クスに ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トの名前を入力します。

注意
コンパイルされる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 ソース  
マップを上書きしないよ う十分に注意してください。 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を識別するため、 .TPL という ファ イル拡
張子を使用して ください。

3 [ 保存する場所 ] リ ス ト を使用して、 必要に応じてコンパイルされ

る ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの保存先ド ライブおよびフォ

ルダを指定します。

4 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムか らの応答
マップがコンパイルされ、 システム  インポート  ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トが作成されます。

5 作成された ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 使用する前に 
Gentran:Server システムに登録する必要があ り ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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6 システム管理者が、 このシステム インポート  ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト をシステム構成プログラムに追加していない場合は、
こ こで追加して ください。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「インポート指定の編集方法」
を参照して ください。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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第 章5

エクスポー ト 処理の設定
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概要 エクスポー ト 処理の設定5 - 2
概要

はじめに インバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 Gentran:Server でエクス

ポート  マップを作成する必要があ り ます ( アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルへの " エ
クスポート処理 " が、 システムによって実行されているためです )。

エク スポート  マッ プ このエクスポート  マップは、 パートナーが送信してきた EDI スタンダード形式の

ドキュ メン ト  データを、 使用するアプリケーシ ョ ン  ファイル ( テキス ト形式の

ファイル定義 ) に移動する方法を定義します。。 また、 このマップを使用して、 ア

プリ ケーシ ョ ン ファイルのフ ィールドに、 インターチェンジ、 グループ、 および

ト ランザクシ ョ ン セッ ト  エンベロープの補足情報を追加するこ と も可能です。

この章の目的 この章は次の ト ピッ クで構成され、 エクスポート処理の設定方法を説明します。

◗ データのエクスポート前のインバウンド処理

◗ エンベロープの補足情報の使い方
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データのエ クスポー ト 前のイ ンバウン ド処理

はじめに エクスポート処理の際、 ネッ ト ワークを介して ト レーディング パートナーから

受信したインターチェンジは、 ト ランスレータに渡されます。 ト ランスレータ
は、 システム  インターチェンジ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  
(Gentran:Server に装備 ) を使用して、 インターチェンジ エンベロープを開封し、

各グループを一時記憶領域に分けます。 システム グループ ブレーク  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト  (Gentran:Server に装備 ) が使用され、 グループ エンベ

ロープが開封され、 各ト ランザクシ ョ ン  セッ トが一時記憶領域に分けられます。

システム ト ランザクシ ョ ン ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  
(Gentran:Server に装備 ) が使用され、 ト ランザクシ ョ ン  エンベロープが開封さ

れ、 各ドキュ メン トが Gentran:Server のイン ドキュ メン トに分けられます。

取引関係の検索 ト ランスレータは、 各ドキュ メン トの取引関係の検索を行います。 取引関係が
見つかった場合は、 その関係と関連付けられているエクスポート、 ドキュ メン
ト  ターンアラウンド、 および印刷ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの識別が行

われます。 取引関係またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが見つからなかっ

た場合、 ドキュ メン トは ? イン  ドキュ メン トに格納されます。 取引関係および

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが見つかった場合は、 その ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を使用してドキュ メン トのエラー チェッ クが行われます。 ド

キュ メン トが EDI スタンダードに適合しない場合、 そのドキュ メン トは ? イン 
ドキュ メン トに格納されます。 ドキュ メン トが EDI スタンダードに適合する場

合、 そのドキュ メン トはイン  ドキュ メン トに移動されます。 イン  ドキュ メン ト

から、 有効なドキュ メン ト を印刷 ( 関連付けられた印刷ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トがある場合 ) またはエクスポートできます。

受信確認の生成 取引関係で、 ドキュ メン トのファンクシ ョナル受信確認 (ack) が生成されるよ う

に指定した場合は、 ト ランスレータによってシステム受信確認ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト  (Gentran:Server に装備 ) が使用され、 受信確認が生成されま

す。 生成された受信確認が適合していた場合、 ト ランスレータはその受信確認
をアウ ト  ドキュ メン トに移動し、 ト レーディング パートナーに送信します。 生

成された受信確認が適合していない、 または受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トでエラーが発生した場合は、受信確認はト ランスレータによ り  ? アウ ト  
ドキュ メン トに移動されます。

自動エ クスポー ト 取引関係で自動エクスポート または自動ターンアラウンドを指定した場合は、 指
定されたエクスポート またはターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト を使用して、 該当する応答ドキュ メン トがエクスポート または生成されます。

( 次のページへ続く )
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手順 エクスポート処理を設定するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 エクスポート  マップを作成します。

参照
新しいマップを作成する方法の詳細については、 「マップの新規作
成方法」 を参照して ください。

2 エクスポート  マップを Gentran:Server に登録します。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録する方法の詳細について
は、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

3 適切なインバウンド取引関係を作成します。

参照
インバウンド関係を作成する方法の詳細については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「新しいインバウンド関係の
作成方法」 を参照して ください。
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エンベロープの補足情報の使用方法

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 Select 
スタンダード  ルールを使用して、 エクスポート  マップ内のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル フ ィールドに、 ト レーディング パートナーから受信したドキュ メン ト

に関連付けられた EDI エンベロープの情報を投入するこ とができます。

次の表に、 Select スタンダード  ルールで選択できる値とアプ リ ケーシ ョ ン  
フ ィールドにマッピングされるエンベロープ情報を示します。

( 次のページへ続く )

マ ッ プ元リ ス ト の値 マ ッ ピング される情報

Field 1 ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ID

Field 2 ドキュ メン ト名

Field 3 グループ ID

Field 5 パートナー名

Field 6 インターチェンジ Control Number

Field 7 グループ Control Number

Field 8 ドキュ メン ト  Control Number

Field 9 受信済みバージ ョ ン

Field 15 受信済みエージェンシー

Field 16 使用エージェンシー

Field 17 使用バージ ョ ン

Field 22 ISA テス ト  モード

Field 23 ドキュ メン ト  テス ト  モード
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手順 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルで、 エンベロープの補足情報を使用するには、 次の

手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 既存のアプリ ケーシ ョ ンのフ ィールドをダブルク リ ッ クするか、
新しいフ ィールドを作成します。

参照
フ ィールドを作成する方法の詳細については、 「固定形式ファ イル
の使い方」 を参照して ください。

システムか らの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) が表
示されます。

2 [ スタンダード  ルール ] タブを選択して、 スタンダード  ルール オ
プシ ョ ンを表示します。

3 スタンダード  ルールのリ ス トで、 [Select] を選択します。

4 テーブルとキーのリ ス トで、 [Generic envelope segment] を選択し

ます。

メ モ
この操作によ り、 使用されている  EDI スタンダードにかかわら
ず、 現在のエンベロープ情報に含まれる任意のフ ィールドから
マッピングできます。

5 エラー チェッ クボッ クスをオンにします。

メ モ
この操作によ り、 有効なエン ト リが見つからなかった場合に、 エ
ラーが生成されます。

6 マップ元リ ス トで、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ィールドにマッピング
するエンベロープ情報を選択します。

メ モ
選択肢の定義については、 前のページの表を参照して ください。

注意
正しいマップ元を選択しているこ とを確認して ください。 前述の
表にない選択肢は、 現在は他の目的のために予約されているので、
どんな場合にも選択しないでください。

7 マップ先のリ ス トで、 [ マップ元 ] フ ィールドのコンテンツのマッ

プ先となるフ ィールドを選択します。

メ モ
この リ ス トには、 マップの出力側の各フ ィールドが表示されます。

( 次のページへ続く )
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エクスポー ト 処理の設定 エンベロープの補足情報の使用方法 5 - 7
8 他のエンベロープ情報をマッピングするには、 必要に応じてス
テップ 7 ～ 8 を繰り返します。

メ モ
Select ルールを 1 つ使用するだけで、 合計 8 つのフ ィールドをマッ
ピングするこ とができます。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ィールドにスタン

ダード  ルールを追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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概要 拡張ルールの使い方6 - 4
拡張ルールについて 0

概要

本章の目的 この章は、 次のト ピッ クで構成されており、 拡張ルールの使用方法を説明します。

◗ 拡張ルールの概要と処理されるタイ ミ ング

◗ 拡張ルールの定義

◗ 拡張ルール シンタ ッ クス

◗ リ ファレンス  ガイ ド

拡張ルールについて 拡張ルールを使用する と、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語を使用して、 ほ

とんどすべてのマッピング処理を実行できます。

拡張ルールの使用 拡張ルールを使用する と、 連結 ( シンプルなマッピング ) やスタンダード  ルール

よ り も複雑な ト ランスレーシ ョ ンを定義できます。 拡張ルールを使用するこ と
で、 スタンダード  ルールでは不可能な処理を定義できます。

拡張ルールは、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語で定義します。 この言語を

使用すれば、 Gentran:Server の内部記憶領域全体にアクセスできます。

拡張ルールの構成 マップの入出力の仕様で定義していない変数をルールで使用する場合は、 変数
を使用する前に宣言しなければなり ません。

したがって、 拡張ルールは、 " 宣言 " のセクシ ョ ンとそれに続く  " ステート メン

ト " のセクシ ョ ンの 2 つから構成されます。

宣言のセクシ ョ ンは、 変数を追加する場合にのみ必要です。 このルール、 およ
びこのルールが適用される他のルールで変数を使用する と きには、 このセク
シ ョ ンで変数の名前と タイプを宣言します。

" ステート メン ト " のセクシ ョ ンでは、 ルールに実行させる動作を定義します。
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宣言のセクシ ョ ン

はじめに 宣言のセクシ ョ ンで定義した変数は、 値を格納するために使用されます。 変数
は名前とデータ型で構成されます。 変数の名前には、 英数字、 コロン  (:)、 およ

びアンダーライン (_) を使用できます。 変数の名前の 1 番目の文字には、 数値を

使用できません。 変数の名前では、 大文字と小文字が区別されます。

メ モ
宣言は、 セ ミ コロン (;) で終了します。 ルールを読みやすくするためには、 宣言
とステート メン トのセクシ ョ ンの間に、 ブランク  リ ンクを挿入します。

サポー ト し ている
データ型

次の表に、 拡張ルールでサポート されているデータ型を示します。

データ型 説明 例

Integer 小数部を持たない自然数です。 i を整数と して宣言します。
integer i;

Real 小数部を持つこ とができる数
です。

 r を実数と して宣言します。
real r;

String 1 個以上の印刷可能文字が入

り ます。

 s を 20 文字の文字列と して

宣言します。
string[20] s;

Datetime 日付または時刻が入り ます。  d を日付または時刻と して

宣言します。
datetime d;

Array 1 つのデータ型が繰り返し登

場するテーブルを定義します。

 a を  10 個の整数の配列と し

て宣言します。
integer a[10];

 p を 10 文字の文字列 50 組
と して宣言します。
string[10] p[50];

Object User Exit 関数に使用されます。

ActiveX オート メーシ ョ ン 
サーバーの内部関数の情報を 
Gentran:Server に公開します。

ob をオブジェク ト と して宣

言します。
object ob;
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ステー ト メ ン ト のセクシ ョ ン 拡張ルールの使い方6 - 6
ステー ト メ ン ト のセクシ ョ ン

はじめに 拡張ルールが実行する実際の処理は、 ステート メン トのセクシ ョ ンで定義しま
す。 ルールは、 1 つのステート メン ト 、 または ( よ り複雑な処理を実行する場合

には ) 複数のステート メン トの組み合わせで構成されます。 各ステート メン ト

は、 1 つの操作を表します。 表現、 キーワード、 コマンド、 オペレータ、 および

記号の組み合わせで構成されます。

表現について " 表現 " は、 システムが評価する論理単位 ( 例 : A = B or A + B) です。 ステート メ

ン トのセクシ ョ ンは、 キーワード、 オペレータ、 およびシンボルの目的に沿っ
た組み合わせで構成されます。

参照
これらのコンポーネン トの詳細については、 「拡張ルール シンタ ッ クス」 で説明
されています。
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拡張ルールを処理する場合

はじめに [ セッシ ョ ン ルール ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 セッシ ョ ン前ルール、

セッシ ョ ン後ルールを指定できます。 セッシ ョ ン前の拡張ルールは、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト よ り も前に処理され、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

トで定義されるすべての拡張ルールで有効です。 セッシ ョ ン後の拡張ルールは、
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの処理が終了してから実行されます。

拡張ルールのレベル 拡張ルールは、 次の異なる  3 つのレベルのマップ コンポーネン トに添付でき

ます。

◗ [ ループ レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスを使用する場合の、 EDI 
ファ イルおよびアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル グループ。

◗ [ ループ レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスを使用する場合の、 グルー
プ、 サブグループ、 繰り返しレコード、 および繰り返しセグメン ト 。

◗ [ フ ィールド  レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスを使用する場合の、
フ ィールドおよびエレ メン ト。

拡張ルールの対象 拡張ルールの " 対象 " は、 拡張ルールで使用できる変数を決定します。 対象は、

マップの現在の状態によって異な り ます。 次のリ ス トでは、 拡張ルールの対象
を定義します。

◗ セッシ ョ ン前の拡張ルール ([セッシ ョ ン ルール] ダイアログ ボッ クスで定義) 
は、 ト ランスレーショ ン  オブジェク ト 内のすべてのルールの対象と なり ます。

◗ "開始時 " ルールは、対となる  "終了時 " ルールまでが対象とな り ます ( どちら
のルールも、[ ループ レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスで設定します )。

◗ フ ィールド  レベルの拡張ルールは、 フ ィールドまたはエレ メン トが存在し
ている間のみが対象です。

現在のマップ コンポーネン トに添付される拡張ルールは、 マップ コンポーネン

トのタイプと状態によって異なり ます。

例
ルールが添付される現在のグループが他のグループの下位グループである場合、
子グループが存在している間はそのルールは親グループでも自動的に対象とな
り ます。 また、 子グループが存在している間は、 6 - 20 で説明する指定のための
メ ソ ッ ドを使用するこ とによ り、 現在の階層構造も対象とな り ます。

フ ィールドまたはエレ メン トに添付される拡張ルールは、 フ ィールドやエレ メ
ン トが持続している間のみ有効です。 フ ィールド  レベルの拡張ルールは、 常に

スタンダード  ルールの後に処理されます。

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの対象
( 続き )

変数が " 対象 " になるのは、 現在のルール、 現在のマップ コンポーネン ト を含む

グループの " 開始時 " ルール、 またはセッシ ョ ン前ルールの中で宣言された場合

です。

ト ランスレータは、 マップの入力側 ( マップのソース側 ) の構造に基づいて、

マップのデータ格納領域を作成します。 したがって、 拡張ルールは、 入力側の
階層に基づいてマップを指定します。 拡張ルールを使用する場合は、 ルールが
アクセスするマップ コンポーネン ト を ト ランスレータが特定できるよ う、 必ず

マップの入力側を指定して ください。 マップの出力側では、 拡張ルールは現在の
レコード とマップの入力側全体にのみアクセスできます。 しかし、 マップの入力
側からは、 ファイル構造全体にアクセスできます。 連結のソース  エンドを指定す

る限り、 出力側の任意のフ ィールド  ( すでに書き込まれているものを含む ) に書

き込むこ とができます。

入力側のルール処理 ト ランスレータは、 まずマップの入力側を処理し、 そのあとに出力側を処理し
ます。 次の表に、 ト ランスレータがマップの入力側でルールを処理する順番を
示します。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 動作

1 入力定義を読み込みます。

2 入力ファイルを読み込みます。

3 データが 1 番目または 2 番目のグループにあるかど うかを判断し、

データがあれば、 " 開始時 " ルールをグループに実行します。

4 現在のグループの 1 番目または 2 番目のレコードに含まれる各

フ ィールドを読み込み、 ( フ ィールドごとに ) 次の順番でフ ィール

ド  レベルのルールを実行します。

◗ スタンダード  ルール

◗ 拡張ルール

5 グループの 後の部分にデータがあれば、 " 終了時 " ルールを実行

します。

6 入力ファイルで各グループに 2 ～ 5 のステップを繰り返します。
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出力側のルール処理 次の表に、 ト ランスレータがマップの出力側でルールを処理する順番を示します。

( 次のページへ続く )

ステ ッ プ 動作

1 データが 1 番目または 2 番目のレコードにあるかど うかを検証し

ます。

2 グループの 初のレコードにデータがあれば、 " 開始時 " ルールを

実行します。

3 レコードの各フ ィールドに、 ( フ ィールドごとに ) フ ィールド  レ
ベルのルールを次の順番で実行します。

◗ スタンダード  ルール

◗ 拡張ルール

4 指定したフ ィールド  プロパティ  ([ フ ィールド  プロパティ ] ダイア

ログ ボッ クスで指定 ) に基づいて、 データを書式化します。

5 出力ファイルにレコードを書き込みます。

6 グループの 後の部分にデータがあれば、 " 終了時 " ルールを実行

します。

7 出力ファイルで各レコードに対して 1 ～ 6 のステップを繰り返し

ます。

8 データベース内に、 ドキュ メン トのエン ト リ を作成または更新し
ます。
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ルール処理の図 次の図に、 ループ レベルの拡張ルール (" 開始時 " ルールと  " 終了時 " ルール ) お
よびフ ィールド  レベルの拡張ルールが、 システムの中で処理されるタイ ミ ング

を示します。

* 、  メモ: フィールドが繰り返されるたびに 
。関連する拡張ルールも同様に繰り返されます 
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拡張ルールの定義 0

概要

はじめに 拡張ルールがアクセスするマップ コンポーネン トは、 ルールに必要な対象によっ

て異なり ます。 ルールを実行するタイ ミ ングも決定する必要があり ます ( マップ 
コンポーネン トの処理前または処理後など )。

拡張ルールを定義するのに必要な手順は、 セッシ ョ ン  ルールを定義するのか、

またはマップ コンポーネン トのルールを定義するのかによって、 若干異なり ま

す。 3 つの異なるレベルのマップ コンポーネン トにアクセスする拡張ルールを定

義できます。

◗ セッシ ョ ン全体 ( マップの入力側と出力側 )
◗ ループするマップ コンポーネン ト  ( グループやセグメン ト など )
◗ フ ィールド
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セ ッ シ ョ ン ルールの定義方法

はじめに セッシ ョ ン前ルールは、 グローバルな対象 ( マップの他のどの拡張ルールから も

アクセス可能なスコープ ) が必要な変数を定義するために使用されます。 セッ

シ ョ ン前の拡張ルールは、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト よ り も前に処理さ

れ、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで定義されるすべての拡張ルールの対象

です。

セッシ ョ ン後の拡張ルールは、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが処理された

あとに実行されるので、 固定された対象を持ちません。

セッシ ョ ン前ルールとセッシ ョ ン後ルールの両方と も、 任意の 1 つのセッシ ョ ン

に対して定義できます。

手順 セッシ ョ ン  ルールを定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 [ 編集 ] メニューから、 [ セッシ ョ ン ルール ] を選択します。

システムか らの応答
[ セッシ ョ ン レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 セッシ ョ ン前ルールを定義するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 定義する場合は、 [ セッシ ョ ン前 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し
ます。

◗ 定義しない場合 ( セッシ ョ ン後ルールを定義する場合 ) は、
[ セッシ ョ ン後 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

3 [ エディ タ ] リ ス トに拡張ルールを入力します。

メ モ
[ セッシ ョ ン レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスには、 行番
号と  ( 行内の ) 文字番号のインジケータがあ り ます。 これらのイ
ンジケータは、 [ エディ タ ] ボッ クスの右下に表示されており、 コ
ンパイル エラーをデバッグする と きに役立ちます (1 番目のインジ
ケータは行番号を示し、 2 番目のインジケータは文字番号を示し
ます )。

( 次のページへ続く )
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4 ルールのエラーをチェッ クするかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ チェッ クする場合は、 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルー
ルをコンパイルします。

システムからの応答
警告またはエラーが、 [ エラー ] リ ス トに表示されます。
エラーをダブルク リ ッ クする と、 エラーが含まれる行に
ジャンプできます。

◗ チェッ ク しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

メ モ
" コンパイル " 機能を使用する と、 作成したルールの正確さについ
て、 すぐにフ ィードバッ クを得られます。 ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト全体をコンパイルする と、 このルールはコンパイルさ
れます。

5 システムが警告したエラーをすべて修正して、 再度 [ コンパイル ] 
をク リ ッ ク します。

メ モ
エラーが生成されなくなるまで、 この手順を繰り返します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 拡張ルールを追加します。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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マ ッ プ コ ンポーネン ト  ルールの定義方法

手順 マップ コンポーネン トの拡張ルールを定義するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 マップ コンポーネン ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [ ルール ( 拡張ルール )] を選択します ( マップ コンポーネン

トが、 フ ィールド、 エレ メン ト 、 または TFD の場合は、 [ 拡張

ルール ] を選択します )。

システムか らの応答

◗ マップ コンポーネン トが EDI ファ イル、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ファ イル、 グループ、 サブグループ、 繰り返しレコード、 ま
たは繰り返しセグメン トの場合は、 [ ループ レベル拡張ルー
ル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

◗ マップ コンポーネン トがフ ィールドまたはエレ メン トの場合
は、 [ フ ィールド  レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 マップ コンポーネン トが処理される前に拡張ルールを実行するか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ マップ コンポーネン ト よ り前に実行する場合は、 [ 開始時 ] オ
プシ ョ ンを選択します。

◗ マップ コンポーネン ト よ り前に実行しない場合 ( マップ コン
ポーネン トの処理が終了する と きにルールを実行する場合 ) 
は、 [ 終了時 ] オプシ ョ ンを選択します。

メ モ
" 開始時 " ルールと  " 終了時 " ルールの両方と も、 1 つのマップ コ
ンポーネン トに対して定義できます。

3 [ エディ タ ] リ ス トに拡張ルールを入力します。

参照
ルール シンタ ッ クスの詳細については、 「アルファベッ ト順リ
ファレンス」 を参照して ください。

メ モ
[ 拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスには、 行番号と  ( 行内の ) 文字
番号のインジケータがあ り ます。 これらのインジケータは、 [ エ
ディ タ ] ボッ クスの右下に表示されており、 コンパイル エラーを
デバッグする と きに役立ちます (1 番目のインジケータは行番号を
示し、 2 番目のインジケータは文字番号を示します )。

( 次のページへ続く )
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4 ルールのエラーをチェッ クするかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ チェッ クする場合は、 [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルー
ルをコンパイルします。

システムからの応答
警告またはエラーが、 [ エラー ] リ ス トに表示されます。
エラーをダブルク リ ッ クする と、 エラーが含まれる行に
ジャンプできます。

◗ チェッ ク しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

メ モ
" コンパイル " 機能を使用する と、、 作成したルールの正確さにつ
いて、 すぐにフ ィードバッ クを得られます。 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト全体をコンパイルする と、 このルールはコンパイル
されます。

5 システムが警告したエラーをすべて修正して、 再度 [ コンパイル ] 
をク リ ッ ク します。

メ モ
エラーが生成されなくなるまで、 この手順を繰り返します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 拡張ルールを追加します。

メ モ
エレ メン トに拡張ルールが含まれている場合、 エレ メン トのアイ
コンの右に、 黒色のアスタ リ スクが表示されます。

 ( 続き )
ステ ッ プ 操作
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拡張ルール シン タ ッ クス 0

概要

はじめに 拡張ルールのステート メ ン トのセクシ ョ ンは、 目的に応じた、 キーワード、 オ
ペレータ、 および記号の組み合わせで構成されます。 次に、 これらの各コン
ポーネン トの正しいシンタ ッ クスを説明します。

メ モ
キーワードおよび記号を区切るには、 スペース とオペレータを使用します。 オ
ペレータなしで、 2 つのキーワードを連続して並べるこ とはできません。
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キーワー ド と コマン ド

はじめに " キーワード " とは、 プログラ ミ ング言語の解釈方法を指定する一定の定義で使

用される単語です。 キーワードには、 2 つのタイプがあ り ます。 1 つめのキー

ワードのタイプは、 定義されたルールを実行するフローを制御します。 このタイ
プのキーワードは、 条件を評価し、 ループ処理を実行するために使用されます。

2 つめのキーワードのタイプは、 " コマンド " です。 コマンドは、 変数に動作を

実行し、 データの処理を行います。

キーワー ドのリ ス ト 次に、 Gentran:Server で実行制御を行う キーワードの リ ス ト を示します。

◗ IF
◗ THEN
◗ ELSE
◗ BEGIN
◗ END
◗ WHILE
◗ DO
◗ CONTINUE
◗ BREAK

コ マン ドのリ ス ト 次に、 Gentran:Server のコマンドの リ ス ト を示します。

◗ auditlog
◗ get
◗ set
◗ strdate
◗ concat
◗ len
◗ atoi
◗ aton
◗ cerror
◗ empty
◗ exist
◗ index

( 次のページへ続く )
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コ マン ドのリ ス ト  
( 続き )

◗ ntoa
◗ count
◗ delete
◗ fseek
◗ ftell
◗ readblock
◗ unreadblock
◗ readbytes
◗ left
◗ mid
◗ right
◗ select
◗ update
◗ insert
◗ writeblock
◗ writebytes
◗ createobject
◗ deleteobject
◗ queryobject
◗ getiid
◗ winexec
◗ date
◗ exec
◗ param

メ モ
ステート メン トは、 セ ミ コロン  (;) で終了しなければなり ません。
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オペレータ

はじめに オペレータは、 表現内で も単純な演算操作を定義します。

キーワー ドのリ ス ト 次の表に、 拡張ルールおよびその関数で使用できる、 オペレータのリ ス ト を示
します。

各部 機能

+ 加算、 連結

- 減算

* 乗算

/ 除算

= 代入、 等価

> よ り大

< よ り小

>= よ り大か等しい

<= よ り小か等しい

!= 非等号

! 論理否定

& 論理積

| 論理和

<< 日付変更
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記号

はじめに 処理は記号に基づいて実行されます。 Gentran:Server の拡張ルールで使用できる

記号は、 変数、 定数、 マップ コンポーネン ト または内部記憶領域、 配列、 およ

びアキュムレータです。

既存のマップ コンポーネン ト を指定できます。 また、 初からマップ コンポー

ネン トが内部記憶領域で定義されているなら、 そのマップ コンポーネン トの追

加のインスタンスを作成するこ と もできます。

例
ラ イン  アイテムのフ ィールドが内部記憶領域ですでに定義されている場合は、
この機能を使用して追加のライン アイテムを作成できます。

記号のシン タ ッ クス 各タイプの記号を正しいシンタ ッ クスで指定する必要があ り ます。

文字列定数
文字列定数を指定する場合、 定数の値を二重引用符で囲む必要があ り ます。
[HDR] が定数の値ならば、 次のよ うに記述します。
#fieldname = "HDR"

内部記憶領域の フ ィ ール ド での指定および作成
フ ィールドを指定したり、 現在のマッピング動作の対象である内部記憶領域の
フ ィールドを作成する場合のシンタ ッ クスは、 #FIELD_NAME です。
2 が数値定数の値ならば、
#field_1 = 2 と記述します。

グループ内の フ ィ ール ド での指定および作成
グループのフ ィールドを指定した り、 現在の階層構造で対象の内部記憶領域の
グループのフ ィールドを指定する場合のシンタ ッ クスは、
$GROUP.#FIELD_NAME です。
$N1.#0234 のよ うに記述します。

( 次のページへ続く )
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記号のシン タ ッ クス 
( 続き )

内部記憶領域のグループでの指定および作成
内部記憶領域全体の中でグループを完全に指定した り、 内部記憶領域にグルー
プを作成した りする場合のシンタ ッ クスは、 $LOOP[index1][index2][index3] です。
index のエン ト リは、 LOOP の階層構造を示しており、 このシンタ ッ クスを使用
してグループの特定のインスタンスを指定できます。
Group_B の 3 番目のインスタンス内にある  Group_C の 2 番目のインスタンスを
指定する場合、
$Group_C[3][2].#Field_2 のよ うに記述します。

配列の指定
配列 ( 任意のタイプ ) を指定するには、 配列の各エレ メン ト を  1 つずつ指定しま
す。 たとえば、 array_1 が整数の配列で、

integer array_1[5]
と宣言されている と します。 その場合、 配列の各エレ メン トは、 変数 0 ～ 4 を使
用して次のよ うに 1 つずつ指定します。
array_1[0]
array_1[1]
array_1[2]
array_1[3]
array_1[4]

アキュムレー タへのア ク セス
変数や内部記憶領域にアクセスするのと同じよ う な方法で、 アキュムレータに
アクセスできます。 アキュムレータを指定するには、 n がアキュムレータの ( 名
前ではなく ) 数字である場合、 accum(n) のシンタ ッ クスを使用します。 次のよ う
に記述します。
accum(2) = 5;

( 次のページへ続く )

グループ A

グループ C

グループ B

1 32

1 2
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記号 拡張ルールの使い方6 - 22
記号のシン タ ッ クス 
( 続き )

繰 り返 し エ レ メ ン ト へのア ク セス
繰り返しエレ メン ト  (EDI データ用 ) の特定の発生にアクセスした り、 繰り返し
複合 (EDI データ用 ) の中にあるフ ィールドの特定の発生にアクセスした りでき
ます。

繰り返しフ ィールドの特定の発生、 および繰り返し複合の中にあるフ ィールド
にアクセスするには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

field_name[index_variable] = string;

コ メン ト : integer_variable = 繰り返しフ ィールドの特定の発生、

または繰り返し複合内のフ ィールドを示す整数
変数

次に、 繰り返しフ ィールドの特定の発生、 および繰り返し複合内のフ ィールド
にアクセスする例を示します。

string [32]strMsg;

strMsg = "Test";

#f2[1] = strMsg;

//単一繰返しフ ィールドにアクセスする。

#f3[1] = strMsg;

//繰返し複合内のフ ィールドにアクセスする。

//ルールによって 1 つの文字列値が 2 つの異なるフ ィールド  
//( 上の図で示す #f2 および #f3) に割り当てられる。
//#f2 は 10 回までループ可能な単一繰返しフ ィールド。
//#f3 は 10 回までループ可能な繰返し複合内のフ ィールド。

( 次のページへ続く )
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シンプルなステー ト
メ ン ト の例

次の図に、 シンプルなステート メン トの例を示します。

    $Group_Name.#Field_Name1 = #Field_Name2;
if   A = B   then

キーワード
式

演算子

記号
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概要 拡張ルールの使い方6 - 24
一般的なステー ト メ ン ト と例 0

概要

はじめに この項では、 一般的なステート メン トの例を リ ス ト します。

◗ 割り当て

◗ 日 / 時表現

◗ 条件付き論理

◗ 条件を表す文字列と関数

◗ 数値の関数

◗ エラーを発生させる関数

◗ フ ィールド値を削除する関数

◗ データの存在の関数
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拡張ルールの使い方 割り当て 6 - 25
割り当て

はじめに 割り当てステート メン トは、 も強力で も頻繁に使用される、 拡張ルールの
ステート メン トです。 も単純な形式では、 次のよ うに記述します。

variable=expression

次のよ うに定義するこ とで、 このステート メ ン トのさ らに柔軟で複雑な使用も
可能です。

numeric_variable=numeric_expression
numeric_field=numeric_expression
string_variable=string_expression
string_field=string_expression
datetime_variable=datetime_expression
datetime_field=datetime_expression

数値表現 数値表現式には、 数字、 数値フ ィールド、 数値変数、 および標準の算術オペ
レータ と組み合わされた数値関数が使用できます。

文字列表現 文字列表現は、 文字列定数、 文字列フ ィールド、 文字列変数、 "+" オペレータで

連結された文字列関数で構成できます。

日 / 時表現 日 / 時表現は、日 / 時定数、日 / 時フ ィールド、または日 / 時変数で構成できます。

例 次に、 割り当て式の例を示します。

a = 5;
a = b + c;

s = "hello";
s = s + "world";
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日 / 時表現 拡張ルールの使い方6 - 26
日 / 時表現

はじめに 日 / 時表現は、 日 / 時変数と日 / 時変更子 ( オプシ ョ ン ) で構成できます。 標準の

シンタ ッ クスを使用しているなら、 日 / 時表現は、 日 / 時定数を使用して次のよ

うに記述できます。

year/month/day
hour:minute:second
year/month/day/hour:minute:second

また、 日 / 時フ ィールド、 変数、 または日付関数と時刻関数を使用して記述する

こ と もできます。

日付のシン タ ッ クス 日付関数は、 次のよ うに記述します ( 月は 1 ～ 12 で指定します )。
datetime d;

d = date(1995,4,6);
d = date(1995,4,6,12,0);
d = date("%y/%m/%d", "95/4/6");

d = date("%y/%m/%d", "95/4/6"); の書式を使用する と、 フォーマッ ト  マスク  
("%y/%m/%d") に変換したい文字列 ("01/4/6") を指定するこ とで、 任意の文字

列書式の型を日 / 時書式の型に変換できます。 標準以外のシンタ ッ クスを使用し

ており、 使用しているシンタ ッ クスを指定する必要がある場合に、 この関数を
使用します。

<< オペレータ << オペレータを使用して時間 ( 日、 週、 年など ) を増加させ、 日 / 時変数を修正

できます。 例 :

datetime d;
d=d <<weeks(2);
//d に 2 週間加算する。

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの使い方 日 / 時表現 6 - 27
時刻のシン タ ッ クス 時刻関数は、 次のよ うに記述します。

d = time(12,0);
d = time(12,0,59);

<< オペレータを使用して時間 ( 秒、 分、 年など ) を増加させ、 日 / 時変数を修正

できます。 例 :

datetime d;
d=d <<seconds(1);
//d に 1 秒加算する。

get および 
set シン タ ッ クス

get 関数と  set 関数を使用する と、 日 / 時タイプの個々のコンポーネン トにアクセ

スした り  (get)、 コンポーネン ト を修正した り  (set) できます。 これらの関数は、

次のよ うに使用します。

integer a;
datetime d;
a = get days (d);
a = get hours (d);
set hours(d,a);
set days (d,a);
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条件付き論理 拡張ルールの使い方6 - 28
条件付き論理

はじめに Gentran:Server では、 条件付き論理を使って条件をテス ト し、 そのテス ト結果に

応じて演算を実行します。 条件は、 任意のレベルに対してネス トするこ とがで
きます。 条件をセ ミ コロン (;) で終了しないでください。 この終了のシンタ ッ ク

スは、 ステート メ ン トの場合にのみ必要です。

IF...THEN...
ELSE

IF/THEN キーワードを使用して、 1 つ以上のステート メン ト を条件付きで実行で

きます。 通常、 条件には比較を使用しますが、 数値で終了する任意の式を使用
するこ と もできます。 Gentran:Server は、 true と  false のいずれかと して値を解釈

します。 システムでは、 ゼロ値が false、 ゼロ以外の値が true と解釈されます。

メ モ
IF/THEN ループの本体で複数のステート メン ト を使用する場合は、 BEGIN/END 
キーワードでステート メ ン ト を囲む必要があ り ます。 ステート メン ト を  1 つしか
使用しない場合は、 BEGIN と  END を省略できます。

Gentran:Server では、 IF/THEN 条件を評価し、 それが true であれば THEN キー

ワードに続くすべてのステート メン トが実行されます。 その条件が false であれ

ば、 THEN に続く ステート メン トは実行されません。

IF/THEN と連携して ELSE キーワードを使う と、 複数ブロッ クにわたるステート

メン ト を定義するこ とができ、 それらのブロッ クのうちの 1 つが実行されます。

Gentran:Server では、 まず IF/THEN 条件がテス ト されます。 その条件が false であ

れば、 true である条件が検出されるまで各条件のテス トが順次進められます。 true 
の条件のステート メン トの対応するブロッ クが実行されます。 IF/THEN 条件に 
true のものがなければ、 ELSE キーワードに続く ステート メン トが実行されます。

シ ン タ ッ ク ス
IF condition THEN
BEGIN
     statement1;
     statement2;
END
ELSE
BEGIN
     statement3;
     statement4;
END

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの使い方 条件付き論理 6 - 29
例 条件付き論理を使用する例と しては、 N1 か NAD グループに請求情報または出

荷情報 ( グループ内のフ ィールドに含まれる修飾子によ り異な り ます ) が含まれ

るかど うかを評価し、 該当するアプ リ ケーシ ョ ン  フ ィールドにその情報をマッ

プする場合があ り ます。

この例では、 N1/NAD グループに " 終了時 " 拡張ルールを追加する必要があ り ま

す。 この拡張ルールは、 グループが終了する と きに実行されます。 次に、 ルー
ルのシンタ ッ クスの例を示します。

IF #0098 = "BT" THEN
BEGIN

    $Group_Name.#BILLTONAME = #0093;

    $Group_Name. #BILLTOADDR1 = #0166;
    $Group_Name.#BILLTOADDR2 = #0166:2;

    $Group_Name.#BILLTOCITY    = #0019;

    $Group_Name.#BILLTOSTATE = #0156;

    $Group_Name. #BILLTOPCODE = #0116;
END

IF #0098 = "ST" THEN

BEGIN
     $Group_Name.#SHIPTONAME = #0093;

     $Group_Name.#SHIPTOADDR1 = #0166;

     $Group_Name.#SHIPTOADDR2 = #0166:2;
     $Group_Name.#SHIPTOCITY    = #0019;

     $Group_Name.#SHIPTOSTATE = #0156;

     $Group_Name.#SHIPTOPCODE = #0116;
END
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条件を表す文字列と関数 拡張ルールの使い方6 - 30
条件を表す文字列と関数

はじめに IF/THEN ステート メン トおよび IF/THEN/ELSE ステート メン ト内で、 条件を表

す文字列を使用し、 文字列間の比較を実行できます。 次に、 このシンタ ッ クス
の例を示します。

IF s1 = s2 THEN
IF s1 < s2 THEN
IF s1 > s2 THEN

次の文字列関数も使用できます。

◗ left
◗ right
◗ mid
◗ strdate
◗ concat
◗ strstr

left、 right、 mid 
シン タ ッ ク ス

left、 right、 および mid 関数を使用する と、 文字列から部分文字列を抽出できま

す。 left 関数は、 文字列変数または文字列フ ィールド内の左側から指定した文字

数を抽出し、 その結果を文字列と して返します。 right 関数は、 文字列変数内の

右側から指定した文字数を抽出し、 その結果を文字列と して返します。 mid 関数

は、 文字列内の指定した位置から右方向へ、 指定した文字数を抽出します。 次
に、 これらのステート メ ン トの使用例を示します。

string[10] s;

string[3] s1;
string[3] s2;

string[4] s3;

string[7] s4;

s = "abcdefghij";

s1 = left(s,3);
s2 = right(s,3);

s3 = mid(s,3,4);

( 次のページへ続く )
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拡張ルールの使い方 条件を表す文字列と関数 6 - 31
strdate 
シン タ ッ ク ス

strdate 関数は、 指定した書式で日 / 時型を文字列に変換します。 この関数ではス

ラ ッシュ  (/) などの静的文字を含めるこ とができるため、 日付のサポート をすべ

て利用できます。

シ ン タ ッ ク ス
datetime d;
string[8] s;

strdate(d,"%y/%m/%d",s);

concat 
シン タ ッ ク ス

concat 関数は、 1 つの文字列の指定数の文字を別の文字列の末尾に連結します。

次の例では、 文字列 s2 の 5 文字を文字列 s1 の末尾に連結するシンタ ッ クスを示

します。

string[10] s1,s2;
concat(s1,s2,5);

strstr シン タ ッ クス strstr 関数は、 文字列内の部分文字列を検索します。 この関数は、 指定した部分

文字列の 初のインスタンスがある位置を返します。 関数が、 指定した部分文
字列を文字列内で見つけるこ とができなかった場合は、 -1 の値を返します。

シ ン タ ッ ク ス
integer d;

d = strstr("hello", "el");
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数値の関数 拡張ルールの使い方6 - 32
数値の関数

はじめに 数値の関数を使う と、 データ型を変更できます。 次の数値関数を使用できます。

◗ len
◗ atoi
◗ aton
◗ ntoa

len シン タ ッ クス len 関数は、 文字列内の文字数を数えて戻します。

例
integer a;
a = len("hello");

atoi、 aton、 ntoa 
シン タ ッ ク ス

atoi 関数は、 文字列を整数に変換します。

aton 関数は、 文字列を実数に変換します。

ntoa 関数は、 整数と実数を文字列に変換します。

例
integer a;
real b;
string[8] s;
a = atoi("5");
b = aton("5.5");
ntoa(5.5, s);
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拡張ルールの使い方 エラーを発生させる関数 (CERROR) 6 - 33
エラーを発生させる関数 (CERROR)

はじめに cerror 関数は、 エラーを発生させ、 ターゲッ ト  ステート メ ン ト  ( ユーザーが指定

するステート メン ト ) を ト ランスレーシ ョ ン レポートでレポート します。

シ ン タ ッ ク ス
cerror(100,$ILD[0][1][1].#VATC);

上記の例では、 ILD グループの指定したインスタンスの VATC エレ メン トで、

100 エラーを発生させます。 通常、 条件が false である場合に実行される動作と

して、 この関数を指定します。
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フ ィ ールド値を削除する関数 (EMPTY) 拡張ルールの使い方6 - 34
フ ィ ールド値を削除する関数 (EMPTY)

はじめに empty 関数は、 内部記憶領域のフ ィールドの値を  null に設定します。 この関数

は、 フ ィールドの値を空文字列 (" ") またはゼロに設定する方法と同じではあ り

ません。

シ ン タ ッ ク ス
empty($ILD[0][1][1].#VATC);

上記の例では、 VATC エレ メン トの指定したインスタンスの値を  null に設定しま

す。 通常、 指定したフ ィールドに出力できないよ うにするため、 この関数を使
用します。
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拡張ルールの使い方 データの存在の関数 (EXIST) 6 - 35
データの存在の関数 (EXIST)

はじめに exist 関数は、 フ ィールドが空 (null) かど うかをテス ト して判断します。 内部記憶

領域内の指定したフ ィールドにデータがある場合は、 ゼロ以外の値 (true) を返し

ます。 指定したフ ィールドにデータがない場合は、 関数はゼロ値 (false) を返し

ます。 通常、 この関数は条件の一部と して使用します。

シ ン タ ッ ク ス
IF exist($ILD[0][1][1].#VATC) THEN

上記の例では、 条件が true の場合 (VATC エレ メン トの指定したインスタンス内

にデータがある場合 ) に、 ゼロ以外の値を返します。 条件が false の場合 (VATC 
エレ メン トの指定したインスタンス内にデータがない場合 ) には、 ゼロ値を返し

ます。

条件が true かど うかにかかわりな く、 IF EXIST 関数がゼロ以外の値 (true) を返す

場合があ り ます。 日付タイプと番号タイプのフ ィールドに IF EXIST 関数のみを

使用するこ とによって、 この問題を解決できます。 照合するフ ィールドへの参
照はいずれも、 必ず IF EXIST 開始ブロ ッ ク内にネス ト されるよ うにして くださ

い。 文字列型のフ ィールドには、 次の書式を使用します。

IF Field1 = " "
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カウン ト の関数 (COUNT) 拡張ルールの使い方6 - 36
カウン ト の関数 (COUNT)

はじめに count 関数は、 グループ ( または繰り返しレコード ) が繰り返した回数の合計を

返します。

シ ン タ ッ ク ス
count(GROUPNAME[3][*]);

上記の例では、 親グループの 3 番目の繰り返し内にある、 GROUPNAME グルー

プの繰り返しの合計を返します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 削除の関数 (DELETE) 6 - 37
削除の関数 (DELETE)

はじめに delete 関数は、 繰り返しレコードまたは繰り返しグループの指定した繰り返しを

削除します。

シ ン タ ッ ク ス
delete(GROUPNAME[iteration]);
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フ ァ イル ポイ ン タの関数 (FSEEK, FTELL) 拡張ルールの使い方6 - 38
フ ァ イル ポイ ン タの関数 (FSEEK, FTELL)

はじめに fseek 関数は、 ファ イル内の指定した始点から新しい位置へ、 指定されたバイ ト  
( オフセッ ト ) 数だけファイル ポインタを移動させます ( 始点は、 ファ イルの

初、 ファ イルの 後、 または現在の位置です )。

入力ファイルに対して fseek 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 0 です。 出

力ファイルに対して fseek 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 1 です。 通常、

fseek 関数は、 ftell、 readblock、 および writeblock 関数と組み合わせてのみ使用し

ます。

シ ン タ ッ ク ス
fseek(current_file,offset,origin);

ftell 関数は、 ファ イル ポインタの現在の位置を取得し、 整数と して返します。

入力ファイルに対して ftell 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 0 です。 出力

ファ イルに対して ftell 関数を呼び出す場合、 current_file の値は "1" です。 通常、

fseek 関数は、 fseek、 readblock、 および writeblock 関数と組み合わせてのみ使用

します。

シ ン タ ッ ク ス
numeric_variable = ftell(current_file);
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拡張ルールの使い方 データのブロ ッ クの関数 (READBLOCK, WRITEBLOCK) 6 - 39
データのブロ ッ クの関数 (READBLOCK, WRITEBLOCK)

はじめに readblock 関数は、 入力ファイルからデータ  ブロッ ク  ( セグメン ト またはレコー

ド ) を読み込み、 文字列変数の引数に渡します。 writeblock 関数は、 文字列変数

の引数内のデータを出力ファイルに書き込みます。

readblock と  writeblock 関数を組み合わせて使用するこ とで、 エラー チェッ クや 
EDI シンタ ッ クスの正確さのテス ト をせずに、 入力ファイルのデータ  ブロ ッ ク

を出力ファ イルに渡すこ とができます。 これらの関数の組み合わせは、 通常ビ
ルド  マップとブレーク  マップに実装される  " ワイルドカード " セグメン ト を使

用するよ り便利な方法です。

シ ン タ ッ ク ス
readblock(string_variable);

writeblock(string_variable);

メ モ
XML データでこれらの関数を使用する場合の注意事項については、『XML User's 
Guide』 の付録 「XML Build and Break Maps」 を参照して ください。
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選択の関数 (SELECT)

はじめに select 関数を使用する と、 データベース  テーブルから情報を取得できます。

Select スタンダード  ルールで使用できるテーブルとフ ィールドのみが、 " 選択 " 
拡張ルールで使用できます。 このコマンド  シンタ ッ クスの中で、 expression およ

び receiverlist には、 文字列フ ィールド、 文字列変数、 または文字列リテラルが入

り ます。 " 選択 " 拡張ルールのテーブル名とフ ィールド名は、 スタンダード  ルー

ルでの名前とはわずかに異なるので、 注意するこ とが大切です。 この章の 後
に、 これらのテーブル名とフ ィールド名のリ ス トがあ り ます。

シ ン タ ッ ク ス
select fieldname into receiverlist from tablename where key = 
expression [and key = expression];
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拡張ルールの使い方 更新の関数 (UPDATE) 6 - 41
更新の関数 (UPDATE)

はじめに update 関数を使用する と、 データベース  テーブル内の情報を更新できます。 こ

の関数は、 Update スタンダード  ルールと似ていますが、 さ らに柔軟性があ り ま

す。 Update スタンダード  ルールで使用できるテーブルとフ ィールドのみが、 " 更
新 " 拡張ルールで使用できます。 このコマンド  シンタ ッ クスの中で、 expression 
には、 文字列フ ィールド、 文字列変数、 または文字列リ テラルが入り ます。 " 選
択 " 拡張ルールのテーブル名とフ ィールド名は、 スタンダード  ルールでの名前

とはわずかに異なるので、 注意するこ とが大切です。 この章の 後に、 これら
のテーブル名とフ ィールド名のリ ス トがあ り ます。

シ ン タ ッ ク ス
update tablename set fieldname =expression [fieldname =expression] 
where key = expression [and key = expression];
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挿入の関数 (INSERT)

はじめに insert 関数を使用する と、 データベース  テーブル内の情報を更新できます。

シ ン タ ッ ク ス
insert into tablename [ (fieldlist) ] [  (valuelist) ];
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User Exit の関数 (EXEC)

user exit について user exit は、 一時的にマップの ト ランスレーシ ョ ンを終了させる拡張ルールで

す。 user exit を使用する と、 既存の機能を向上させたり、 通常の ト ランスレー

シ ョ ンでは Gentran:Server で実行されない特定の処理を実現できます。

参照
user exit の詳細については、 付録 「User Exit」 を参照して ください。

user exit 
拡張ルールの配置

exec 関数は、 適切な場合は任意の階層レベルにあるマップ コンポーネン トの拡

張ルール ( フ ィールド  レベルの拡張ルールを含む ) 内で使用できます。

メ モ
マップ コンポーネン トに User Exit を適用する と、 そのマップの下位コンポーネ
ン トでも同じ  User Exit を実行できます。

使用可能なデータ型 次に、 exec 関数で使用できる拡張ルールのデータ型を示します。

◗ INTEGER
◗ REAL
◗ STRING

メ モ
日付および時刻データを使用するには、 文字列データ型と して処理する必要が
あ り ます。
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ActiveX と  User Exit の関数

はじめに 現在 Gentran:Server は、 新しい拡張ルール機能をサポート しています。 その機能

では、 拡張ルール内から  Microsoft の ActiveX データ  オブジェク ト  (ADO) を使用

できるよ うになっており、 user exit のサポート も向上しています。

ActiveX イ ンデ ッ ク

ス付きプロパテ ィ

現在 Gentran:Server は、 ActiveX インデッ クス付きプロパティをサポート してい

ます。 サポートするインデッ クス  タイプは、 次のとおりです。

◗ バリ アン ト

◗ 数値

◗ 文字列

インデッ クスのサポートによ り、 これらのシンタ ッ クスを使用できるよ うに
なっています ( 使用するオート メーシ ョ ン サーバーでこれらのシンタ ッ クスが

サポート されている場合 )。
n = ob.property[1];
n = ob.property[“Count”];
n = ob.property[ob.method()];

Gentran:Server は、 ActiveX メ ソ ッ ド呼び出しおよびプロパティのチェーニングも

サポート しています。 これによ り、 比較的複雑なオブジェク ト  モデル (ADO な
ど ) を持つオート メーシ ョ ン サーバーの拡張ルールを簡略化できます。

例
次に、 チェーニング ステート メン トの例を示します。

recordset.fields.item[“MessageId”].value

Createobject 
シン タ ッ ク ス

createobject 関数を使用する と、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーのインスタン

スを作成できます。

シ ン タ ッ ク ス
object = createobject(“ProgID”);

ProgID は、 プログラムの識別子です。 次に、 ProgID の例を示します。
"InternetExplorer.Application"

( 次のページへ続く )
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Deleteobject 
シン タ ッ ク ス

deleteobject 関数を使用する と、 ActiveX オート メーシ ョ ン  サーバーのインスタン

スを削除できます。 オブジェク トは、 そのオブジェク ト を使用するマップの終
了前に削除する必要があ り ます。 Gentran:Server ト ランスレータはマップの終了

時にオブジェク ト を自動的に削除しますが、 (deleteobject コマンドを使用して ) 
オブジェク トが完了した時点ですぐにそのオブジェク ト を削除する方が効率的
です。 また、 あるオブジェク ト を別のマップへ割り当てた場合、 そのオブジェ
ク ト を正常にアンロードするには、 それら両方のオブジェク トのコピーを削除
する必要があ り ます。

シ ン タ ッ ク ス
deleteobject(object);

getiid シン タ ッ ク ス The getiid 関数では、 インターフェイスの一意の識別子を取得できます。 この関

数は、 インターフェイスの文字列名や文字名を使用して、 インターフェイスを
実行するためにソフ ト ウェアによって使用されるグローバルな一意の識別子を
返します。

シ ン タ ッ ク ス
string_variable = getiid(“ProgID”, “InterfaceID”);

IID (InterfaceID) は、 インターフェイス識別子です。 次に、 IID の例を示します。
"IWebBrowser2"

queryobject 
シン タ ッ ク ス

queryobject 関数は、 既存のオブジェク トに別のインターフェイスを要求するため

に使用します。

シ ン タ ッ ク ス
object2 = queryobject(object1, "{IID}");

メ モ
ActiveX プロパティ、 メ ソ ッ ドの結果、 または任意の ActiveX プロパティ と メ
ソ ッ ドの結果を比較する拡張ルールは使用できません。 コンパイル前は、 プロ
パティ と メ ソ ッ ド  タイプを特定できず、 正しい比較コードを生成できません。
したがって、 この種の比較は無効です。
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アルフ ァベッ ト 順リ フ ァ レンス 0

概要

はじめに この項には、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語のキーワードおよびコマンド

のアルファベッ ト順リ ファレンスがあ り ます。 この リ ファレンスを使用する と、
特定のキーワードまたはコマンドについての情報をすばやく参照できます。

書体の規則 次の表に、 この項で使用される書体の規則を示します。

書体の規則 この項では、 次のプログラ ミ ング ガイ ド ラ インが使用されます。

◗ キーワードおよびコマンドは、 すべて小文字で示されます。

◗ マップ コンポーネン トは、 すべて大文字で示されます。

◗ ダブル スラ ッシュ  (//) は、 コ メン トの開始を示します。

◗ この項で 1 行に収まらないテキス トは、 行送りの記号 (➥ ) を使って、 次の行
に続けて記述されています。

◗ ✟✟

書体の例 書体が示す意味

While ユーザーが入力する内容です。

condition シンタ ッ クス内で入力する情報です。

[1] シンタ ッ クス内で、 角かっこ内のアイテムは
オプシ ョ ンです。
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atoi

はじめに atoi 関数は、 文字列を整数に変換する数値関数です。 数値関数を使う と、 データ

型を変更できます。

シン タ ッ ク ス int = atoi(string);

コ メン ト : int = 整数変数

string = 文字列変数

例 integer a;
string[20] s;

s = "5";

a = atoi(s);
// "a" には値 5 が入る。
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aton

はじめに aton 関数は、 文字列を実数に変換する数値関数です。 数値関数を使う と、 デー

タ型を変更できます。

シン タ ッ ク ス real = aton(string);

コ メン ト : real = 実数変数

string = 文字列変数

例 real a;
string[20] s;

s = "5.5";

a = aton(s);
// "a" には値 5.5 が入る。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 auditlog 6 - 49
auditlog

はじめに auditlog 関数を使用する と、 Gentran:Server オーディ ッ ト  ログに、 ユーザー定義

のオーディ ッ ト  メ ッセージを書き込むこ とができます。 オーディ ッ ト  ログ処理

を呼び出す拡張ルールを実行する と、 指定されたユーザー定義のメ ッセージが
オーディ ッ ト  ログに書き込まれます。

メ モ
この関数には、 戻り値はあ り ません。

シン タ ッ ク ス auditlog(MessageID, Type, Key, [, string1] [, string2] [, string3] [, string4] [, string5] 
[, string6] [, string7];

MessageID 1 番目のパラ メータの MessageID は、 ユーザー定義のオーディ ッ ト  メ ッセージ識

別子です。 整数値である必要があ り ます。

Type 2 番目のパラ メータの Type は、 オーディ ッ ト  メ ッセージのタイプを示すキー

ワードです。 Gentran:Server では、 次の定義済みキーワードが有効です。

◗ AL_PROC ( 処理 )
◗ AL_MSG ( メ ッセージ )

メ モ
まだキーワードが定義されていない Type を説明するため、 整数値を指定
するこ と もできます。

Key 3 番目のパラ メータの Key はキーワードであ り、 ゼロ  ( パラ メータ  2 の Type が 
"AL_PROC" の場合 ) または指定された Type のデータの ID です。 Gentran:Server
では、 次の定義済みキーワードが有効です。

◗ AL_KEY_INPUT
◗ AL_KEY_OUTPUT

メ モ
まだキーワードが定義されていない Key を示すため、 整数値を指定するこ
と もできます。

( 次のページへ続く )
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パラ メ ータ  4 ～ 10 パラ メータ  4 ～ 10 は、 オプシ ョ ンの文字列値です。 ユーザー定義のメ ッセージ

は、 オーディ ッ ト  メ ッセージで定義された変数を入力するため、 これらのパラ

メータを必要とするこ とがあ り ます。

例 1 auditlog(MessageID, AL_PROC, 0, ...);
// マップ内の処理メ ッセージを発行する。

例 2 auditlog(MessageID, AL_MSG, 0atoi(param(1)), ...);

//現在処理中のメ ッセージのデータ  オーディ ッ ト を
//発行する。
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begin

はじめに Gentran:Server では、 条件付き論理を使って条件をテス ト し、 そのテス ト結果に

応じて演算を実行します。 条件は、 任意のレベルに対してネス トするこ とがで
きます。 if/then キーワードを使って、 1 つ以上のステート メン ト を条件付きで実

行できます。 if/then ループの本体で複数のステート メン ト を使用する場合は、

begin/end キーワードでステート メン ト を囲む必要があ り ます。 ステート メン ト

を 1 つしか使用しない場合は、 begin と  end を省略できます。

メ モ
条件をセ ミ コロン (;) で終了しないでください。 この終了のシンタ ッ クスは、 ス
テート メン トの場合にのみ必要です。

シン タ ッ ク ス if condition then
begin
     statement1;
     statement2;
end
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break

はじめに break 関数は、 も近くでそれを囲む while ループの実行を終了し、 end キー

ワードの後ろのステート メン トに制御を渡します。 break キーワードは、 一般に

は複雑なループ内で使って、 いくつかのステート メン トの実行前にそのループ
を終了します。

例 integer i
  i = 0;

While i<10 do
Begin 

    #Total = Total + 50;

    i = i + 1;

   If #Total > 100000

      Break;
   Else

      Continue;

End
//変数 "i" の値が 10 未満の間は、 フ ィールド  Total に 
//50 を加算する。 
//"i" が 10 になる前にフ ィールド  Total の値が 100000 を
//超えた場合は while ループを終了し、 そ うでなければ 
//"i" が 10 になるまで処理を続ける。
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cerror

はじめに cerror 関数は、 エラーを発生させ、 ターゲッ ト  ステート メ ン ト  ( ユーザーが指定

するステート メン ト ) を ト ランスレータ  レポートで報告します。 通常、 条件が 
false である場合に実行される動作と して、 この関数を指定します。 次の表に、

Gentran:Server で cerror 関数がサポート されるタイ ミ ングを示します。

シン タ ッ ク ス cerror(error_number,$GROUP_NAME[index][index][index].
➥ #FIELD_NAME);

例 cerror(100,$ILD[0][1][1].#VATC);

// これは、 ILD グループの指定したインスタンスの VATC エレ メン トで、
//エラー 100 を発生させる。

エ ラー コー ド 次に、 エラー コードを示します。

マ ッ プまたはフ ォームのタ イプ cerror 関数のサポー ト 側

画面入力 無効

印刷 無効

エクスポート マップの入力側のみで有効

インポート マップの入出力側で有効

ブレーク  ( インターチェンジ、 グルー

プ、 またはト ランザクシ ョ ン  セッ ト )
マップの入力側のみで有効

ビルド  ( インターチェンジ、 グルー

プ、 またはト ランザクシ ョ ン  セッ ト )
無効

エ ラー番号 生成されたエ ラー

100 Mandatory Element

105 Conditional Element

110 Incorrect Element Format

111  Invalid Date

112  Invalid Time

113 Invalid String
( 次のページへ続く )
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114 Invalid Number

115 Incorrect Element Length

116 Element Too Short

117 Element Too Long

118 Invalid Overpunch Data

119 Invalid Numeric XData

120 Too Many Components

121 Too Many Elements

125 Element Delimiter

130 Conditional Relation

135 Element Code

140 Standard Rule Failure

145 Binary Substitution Failed

200 Mandatory Component

205 Conditional Component

210 Incorrect Component Format

215 Incorrect Component Length

220 Component Delimiter

225 Component Code

300 Mandatory Segment

305 Segment Sequence

310 Invalid Start End

315 Incorrect Block Format

320 Segment Terminator

330 Unexpected Segment

400 Session Error

405 Unknown Partner
( 次のページへ続く )
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エ ラー番号 生成されたエ ラー
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410 Invalid Control Number

415 Invalid Sub Count

420 Unknown Relationship

425 Unknown Standard

430 Unknown Version

435 Unknown Transaction

440 Duplicate Control Number

445 Duplicate Doc Name

500 ActiveX Bad Param Count

505 ActiveX Bad Argument Type

510 ActiveX Unknown Name

515 ActiveX Type Mismatch

520 ActiveX Missing Required Param

525 ActiveX Server Unavailable

530 ActiveX Object Not Created

535 ActiveX Other Error

600 XML Element Type Match

601 XML Element Root Type

602 XML Element Required

620 XML Attribute Undeclared

621 XML Attribute Not Unique

622 XML Attribute Required

623 XML Attribute Fixed Error

624 XML Attribute ID Not Unique

625 XML Attribute ID REF Match

630 XML Attribute Parse Name Error

631 XML Attribute Parse Equal Error
( 次のページへ続く )
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632 XML Attribute Parse OQuote Error

633 XML Attribute Parse CQuote Error

640 XML Attribute Name Error

641 XML Attribute Names Error

642 XML Attribute NMToken Error

643 XML Attribute NMTokens Error

644 XML Attribute Entity Error

645 XML Attribute Entities Error

660 XML Reference Char Invalid

661 XML Reference Entity Recursion

662 XML Reference Entity Undeclared

699 XML Unknown Error

700 ODBC Data Source Open Error

701 ODBC Data Source Rollback

702 ODBC Data Source Commit Error

703 ODBC Data Source Rollback Error

710 ODBC Query Open Error

711 ODBC Command Error

712 ODBC Cursor Error

720 ODBC Output Table Error

721 ODBC Output Operation Error

730 ODBC Mandatory Element

731 ODBC Data Conversion Error

732 ODBC Incorrect Element Format

733 ODBC Standard Rule Failure

799 ODBC Unknown Error

800 NCPDP BFHS Missing
( 次のページへ続く )
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801 NCPDP BFHS Seg ID Error

802 NCPDP BFHS Transmission Type Error

803 NCPDP BFHS Sender ID Missing

804 NCPDP BFHS Batch ID Error

805 NCPDP BFHS File Type Error

806 NCPDP BFHS Receiver ID MIssing

807 NCPDP BFDDR Missing

808 NCPDP BFDDR Seg ID Error

809 NCPDP BFDDR Transaction Ref Missing

810 NCPDP BFTR Missing

811 NCPDP BFTR Seg ID Error

812 NCPDP BFTR Batch ID Error

813 NCPDP BFTR Record Count Error

814 NCPDP BFTR Record Count Mismatch Error

815 NCPDP DR Repeating Segment Error

816 NCPDP DR Transaction Code Error

817 NCPDP DR Transaction Count Error

818 NCPDP DR Transaction Count Mismatch Error

819 NCPDP DR Header Response Code Error

820 NCPDP DR Transaction Response Code Error

830 NCPDP Null Char

832 NCPDP Invalid Char

833 NCPDP Unexpected EOF

835 NCPDP Unexpected STX

836 NCPDP Unexpected ETX

837 NCPDP Missing Stream Separator 1

838 NCPDP Missing Stream Separator 2
( 次のページへ続く )
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839 NCPDP Unexpected Separator

840 NCPDP Unexpected FS

841 NCPDP Unexpected GS

842 NCPDP Missing GS

845 NCPDP Positional Segment Tag Off

855 NCPDP Delimited Segment Empty

856 NCPDP Delimited Segment Missing First FS

857 NCPDP Delimited Field ID Invalid

858 NCPDP Delimited Field ID Invalid Char

859 NCPDP Delimited Field ID Null Char

860 NCPDP Delimited Field ID Incomplete

861 NCPDP Delimited Field Data Missing

862 NCPDP Delimited Field Data Null Char

863 NCPDP Delimited Field Data Invalid

864 NCPDP Delimited Field Data Invalid Char

865 NCPDP Delimited Segment ID Invalid

866 NCPDP Delimited Segment ID Invalid Char

867 NCPDP Delimited Segment ID Null Char

868 NCPDP Delimited Segment ID Incomplete

869 NCPDP Delimited Field ID Size

885 NCPDP Batch Nothing After STX

886 NCPDP Batch Unexpected STX

887 NCPDP Batch Missing ETX

888 NCPDP Batch Data File Open

890 NCPDP Data Field String Separator

891 NCPDP Data Field String No Filename

892 NCPDP Data Field String Start Byte
( 次のページへ続く )
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893 NCPDP Data Field String End Byte

894 NCPDP Data Field String Incomplete

895 NCPDP Data Field String Extra Characters

896 NCPDP Data Field Size Incorrect

897 NCPDP Data Field Start Out of Bounds

898 NCPDP Data Field Start Beyond End

899 NCPDP Unknown Error

 ( 続き )
エ ラー番号 生成されたエ ラー
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concat

はじめに concat 関数は、 1 つの文字列の指定数の文字を別の文字列の末尾に連結します。

シン タ ッ ク ス concat(string,string,num_char);

コ メン ト : string = 文字列変数

num_char = 初の文字列の末尾に連結する  2 番目の文字列の文字数

メ モ
コンパイルする前に ActiveX プロパティの長さは特定できないため、 concat 関数
の 初のパラ メータ と して、 ActiveX プロパティは使用できません。

例 string[20] s1,s2;
s1 = "Sterling";

s2 = "Commerce";

concat(s1,s2,8);

//文字列 "s1" の末尾に文字列 "s2" から  8 文字を連結する。

// s1 の値は "Sterling Commerce" になる。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 continue 6 - 61
continue

はじめに continue 関数は、 continue ステート メン トの後ろのループ内のステート メン ト を

処理せずに、 も内側のループの処理を続行します。

例 integer i
  i = 0;

 

While i<10 do
Begin 

    #Total = Total + 50;

    i = i + 1;

   If #Total > 100000

      Break;
   Else

      Continue;

End

//変数 "i" の値が 10 未満の間は、 フ ィールド  Total に 
//50 を加算する。 
//"i" が 10 になる前にフ ィールド  Total の値が 100000 を
//超えた場合は while ループを終了し、 そ うでなければ 
//"i" が 10 になるまで処理を続ける。
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count

はじめに count 関数は、 グループが繰り返される数をカウン ト して戻します。 次に例を示

します。

integer i;

i = count($N1[*]);

//[*] は N1 グループの繰返し回数をカウン トするワイルドカード。
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createobject

はじめに createobject 関数では、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーのインスタンスを作

成できます。

シン タ ッ ク ス object = createobject("ProgID");

コ メン ト : ProgID = プログラムの識別子

例 object ob;
ob = createobject("InternetExplorer.Application");
//ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの既定インターフェイスのインスタンスを
//作成する。
//注意 :
//createobject コマンドは、 インターフェイス名の代りに IID を使用する場合に、
// よ り効率的になる。
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date

はじめに date 関数は、 指定した書式で文字列型を日 / 時型に変換します。 この関数ではス

ラ ッシュ  (/) などの静的文字を含めるこ とができるため、 日付のサポート をすべ

て利用できます。

シン タ ッ ク ス Datetime = date("format",string);

コ メン ト : datetime = 日 / 時変数 ( 月は 1 ～ 12 で指定 )
format = 使用する日付書式

string = 文字列変数

例 datetime d;
d = date(1995,4,6);
d = date(1995,4,6,12,0);
d = date("%y/%m/%d","95/4/6");
d = date("%y/%m/%d",#strdate);

書式指定子 次の表に、 書式指定子を示します。

書式指定子 説明

%8 ISO-8601 日付書式

書式
YYYYMMDDTHHMMSS.mmmZ

世界標準時 (Zulu 時間、 グ リニッジ標準時と も呼ばれる ) 
で表される  4 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、
T ( 時刻 ) 指示記号、 2 桁表記の時間、 2 桁表記の分、 2 桁
表記の秒、 Z (Zulu 時間 ) 指示記号 
( 例、 20031209T123000.000Z) 

メ モ
この日付書式は、 他の書式指定子と組み合わせるこ とはで
きません。

%a 略式曜日名

%A 完全曜日名

%b 略式月名

%B 完全月名

( 次のページへ続く )
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%d 10 進数での日付 (01 ～ 31)

%D ISO-8601 日付書式 ( 日付コンポーネン トのみ )

書式
YYYYMMDDZ

メ モ
この日付書式は、 他の書式指定子と組み合わせるこ とはで
きません。

%H 24 時間形式の時間 (00 ～ 23)

%I 12 時間形式の時間 (01 ～ 12)

%j 10 進数での年間通算日 (001 ～ 366)

%m 10 進数での月 (01 ～ 12)

%M 10 進数での分 (00 ～ 59)

%S 10 進数での秒 (00 ～ 59)

%U 日曜日を週初日と した、 10 進数での年間通算週 (00 ～ 51)

%w 10 進数での曜日 (0 ～ 6、 日曜日を  "0" と して )

%W 月曜日を週初日と した、 10 進数での年間通算週 (00 ～ 51)

%y 10 進数での 2 桁年数 (00 ～ 99)

%Y 10 進数での 4 桁年数

%% パーセン ト記号

 ( 続き )
書式指定子 説明
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delete

はじめに delete 関数は、 グループの特定の発生を削除します。

シン タ ッ ク ス delete($GROUP_NAME[N]);

n は、 削除したいグループの発生です。

例 delete($ILD[2]);
//ILD グループの 2 番目の発生を削除する。
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deleteobject

はじめに deleteobject 関数を使用する と、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーのインスタ

ンスを削除できます。 オブジェク トは、 そのオブジェク ト を使用するマップの
終了前に削除する必要があ り ます。 Gentran:Server ト ランスレータはマップの終

了時にオブジェク ト を自動的に削除しますが、 オブジェク トが完了した時点で
そのオブジェク ト をすぐに削除する方が効率的です。 また、 あるオブジェク ト
を別のマップへ割り当てた場合、 そのオブジェク ト を正常にアンロードするに
は、 それら両方のオブジェク トのコピーを削除する必要があ り ます。

シン タ ッ ク ス deleteobject(object);

例 object ob;
ob = createobject("InternetExplorer.Application");
deleteobject(ob);
//オブジェク トのインスタンスを削除する。
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empty

はじめに empty 関数は、 内部記憶領域のフ ィールド値を  null に設定します。 この関数は、

フ ィールドの値を空文字列 (" ") またはゼロに設定する方法と同じではあ り ま

せん。

シン タ ッ ク ス empty($GROUP_NAME[index][index][index]. #FIELD_NAME)

例 empty($ILD.#VATC);

//VATC エレ メン トの指定したインスタンスの値を  null に設定する。
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end

はじめに Gentran:Server では、 条件付き論理を使って条件をテス ト し、 そのテス ト結果に

応じて演算を実行します。 条件は、 任意のレベルに対してネス トできます。 if/
then キーワードを使って、 1 つ以上のステート メン ト を条件付きで実行できま

す。 if/then ループの本体で 1 つ以上のステート メン ト を使用する場合は、 begin/
end キーワードでステート メン ト を囲む必要があ り ます。 ステート メン ト を  1 つ
しか使用しない場合は、 begin と  end を省略できます。

メ モ
条件をセ ミ コロン (;) で終了しないでください。 この終了のシンタ ッ クスは、 ス
テート メン トの場合にのみ必要です。

シン タ ッ ク ス if condition then
begin
     statement1;
     statement2;
end
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exec

はじめに exec 関数は、 バッチ ファ イルまたはプログラムの実行を呼び出します。 ト ラン

スレータは、 ト ランスレーシ ョ ンを続行する前に、 スク リプ トが終了するのを
待ちます。 スク リプ トが実行され、 数字の戻り値コードが返される と、 exec 関
数は次の処理を実行します。

◗ 戻り値コードを取得する

◗ ト ランスレーシ ョ ンに戻る

◗ ト ランスレーシ ョ ンで戻り値コードを使用する

メ モ
ルールをコンパイルするには、 exec (...) 呼び出しの戻り値と同じ整数値を
設定する必要があ り ます。

シン タ ッ ク ス nReturn = exec(string)

コ メン ト :
nReturn = 戻り値

string = シェル スク リプ ト を表す文字列変数またはリ テラル値

例 integer nReturn;
nReturn = 0;
nReturn = exec (“c:¥addrunm.sh”);
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exist

はじめに exist 関数は、 フ ィールドが空 (null) かど うかをテス ト します。 内部記憶領域内の

指定したフ ィールドにデータがある場合は、 ゼロ以外の値 (true) を返します。 指

定したフ ィールドにデータがない場合は、 関数はゼロ値 (false) を返します。 通

常、 この関数は条件の一部と して使用します。

条件が true かど うかに関わらず、 IF EXIST 関数がゼロ以外の値 (true) を返す場合

があ り ます ( フ ィールドまたはエレ メン トに Use Code スタンダード  ルールが適

用されている場合など )。 日付タイプと番号タイプのフ ィールドにのみ IF EXIST 
関数を使用するこ とによって、 この問題を解決できます。 照合するフ ィールド
への参照はいずれも、 必ず IF EXIST 開始ブロ ッ ク内にネス ト されるよ うにして

ください。

文字列型のフ ィールドには、 次の書式を使用します。

IF Field1 = ""

シン タ ッ ク ス if exist($GROUP_NAME[index][index][index]. #FIELD_NAME) then

例 if exist($ILD.#VATC) then

    #TEMP_FIELD = #VATC;

//条件が true の場合 (VATC エレ メン トの指定したインスタンス内に
//データがある場合 ) に、 ゼロ以外の値を返す。
//条件が false の場合 (VATC エレ メン トの指定したインスタンス内に
//データがない場合 ) には、 ゼロ値を返す。
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fseek

はじめに fseek 関数は、 ファ イル内の指定した始点から新しい位置へ、 指定されたバイ ト  
( オフセッ ト ) 数だけファイル ポインタを移動させます ( 始点は、 ファ イルの

初、 ファ イルの 後、 または現在の位置です )。

入力ファイルに対して fseek 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 0 です。 出

力ファイルに対して fseek 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 1 です。 通常、

fseek 関数は、 ftell、 readblock、 および writeblock 関数と組み合わせてのみ使用し

ます。

シン タ ッ ク ス fseek(current_file,offset,origin);

コ メン ト : current_file = 入力ファイルは 0、 は出力ファイルは 1

offset = 起点を基準と したファ イル ポインタの移動先の位置

origin = 開始位置を示すキーワード

begin = ファ イルの 初で開始

end = ファ イルの 後で開始

current = ファ イルの現在の位置で開始

例 string[1024]temp_buffer;

Integer Position;
Position = ftell(0);

while readblock(temp_buffer) do
begin
   if left(temp_buffer,3) = "IEA" then
       begin
            fseek(0,Position,begin);
             break;
        end
   writeblock(temp_buffer);
    Position = ftell(0);
end

//入力ファイルからセグメン ト を読み取り、 temp_buffer に入れる。
//"IEA" セグメン ト  タグを探す。 検出した場合には、 "IEA" セグメン ト を
//読み取る前の位置にファイル ポインタを リセッ ト します。
//temp_buffer のコンテンツを出力ファイルに書き込みます。
//"Position" を現在のファイル ポインタの位置に設定する。
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ftell

はじめに ftell 関数は、 ファ イル ポインタの現在の位置を取得し、 整数と して返します。

入力ファイルに対して ftell 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 0 です。 出力

ファ イルに対して ftell 関数を呼び出す場合、 current_file の値は 1 です。 通常、

ftell 関数は、 fseek、 readblock、 および writeblock 関数と組み合わせてのみ使用し

ます。

シン タ ッ ク ス numeric_variable = ftell(current_file);

例 string[1024]temp_buffer;
Integer Position;

Position = ftell(0);

while readblock(temp_buffer) do
begin
   if left(tem_buffer,3) = "IEA" then
       begin
            fseek(0,Position,begin);
             break;
        end
   writeblock(temp_buffer);
    Position = ftell(0);
end

//入力ファイルからセグメン ト を読み取り、 temp_buffer に入れる。
//"IEA" セグメン ト  タグを探す。 検出した場合には、 "IEA" セグメン ト を
//読み取る前の位置にファイル ポインタを リセッ トする。
//temp_buffer の内容を出力ファイルに書き込む。
//"Position" を現在のファイル ポインタの位置に設定します。
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get

はじめに get 関数では、 日 / 時変数の個々の構成要素を取得できます。

シン タ ッ ク ス integer_variable = get datetime_component (datetime_variable);

コ メン ト : integer_variable = 整数変数

datetime_component = 日 / 時変数の

個々のコンポーネン ト
datetime_variable = 取得したい構成要素を一部に持つ

日 / 時変数

例 integer temp_days;

integer temp_hours;
datetime d;

temp_days = 0;

temp_hours = 0;
d = '12/25/2001 12:15:30';

// マップ内のフ ィールド値は、 日付 / 時刻変数 "d" に割り当てるか、
// またはハード  コード値を割り当てるこ とができる。

temp_days = get days (d);
 temp_hours = get hours (d);

//日付 / 時刻変数 "d" の日付を取得し、 変数 "temp_days" に読み込む。
//日付 / 時刻変数 "d" の時刻を取得し、 変数 "temp_hours" に読み込む。
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getiid

 はじめに getiid 関数では、 インターフェイスの一意の識別子を取得できます。 この関数

は、 インターフェイスの文字列名や文字名を使用して、 インターフェイスを実
行するためにソフ ト ウェアによって使用されるグローバルな一意の識別子を返
します。

シン タ ッ ク ス 次のシンタ ッ クスは、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの既定インターフェイ

スのインスタンスを作成します。

string_variable = getiid("ProgID");

次のシンタ ッ クスは、 インターフェイスの InterfaceID (IID) を検索します。

string_variable = getiid("ProgID", "Interface_Name or {Interface ID}");

例 object ob;
string[50] iid;
iid = getiid("InternetExplorer.Application", "IWebBrowser2");
ob = createobject("InternetExplorer.Application", iid);
ob.Visible = 1;
//ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーでプロパティ値を設定し、
//デスク ト ップに Internet Explorer を表示する。
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if then...else

はじめに キーワードの if、 then、 および else を使う と、 条件付き論理を使用できます。

Gentran:Server では、 条件付き論理を使って条件をテス ト し、 そのテス ト結果に

応じて演算操作を実行します。 条件は、 任意のレベルに対してネス トできます。
if/then キーワードを使って、 1 つ以上のステート メン ト を条件付きで実行できま

す。 通常、 条件には比較を使用しますが、 数値で終了する任意の表現を使用す
るこ と もできます。 Gentran:Server は、 true と  false のいずれかと して値を解釈し

ます。 システムでは、 ゼロ値が false、 ゼロ以外の値が true と解釈されます。

Gentran:Server では、 if/then 条件を評価し、 それが true であれば then キーワード

に続くすべてのステート メン トが実行されます。 その条件が false であれば、

then に続く ステート メン トは実行されません。

if/then と組み合わせて else キーワードを使う と、 複数ブロ ッ クにわたるステー

ト メン ト を定義するこ とができ、 結果的にそれらのブロ ッ クのうちの 1 つが実

行されます。 Gentran:Server では、 まず if/then 条件がテス ト されます。 その条件

が false であれば、 true である条件が検出されるまで各条件のテス トが順次進め

られます。 true の条件があれば、 それに対応するブロ ッ クのステート メン トが実

行されます。 if/then 条件に true のものがなければ、 else キーワードに続く ステー

ト メン トが実行されます。

メ モ
条件をセ ミ コロン (;) で終了しないでください。 この終了のシンタ ッ クスは、 ス
テート メン トの場合にのみ必要です。

例 if condition then
begin
     statement1;
     statement2;
end
else
begin
     statement3;
     statement4;
end
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index

はじめに index 関数では、 ト ランスレータが現在アクセスしているループのインスタンス

を特定できます。

シン タ ッ ク ス index(integer_variable);

コ メン ト : integer_variable = 整数変数で表された、

loop count を特定する対象の階層レベル

例 index(1)
// この拡張ルールは、 次の図の ILD グループにある。
// これは、 階層構造の 初のレベル (ODD) 現在の繰返し数を決定する。
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insert

はじめに insert 関数を使用する と、 データベース  テーブル内の情報を更新できます。

シン タ ッ ク ス insert into tablename [ (fieldlist) ] [  (valuelist) ];

コ メン ト : tablename DivisionLookup | PartnerLookup | DivisionLocation
PartnerLocation | DivisionXref | PartnerXref

fieldlist ( fieldname [ , fieldname ] )

fieldname テーブルに含まれるフ ィールドの名前。

valuelist ( String [ , String ] )

メ モ

◗ この章の後に、 テーブルのリ ス トがあ り ます。

◗ fieldlist には、 データを追加する  1 つ以上の fieldname を リ ス ト します。

◗ fieldname は、 任意の順序でリ ス トできます。

◗ valuelist は、 フ ィールド  リ ス ト と同じ順番でリ ス トする必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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例 updateStatus = update PartnerLookup  

set Description = "Lookup Update 
Test",Text1="Text1Updated",Text2="Text2Updated",Text3="Text3Update
d",Text4="Text4Updated"
where TableName = "PartLkp" and Item = "1";  

if updateStatus = 1 then   
begin

  messagebox("Update PartnerLookup: Record Not Found,Attempting 
➥ Insert...",1);

  insertStatus = insert into PartnerLookup( PartnerKEY, TableName,
➥ Item,Description,Text1,Text2,Text3,Text4)   

➥ values ("PETZONE","PartLkp","1","Lookup Insert 

➥ Test","Text1","Text2","Text3","Text4");
  if insertStatus = 0 then

  begin

     messagebox("Insert PartnerLookup: Failed",1);
  end

end

if updateStatus = 2 then

begin

     messagebox("Update PartnerLookup Failed with OtherError",1);

end
// この例では、 照合テーブル "PartLkp" が既に作成されているこ とを前提と している。
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left

はじめに left 関数は、 文字列変数または文字列フ ィールド内の左側から指定した文字数を

抽出し、 その結果を文字列と して返します。

シンタ ッ クスは次のとおりです。

string_variable = left(string_variable,num_char)

コ メン ト : num_char = 整数変数

メ モ
コンパイルする前に ActiveX プロパティの長さを特定できないため、 left 関数の
初のパラ メータ と して、 ActiveX プロパティは使用できません。

例 string [25]name;
string [5]temp_variable;
name = "Acme Shipping Company"
temp_variable = left(name,4);
// "temp_variable" には、 "Acme" が入る。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 len 6 - 81
len

はじめに len 関数は、 文字列中の文字数を数えて戻す数値関数です。 数値関数を使う と、

データ型を変更できます。

シン タ ッ ク ス number_char = len(string);

コ メン ト : num_char = 整数変数

例 integer a;
a = 0;
a = len("hello");

// "a" には値 5 が入る。
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messagebox

はじめに messagebox 関数では、 あらかじめフォーマッ ト と コンテンツを指定してある

メ ッセージ ボッ クスを表示できます。 メ ッセージ ボッ クスのボタンの番号と タ

イプ、 メ ッセージ アイコン ( ハンド、 疑問符、 感嘆符、 アスタ リ スクなど )、 お

よび表示される メ ッセージを指定できます。 さ らに、 選択された動作に基づい
て、 戻り値を発行するこ とができます。

メ モ
メ ッセージ ボッ クスには、 文字列値だけを表示できます。

シン タ ッ ク ス messagebox("message",defined_number)

コ メン ト : message = メ ッセージ文字列

defined_number = 目的のボタンの指定番号、

および目的のアイコンの指定番号 ( 使用する場合 )

例 if messagebox("Do you really want to delete this object?",36) = 6
begin
.
.
.
end

// メ ッセージと しての文字列、 Yes と  No ボタン (4)、 および疑問符アイコン (32) が
// メ ッセージ ボッ クスに表示される。 ボタン (4) の番号と種類にアイコン (32) を
//加算する と、 defined_number  (36) になり ます。 ユーザーが Yes ボタン 
//( 値 "6" を返す ) をク リ ッ クする と、 begin/end ループ内のステート メン トが
//実行される。

( 次のページへ続く )
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Defined_
numbers

次の表に、 ボタンおよびアイコン タイプの defined_number を示します。

メ ッ セージ ボッ ク ス

による戻り値

次の表に、 メ ッセージ ボッ クスの戻り値を示します。

Defined_Number ボタ ンまたはアイ コ ン タ イプ

0 [OK] ボタンのみ

1 [OK] および [ キャンセル ] ボタン

4 [ はい ] および [ いいえ ] ボタン

16 ハンド  アイコン

32 疑問符アイコン

48 感嘆符アイコン

64 アスタ リ スク  アイコン

戻り値 選択された動作

1 [OK] を選択

2 [ キャンセル ] を選択

6 [ はい ] を選択

7 [ いいえ ] を選択
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mid

はじめに mid 関数は、 文字列内の指定した位置から順方向に、 文字列の末尾までか、 指定

した文字数を抽出し、 その結果得られた文字列を返します。 この関数は、 ゼロ  
ベースです。

シン タ ッ ク ス string_variable = mid(string_variable,start_pos,num_char)

コ メン ト : start_pos = 整数変数

num_char = 整数変数

メ モ
コンパイルする前に ActiveX プロパティの長さを特定できないため、 mid 関数の
初のパラ メータ と して、 ActiveX プロパティは使用できません。

例 string [25]name;
string [10]temp_variable;
name = "Acme Shipping Company"
temp_variable = mid(name,6,8);
// "temp_variable" には "Shipping" が入る。
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ntoa

はじめに ntoa 関数は、 整数と実数を文字列に変換する数値関数です。 数値関数を使う と、

データ型を変更できます。

シン タ ッ ク ス string = ntoa(integer/real,string);

コ メン ト : integer/real = 整数または実数変数

string = 文字列変数

例 Integer b;
string[8] s;

b = 5.5;

ntoa(b,s);
//変数 "s" には文字列 "5.5" が入る。
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param

はじめに param 関数は、 PARAM(n) 変数の値を読むために使用します。 この拡張ルールに

よ り、 コマンド ラ インを使用して ト ランスレータへ渡された値を参照できるよ
うにな り ます。 拡張ルールで値を参照できるよ うに、 ト ランスレータの呼び出
し中に -u スイ ッチを使用して、 拡張ルールに値を渡すこ とができます。

Gentran:Server は、 ト ランスレータを呼び出すと きに -u スイ ッチを使用しないた

め、 通常は Gentran:Server for Windows 環境内で実行されるマップが param 拡張

ルールを使用するこ とはあ り ません。 ただし、 Gentran:Server の外部で ト ランス

レータを呼びだして、 ト ランスレーシ ョ ンを実行 (tx32 -f <inputfile> 
<templatefile> <outputfile> <reportfile>) する と、 -u スイ ッチで値を ト ランスレータ

に渡すこ とができ、 param 拡張ルールを使ってそれらの値を参照するこ とが可能

になり ます。 

シン タ ッ ク ス param(integer_PARAM_number);
コ メン ト : interger_PARAM_number = 定義済み変数の数

例 たとえば、 次の方法で TX32.EXE を呼び出すと します。

tx32.exe -f input.txt 850.tpl output.txt out.rpt -u 
"PurchaseOrderNumber" -u 12345 -u 500.25

この場合、 GENSRVNT¥Tutorial¥Pet_850.map に、 次のよ うな拡張ルールを書き込

めます。

string [32] strDescription;
string [32] strPONbr;
string [32] strTotalCost;
real nTotalCost;

strDescription = param(0);
strPONbr = param(1);
strTotalCost = param(2);
nTotalCost = aton(strTotalCost);

if nTotalCost > 200 then
begin
  messagebox("Get approval from boss",0);
end

このルールは、 マップの任意の範囲 ( セッシ ョ ン前、 セッシ ョ ン後、 グループの 
" 開始時 "、 フ ィールドなど ) で実行できます。
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queryobject

はじめに queryobject 関数は、 既存のオブジェク トに別のインターフェイスを要求するた

めに使用します。

シン タ ッ ク ス object2 = queryobject(object1, "{IID}");

コ メン ト : object2 = オブジェク トに対して要求されたインターフェイスを含

む結果
IID = 要求されたインターフェイスの識別子

object1 = 既存のオブジェク ト

例 object ob, ob2;
ob = createobject("InternetExplorer.Application");
ob2 = queryobject(ob, "{EAB22AC1-30C1-11CF-A7EB-Â0000C05BAE0B}");
//目的のインターフェイスの Interface ID を使用し、 既存オブジェク ト  (object1) とは
//別の ( 異なる ) インターフェイスを取得する。
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readblock

はじめに readblock 関数は、 入力ファイルからデータ  ブロ ッ ク  ( セグメン ト またはレコー

ド ) を読み込み、 文字列変数の引数に渡します。 readblock と  writeblock 関数を組

み合わせて使用するこ とで、 エラー チェッ クや EDI シンタ ッ クスの正確さのテ

ス ト をせずに、 入力ファ イルのデータ  ブロ ッ クを出力ファイルに渡すこ とがで

きます。 これらの関数の組み合わせは、 通常ビルド  マップとブレーク  マップに

実装される  " ワイルドカード " セグメン ト を使用するよ り便利な方法です。

メ モ
XML データでこの関数を使用する場合の注意事項については、 『XML User's 
Guide』 の付録 「XML Build and Break Maps」 を参照して ください。

シン タ ッ ク ス readblock(string_variable);

メ モ
コンパイルする前に ActiveX プロパティの長さが特定できないため、 readblock 
関数の 初のパラ メータ と して、 ActiveX プロパティは使用できません。

例 while readblock(temp_buffer) do
begin
   if left(temp_buffer,3) = "IEA" then
       begin
            fseek(0,Position,begin);
             break;
        end
   writeblock(temp_buffer);
    Position = ftell(0);
end

//入力ファイルからセグメン ト を読み取り、 temp_buffer に入れる。
//"IEA" セグメン ト  タグを探す。 検出した場合には、 "IEA" セグメン ト を
//読み取る前の位置にファイル ポインタを リセッ トする。
//temp_buffer のコンテンツを出力ファイルに書き込む。
//"Position" を現在のファイル ポインタの位置に設定する。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 readbytes 6 - 89
readbytes

はじめに readbytes 関数は、 バイ ト数を入力ファ イルから読み込みます。 この関数は、

writebytes 関数と組み合わせて使用します。 データのエラー チェッ クや修正を必

要と しない場合は、 readbytes と  writebytes 関数の組み合わせが、 マップでデータ

を渡す便利な方法です。

readbytes と  readblock 関数は似ています。 ただし、 readblock がブロ ッ ク全体 ( 例、

セグメン ト またはレコード全体 ) のみで機能するのに対して、 readbytes はデータ

の大きさがブロ ッ ク よ り大きいか小さいかに関わらず、 すべての大きさのデー
タで機能します。

readbytes 関数は、 2 つのパラ メータを使用します。 初のパラ メータは、 読み込

んだデータを保存するための文字列変数で、 2 番目のパラ メータは読み込むバイ

ト数です。

シン タ ッ ク ス readbytes(read_from_buffer, num_bytes);

コ メン ト : read_from_buffer = 読み込んだデータが保存される文字列変数 
num_bytes = 入力ファイルから読み込まれるデータのバイ ト

数を示す整数値

メ モ
readbytes は、 実際に読み込むこ とができたバイ ト数のデータを返します。

例 string [1024] tempBuffer;

while readbytes(tempBuffer,1024) do

begin
writebytes(tempBuffer,1024);

End

//入力ファイルから  1024 バイ ト読み取り、 文字列変数 tempBuffer に入れる。

writebytes("^0D^0A",2);

//出力ファイルの末尾に CRLF を追加する。
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right

はじめに right 関数は、 文字列変数または文字列フ ィールド内の右側から指定した文字数

を抽出します。

シン タ ッ ク ス string_variable = right(string_variable,num_char)

コ メン ト : num_char = 整数変数

メ モ
コンパイルする前に ActiveX プロパティの長さを特定できないため、 right 関数の
初のパラ メータ と して、 ActiveX プロパティは使用できません。

例 string [25]name;
string [10]temp_variable;

name = "Acme Shipping Company"
temp_variable = right(name,7);

// "temp_variable" には "Company" が入る。
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select

はじめに select 関数を使用する と、 データベース  テーブルから情報を取得できます。

Select スタンダード  ルールで使用できるテーブルとフ ィールドのみが、 " 選択 " 
拡張ルールで使用できます。 このコマンド  シンタ ッ クスの中で、 expression およ

び receiverlist には、 文字列フ ィールド、 文字列変数、 または文字列リテラルが入

り ます。 " 選択 " 拡張ルールのテーブル名とフ ィールド名は、 スタンダード  ルー

ルでの名前とはわずかに異なるので、 注意するこ とが大切です。 この章の 後
に、 これらのテーブル名とフ ィールド名のリ ス トがあ り ます。

シン タ ッ ク ス select fieldname into receiverlist from tablename where key = expression [and key = 
expression];

例 string[10]temp_var1,temp_var2,temp_var3;

select Text1, Text2, Text3 into temp_var1, temp_var2, temp_var3 
➥ from Partnerlookup where Tablename = "Test" and Item ="widgit"

// この例では、 照合テーブル "Test" が既に作成されているこ とを前提と している。
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set

はじめに set 関数を使う と、 日 / 時変数の個々の構成要素を定義できます。

シン タ ッ ク ス set datetime_component (datetime_variable,integer_variable);

コ メン ト : datetime_component = 日 / 時変数の個々のコンポーネン ト

datetime_variable = 取得したい構成要素を一部に持つ日 / 時変数

integer_variable = 整数変数

例 integer temp_days;

datetime d;
temp_days = 15;

d = '12/25/2001';

// マップ内のフ ィールド値は、 日付 / 時刻変数 "d" に割り当てるか、
// またはハード  コード値を割り当てるこ とができる。

set days (d,temp_days);

//変数 "temp_days" から  日付 / 時刻変数 "d" の日付を定義する。
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strdate

はじめに strdate 関数は、 指定した書式で日 / 時タイプを文字列に変換します。 この関数

ではスラ ッシュ  (/) などの静的文字を含めるこ とができるため、 日付のサポート

をすべて利用できます。

シン タ ッ ク ス strdate(datetime,"format",string);

コ メン ト : datetime = 日 / 時変数 ( 月は 1 ～ 12 で指定 )
format = 使用する日付書式

string = 文字列変数

例 datetime d;
string[8] s;

d = #DateField;

strdate(d,"%y/%m/%d",s);

//日付時刻変数を "year/month/day" 書式の 8 文字の文字列に変換する。

書式指定子 次の表に、 書式指定子を示します。

書式指定子 説明

%8 ISO-8601 日付書式

書式
YYYYMMDDTHHMMSS.mmmZ

世界標準時 (Zulu 時間、 グ リニッジ標準時と も呼ばれる ) 
で表される  4 桁表記の年、 2 桁表記の月、 2 桁表記の日、
T ( 時刻 ) 指示記号、 2 桁表記の時間、 2 桁表記の分、 2 桁
表記の秒、 Z (Zulu 時間 ) 指示記号 
( 例、 20031209T123000.000Z) 

メ モ
この日付書式は、 他の書式指定子と組み合わせるこ とはで
きません。

%a 略式曜日名

%A 完全曜日名

( 次のページへ続く )
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%b 略式月名

%B 完全月名

%d 10 進数での日付 (01 ～ 31)

%H 24 時間形式の時間 (00 ～ 23)

%I 12 時間形式の時間 (01 ～ 12)

%j 10 進数での年間通算日 (001 ～ 366)

%m 10 進数での月 (01 ～ 12)

%M 10 進数での分 (00 ～ 59)

%S 10 進数での秒 (00 ～ 59)

%U 日曜日を週初日と した、 10 進数での年間通算週 (00 ～ 51)

%w 10 進数での曜日 (0 ～ 6、 日曜日を  "0" と して )

%W 月曜日を週初日と した、 10 進数での年間通算週 (00 ～ 51)

%y 10 進数での 2 桁年数 (00 ～ 99)

%Y 10 進数での 4 桁年数

%% パーセン ト記号

 ( 続き )
書式指定子 説明
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strstr

はじめに strstr 関数は、 文字列内の部分文字列を検索します。 この関数は、 指定の文字列

内の指定した部分文字列の 初のインスタンスの位置を返します。 関数が、 指
定した部分文字列を文字列内で見つけるこ とができなかった場合は、 -1 の値を

返します。 この関数は、 ゼロベースです。

シン タ ッ ク ス integer = strstr("string","substring");

コ メン ト : integer = 整数変数

string = 文字列

substring = 部分文字列

例 integer d;
d = 0;

d = strstr("mississippi","is");

//文字列 "mississippi" 内のサブ文字列 "is" の 初のインスタンスを検出し、
// そのサブ文字列の位置を返す。
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unreadblock

はじめに unreadblock 関数を使う と、 入力ファイル ポインタを  1 ブロ ッ ク  ( データ  ブロ ッ

ク  1 つは EDI セグメン ト  1 つまたは固定長レコード  1 つに相当 ) 戻すこ とができ

ます。 この関数は、 readblock 関数によって処理されたばかりのデータ  ブロ ッ ク

を未読にします。

メ モ
unreadblock は、 必ず readblock 関数と組み合わせて使用してください。
unreadblock 関数は、 も 近処理されたデータ  ブロ ッ クのみを未読にします。

unreadblock は、 fseek と  ftell 関数を使用する方法に代わるものと して実装されて
います。 特に、 ファ イル ポインタの位置をデータ  ブロ ッ ク  1 つ戻す場合に便利
です。 unreadblock を使用する と、 ファ イル ポインタの位置を元に戻すと同時に、
それに応じてセグメン トおよびバイ トのカウン ト数を減らすので、 ト ランス
レータは、 ト ランスレーシ ョ ン プロセス中に読み込まれたバイ ト数とセグメン
ト数を正確に ト ラ ッ クできるよ うにな り ます。

シン タ ッ ク ス unreadblock();

例 string[1024] tempBuffer;

while readblock(tempBuffer) do
begin

if left(tempBuffer,3) = "IEA" then
begin
unreadblock();
break;

end
writeblock(tempBuffer);

end

//入力ファイルからセグメン ト を読み取り、 変数 tempBuffer に入れる。
// "IEA" セグメン ト  タグを探し、 検出した場合には、 "IEA" セグメン ト を
//読み取る前の位置にファイル ポインタを リセッ ト します。
//tempBuffer のコンテンツを出力ファイルに書き込む。
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update

はじめに update 関数を使用する と、 データベース  テーブル内の情報を更新できます。 こ

の関数は、 Update スタンダード  ルールと似ていますが、 さ らに柔軟性があ り ま

す。 Update スタンダード  ルールで使用できるテーブルとフ ィールドのみが、 " 更
新 " 拡張ルールで使用できます。 このコマンド  シンタ ッ クスの中で、 expression 
には、 文字列フ ィールド、 文字列変数、 または文字列リ テラルが入り ます。 " 更
新 " 拡張ルールのテーブル名とフ ィールド名は、 スタンダード  ルールでの名前

とはわずかに異なるので、 注意するこ とが大切です。 この章の 後に、 これら
のテーブル名とフ ィールド名のリ ス トがあ り ます。

次の表に、 Gentran:Server における  Update 関数のサポート方法を説明します。

シン タ ッ ク ス update tablename set fieldname =expression [fieldname =expression] where key = 
expression [and key = expression];

例 string[15]temp_variable;

temp_variable = "5 Pound Hammer";
update PartnerXref set Text1 = temp_variable where MyItem = " and 
➥ Tablename = "Tools";

// この例では、 クロス  リ ファレンス  テーブル "Tools" が既に作成されているこ とを
//前提と している。

マ ッ プまたはフ ォームのタ イプ update 関数のサポー ト

エクスポート マップの入力側のみで有効

インポート マップの入出力側で有効

ブレーク  ( インターチェンジ、 グルー

プ、 またはト ランザクシ ョ ン  セッ ト )
マップの入力側のみで有効

ビルド  ( インターチェンジ、 グルー

プ、 またはト ランザクシ ョ ン  セッ ト )
マップの入力側のみで有効

印刷 サポート対象外

画面入力 サポート対象外
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while...do

はじめに while...do 関数は、 指定した終了条件がゼロ と評価されるまで、 ステート メン ト

を繰り返し実行します。 システムはループの各繰返しが実行される前に終了条
件をテス トするため、 while ループは終了式の値に応じて 0 回以上実行されます。

メ モ
条件をセ ミ コロン (;) で終了しないでください。 この終了のシンタ ッ クスは、 ス
テート メン トの場合にのみ必要です。

例 integer i

  i = 0;
 

While i<10 do

Begin 
    #Total = Total + 50;

    i = i + 1;

   If #Total > 100000

      Break;

   Else
      Continue;

End

//"i" が 10 未満である間は、 ループを実行する。
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winexec

はじめに winexec 関数を使う と、 ト ランスレータを実行しながら別のプログラムを実行で

きます。 このプログラムは非同期で実行されます。 プログラムを指定して、 プ
ログラム ウ ィ ンド ウの表示方法を決めます。 必要な場合は、 エラー コードを返

すこ と もできます。 エラー コードが 32 よ り大きい場合は、 プログラムはエラー

なしで実行されています。 エラー コードが 32 未満の場合は、 エラーのためにプ

ログラムは実行されていません。 エラー コードが 0 の場合はメモ リ不足です。

エラー コードが 2 の場合は、 ファ イル名が指定されていません。 エラー コード

は、 実行されたプログラムからの戻り値ではあ り ません。

メ モ

◗ 別のコンピュータまたは別のド メ インにあるプログラムを指定する場合は、
該当するフォルダへの適切なアクセス権が必要です。

◗ ト ランスレーシ ョ ンを自動処理のプロセス管理コマンドから実行する場合
は、 その ト ランスレーシ ョ ン  サービス と して実行するユーザー ID に対し
て、 該当するフォルダへの適切なアクセス権が割り当てられている必要があ
り ます。

シン タ ッ ク ス winexec("program",window_display)

コ メン ト : program = 実行可能プログラム名の文字列 ( 必要な場合は 
UNC または ダイレク ト  ファ イル パスを含む )

window_display = プログラム ウ ィ ンド ウの表示方法を示す番号

例 winexec("program.exe", 3)

//Gentran:Server を終了し、 "program.exe" プログラムを非同期で実行する。
//プログラム ウ ィンド ウは、 大化 (3) のサイズで表示される。

( 次のページへ続く )
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ウ ィ ン ド ウ表示の
番号

次の表に、 プログラム ウ ィ ンド ウの外観を制御する  window_display 番号を示し

ます。 プログラム ウ ィ ンド ウの表示方法を指定するには、 window_display の値

ではなく、 " 番号 " を使用して ください。

番号 Window_Display 定義

0 SW_HIDE そのウ ィンド ウを表示せずに別のウ ィ
ンド ウをアクティブにします。

1 SW_SHOWNORMAL ウ ィ ンド ウをアクティブにして表示し
ます。 ウ ィ ンド ウが 小化または 大
化されている場合は、 元のサイズおよ
び位置に戻されます。 ウ ィンド ウを初
めて表示する場合は、 このフラグを指
定する必要があ り ます。

1 SW_NORMAL ウ ィ ンド ウをアクティブにして、 元の
サイズおよび位置で表示します。

2 SW_SHOWMINIMIZED ウ ィ ンド ウをアクティブにし、 小化
ウ ィンド ウ と して表示します。

3 SW_SHOWMAXIMIZED ウ ィ ンド ウをアクティブにし、 大化
ウ ィンド ウ と して表示します。

3 SW_MAXIMIZE ウ ィ ンド ウを 大化します。

4 SW_SHOWNOACTIVATE 後に使用したサイズおよび位置で
ウ ィンド ウを表示しますが、 アクティ
ブにはしません ( 現在のアクティブ 
ウ ィ ンド ウがアクティブのままにな り
ます )。

5 SW_SHOW ウ ィ ンド ウをアクティブにして、 現在
のサイズおよび位置で表示します。

6 SW_MINIMIZE ウ ィ ンド ウを 小化します。

7 SW_SHOWMINNOACTIVE ウ ィ ンド ウをアクティブにせずに 小
化ウ ィンド ウ と して表示します ( 現在

のアクティブ ウ ィンド ウがアクティ

ブのままにな り ます )。

8 SW_SHOWNA ウ ィ ンド ウをアクティブにせずに 後
に使用したサイズおよび位置で表示し
ます ( 現在のアクティブ ウ ィ ンド ウ

がアクティブのままになり ます )。

( 次のページへ続く )
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9 SW_RESTORE ウ ィ ンド ウをアクティブにして表示し
ます。 ウ ィ ンド ウが 小化または 大
化されている場合は、 元のサイズおよ
び位置に戻されます。

10 SW_SHOWDEFAULT ウ ィ ンド ウをアクティブにして、
Windows がサイズおよび位置を決定

できるよ うにします。

 ( 続き )
番号 Window_Display 定義
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writeblock

はじめに writeblock 関数は、 文字列変数の引数内のデータを出力ファ イルに書き込みま

す。 readblock と  writeblock 関数を組み合わせて使用するこ とで、 エラー チェッ

クや EDI シンタ ッ クスの正確さのテス ト をせずに、 入力ファイルのデータ  ブ
ロ ッ クを出力ファ イルに渡すこ とができます。 これらの関数の組み合わせは、
通常ビルド  マップとブレーク  マップに実装される  " ワイルドカード " セグメン

ト を使用するよ り便利な方法です。

メ モ
XML データでこの関数を使用する場合の注意事項については、 『XML User's 
Guide』 の付録 「XML Build and Break Maps」 を参照して ください。

シン タ ッ ク ス writeblock(string_variable);

例 while readblock(temp_buffer) do
begin
   if left(temp_buffer,3) = "IEA" then
       begin
            fseek(0,Position,begin);
             break;
        end
   writeblock(temp_buffer);
    Position = ftell(0);
end

//入力ファイルからセグメン ト を読み取り、 temp_buffer に入れる。
//"IEA" セグメン ト  タグを探す。 検出した場合には、 "IEA" セグメン ト を
//読み取る前の位置にファイル ポインタを リセッ ト します。
//temp_buffer のコンテンツを出力ファイルに書き込む。
//"Position" を現在のファイル ポインタの位置に設定する。
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writebytes

はじめに writebytes 関数は、 指定されたバイ ト数を出力ファイルに書き込みます。 この関

数は、 readbytes 関数と組み合わせて使用します。 データのエラー チェッ クや修

正を必要と しない場合は、 readbytes と  writebytes 関数の組み合わせが、 マップで

データを渡す便利な方法です。

メ モ
システムは、 出力ファイルに書き込まれる文字列値の終端に、 セグメン ト  ター
ミネータを挿入しません。

writebytes と  writeblock 関数は似ています。 ただし、 writeblock がブロ ッ ク全体 (
例、 セグメン ト またはレコード全体 ) のみで機能するのに対して、 writebytes は
データの大きさがブロ ッ ク よ り大きいか小さいかに関わらず、 すべての大きさ
のデータで機能します。

writebytes 関数は、 2 つのパラ メータを使用します。 初のパラ メータは、 出力

ファ イルへ書き込むデータが含まれる文字列変数で、 2 番目のパラ メータは書き

込むバイ ト数です。

シン タ ッ ク ス writebytes(write_to_buffer, num_bytes);

コ メン ト : write_to_buffer = 出力ファイルへ書き込まれるデータを含む

文字列変数
num_bytes = write_to_buffer 変数から読み込まれ、 出力ファ イル

へ書き込まれるバイ ト数を示す整数値

メ モ
定数で 16 進数値を使用する場合は、 ^ の代わりに ¥0x を使用して ください。

例 string [1024] temp_buffer;

while readbytes(temp_buffer,1024) do

begin
writebytes(temp_buffer,1024);

End

writebytes("^0D^0A",2);

// ファ イルから  1024 バイ ト読み取り、 文字列変数 tempBuffer に入れる。

//while ループの実行終了後に CRLF を追加する。
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" 選択 " および " 更新 " で使用できるオプシ ョ ン

はじめに このセクシ ョ ンでは、 " 選択 " および " 更新 " 拡張ルールを使う際に使用できる

データベース  テーブル名および関連するフ ィールド名を示します。 一部のテー

ブルでは、 他のキーも使用できます。 その場合は、 フ ィールド名のリ ス トに続
いて、 該当するキーを示します。

メ モ
拡張ルールを使用して Gentran:Server データベース  テーブルを参照する場合、 使
用するシンタ ッ クスは実際のテーブル名とは異なり ます。 適切な参照シンタ ッ
クスは、 この項の各表を参照して ください。

例
拡張ルールで Document_tb を参照する と きは、 Document を参照します。

Document 次に、 ドキュ メン ト  テーブル (Document_tb) で " 選択 " または " 更新 " 拡張ルー

ルを使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマップ タイプからのみアクセス可能です。 ト ラン
ザクシ ョ ン ブレーク、 ト ランザクシ ョ ン  ビルド、 インポート、 エクスポート、
印刷、 画面、 グループ ビルド、 および インターチェンジ ビルド  の 7 種類のマッ
プ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスするテーブル レベルで、 後に処理

されたドキュ メン トの情報が表示されます。 これらのテーブルにアクセスする
ルールを使用する場合は注意が必要です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」 を参照して ください。

メ モ
このテーブルは、 Document と して参照して ください。

◗ TESTMODE
◗ AGENCY
◗ VERSION
◗ TRANSACTIONSETID
◗ RELEASE
◗ DOCUMENTTYPE
◗ REFERENCEDATA
◗ DOCUMENTNAME
◗ APPFIELD1
◗ APPFIELD2
◗ APPFIELD3

( 次のページへ続く )
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Document ( 続き ) ◗ APPFIELD4
◗ APPFIELD5
◗ APPFIELD6
◗ DOCUMENTPARTNERKEY
◗ CONTROLNUMBER
◗ PARTNERKEY

◗ TABLEKEY (Select のみ )

Partner 次に、 パートナー テーブル (Partner_tb) の部門外のパートナーに対して " 選択 " 
または " 更新 " 拡張ルールを使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 Partner と して参照して ください。

◗ PARTNERNAME
◗ EDICODE
◗ APPLICATIONPARTNERKEY

次に、 パートナー テーブルで使用できるその他のキーを示します。

◗ PARTNERKEY

◗ ALTERNATEKEY (Application Key を参照 )
◗ APPLICATIONPARTNERKEY (Application Key を参照 )

Division 次に、 " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使ってパートナー テーブル 
(Partner_tb) の部門のパートナーを参照する際に使用できるフ ィールド名を示し

ます。

メ モ
このテーブルは、 Division と して参照して ください。

◗ PARTNERNAME
◗ EDICODE
◗ APPLICATIONPARTNERKEY

( 次のページへ続く )
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PartnerLocation 次に、 所在地テーブル (Location_tb) の部門外の所在地に対して " 選択 " または "
更新 " 拡張ルール を使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 PartnerLocation と して参照して ください。

◗ CONTACTNAME
◗ NAME
◗ ADDRESS1
◗ ADDRESS2
◗ ADDRESS3
◗ CITY
◗ STATE
◗ ZIP
◗ COUNTRY
◗ TELEPHONE
◗ PRIMARYREFCODE
◗ SECONDARYREFCODE
◗ FAX

DivisionLocation 次に、 " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使って所在地テーブル (Location_tb) 
の部門の所在地を参照する際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 DivisionLocation と して参照して ください。

◗ CONTACTNAME
◗ NAME
◗ ADDRESS1
◗ ADDRESS2
◗ ADDRESS3
◗ CITY
◗ STATE
◗ ZIP
◗ COUNTRY
◗ TELEPHONE
◗ PRIMARYREFCODE
◗ SECONDARYREFCODE
◗ FAX

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



拡張ルールの使い方 " 選択 " および " 更新 " で使用できるオプシ ョ ン 6 - 107
PartnerLookup 次に、照合テーブル (Lookup_tb) の部門外の照合に対して " 選択 " または " 更新 " 
拡張ルールを使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 PartnerLookup と して参照して ください。

◗ ITEM
◗ DESCRIPTION
◗ TEXT1
◗ TEXT2
◗ TEXT3
◗ TEXT4

次に、 PartnerLookup テーブルで使用できるその他のキーを示します。

◗ TABLENAME

DivisionLookup 次に、 " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使って照合テーブル (Lookup_tb) の部

門の照合を参照する際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 DivisionLookup と して参照して ください。

◗ ITEM
◗ DESCRIPTION
◗ TEXT1
◗ TEXT2
◗ TEXT3
◗ TEXT4

次に、 DivisionLookup テーブルで使用できるその他のキーを示します。

◗ TABLENAME

( 次のページへ続く )
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PartnerXref 次に、 ク ロス リ ファレンス  テーブル (CrossReference_tb) の部門外のクロス リ ファ

レンスに対して " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使う際に使用できるフ ィー

ルド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 PartnerXref と して参照して ください。

◗ MYITEM
◗ PARTNERITEM
◗ DESCRIPTION
◗ TEXT1
◗ TEXT2
◗ TEXT3
◗ TEXT4

次に、 PartnerXref テーブルで使用できるその他のキーを示します。

◗ TABLENAME

DivisionXref ク ロス リ ファレンス  テーブル (CrossReference_tb) の部門のクロス リ ファレンスを

参照するために、 " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使う際に使用できる

フ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 DivisionXref と して参照して ください。

◗ MYITEM
◗ PARTNERITEM
◗ DESCRIPTION
◗ TEXT1
◗ TEXT2
◗ TEXT3
◗ TEXT4

次に、 DivisionXref テーブルで使用できるその他のキーを示します。

◗ TABLENAME

( 次のページへ続く )
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Interchange 次に、 インターチェンジ テーブル (Interchange_tb) で " 選択 " または " 更新 " 拡張

ルールを使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマップ タイプからのみアクセス可能です。 [I イン
ターチェンジ ブレーク、 インターチェンジ ビルド、 グループ ブレーク、 ト ラン
ザクシ ョ ン ブレーク、 およびエクスポートの 4 種類のマップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスするテーブル レベルで、 後に処理

されたインターチェンジの情報が表示されます。 これらのテーブルにアクセス
するルールを使用する場合は注意が必要です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」 を参照して ください。

メ モ
このテーブルは、 Interchange と して参照して ください。

◗ TESTMODE
◗ CONTROLNUMBER
◗ VERSION
◗ APPFIELD1
◗ APPFIELD2
◗ APPFIELD3
◗ APPFIELD4
◗ APPFIELD5
◗ APPFIELD6
◗ AGENCY
◗ PARTNERKEY

◗ TABLEKEY (Select のみ )

( 次のページへ続く )
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Group 次に、 グループ テーブル (Group_tb) で " 選択 " または " 更新 " 拡張ルールを使う

際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このサブテーブルには、 次のマップ タイプからのみアクセス可能です。 グルー
プ ブレーク、 グループ ビルド、 ト ランザクシ ョ ン  ブレーク、 エクスポート、 お
よび インターチェンジ ビルドの 4 種類のマップ タイプです。

このサブテーブルには、 ルールがアクセスするテーブル レベルで、 後に処理

されたグループの情報が表示されます。 これらのテーブルにアクセスするルー
ルを使用する場合は注意が必要です。

アクセス例については、 「テーブル アクセス例」 を参照して ください。

メ モ
このテーブルは、 Group と して参照して ください。

◗ TESTMODE
◗ CONTROLNUMBER
◗ FUNCTIONALGROUPID
◗ VERSION
◗ APPFIELD1
◗ APPFIELD2
◗ APPFIELD3
◗ APPFIELD4
◗ APPFIELD5
◗ APPFIELD6
◗ AGENCY

◗ TABLEKEY (Select のみ )

( 次のページへ続く )
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GenericEnvelope
Segment

次に、 一般的なエンベロープ セグメン ト  テーブル (GenericEnvelopeSegment_tb) 
で " 選択 " 拡張ルールを使う際に使用できるフ ィールド名を示します。

メ モ
このテーブルは、 GenericEnvelopeSegment と して参照して ください。

◗ CONTROLNUMBER
◗ SUBCOUNT
◗ FIELD1
◗ FIELD2
◗ FIELD3
◗ FIELD4
◗ FIELD5
◗ FIELD6
◗ FIELD7
◗ FIELD8
◗ FIELD9
◗ FIELD10
◗ FIELD11
◗ FIELD12
◗ FIELD13
◗ FIELD14
◗ FIELD15
◗ FIELD16
◗ FIELD17
◗ FIELD18
◗ FIELD19
◗ FIELD20
◗ FIELD21
◗ FIELD22
◗ FIELD23
◗ FIELD24
◗ FIELD25
◗ FIELD26
◗ FIELD27
◗ FIELD28
◗ FIELD29
◗ FIELD30
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GenericEnvelope
Segment ( 続き )

◗ FIELD31
◗ FIELD32
◗ FIELD33
◗ FIELD34
◗ FIELD35
◗ FIELD36
◗ FIELD37
◗ FIELD38
◗ FIELD39
◗ FIELD40
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



A - 1
付録

A

エラー メ ッ セージ
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概要

はじめに Gentran:Server のエラー メ ッセージやその他の通知メ ッセージは、 ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク ト をコンパイルした場合は、 [ コンパイル エラー ] ダイアログ 
ボッ クスに表示され、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トのコンパイルの前にエ

ラーを含む拡張ルールをコンパイルした場合や、 Gentran:Server で誤ったアク

シ ョ ンを実行した場合は、 [ 拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスの [ エラー ] セク

シ ョ ンに表示されます。

通知メ ッセージは、 プログラムのコンテキス トによって異な り ますが、 わかり
やすい内容になっています。 エラー メ ッセージについては、 次の ト ピッ クで、

対処方法と と もに説明されています。

この付録の内容 この付録では、 エラー メ ッセージが表示されたと きに、 必要な操作を調べる方

法について説明します。
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コ ンパイル エラー メ ッ セージ

はじめに エラーのある ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をコンパイルする と、 [ コンパイ

ル エラー ] ダイアログ ボッ クスにコンパイル エラー メ ッセージが表示されま

す。 また、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をコンパイルする前に、 エラーを

含む拡張ルールをコンパイルした場合も、 [ 拡張ルール ] ダイアログ ボッ クスの 
[ エラー ] セクシ ョ ンにエラー メ ッセージが表示されます。 エラーの原因に対処

した後、 [ コンパイル ] ボタンをク リ ッ ク して、 ルールにエラーがないこ とを確

認します。

メ ッ セージ コンパイル エラー メ ッセージには、 4 または 5 桁のメ ッセージ番号およびエラー 
メ ッセージ テキス トが表示されます。 それぞれのポップアップ定義には、 問題

を解決するための処置、 および考えられるエラーの原因を含む説明 ( 該当する場

合 ) が表示されます。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

1000 '.' があ り ません 説明
このルールには、 グループ名と
フ ィールド名の間に必要な "." があ
り ません。

ユーザーの処置
グループ名とフ ィールド名の間に 
"." を挿入します。

1001 コンパイルする文があ り ま
せん

説明
このルールには文が含まれていま
せん。

ユーザーの処置
1 つまたは複数の文をルールに追
加します。

1002 予期せぬプログラムの終了
です

説明
このルールは完成されていません。

ユーザーの処置
ルールを完成させます。
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1003 ',' があ り ません 説明
このルールには、 パラ メータの間
に必要な "," があ り ません。

ユーザーの処置
パラ メータの間に "," を挿入し
ます。

1004 ë;í があ り ません 説明
文が適切に終了しませんでした。

ユーザーの処置
文を適切に終了してください。

1006 コンパイルする文があ り ま
せん

説明
IF/ELSE または WHILE の条件部が
指定されていません。

ユーザーの処置
未完成の条件部を完全にします。

1007 構文エラー ... 説明
マップ内に構文エラーがあ り ます。

ユーザーの処置
構文エラーを修正して ください。

1008 '#' があ り ません。 説明
このルールにはフ ィールド名の直
前に必要な "#" があ り ません。

ユーザーの処置
フ ィールド名の直前に "#" を挿入
します。

2000 グループ ...  は未定義です 説明
このルールは存在しないグループ
を参照しています。

ユーザーの処置
参照を既存のグループに変更する
か、 あるいは参照を削除します。
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2001 ... は ... のメンバーではあ り
ません

説明
このルールは、 指定したグループ
に属していないフ ィールドを参照
しています。

ユーザーの処置
指定したグループ内の既存の
フ ィールドに参照を変更します。

2002 グループ 「...」 にアクセス
するためのインデッ クスが
不足しています

説明
このルールでは、 グループの完全
なアドレス指定が与えられていま
せん。

ユーザーの処置
グループのアドレス指定を完全に
します。

2003 グループ 「...」 にアクセス
するためのインデッ クスが
多すぎます

説明
このルールでは、 グループに対す
るアドレス指定の数が許容範囲を
超えています。

ユーザーの処置
グループを正確にアドレス指定し
ます。

2004 ... は未定義です 説明
このルールは、 未定義の変数を参
照しています。

ユーザーの処置
宣言セクシ ョ ンの中に変数を定義
します。

2005 一時変数外です 説明
このルールは、 いくつかの表現が
複雑すぎるためコンパイルできま
せんでした。

ユーザーの処置
表現を簡略化してからルールを再
コンパイルします。
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2008 フ ィールドの種類が不明
です

説明
コンパイラはフ ィールドの種類を
判別できませんでした。

ユーザーの処置
このフ ィールドにデータ型が選択
されているこ とを確認します。

2009 現在のグループがないロー
カル フ ィールドは参照でき
ません

説明
このルール ( おそら くセッシ ョ ン
前またはセッシ ョ ン後 ) は、 どの
グループにも関係付けられていな
いローカル フ ィールドを参照して
います。

ユーザーの処置
適切なアドレス指定でフ ィールド
を参照します。

2010 '%1' のインスタンスは一時
的なインスタンスです。 ア
クセスできません

説明
このルールは、 完全なアドレス指
定で出力グループを参照していま
す。 この形式のアドレス指定は、
入力グループ専用です。

ユーザーの処置
適切なアドレス指定で出力グルー
プを参照します。

2011 フ ィールドが指定されてい
ません

説明
このルールではフ ィールドの参照
が欠落しています。

ユーザーの処置
フ ィールドの参照をルールに追加
します。

2012 グループ ... はプロモート さ
れ、 この方法ではアクセス
できません。

説明
COUNT または DELETE ルールが
ある、 プロモート されたグループ
にアクセスを試みました。

ユーザーの処置
プロモート されたグループを、
COUNT または DELETE しないで
ください。
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2100 ... は配列変数ではあ り ま
せん

説明
このルールは、 配列ではない変数
に対して配列インデッ クスを使用
しています。

ユーザーの処置
その変数に適切なインデッ クスを
使用します。

2101 ...: 配列インデッ クスを要求
しました

説明
このルールは、 必要な配列イン
デッ クスを使用せずに配列変数を
使用しています。

ユーザーの処置
必要なインデッ クスを配列変数に
追加します。

2102 ...: 配列がオーバーフローし
ました

説明
このルールは、 無効な配列イン
デッ クスを使用しています。

ユーザーの処置
配列変数に適切な配列インデッ ク
スを使用します。

2103 1 つのワイルドカード  イン
デッ クスのみが許可され
ます

説明
このルールは、 複数のワイルド
カード  インデッ クスを使用してい
ます。

ユーザーの処置
1 つのルールにつき  1 つのワイル
ドカード  インデッ クスしか使用で
きません。

2104 ワイルドカード  インデッ ク
スの指定が必要です

説明
このルールでは、 必要な箇所にワ
イルドカード  インデッ クスが指定
されていません。

ユーザーの処置
必要な箇所にワイルドカード  イン
デッ クスを追加します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



コ ンパイル エ ラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 8
2200 文字列があ り ません 説明
必要な文字列または文字列変数が
与えられていません。

ユーザーの処置
必要な文字列または文字列変数を
追加します。

2201 文字列がオーバーフロー
です

説明
文字列オーバーフローが発生しま
した。

ユーザーの処置
ターゲッ ト文字列のサイズがソー
ス文字列と同じ、 またはそれ以上
であるこ とを確認します。

3000 ... の宣言に、 配列サイズが
あ り ません

説明
配列宣言が無効です。

3001 ... の宣言に ] があ り ません 説明
配列宣言が無効です。

3002 文字列サイズではあ り ま
せん

説明
文字列宣言が無効です。

3003 ] の文字列サイズがあ り ま
せん

説明

文字列宣言が無効です。

3004 変数名があ り ません 説明
変数宣言が無効です。

3005 ... は既に定義済みです 説明
同じ名前を持つ 2 つの変数が同じ
スコープで定義されています。

ユーザーの処置
2 つの変数のうち、 1 つの名前を変
更します。

3006 「...」 はアキュムレータ番号
ではあ り ません

説明
アキュムレータの参照が無効です。

3007 ... は有効なアキュムレータ
番号ではあ り ません

説明
アキュムレータの参照が無効です。
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4000 ... が数値表現であ り ません 説明
必要な数値表現以外のものが指定
されています。

ユーザーの処置
正しい数値表現を指定します。

4001 ... が項目ではあ り ません 説明
必要な項以外のものが指定されて
います。

ユーザーの処置
正しい項を指定します。

4002 + か - があ り ません 説明
必要な "+" または "-" 以外のものが
指定されています。

ユーザーの処置
"+" または "-" を指定します。

4003 * か / があ り ません 説明
必要な "*" または "/" 以外のものが
指定されています。

ユーザーの処置
"*" または "/" を指定します。

4004 ) があ り ません 説明
必要な ')' 以外のものが指定されて
います。

ユーザーの処置
")" を指定します。

4005 ... が因子であ り ません 説明
数値表現が無効です。

4006 ( があ り ません 説明
必要な '(' 以外のものが指定されて
います。

ユーザーの処置
"(" を指定します。
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4007 ... は正し くない種類です 説明
指定した表現は間違った種類です。

ユーザーの処置
その表現に適切な種類を指定し
ます。

4008 関係演算子があ り ません 説明
必要な関係演算子以外のものが指
定されています。。

ユーザーの処置
正しい関係演算子を指定します。

4009 引数があ り ません 説明
必要なパラ メータが欠落してい
ます。

ユーザーの処置
必要なパラ メータを追加します。

4010 代入があ り ません 説明
代入文から代入演算子が欠落して
います。

ユーザーの処置
正しい代入演算子を文に追加し
ます。

4011 演算子 ... には 2 つの引数が
必要です

説明
2 項演算子に 1 つのパラ メータし
か与えられていません。

ユーザーの処置
2 項演算子に第 2 パラ メータを与
えます。

4012 実数から整数に変換する と、
上位桁が消去される可能

性があ り ます。

説明
実数から整数へ変換しよ う と して
います。

ユーザーの処置
失う桁数が許される範囲であるの
かを確認して ください。
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4013 表現が複雑過ぎます。 副表
現を使用して ください

説明
表現に多くの項が含まれすぎてい
ます。

ユーザーの処置
括弧を使用して表現の項をまとめ
て ください。

4014 ... が整数ではあ り ません。 説明
... ではなく コンパイラは整数を期
待しています。

ユーザーの処置
[...] に正しい値を使用して くだ
さい。

4015 有効な条件が指定されてい
ません

説明
有効な条件、 IF または WHILE を
指定していません。

ユーザーの処置
有効な条件、 IF または WHILE を
使用して ください。

4100 ... が日付ではあ り ません 説明
日付が必要ですが与えられていま
せん。

ユーザーの処置
日付を指定します。

4101 ... が日付変更子であ り ませ
ん

説明
日付変更子が必要ですが与えられ
ていません。

ユーザーの処置
日付変更子を指定します。

4102 ... は日付であ り ません 説明
日付式が無効です。

5000 THEN があ り ません 説明
コンパイラは THEN 条件を必要と
しました。

5001 DO があ り ません 説明
コンパイラは DO 条件を必要と し
ました。
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5002 END があ り ません 説明
コンパイラは END 条件を必要と し
ました。

5004 FROM があ り ません 説明
コンパイラは FROM 条件を必要と
しました。

5005 INTO があ り ません 説明
コンパイラは INTO 条件を必要と
しました。

5006 BEGIN がない END です 説明
対応する  BEGIN 文を伴わない 
END 文が見つかり ました。

ユーザーの処置
BEGIN ステート メン ト を正しい場
所に挿入します。

5016 BREAK の場所が不適切です 説明
コンパイラはループの外に 
BREAK を見つけました。

ユーザーの処置
BREAK を削除するか、 ループの
中に入れてください。

5017 CONTINUE の位置が不適切
です

説明
コンパイラはループの外に 
CONTINUE を見つけました。

ユーザーの処置
CONTINUE を削除するか、 ループ
の中にいれてください。

5018 パラ メータの数が多すぎ
ます

説明
ある関数に余分なパラ メータが与
えられています。

ユーザーの処置
不要なパラ メータを削除します。

5019 パラ メータの数が少なすぎ
ます

説明
ある関数のパラ メータが不足して
います。

ユーザーの処置
必要なパラ メータを追加します。
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6000 データベース  テーブル名が
あ り ません

説明
コンパイラはデータベース  テーブ
ル名を必要と しました。

ユーザーの処置
データベース  テーブル名を必要な
場所に挿入します。

6001 データベース列名があ り ま
せん

説明
コンパイラはデータベースの列名
を必要と しました。

ユーザーの処置
データベース列名を必要な場所に
挿入します。

6002 受信者の指定した列が多す
ぎます。

説明
指定した列数は、 SELECT 文での
受信者数と一致していません。

ユーザーの処置
SELECT 文に指定されている列数
を受信者数に修正します。

6003 受信者の指定した列が少な
すぎます

説明
指定した列数は、 SELECT 文での
受信者数と一致していません

ユーザーの処置
SELECT 文に指定されている列数
を受信者数に修正します。

6004 WHERE があ り ません 説明
コンパイラは WHERE 条件を必要
と しました。

6005 データベース  キーがあ り ま
せん

説明
WHERE 文に無効なデータベース  
キーが指定されています。

ユーザーの処置
WHERE 文に正しいデータベース  
キーを指定します。
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6006 WHERE はこのデータベー
ス  テーブルでは許可されて
いません

説明
指定したデータベーステーブルに
アクセスするのに WHERE 文は必
要あ り ません

ユーザーの処置
WHERE ステート メン ト を削除し
ます。

6007 無効なキーの組み合わせ
です

説明
WHERE 文に指定されているキー
の組み合わせは、 そのテーブルに
対する有効な複合キーではあ り ま
せん。

ユーザーの処置
WHERE 文に有効なキーの組み合
わせを指定します。

7000 ... は有効な検索タイプでは
あ り ません

説明
FSEEK で、 無効な検索の種類が使
われました。

ユーザーの処置
BEGIN、 END、 または CURRENT 
を使用して ください。

20001 レコード ... , フ ィールド ... : 
日付フ ィールドに日付書式
があ り ません

説明
指定されたフ ィールドは、 日付書
式ではあ り ません。

ユーザーの処置
フ ィールドを編集して、 日付書式
を選択して ください。

20003 フ ィールド ... : スタンダー
ド  ルールで使用されている
定数が存在しません

説明
スタンダード  ルールの指定された
フ ィールドに無効な定数が使用さ
れました。

ユーザーの処置
スタンダード  ルールを修正する
か、 定数を作成して ください。
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20004 フ ィールド  ... : スタンダー
ド  ルールで使用されている
コード  リ ス トが存在しま
せん

説明
スタンダード  ルールの指定された
フ ィールドに無効なコード  リ ス ト
が使用されました。

ユーザーの処置
スタンダード  ルールを修正する
か、 コード リ ス ト を作成して くだ
さい。

20005 フ ィールド  ... : use constant 
スタンダード  ルール内に指
定した qualifier フ ィールド
が無効です

説明
スタンダード  ルールの指定された
フ ィールドに無効な修飾子が使用
されました。

ユーザーの処置
スタンダード  ルールを修正して く
ださい。

20006 フ ィールド ... : use code スタ
ンダード  ルール内で、 コー
ドの説明を格納するために
指定したフ ィールドが無効
です

説明
スタンダードルールの説明で設定
されたフ ィールドが無効です。

ユーザーの処置
スタンダード  ルールを修正して く
ださい。

20007 レコード ... : 指定された
キー フ ィールド  ... : で、 未
定義の定数が使用されてい
ます。

説明
レコードの指定されたキー フ ィー
ルドに無効な定数が使用されま
した。

ユーザーの処置
キー フ ィールドを修正して くだ
さい。

20008 レコード ... : 指定された
キーフ ィールド ... : で、 未
定義のコード  リ ス トが使用
されています

説明
レコードの指定されたコード  リ ス
トに無効な定数が使用されました。

ユーザーの処置
キー フ ィールドを修正して くだ
さい。
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20010 レコード ... : 指定された
キーフ ィールド ... : はアク
ティブではあ り ません

説明
指定されたレコードのキー フ ィー
ルドが非アクティブです。

ユーザーの処置
キー フ ィールドをアクティブにし
て ください。

20700 使用できるのは、 1 バイナ
リ  データおよび 1 バイナリ
長フ ィールドのみです

説明
1 つのセグメン トの中に、 複数のバ
イナリ  データ  エレ メン ト または複
数のバイナリ長エレ メン ト  ( ある
いはその両方 ) が含まれています。

ユーザーの処置
セグメン トから余分なバイナリ  
データ / バイナリ長エレ メン ト を
削除します。

20701 バイナリ長を、 バイナリ  
データよ り前に指定する必
要があ り ます

説明
セグメン トの中ではバイナリ長エ
レ メン ト をバイナリ  データ  エレ メ
ン トの前に置き、 それによって ト
ランスレータがデータの長さを予
測できるよ うにする必要があ り
ます。

ユーザーの処置
バイナリ長エレ メン ト をバイナリ  
データ  エレ メン トの前に移動して
ください。

20702 バイナリ  データの情報が不
完全です

説明
あるセグメン トはバイナリ と して
マークが付けられていますが、 バ
イナリ長エレ メン ト とバイナリ  
データ  エレ メン ト  (( あるいはそ
の両方 ) のいずれも含まれていま
せん。

ユーザーの処置
バイナリ長エレ メン ト またはバイ
ナリ  データ  エレ メン ト をセグメン
トに追加して ください。

( 次のページへ続く )
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20703 グループ ... にはアクティブ
な子オブジェク トがあ り ま
せん

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト
をコンパイルしよ う と しましたが、
指定したグループは空です。

ユーザーの処置
グループ内の少なく と も  1 つの子
オブジェク ト をアクティブにしま
す。

20704 エレ メン ト ... 属性 ... 列挙さ
れた属性は、 スタンダード  
ルールなしで宣言されてい
ます

説明
指定された XML 属性は列挙型属
性と して設定されますが、 スタン
ダード  ルールに値の定義ができる
コード  リ ス トはあ り ません。

ユーザーの処置
指定された属性のコード リ ス ト を
スタンダード  ルールに定義してく
ださい。

20705 エレ メン ト ... 属性 ... スタン
ダード  ルールで使用されて
いる列挙された属性が存在
しません

説明
指定されている、列挙された XML 
の属性へのコード  リ ス トがあ り ま
せん。

ユーザーの処置
コード リ ス ト を定義して ください。

20706 エレ メン ト ... 属性 ... 既定値
が無効です

説明
指定された既定値は XML 属性の
コード  リ ス トではあ り ません。

ユーザーの処置
指定された既定値がコード リ ス ト
にあるかを確認して ください。

20707 コード リ ス ト ..., 属性 ...: 列
挙された属性コード  リ ス ト
で使用されている値が、
XML NMTOKEN 本番に適合
していません

説明
列挙型コード  リ ス トの値は、XML 
に無効です。

ユーザーの処置
コード  リ ス トで指定された値を  
XML 属性に有効な値に修正してく
ださい。

( 次のページへ続く )
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20708 実体 ... エンティティの値が
無効です

説明
指定されたエンティティの値は、
XML に無効です。

ユーザーの処置
エンティティ値を修正して くだ
さい。

20709 ... : 不正な参照文字が使用さ
れています。

説明
エンティティ参照が適切に終了し
ていません。

ユーザーの処置
エンティティ参照を修正して くだ
さい。

20710 ... : 破損した文字参照が見つ
かり ました。

説明
XML 文字参照が適切に終了してい
ません。

ユーザーの処置
文字参照を修正してください。

20711 ... : 無効な文字が参照されて
います。

説明
XML 文字参照が無効です

ユーザーの処置
文字参照を修正してください。

20712 ... : 未定義のエンティティ参
照が見つかり ました。

説明
エンティティ参照が定義されてい
ません

ユーザーの処置
正しいエンティティ を定義して く
ださい。

20713 ... : エンティティ参照の循環
が見つかり ました。

説明
エンティティはも とのエンティ
ティ と参照しあっています

ユーザーの処置
も とのエンティティ を循環した参
照はしないでください

( 次のページへ続く )
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20714 ...: 既定値が属性タイプに適
合していません。

説明
既定値は、 間違った属性タイプで
す。

ユーザーの処置
属性のタイプ、 または既定値を修
正して ください。

20715 ...: 誤った文字を含んでいま
す (‘<’ )

説明
既定値に誤った文字 "<" が含まれ
ています。

ユーザーの処置
既定値を修正してください。
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Gentran:Server エラー メ ッ セージ

はじめに Gentran:Server エラー メ ッセージは、 誤った操作を実行した場合に表示されま

す。 エラー メ ッセージが表示された場合は、 まず、 [OK] をク リ ッ ク してメ ッ

セージを確認してから適切な処置を行う必要があ り ます。

メ ッ セージ エラー メ ッセージを次にリ ス ト します。 それぞれのポップアップ定義には、 問

題を解決するための処置、 および考えられるエラーの原因を含む説明 ( 該当する

場合 ) が表示されます。

メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

コード  リ ス ト登録にはコード値が必
要です。

説明
コード値が関連付けられていないコー
ドを追加しよ う と しました。

コード  リ ス トにはエレ メン ト  ID が必
要です。

説明
エレ メン ト  ID を付けずにコード  リ ス
ト を作成しよ う と しました。

このエレ メン トのコード  リ ス トは既
に存在します。 別のエレ メン ト  ID を
使用するか、 元のコード  リ ス ト を削
除して ください。

説明
既に存在しているコード  リ ス ト と同
じエレ メン ト  ID を付けてコード  リ ス
ト を作成しよ う と しました。

ユーザーの処置
エレ メン ト  ID を変更するか、 元の
コード リ ス ト を削除して ください。

条件フ ィールドが必要です。 説明
条件フ ィールドを必要とする条件付き
関係を確立しましたが、 条件フ ィール
ドが指定されていません。

データ  タイプが必要です。 説明
フ ィールドのデータ型が指定されてい
ません。

フ ィールド名は、 親グループ内で一意
である必要があ り ます。

説明
同一グループ内の別のフ ィールド  ( 同
じレコード とは限り ません ) が既に使
用しているフ ィールド名を付けよ う と
しました。

( 次のページへ続く )
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グループ名は一意である必要があ り
ます。

説明
別のグループまたはレコードによって
既に使用されている名前をグループに
付けよ う と しました。

大使用回数が 1 のグループまたはレ
コードは、 分割またはプロモートでき
ません。

説明
1 回しか出現しないグループまたはレ
コードを分割、 あるいはプロモート し
よ う と しました。 この動作は、 無効で
す。

キー フ ィールドが選択されています
が、 キーの値が指定されていません。

説明
キー値を指定しないでキー フ ィール
ドを設定しました。

メモ リ例外が発生しました。 説明
システム エラーが発生しました。

ユーザーの処置
Gentran:Server を終了して、 Windows 
を再起動してください。

名前を入力する必要があ り ます。 説明
オブジェク トの名前が指定されていま
せん。

ループ ... を閉じている際にエラーが
発生しました。 スタンダードが不正で
ある可能性があ り ます。

説明
スタンダードからの読み込み中にエ
ラーが発生しました。

レコード名は一意である必要があ り
ます。

説明
別のグループまたはレコードで既に使
用されている名前をレコードに付けよ
う と しました。

リ ソース例外が発生しました。 説明
システム エラーが発生しました。

ユーザーの処置
Gentran:Server を終了して、 Windows 
を再起動してください。

ク リ ップボードへのアクセス中に重大
なエラーが発生したので、 処理を中止
しました。

説明
重大なエラーが発生したため、 システ
ムは切り取り、 コピー、 または貼り付
け操作を中止しました。

ユーザーの処置
切り取り、 コピー、 または貼り付け操
作を再度実行してください。

( 次のページへ続く )
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
コンパイル中にシステム エラーが発
生しました。

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
コンパイル中に、 メモ リ不足などのシ
ステム関連の問題によ り コンパイルが
完了されませんでした。

ユーザーの処置
不要なアプリ ケーシ ョ ンを閉じてメモ
リ を解放し、 コンピュータを再起動し
てから  ( 必要に応じて )、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を再コンパ
イルします。

メモ リ不足のため TDF が生成できま
せんでした。 Windows を再起動する
か、 ほかのアプリ ケーシ ョ ンを終了し
てから再度実行してください。

説明
TDF の生成中に、 システムのメモ リ
が不足しました。

ユーザーの処置
Gentran:Server を終了し、 Windows を
再起動した後、 も う一度 TDF を生成
して ください。

登録するためには、 アキュムレータを
選択する必要があ り ます。

説明
Use Accumulator スタンダード  ルール
で使用するアキュムレータが指定され
ていません。

無効な使用回数が入力されています。 説明
レコードまたはグループに対して、 無
効な使用回数が入力されました。

このアキュムレータ用の動作が選択さ
れていません。

説明
アキュムレータは選択されています
が、 Use Accumulator スタンダード  
ルールでの使用目的となるアクシ ョ ン
が指定されていません。

代用アキュムレータが選択されていま
せん。

説明
Use Accumulator スタンダード  ルール
で、 代用アキュムレータを使用するア
キュムレータを作成しよ う と しました
が、 使用する代用アキュムレータが指
定されていません。

この トークン用に文字範囲が指定され
ていません。

説明
シンタ ッ クス  トークンで使用できる
文字が指定されていません。

( 次のページへ続く )
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この関係で使用されているフ ィールド
があ り ません。

説明
条件付き関係を確立しましたが、 必要
なフ ィールドが指定されていません。

アキュムレータは、 これ以上作成でき
ません。

説明
1 つの Use Accumulator スタンダード  
ルールに、 6 つ以上のアキュムレータ
を作成しよ う と しました。

これ以上のフ ィールド  マッピングは
作成できません。

説明
1 つの Select スタンダード  ルールに、
8 つ以上のフ ィールドマッピングを作
成しよ う と しました。

定数 ID は一意である必要があり ます。 説明
[ID] フ ィールドに、 既存の定数で既に
使用されている リ テラル定数の識別子
が入力されました。

ユーザーの処置
一意のリ テラル定数識別子を  [ID] 
フ ィールドに入力して ください。

ク リ ップボードの内容を ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トに貼り付けるこ
とができません。

説明
コピーまたは切り取ったデータがク
リ ップボードに含まれていないか、
EDI 情報を固定長ファイル書式に貼り
付けよ う と したか、 あるいは固定長情
報を EDI ファ イル書式に貼り付けよ
う と しました。

ファ イル書式は削除できません。 説明
ファ イル書式オブジェク ト を削除しよ
う と しました。

大使用回数は、 0 よ り大き く、 小
使用回数以上でなければなり ません。

説明
無効な 大使用回数が入力されまし
た。

分割する数は、 0 よ り大き く、 分割元
の 大使用回数よ り小さい数でなけれ
ばなり ません。

説明
[ 分割 ] ダイアログ ボッ クスで無効な
数値を入力しました。 分割する数は、
0 よ り大き く、 以上および分割元の
大使用数よ り小さい数でなければなり
ません。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは
コンパイルできませんでした。

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、
まだコンパイルできる状態にあ り ま
せん。

( 次のページへ続く )
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トークン コードは一意である必要が
あ り ます。

説明
既存のシンタ ッ クス  トークンと同じ
トークン識別子を持つシンタ ッ クス  
トークンを作成しよ う と しました。

ユーザーの処置
[ID] フ ィールドに、 一意の トークン識
別子を入力します。

これらのフ ィールドは、 入力フ ィール
ドが出力フ ィールド よ り深いため連結
できません。 ト ランスレータは、 この
入力フ ィールドを処理できません。

説明
無効な リ ンクを作成しよ う と しまし
た。 リ ンクが有効であるには、 入力
フ ィールド と出力フ ィールドが同じレ
ベルであるこ とが必要です。

このコードは既に存在します。 別の
コードを使用するか、 元のコードを削
除して ください。

説明
コード リ ス トに既に含まれているコー
ドをコード リ ス トに追加しよ う と しま
した。

このフ ィールドはほかのフ ィールドに
連結できません。

説明
不明なエラーが発生したため、
Gentran:Server は連結の作成を開始で
きませんでした。

このファ イルは、 有効な Gentran ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トではあ
り ません。

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで
はないファ イルを開こ う と  ( 読み込も
う と ) しました。

無効な文字または文字コードが、 レ
コード区切文字 1 に入力されました。

説明
［ファ イル形式プロパティ］ ダイアロ
グで入力されたレコード区切文字 1 が
無効です。

無効な文字または文字コードが、 レ
コード区切文字 2 に入力されました。

説明
［prpositionalnew1 ファ イル書式プロパ
ティ］ ダイアログで入力されたレコー
ド区切文字 2 が無効です。

無効な小数セパレータ、 または文字
コードが入力されました。

説明
無効な小数セパレータが入力されてい
ます。

無効なエレ メン ト区切文字または文字
コードが入力されました。

説明
無効なエレ メン ト区切文字が入力され
ています。

無効な付け足し文字または文字コード
が入力されました。

説明
固定長フ ィールドに無効な付け足し文
字が入力されています。

( 次のページへ続く )
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無効な リ リース文字または文字コード
が入力されました。

説明
無効な リ リース文字が入力されてい
ます。

無効な sub-element 区切文字または文
字コードが入力されました。

説明
無効なサブエレ メン ト区切文字が入力
されています。

無効なタグ区切文字または文字コード
が入力されました。

説明
無効なタグ区切文字が入力されてい
ます。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
説明を入力する必要があ り ます。

説明
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
詳細 ] ダイアログで、 ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの作成者名を入
力しないで ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト を保存しよ う と しました。

ユーザーの処置
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
詳細 ] ダイアログの [ 説明 ] フ ィール
ドに、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク トの説明を入力します。 このフ ィー
ルドは、 システムがフォームを識別す
るのに使用するため、 一意でなければ
なり ません。

サブテーブル名を入力する必要があ り
ます。

説明
Select または Update スタンダード  
ルールでは、 テーブルを選択する場合
に [ サブ テーブル ] フ ィールドにテー
ブル名を指定する必要があ り ます。

有効な文字範囲を入力する必要があ り
ます。

説明
シンタ ッ クス  トークンに無効な文字
範囲が入力されています。

有効なシンタ ッ クス  トークンを入力
する必要があ り ます。

説明
シンタ ッ クス  トークンの作成または
編集の際に、 [ トークン ] フ ィールド
に有効な トークン識別子が入力されて
いません。

この定数に値を入力する必要があ り
ます。

説明
シンタ ッ クス  トークンの作成または
編集の際に、 [ 値 ] フ ィールドの定数
に値を指定していません。

( 次のページへ続く )
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ID を入力する必要があ り ます。 説明
シンタ ッ クス  トークンの作成または
編集の際に、 [ID] フ ィールドの定数に
リ テラル定数の識別子を指定していま
せん。

この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク
トの、 作成者名を入力する必要があ り
ます。

説明
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの
詳細 ] ダイアログで、 ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの作成者名を入
力しないで ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト を保存しよ う と しました。

定数の型を選択する必要があ り ます。 説明
定数の作成または編集の際に、 [ 型 ] 
ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスで定
数の型を選択していません。

新しい ト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク トに、 入力および出力ファイルの種
類を指定する必要があ り ます。

説明
[ 入力書式の種類 ] と  [ 出力書式の種
類 ] を選択しないで、 [ 新しい ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トの作成 ] 
ダイアログの [OK] をク リ ッ ク しま
した。
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 27
ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ

はじめに ドキュ メン トおよびインターチェンジ ト ランスレータ  レポート  エラー メ ッセー

ジは、 [ メ ッセージ番号 ] 列および [ メ ッセージ ] 列の下にある ドキュ メン ト  ト
ランスレータ  レポートおよびインターチェンジ ト ランスレータ  レポートに表示

されます。

[ メ ッ セージ番号 ] 
列

ト ランスレータ  レポートの [ メ ッセージ番号 ] 列には、 プレフ ィ ッ クス  (INF、
EDI、 または POS)、 ダッシュ  ("-")、 およびエラーを識別するための 4 桁の番号

が入り ます。 プレフ ィ ッ クスについては、 次の表を参照して ください。

[ メ ッ セージ ] 列 ト ランスレータ  レポートの [ メ ッセージ ] 列には、 実際のエラー メ ッセージ テ
キス トが入り ます。

( 次のページへ続く )

プレ フ ィ ッ クス 説明

INF 情報メ ッセージにのみ使用されます。 情報メ ッセージにつ
いては、 内容がわかりやすいので、 この章では説明されま
せん。

EDI 情報メ ッセージ以外の次にリ ス ト されているすべてのメ ッ
セージに使用されます。 このプレフ ィ ッ クスは、 EDI ファ
イルに関連するエラーに使用されます。

POS 情報メ ッセージ以外の次にリ ス ト されているすべてのメ ッ
セージに使用されます。 このプレフ ィ ッ クスは、 固定長フ
ラ ッ ト  ファ イルに関連するエラーに使用されます。
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 28
ト ラ ンスレータ  
エ ラー メ ッ セージ

次に、 ト ランスレータ  レポート  エラー メ ッセージを メ ッセージ番号の 後の 3 
桁の数字およびエラー メ ッセージ テキス ト別にリ ス ト します。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

100 必須エレ メン トがあ り ま
せん

説明
ト ランスレーショ ン  オブジェク ト によ
り  " 必須 " と されているエレメ ント が、
アウト バウンド  ド キュメ ント で作成さ
れなかったか、 インバウンド  ド キュメ
ント で受信されませんでした。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID]、 [ レコード  ID]、 [ 順番 ]、 お
よび [ エレ メン ト ] フ ィールドを使用
して、 ドキュ メン ト内の欠落している
必須エレ メン ト を特定します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 欠落しているフ ィー
ルドを完了します。 ドキュ メン ト をシ
ステムにインポート していた場合は、
ドキュ メン ト を削除して、インポート  
ファ イルを修正した後、 ドキュ メン ト
をインポート します。 ドキュ メン トの
開き方、 また、 ドキュ メン トの削除お
よびインポート方法の詳細について
は、 『ユーザー ガイ ド』 の 「ドキュ メ
ン トの使い方」 を参照して ください。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

( 次のページへ続く )
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 29
110 エレ メン トの書式が正し
くあ り ません

説明
正し くない書式でエレ メン トが入力ま
たは受信されました。 正し くない書式
の例には、 次のよ うなものがあ り ま
す。 数値以外の文字を含む数値フ ィー
ルド、 ( スタンダードで定義された ) 
大長を超えている、 または 小長に

満たないフ ィールド、 無効な日付など
があ り ます。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID]、 [ レコード  ID]、 [ 順番 ]、 お
よび [ エレ メン ト ] フ ィールドを使用
して、 ドキュ メン ト内の無効なエレ メ
ン ト を特定します。

アウ トバウンド
データ  ソースを修正します。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 30
120 複合内のコンポーネン ト
が多すぎます

説明
受信したドキュ メン トの複合エレ メン
トに、 スタンダードで許可されている
数を超えるコンポーネン ト  エレ メン
ト  ( サブエレ メン ト ) が含まれてい
ます。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID]、 [ レコード  ID]、 [ 順番 ]、 お
よび [ エレ メン ト ] フ ィールドを使用
して、 ドキュ メン ト内の無効なエレ メ
ン ト を特定します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 無効なフ ィールドを
修正します。 ドキュ メン ト をシステム
にインポート していた場合は、 ドキュ
メン ト を削除して、 データを修正した
後、 ドキュ メン ト をも う一度インポー
ト します。 ドキュ メン トの開き方、 ま
た、 ドキュ メン トの削除およびイン
ポート方法の詳細については、 『ユー
ザー ガイ ド』 の 「ドキュ メン トの使
い方」 を参照して ください。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 31
130 無効な条件付き関係です 説明
ドキュ メン トの条件付き関係が有効で
はあ り ません。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポート を使用して、
ドキュ メン ト内のエラーが発生した場
所を特定します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 条件付き関係を修正
します。 ドキュ メン ト をシステムにイ
ンポート していた場合は、 ドキュ メン
ト を削除して、 ドキュ メン ト をも う一
度インポート します。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

140 暗黙のルールの失敗 説明
このフ ィールドに対して設定された検
証ルールが、 ト ランスレータで失敗し
ました。 このエラーは、 通常、 排他フ
ラグがスタンダード  ルールに設定さ
れている場合に、 フ ィールドの値が
データ  テーブルと一致しないと きに
発生します。

ユーザーの処置
受信したデータの値が、 フ ィールドで
許可されている有効なデータ と比較し
て ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 32
200 必須のコンポーネン トが
あ り ません

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トに
よ り  " 必須 " と されている複合エレ メ
ン トのコンポーネン ト  ( サブエレ メン
ト ) が、 アウ トバウンド  ドキュ メン
トで作成されなかったか、 インバウン
ド  ドキュ メン トで受信されませんで
した。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID]、 [ レコード  ID]、 [ 順番 ]、
[ エレ メン ト ]、 および [ 複合 ] フ ィー
ルドを使用して、 ドキュ メン ト内の欠
落している必須コンポーネン ト を特定
します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 欠落しているフ ィー
ルドを完了します。 ドキュ メン ト をシ
ステムにインポート していた場合は、
ドキュ メン ト を削除して、 ドキュ メン
ト をも う一度インポート します。
インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 33
210 コンポーネン トの書式が
正し くあ り ません

説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トに
よ り  " 必須 " と されている複合エレ メ
ン トのコンポーネン ト  ( サブエレ メン
ト ) が、 正し くない書式で入力された
か ( アウ トバウンド )、 受信されまし
た ( インバウンド )。 正し くない書式
の例には、 次のよ うなものがあ り ま
す。 数値以外の文字を含む数値フ ィー
ルド、 ( スタンダードで定義された ) 
大長を超えている、 または 小長に

満たないフ ィールドなどです。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID]、 [ レコード  ID]、 [ 順番 ]、
[ エレ メン ト ]、 および [ 複合 ] フ ィー
ルドを使用して、 ドキュ メン ト内の無
効なエレ メン ト を特定します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 無効なフ ィールドを
修正します。 ドキュ メン ト をシステム
にインポート していた場合は、 ドキュ
メン ト を削除して、 データを修正した
後、 ドキュ メン ト をも う一度インポー
ト します。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

220 コンポーネン ト区切文字 説明
予期されたエレ メン トの代わりに、 コ
ンポーネン ト区切文字が見つかり まし
た。

ユーザーの処置
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーまたはト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トの作成者に問い合わせて
ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 34
300 必須セグメン ト 説明
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トに
よ り  " 必須 " と されているセグメン ト
が、 アウ トバウンド  ドキュ メン トで
作成されなかったか、 インバウンド  
ド キュメ ント で受信されませんで
した。

メ モ
このエラーは、 さまざまなケースで発
生するこ とがあ り ます。 もよ く ある
ケース と して、 入力データ  シーケン
スが、 データの ト ランスレーシ ョ ンに
使用する ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク トで定義されているデータ  
シーケンスに対応していない場合があ
り ます。 この場合、 メ ッセージと共
に、 データ内の 1 つのセグメン トが示
される場合があ り ます。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの [ セグメ
ン ト  ID] や [ レコード  ID] フ ィールド
を使用して、 ドキュ メン ト内の欠落し
ている必須セグメン ト を特定します。

アウ トバウンド
ドキュ メン ト  エディ タを使用してド
キュ メン ト を入力した場合は、 ドキュ
メン ト を開いて、 セグメン トの生成に
必要なフ ィールドにデータを入力しま
す。 ドキュ メン ト をシステムにイン
ポート していた場合は、 ドキュ メン ト
を削除して、 セグメン トの生成に必要
なデータを追加した後、 ドキュ メン ト
をも う一度インポート します。

インバウンド
必要な操作について、 ト レーディング 
パートナーに問い合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 35
310 無効なループの開始 / 終
了構造

説明
インバウンド  ドキュ メン トで無効な
ループ開始 / ループ終了セグメン トが
見つかり ました。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの情報を使
用して、 無効な LS/LE の組み合わせ
を特定します。 必要な操作について、
ト レーディング パートナーに問い合
わせてください。

315 無効なセグメン ト または
レコードの構造

説明
インバウンド  ファ イルのセグメン ト  
(EDI ファ イル内 ) またはレコード  
( 固定長テキス ト形式のファ イル内 ) 
が、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク
トで予期されたものと一致しませんで
した。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの情報およ
び EDI インターチェンジを参照して、
無効なセグメン ト またはレコードを特
定します。 必要な操作について、 ト
レーディング パートナーに問い合わ
せてください。 詳細については、
『ユーザー ガイ ド』 の 「インターチェ
ンジの表示方法 」 を参照して くだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 36
405 不明なパートナー 説明
インターチェンジが受信されました
が、 システムが送信パートナーを特定
できませんでした。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの情報およ
び EDI インターチェンジを参照して、
インターチェンジを送信したパート
ナーを特定します。 パートナーがシス
テムでリ ス ト されていない場合は、
パートナーおよび関係を作成し、 送信
してきたパートナーにインターチェン
ジを添付します。 パートナーが既にシ
ステムに存在する場合は、 インター
チェンジを該当するパートナーに添付
し、 システムが自動的にパートナーを
識別できなかった原因を調べます。

410 初と 後の Control 
Number が一致しません

説明
スタンダードで指定されたとおりに、
初と 後の Control Number が一致

しません。

ユーザーの処置
EDI の表示を確認して EDI ファ イル
内にある  control number を特定した
後、 必要な操作について ト レーディン
グ パートナーに問い合わせてくださ
い。 ドキュ メン ト を表示する方法の詳
細については、 『ユーザー ガイ ド』 の
「ドキュ メン トの表示方法」 を参照し
て ください。

415 Control の総数が正し く
あ り ません

説明
ト ランスレータ  レポートのセグメン
ト  ID のフ ィールドにある  EDI コン ト
ロールの総数が、 エラー チェッカー
の計算結果と異なり ます。

ユーザーの処置
EDI の表示を確認して正しいコン ト
ロールの総数を特定した後、 必要な操
作について ト レーディング パート
ナー問い合わせてください。 ドキュ メ
ン ト を表示する方法の詳細について
は、 『ユーザー ガイ ド』 の 「ドキュ メ
ン トの表示方法」 を参照して くだ
さい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 37
420 不明な関係 説明
ドキュ メン トが受信されましたが、 対
応するインバウンド関係がパートナー
のパートナー プロファ イルに含まれ
ていません。

ユーザーの処置
ト ランスレータ  レポートの情報およ
び EDI インターチェンジを参照して、
ドキュ メン トに必要な関係を特定し、
該当するインバウンド関係をパート
ナーに作成します。 インターチェンジ
を表示する方法の詳細については、
『ユーザー ガイ ド』 の 「インターチェ
ンジの表示方法」 を参照して くださ
い。 インバウンド関係を作成する方法
の詳細については、 『ユーザー ガイ
ド』 の 「新しいインバウンド関係の作
成方法」 を参照して ください。

460 無効なテス ト  モード  フ
ラグです

説明
パートナー関係が見つかり ましたが、
データ内のテス ト  モード  フラグがイ
ンバウンド  パートナー関係で定義さ
れているテス ト  モード と一致しませ
んでした。

ユーザーの処置
データのテス ト  モード と一致するよ
うに、 インバウンド  パートナー関係
のテス ト  モードを変更します。 イン
バウンド関係を作成する方法の詳細に
ついては、 『ユーザー ガイ ド』 の 「新
しいインバウンド関係の作成方法」 を
参照して ください。 また、 インバウン
ド関係で定義されているテス ト  モー
ド と一致するよ うに、 送信データのテ
ス ト  モードを変更するよ う ト レー
ディング パートナーに依頼してくだ
さい。

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 38
ユーザー レベルの

エ ラー メ ッ セージ

ユーザー レベルのエラーは、 拡張ルールがマップ内で使用された場合に発生す

る場合があ り ます。

ユーザー レベルのエラー メ ッセージを メ ッセージ ID の番号順にリ ス ト します。

表には、 エラーに関する説明とエラーを解決するために必要な操作も載せられ
ています。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

800 バッチ ファ イル ヘッダー 
セクシ ョ ンがあ り ません

説明
バッ チ ファ イル内にヘッ ダー セク
ショ ン  レコード が見つかり ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

801 予期せぬヘッダー セグメ
ン ト

説明
00 以外の値が、 ヘッダー セクシ ョ
ン レコードのセグメン ト識別子
フ ィールド  (701) に含まれてい
ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

802 予期せぬ伝送タイプ 説明
T ( ト ランザクシ ョ ン )、 R ( 応答 )、
または E ( エラー ) 以外の伝送値
が、 ヘッダー セクシ ョ ン レコード
の伝送タイプ フ ィールド  (880-K6) 
に含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

803 Sender ID があ り ません 説明
ヘッダー セクシ ョ ン レコードの 
Sender ID フ ィールド  (880-K1) に値
があ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 39
804 無効なバッチ番号 説明
バッチ番号フ ィールド  (806-5C) に 
YYDDD 以外の書式が含まれてい
ます。 YYDDD の意味は、 次のと
おりです。

◗ YY = 年
◗ DDD = ユリ ウス日付

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

805 予期せぬファイル タイプ 説明
P ( 本番 ) または T ( テス ト ) 以外
の値が、 ファ イル タイプ フ ィール
ド  (702) に含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

806 Receiver ID があ り ません 説明
ヘッダー セクシ ョ ンの Receiver ID 
フ ィールド  (880-K7) に値があ り ま
せん。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

807 バッチ ファ イル詳細データ  
レコードがあ り ません

説明
バッチ ファ イル内に詳細データ  レ
コードが見つかり ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

808 予期せぬデータ  セグメン ト 説明
G1 以外の値が、 詳細データ  レ
コードのセグメン ト識別子フ ィー
ルド  (701) に含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 40
809 Transaction Reference Number 
があ り ません

説明
詳細データ  レコードの transaction 
Reference Number フ ィールド  (880-
K5) に値があ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

810 バッチ ファ イル ト レーラー 
レコードがあ り ません

説明
バッチ ファ イル内に ト レーラ  レ
コードが見つかり ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

811 無効な ト レーラー セグメン
ト  ID

説明
99 以外の値が、 ト レーラ  レコード
のセグメン ト識別子フ ィールド  
(701) に含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

812 予期せぬバッチ番号 説明
ト レーラ  レコードのバッチ番号
フ ィールド  (806-5C) が、 ヘッダー 
レコードのバッチ番号フ ィールド  
(806-5C) と一致しません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

813 無効なレコード数です 説明
ト レーラ  レコードのレコード  カウ
ン ト  フ ィールド  (751) に無効な数
が含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 41
814 処理された DDR がレコード
数と不一致です

説明
実際の詳細データ  レコードの数
が、 ト レーラ  レコードのレコード  
カウン ト  フ ィールド  (751) の値と
異なり ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

815 ト ランザクシ ョ ン内のセグ
メン トの重複

説明
ト ランザクシ ョ ン内で同じセグメ
ン トが重複します。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

816 予期せぬト ランザクシ ョ ン 
コード

説明
次にリ ス ト されている値以外の値
が、 要求ト ランザクシ ョ ン ヘッ
ダー セグメン ト または応答ヘッ
ダー セグメン トの ト ランザクシ ョ
ン コード  フ ィールド  (103-A3) に
含まれています。

◗ E1 = 資格の確認

◗ B1 = 請求

◗ B2 = キャンセル

◗ P1 = 再請求

◗ P2 = P.A. の要求および請求

◗ P3 = P.A. の問い合わせ

◗ P4 = P.A. の要求のみ

◗ N1 = 情報レポート

◗ N2 = 情報レポートのキャンセル

◗ N3 = 情報レポートの再請求

◗ C1 = 規制薬物レポート

◗ C2 = 規制薬物レポートのキャ
ンセル

◗ C3 = 規制薬物レポートの再請求

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 42
817 無効な ト ランザクシ ョ ン数 説明
次にリ ス ト されている値以外の値
が、 要求ト ランザクシ ョ ン ヘッ
ダー セグメン ト または応答ト ラン
ザクシ ョ ン ヘッダー セグメン トの
ト ランザクシ ョ ン カウン ト  フ ィー
ルド  (109-A9) に含まれています。

◗ ブランク  = 指定しない

◗ 1 = 1 つ ( 既定値 )
◗ 2 = 2 つ ( ト ランザクシ ョ ン 

コード  E および P を除く )
◗ 3 = 3 つ ( ト ランザクシ ョ ン 

コード  E および P を除く )
◗ 4 = 4 つ ( ト ランザクシ ョ ン 

コード  E および P を除く )

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

818 処理済ト ランザクシ ョ ン不
一致ト ランザクシ ョ ン数

説明
実際の ト ランザクシ ョ ンの数が、
応答ヘッダー セグメン トの ト ラン
ザクシ ョ ン カウン ト  フ ィールド  
(109-A9) の値と異な り ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

819 予期せぬヘッダー応答状況
コード

説明
A ( 受入中 ) または R ( 拒否 ) 以外
の値が、 応答ヘッダー セグメン ト
のヘッダー応答状態フ ィールド  
(501-F1) に含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 43
( 次のページへ続く )

820 予期せぬト ランザクシ ョ ン
応答状況コード

説明
次にリ ス ト されている値以外の値
が、 ト ランザクシ ョ ン応答状態
フ ィールド  (112-AN) に含まれてい
ます。

◗ A = 承認

◗ C = 受理

◗ D = 支払いのコピー

◗ F = P.A. の延期

◗ P = 支払い

◗ Q = 受理のコピー

◗ R = 拒否

◗ S = 承認のコピー

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 44
コ ア ト ラ ンスレータ  
エ ラー メ ッ セージ

コア ト ランスレータ  エラーは、 データの送受信時に発生する場合があ り ます。

コア ト ランスレータ  エラー メ ッセージを メ ッセージ ID の番号順にリ ス ト しま

す。 表には、 エラーに関する説明とエラーを解決するために必要な操作も載せ
られています。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

830 Null 文字 説明
データ  ファ イルにバイナリ  データ
が含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

833 途中でファ イルの 後 
(EOF) が見つかり ました。

説明
フ ィールドが、 指定された長さに
足り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

835 予期せぬテキス トの開始 説明
レコードにテキス トの終了文字が
あ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

836 途中でテキス トの終了 説明
レコードにテキス トの開始文字が
あ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

837 ス ト リーム セパレータ  １  が
見つかり ません

説明
[ 連続セグメン ト ] ボッ クスがオフ
になっているマップから、 テンプ
レート を使用して非ス ト リーム 
データを読み込んでいます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 45
838 ス ト リーム セパレータ  2 が
見つかり ません

説明
[ 連続セグメン ト ] ボッ クスがオフ
になっているマップから、 テンプ
レート を使用して非ス ト リーム 
データを読み込んでいます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

839 予期せぬセパレータ 説明
グループ セパレータ、 セグメン ト  
セパレータ、 フ ィールド  セパレー
タ、 STX、 または ETX がデータ内
に存在します。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

840 予期せぬフ ィールド  セパ
レータ

説明
マップによる と、 2 つのフ ィール
ド  セパレータが連続して使用され
ているか、 予期したセパレータ と
は異なるセパレータが使用されて
います。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

841 予期せぬグループ セパ
レータ

説明
マップによる と、 なにも指定され
ていないタイ ミ ングでグループ セ
パレータが存在します。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

842 グループ セパレータがあ り
ません

説明
マップによる と、 グループ セパ
レータが欠落しています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 46
843 予期せぬス ト リーム セパ
レータ  １  

説明
マップによる と、 なにも指定され
ていないタイ ミ ングでス ト リーム  
セパレータ  1 が存在します。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

845 固定長タグが EOS を超えて
定義されています

説明
ト ランザクシ ョ ン コードの開始位
置 ( 固定長レコード  タグ ) が、 セ
グメン トの終わりの後に設定され
ています。

ユーザーの処置
セグメン トの終わり よ り前で開始
するよ うに、 NCPDP プロパティ  
タグの下にある固定長セグメン ト
の値を変更して ください。

855 Delimited セグメン トに
フ ィールドがあ り ません

説明
区切文字付きセグメン トには、 少
なく と も必須フ ィールドが含まれ
ている必要があ り ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

856 SS の後の Delimited FS があ
り ません

説明
セグメン ト  セパレータの後に区切
文字付きフ ィールド  セパレータが
あ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

857 フ ィールド  ID データがマッ
プ フ ィールド  ID と一致し
ません

説明
フ ィールド  ID データが、 定義され
ている  Delimited フ ィールド  ID タ
グと異な り ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )
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メ ッ セージ 

ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 47
858 Delimited フ ィールド  ID に
予期せぬ文字があ り ます

説明
Delimited フ ィールド  ID データ内
にセパレータが見つかり ました。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

859 Delimited フ ィールド  ID に 
Null 文字があ り ます

説明
Delimited フ ィールド  ID にバイナ
リ  データが含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

860 Delimited フ ィールド  ID が
不完全です

説明
フ ィールド  ID データが、 予期され
た長さに足り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

861 Delimited フ ィールド  データ
があ り ません

説明
Delimited フ ィールド  ID の後に
データがあ り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

862 Delimited フ ィールド  データ
に Null 文字があ り ます

説明
Delimited フ ィールド  データにバイ
ナリ  データが含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

865 セグメン ト  ID データがマッ
プ セグメン ト  ID と一致し
ません

説明
セグメン ト  ID データが、 定義され
ている  Delimited セグメン ト  ID 
フ ィールド と異な り ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 48
866 Delimited セグメン ト  ID に
予期せぬ文字があ り ます

説明
Delimited セグメン ト  ID 内にセパ
レータが見つかり ました。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

867 Delimited セグメン ト  ID に 
Null 文字があ り ます

説明
Delimited セグメン ト  ID にバイナ
リ  データが含まれています。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

868 Delimited セグメン ト  ID が
不完全です

説明
Delimited セグメン ト  ID が、 予期
された長さに足り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

869 フ ィールド  ID サイズがグ
ローバル フ ィールド  ID サ
イズと一致しません

説明
計算されたセグメン ト / フ ィール
ド  ID のサイズが、 グローバル 
フ ィールド  ID 長の値と異なり
ます。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

885 バッチ セグメン ト内で STX 
の後にデータがあ り ません

説明
バッチ レコードにデータがあ り ま
せん。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
メ ッ セージ 
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エラー メ ッ セージ ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ A - 49
( 次のページへ続く )

886 バッチ セグメン ト内の予期
せぬ STX

説明
バッチ レコードに ETX 文字があ
り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

887 バッチ セグメン ト内に ETX 
があ り ません

説明
バッチ レコードに ETX 文字があ
り ません。

ユーザーの処置
ト レーディング パートナーに問い
合わせてください。

 ( 続き )
メ ッ セージ 
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ト ラ ンスレータ  レポー ト  エラー メ ッ セージ エラー メ ッ セージA - 50
コ ア ト ラ ンスレータ  
エ ラー メ ッ セージ : 
NCPDP データ  レ
コー ド  フ ィ ールド

を使用し たバッ チ 
データの送信

コア ト ランスレーシ ョ ン エラーは、 NCPDP データ  レコード  フ ィールドを使用

して、 バッチ データを ト レーディング パートナーに送信する と きにも発生する

場合があ り ます。 コア ト ランスレーシ ョ ン エラーは、 多くの場合、 バッチ ファ

イルの一部の文字列が欠落しているか、 値が正し くないために発生します。

エラーを防止するには、 バッチ ファ イル文字列が次の詳細データ  レコード  
(DDR) 書式に従っているこ とを確認します。

< セパレータ > ファ イル名 < セパレータ >StartOffset< セパレータ >EndOffset< セ

パレータ >

コア ト ランスレータ  エラー メ ッセージを メ ッセージ ID の番号順にリ ス ト しま

す。 表には、 エラーに関する説明とエラーを解決するために必要な操作も載せ
られています。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置

888 NCPDP データ  ファ イルを開
けられませんでした

説明
NCPDP データ  ファ イルが存在し
ないか、 読み取れません。

ユーザーの処置
選択しているファ イル名が正しい
こ とを確認するか、 文字列フ ィー
ルドで欠落している情報を入力し
ます。

890 DDR Info String 内でセパ
レータがあ り ません

説明
DDR 文字列フ ィールドのセパレー
タが欠落しています。

ユーザーの処置
DDR 文字列フ ィールドに "," を挿
入します。

891 DDR Info String 内でファイ
ル名があ り ません

説明
DDR 文字列フ ィールドにファ イル
名があ り ません。

ユーザーの処置
ファ イル名を  DDR に追加します。

892 無効な DDR Info String 内の
開始バイ ト  オフセッ ト

説明
セッ トの先頭に数値以外のデータ
が見つかり ました

ユーザーの処置
有効なセッ ト開始値 ( 数値 ) を追
加します。

( 次のページへ続く )
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893 無効な DDR Info String 内の
終了バイ ト  オフセッ ト

説明
セッ トの 後に数値以外のデータ
が見つかり ました。

ユーザーの処置
有効なセッ ト終了値 ( 数値 ) を追
加するか、 データを削除 ( ファ イ
ルの 後まで処理する場合 ) し
ます。

894 DDR Info String 内の開始 / 終
了バイ ト  オフセッ トがあ り
ません

説明
DDR 文字列フ ィールドに開始 / 終
了バイ ト  オフセッ トがあ り ませ
ん。

ユーザーの処置
DDR 文字列フ ィールドに開始 / 終
了バイ ト  オフセッ ト を追加する
か、 余分なセパレータを削除し
ます。

895 DDR Info String に余分な
データがあ り ます

説明
DDR 文字列に余分なデータが含ま
れています。

ユーザーの処置
余分なデータを DDR 文字列から削
除します。

896 読み込み予定バイ ト数と読
み込んだバイ ト数が不一致
です

説明
実際に読み込まれたバイ ト数が、
セッ ト内で指定されたバイ ト数に
足り ません。

ユーザーの処置
開始 / 終了バイ ト  オフセッ ト を確
認するか、 終了バイ ト  オフセッ ト
を削除 ( ファ イルの 後まで処理
する場合 ) します。

( 次のページへ続く )

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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897 開始バイ ト  オフセッ トが
ファ イルの 後 (EOF) を超
えています

説明
開始バイ ト  オフセッ トの開始位置
が、 ファ イルの終わりの後に設定
されています。

ユーザーの処置
開始バイ ト  オフセッ トの開始位置
を変更します。

898 開始バイ ト  オフセッ トが終
了バイ ト  オフセッ ト を超え
ています

説明
開始バイ ト  オフセッ トの開始位置
が、 終了バイ ト  オフセッ トの位置
よ り後に設定されています。

ユーザーの処置
終了バイ ト  オフセッ トの前で開始
するよ うに開始バイ ト  オフセッ ト
の位置を変更するか、 開始バイ ト  
オフセッ トの後で開始するよ うに
終了バイ ト  オフセッ トの位置を変
更します。

メ ッ セージ 
ID メ ッ セージ テキス ト 説明とユーザーの処置
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概要

仮定事項 この付録では、 ユーザーが次の条件を満たしているこ とを前提と しています。

◗ ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの使用や Visual Basic などの言語に慣れ
ているこ と

◗ ActiveX オブジェク トの作成、 操作、 および削除を行うための TPL 
(Translator Programming Language) に関する知識があるこ と

◗ ActiveX オブジェク トの ProgID、 および公開されている  ActiveX オブジェク
トのインターフェイスすべてに関する知識があるこ と

◗ 拡張ルールが呼び出される方法やタイ ミ ング、 またそれらの適用範囲につい
て理解しているこ と

詳細機能
User Exit は、 上記の条件を満たしたユーザーのみが使用する  Gentran:Server の 
" 詳細機能 " です。

制限 Gentran:Server 拡張ルールは、 ActiveX を部分的にサポート しています。

サポー ト 対象
Gentran:Server 拡張ルールは、 次をサポート しています。

◗ ActiveX オート メーシ ョ ン サーバー。

◗ 一部の "ActiveX コン ト ロール "。 ただし、 オート メーシ ョ ン サーバーと して
機能するものに限り ます。

サポー ト 対象外
Gentran:Server は、 次をサポート していません。

◗ ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーではない ActiveX コン ト ロール。 これら
の ActiveX コン ト ロールは、 グラフ ィカル ユーザー インターフェイス  (GUI) 
ディ スプレイにホス ト される必要があるため、 拡張ルールでは使用できま
せん。

◗ ActiveX Array (VT_ARRAY データ型変換など )。
◗ メ ソ ッ ド呼び出しの出力パラ メータ以外で使用する参照 (VT_BYREF データ

型変換など )。 この場合、 参照はメ ソ ッ ド呼び出しの間だけ有効になり ます。

◗ 拡張ルールのコンパイル時に、 Gentran:Server がレジス ト リ  エン ト リやタイ
プ ライブラ リ を読み込み、 プログラムの識別子 (ProgID) やインターフェイ
スの正確性を検証するこ とはあ り ません。

◗ ActiveX プロパティ間、 メ ソ ッ ド結果間、 または任意の ActiveX プロパティ
と メ ソ ッ ド結果を比較する拡張ルール。 コンパイル前は、 プロパティ と メ
ソ ッ ド  タイプを特定できず、 正しい比較コードを生成できません。 した
がって、 この種の比較は無効です。
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ActiveX 用語の定義

ActiveX について ActiveX とは、 アプ リ ケーシ ョ ンによる情報の共有方法を定義する一連のルール

を指す総称です。 ActiveX は、 OLE (Object Linking and Embedding) や COM 
(Component Object Model) など、 Microsoft 社によって開発された技術をベースと

しています。

ActiveX オー ト メ ー

シ ョ ン サーバーに

ついて

ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーとは、 ActiveX コンポーネン ト  (.DLL または 
.EXE プログラム ) の一つで、 IDispatch インターフェイスを介し、 その機能の一

部 ( プロパティやメ ソ ッ ドなど ) をシステムの他のプログラムに公開するこ とが

可能です。

一部の ActiveX コン ト ロールは、 オート メーシ ョ ン  サーバーと して機能します。

IDispatch イ ン ター

フ ェ イスについて

IDispatch インターフェイス とは、 標準の COM インターフェイスです。 オート

メーシ ョ ン サーバーは、 通常このインターフェイスを介して、 メ ソ ッ ド とプロ

パティを公開します。

メ ソ ッ ド について メ ソ ッ ド とは、 オブジェク トによって実行される動作または関数です ( 計算や検

索など )。

プロパテ ィ について プロパティ とは、 オブジェク トの特性またはパラ メータです ( タイプ、 サイズ、

作成日など )。

ActiveX コ ン ト ロー

ルについて 
ActiveX コン ト ロールとは、 ActiveX の技術を実装するために定義されたメ ソ ッ

ドです。 基本的に ActiveX コン ト ロールは共通の作業を実行するソフ ト ウェア 
コンポーネン トで、 必要な ActiveX コン ト ロール ホス ト機能を提供するアプ リ

ケーシ ョ ンのユーザー インターフェイス との統合が可能です。

ActiveX コン ト ロールの仕様では、 アプ リ ケーシ ョ ンと  Gentran:Server との通信

を行う コンポーネン ト  ソフ ト ウェアを作成するこ とが可能です。 ActiveX コン ト

ロールはユーザー インターフェイスを必要とするため、 ト ランスレーシ ョ ン  
User Exit には適していません。 これらのコン ト ロールは、 Visual Basic などさま

ざまなプログラ ミ ング言語で開発できます。
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Gentran:Server User Exit の概要

User Exit を
使用する理由

User Exit を使用する と、 既存の機能を向上した り、 通常の ト ランスレーシ ョ ン

では Gentran:Server で実行されない特定の処理を実現できます。

Gentran での 
User Exit の使用

Gentran:Server は、 Microsoft の ActiveX 技術の使用を可能にする拡張ルールによ

り、 すべての種類の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで、 User Exit をサポート

しています。 これによ り、 拡張ルールを使用して、 "ActiveX オート メーシ ョ ン 
サーバー " と して作成されたカスタム機能を呼び出すこ とができます。

具体的には、 次の操作を行えます。

◗ オブジェク トの作成

◗ オブジェク トの削除

◗ オブジェク トの照会

◗ プロパティのアクセス

◗ メ ソ ッ ドの呼び出し

メ モ
カスタム機能は、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーと して作成するこ と も、
サード  パーティのオート メーシ ョ ン  サーバーと して作成するこ と もできます。

Gentran:Server は、 ActiveX インデッ クス付きプロパティをサポート します。 サ

ポートするインデッ クスのタイプは、 次のとおりです。

◗ variant
◗ numeric
◗ string

インデッ クスのサポートによ り、 これらのシンタ ッ クスを使用できるよ うに
なっています ( 使用するオート メーシ ョ ン サーバーでこれらのシンタ ッ クスが

サポート されている場合 )。
n = ob.property[1];
n = ob.property[“Count”];
n = ob.property[ob.method()];

Gentran:Server は、 ActiveX メ ソ ッ ド呼び出しおよびプロパティのチェーニングも

サポート しています。 これによ り、 比較的複雑なオブジェク ト  モデル (ADO な
ど ) を持つオート メーシ ョ ン サーバーの拡張ルールを簡略化するこ とができま

す。

例
次に、 チェーニング ステート メン トの例を示します。

recordset.fields.item[“MessageId”].value

( 次のページへ続く )
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User Exit の使用例 User Exit は、 次の目的で使用できます。

◗ Gentran:Server テーブルを使用する代わりに自社のデータベース  テーブルに
アクセスし、 ク ロス リ ファレンスや照合を行う。

◗ 複雑な価格計算を行う  ( 複数の顧客、 それらの住所、 製品の販売店などが関
係する計算など )。

サポー ト されている
データ型

次の表に、 拡張ルール データ型と、 User Exit との使用でサポート されている対

応 ActiveX データ型を示します。

データ型の変換 Gentran:Server ト ランスレータは、 可能であれば拡張ルール データ型を ActiveX 
データ型に自動的に変換します。 変換できない場合は、 型の不一致エラーが
オーディ ッ ト  ログへ書き込まれ、 拡張ルールがすぐに終了します。 ト ランス

レータ  レポートが操作で使用されている場合は、 そのレポートにもエラーが書

き込まれます。 エクスポート操作では、 ト ランスレータ  レポートが生成されな

いため、 エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン中に発生した変換エラーは、 オー

ディ ッ ト  ログだけに書き込まれます。

オブジ ェ ク ト ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーは、 データ型 OBJECT を使用します。 これに

は、 次の 2 つの要素があ り ます。 それらの要素とは、 プロパティ  ( 定義された

データ  セッ ト ) と メ ソ ッ ドです。 メ ソ ッ ド とは、 オブジェク トのインターフェ

イスによって定義される関数です。

オート メーシ ョ ン サーバーであるすべてのオブジェク トは、 デフォルトの 
IDispatch インターフェイスを備えます。 このインターフェイスによ り、 アプ リ

ケーシ ョ ンの内部関数が Gentran:Server に公開されます。 他のインターフェイス

を公開するこ と もできます。

例
Internet Explorer は、 IWebBrowser2 インターフェイスを公開します。

( 次のページへ続く )

拡張ルール データ型 ActiveX データ型

INTEGER VT_14

REAL VT_R8

DATETIME VT_DATE

STRING VT_BSTR

OBJECT VT_DISPATCH
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シン タ ッ ク ス オブジェク トは、 宣言され、 次いで CREATEOBJECT コマンドによって作成され

る必要があ り ます。 これは、 オブジェク トの IDispatch インターフェイスにポイ

ン トするこ とで行います。 こ うするこ とで、 シンタ ッ クス  
object.method(parameters) によ り、 オブジェク トのメ ソ ッ ドを呼び出せるよ うに

な り ます。

ユーザーは、 ProgID とオプシ ョ ンの InterfaceID (IID) を指定できます。 ProgID だ
けを指定した場合は、 Gentran:Server によって既定の IDispatch インターフェイス

が使用されます。 IID とは、 機械語で記述されたオブジェク トのインターフェイ

スを一意に指定する識別子です ( 例、 {00020300-00B000-C00004005300})。 イン

ターフェイスは、 人間が理解できる名前で識別するこ と もできます ( 例、

IDispatch)。

メ モ
各 IID は、 中括弧 {} で囲む必要があ り ます。

場所 User Exit をマップのどこに配置するかは、 User Exit で行う処理、 およびルール

の適用範囲によって決ま り ます。 次に、 例を示します。

◗ オブジェク トの宣言は、マップ入力側の " 開始時 " ルール ( 入力固定長ファ イ
ルの [ ループ レベル 拡張 ルール ] ダイアログ ボッ クス ) で行います。

◗ オブジェク トの作成と使用は、マップ入力側の " 開始時 " ルール ( 入力固定長
ファ イルの [ ループ レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クス ) で行います。

◗ オブジェク トの削除は、 出力側の " 終了時 " ルール ( 出力 EDI ファ イルの
[ ループ レベル拡張ルール ] ダイアログ ボッ クス ) で行います。

メ モ
上記のサンプルは、 例と して示したものにすぎません。 適切な場合は、 任意の
階層レベルにあるマップ コンポーネン トの拡張ルール ( フ ィールド  レベルの拡
張ルールを含む ) 内で、 オブジェク ト を宣言、 作成、 使用、 および削除するこ と
ができます。

参照
さまざまなマップ コンポーネン トの拡張ルールを作成する方法の詳細について
は、 「拡張ルールの定義」 を参照して ください。
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User Exit の使用例

はじめに この項では、 User Exist の構成例を示します。 次の表記規則が使用されています。

◗ 太字のテキス トは、 ユーザーが入力する内容を示します。

◗ この項で 1 行に収まらないテキス トは、 行送りの記号 (➥ ) を使って、 次の行
に続けて記述されています。

◗ ダブル スラ ッシュ  (//) は、 コ メン トの開始を示します。

オブジ ェ ク ト 変数の
定義

次の例では、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーを表す変数を定義します。

object ob;

デフ ォル ト  イ ン

ターフ ェ イスの作成

次の例では、 インターネッ ト  エクスプローラ  ActiveX オート メーシ ョ ン サー

バーのデフォルト  インターフェイスのインスタンスを作成します。

object ob;
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”);
//ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの既定インターフェイスの
// インスタンスを作成する。

( 次のページへ続く )
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特定のイ ン ターフ ェ
イスの作成

次の例では、 インターネッ ト  エクスプローラ  ActiveX オート メーシ ョ ン サー

バーのインスタンスを作成し、 特定のインターフェイスを要求します。

object ob;
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”, “{EAB22AC1-30C1
➥ -11CR-A7EB-000C05BAE0B}”);

//ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの指定のインターフェイスの
// インスタンスを作成します。 この場合の IID は既知 ( 括弧内に指定 )。
//注意 :
//createobject コマンドは、 インターフェイス名の代りに IID を使用する場合に、
// よ り効率的になる。

次の例でも、 インターネッ ト  エクスプローラ  ActiveX オート メーシ ョ ン サー

バーのインスタンスを作成します。 この例の場合、 目的のインターフェイス識
別子は不明ですが、 インターフェイス名は IWebBrowser です。

object ob;
string[50] iid;
iid = getiid(“InternetExplorer.Application”, “IWebBrowser2”);
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”, iid);

//ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーの指定のインターフェイスの
// インスタンスを作成する。 この場合の IID は既知であるため、
// インターフェイス  (IWebBrowser) の ProgID および名前が指定され、
//Gentran:Server は IID を検索する。 IID は文字列変数 "iid" に読み込まれ、
//オブジェク トの作成にその値が使用される。

オブジ ェ ク ト の削除 オブジェク トは、 そのオブジェク ト を使用するマップの終了前に削除する必要
があ り ます。 Gentran:Server ト ランスレータはマップの終了時にオブジェク ト を

自動的に削除しますが、 不要になった時点ですぐにそのオブジェク ト を削除す
る方が効率的です。 また、 あるオブジェク ト を別のマップへ割り当てた場合、
そのオブジェク ト を正常にアンロードするには、 それら両方のオブジェク トの
コピーを削除する必要があ り ます。

次の例では、 前述の例で使用されていたオブジェク ト  "ob" を削除します。

deleteobject(ob);

( 次のページへ続く )
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プロパテ ィ 値の取得 次の例では、ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーからプロパティ値を取得します。

object ob;
string[50] iid;
iid = getiid(“InternetExplorer.Application”, “IWebBrowser2”);
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”, iid);
IF ob.Visible = 1 THEN
BEGIN
//プロパティ値にアクセスする。
END
// システムによって Internet Explorer が表示されたかど うかをテス トする。

プロパテ ィ 値の設定 次の例では、 ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーでプロパティ値を設定します。

object ob;
string[50] iid;
iid = getiid(“InternetExplorer.Application”, “IWebBrowser2”);
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”, iid);
ob.Visible = 1;
//プロパティ値が設定される。
//デスク ト ップに インターネッ ト  エクスプローラ  が表示される。

メ ソ ッ ドへのパラ
メ ータの受け渡し

メ ソ ッ ドにパラ メータを渡すには、 シンタ ッ クス  
objectname.methodname(parameters) を使用します。 Gentran:Server ト ランスレータ

は、 可能であればプロパティの拡張ルール データ型を ActiveX データ型に自動

的に変換します。 拡張ルールに直接対応するデータ型がない場合は、 変換はオ
ペレーティング システムで可能な限り実行されます。

メ モ
Gentran:Server は、 デフォルトのデータ型に依存します。 たとえば、
Gentran:Server は VT_CURRENCY ( ト ランスレータ  プログラ ミ ング言語にとって
不明なデータ型 ) を実数または数値のデータ型に変換します。 変換できない場合
は、 型の不一致エラーが ト ランスレータ  レポートへ書き込まれ、 拡張ルールが
すぐに終了します。

例
この例は、 URL をインターネッ ト  エクスプローラの Navigate メ ソ ッ ドへ渡すこ
とで、 Web ページをナビゲート します。

object ob;
string[50] iid;
iid = getiid(“InternetExplorer.Application”, “IWebBrowser2”);
ob = createobject(“InternetExplorer.Application”, iid);
ob.Navigate(“www.sterlingcommerce.com”);

//URL をインターネッ ト  エクスプローラの Navigate メ ソ ッ ドへ渡すこ とで、
//Sterling Commerce の Web ページをナビゲートする。
//注意 :
//URL は引用符で囲む必要がある。

( 次のページへ続く )
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出力パラ メ ータ で
値を返す

出力パラ メータで値を返すには、 シンタ ッ クス  
objectname.methodname(InputParameter, OUT OutputParameter) を使用します。

メ モ

◗ 入力および出力パラ メータは、 パラ メータ  リ ス トのどの場所にでも挿入で
きます。

◗ 出力パラ メータの前には、 OUT キーワードが必要です。

◗ 出力パラ メータ と して拡張ルール変数を使用する場合は、 ActiveX データ型
に完全に一致している必要があ り ます。

参照
ActiveX データ型とそれらに対応する拡張ルール データ型のリ ス トについては、
「サポート されているデータ型 」 を参照して ください。

例
この例では、 フ ィールドのデータを復号します。

object ob;
ob = createobject(“YourCompany.DecryptionUserExit”);
ob.Decrypt(“EncryptionKey”, OUT #Field_Name);

オブジ ェ ク ト が正常
に作成されたかの
テス ト

この例は、 オブジェク トが正常に作成されたかど うか確認するため、 オブジェ
ク トの値が 0 ( ゼロ ) になるかど うかテス ト します。

object ob;
ob = createobject(“YourCompany.DecryptionUserExit”);
IF ob = 0 THEN
BEGIN
//オブジェク トが正し く作成されない場合、 タスク  X を実行する。
END
//オブジェク トの作成に成功したかど うかをテス トする。
//作成されていない場合には、 指定のタスクを実行する。

既存オブジ ェ ク ト の
別のイ ン ターフ ェ イ
スを取得

この例は、 オブジェク トの IID を使用して、 既存オブジェク ト  (object1) の別のイ

ンターフェイスを取得します。

object ob, ob2;
ob = createobject("InternetExplorer.Application");
ob2 = queryobject(ob, "{EAB22AC1-30C1-11CF-A7EB-0000C05BAE0B}");
If the IID of the desired interface is unknown, use the getiid 
function to determine the correct IID and then use the queryobject 
function, as this example demonstrates:
object ob, ob2;
string[50] iid;
ob = createobject("InternetExplorer.Application");
iid = getiid("InternetExplorer.Application", "IWebBrowser2");
ob2 = queryobject(ob, iid);

( 次のページへ続く )
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データベースへの
アクセス

この例は、 User Exit を使用し、 データベースの値で UPC コードをク ロス リ ファ

レンスし、 SKU 番号を返します。 この例は、 User Exit を請求書 ( インポート ) 
マップへ追加します ( 例と して Gentran:Server TUTORIAL フォルダ内の 
PET_810.MAP を参照 )。 User Exit コードは、 マップ内で一定の割合で実装され、

各セクシ ョ ンがロジカル マップ コンポーネン トへ追加されます。

" 開始時 " 拡張ルール
INPUT 固定長ファ イルの " 開始時 " 拡張ルールに、 次のコードを入力します。

//オブジェク ト を宣言する。
object ob;
//Visual Basic Active X オート メーシ ョ ン サーバーのインスタンスを作成する。
ob = CreateObject("SCUPCSKU.SKUResolve");
//C++ ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーのインスタンスを作成するには、
//代わりに次のコマンドを使用する。
//ob = CreateObject("UpcSku.Application");

if ob = 0 then
begin
MessageBox("Create Object failed",0);
end

INVDETAIL.UPCCODE フ ィ ール ド 拡張ルール
マップ入力側 (INVDETAIL レコード ) の UPCCODE フ ィールド拡張ルールに、
次のコードを入力します。

string [100] msg;
msg = "UPC Code = ";
concat(msg,#UPCCODE,12); 

//オート メーシ ョ ン サーバーを呼び出す。
#UPCCODE = ob.ResolveSKU(#UPCCODE);
concat(msg, ", SKU Code = ",13); 
concat(msg,#UPCCODE,len(#UPCCODE));

//UPC コード と  SKU の一致を リ ス トする メ ッセージ ボッ クスを表示する。
MessageBox(msg,0);

" 開始時 " 拡張ルール
INPUT 固定長ファ イルの " 開始時 " 拡張ルールに、 次のコードを入力します。

//オブジェク ト を削除する。
deleteobject(ob);

メ モ
Microsoft Access データベースにアクセスし、 SKU コードで UPC コードをク ロス
リ ファレンスするサンプルのオート メーシ ョ ン  サーバー (Visual Basic および 
C++ で記述 ) については、 「オート メーシ ョ ン サーバーの例 」 を参照して くだ
さい。
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オー ト メ ーシ ョ ン サーバーの例

はじめに このページ以降には、 サンプルのオート メーシ ョ ン  サーバーが記述されていま

す。 このサーバーは、 Microsoft Access データベースにアクセスし、 SKU コード

で UPC コードをクロス リ ファレンスします。 初の例は Visual Basic プログラ ミ

ング言語、 2 番目の例は C++ で記述されています。

メ モ
次に示すオート メーシ ョ ン サーバーのいずれも、 「データベースへの アクセス」
で説明されている  " データベースのアクセス " User Exit 拡張ルールと共に使用で
きます。

Visual Basic 
オー ト メ ーシ ョ ン 
サーバー

このサンプル オート メーシ ョ ン サーバーは、 Visual Basic プログラ ミ ング言語で

記述されています。 このオート メーシ ョ ン  サーバーは、 Microsoft Access データ

ベースにアクセスし、 SKU コードで UPC コードをク ロス リ ファレンスします。

シンタ ッ クスは次のよ うにな り ます。 ResolveSKU(UPCCode as String)。 この例

で、 オート メーシ ョ ン サーバー (SCUPCSKU.EXE) は、 コンパイル後に 
REGSRV32.EXE によって登録されています。 これは、 オート メーシ ョ ン  サー

バーが自己登録型ではないためです。

// これは Visual Basic Active X EXE プロジェク トである。 こ こに示すすべてのコードは、
//SKUResolve ク ラス内にある。 (Class 1 の名称が SKUResolve に変更された。 )
//データベースにアクセスするために、 プロジェク トには次の参照が 含まれる  :
//Microsoft DAO 2.5/3.5 Compatibility Library。
//次の行によって、 プログラム内で使用する前にすべての変数が宣言されるこ とを
// コンパイラが確認するよ うになる。
Option Explicit

// この関数は、 唯一のパラ メータ と して UPC コードを受け取り、
//対応する  SKU コードを取得するためにデータベース内の値を
// ク ロス リ ファレンスする。

Public Function ResolveSKU(UPCCode As String) As String
    Dim DB As Database, RS As Recordset
    Set DB = DBEngine.Workspaces(0).OpenDatabase

➥ ("c:¥GENSRVNT¥tutorial¥upcsku.mdb")
    Set RS = DB.OpenRecordset("UPCSKU", dbOpenDynaset)

// この関数に渡されるパラ メータの末尾に空白スペースがないこ とを確認する。

    UPCCode = Trim(UPCCode)

( 次のページへ続く )
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Visual Basic 
オー ト メ ーシ ョ ン 
サーバー ( 続き )

//データベースでは大文字と小文字が区別されるため、 パラ メータの文字が
//すべて大文字であるこ とを確認する。

     UPCCode = UCase(UPCCode)
    RS.MoveFirst
//UPC コードが検出されるまで、 またはレコードセッ トの終わりが検出されるまで
//ループする。
    While Not RS.EOF

//UPC コードを検出した場合には、 対応する  SKU コードを返す。

        If RS("UPCCode") = UPCCode Then
                ResolveSKU = RS("SKUCode")
                Exit Function
        End If
                RS.MoveNext
    Wend

//関数に渡されたパラ メータに一致する  UPC コードがない場合には、
//SKU が検出されなかったこ とを示す値を返す。 
    ResolveSKU = "No Record Found"
End Function

C++ オー ト メ ー

シ ョ ン サーバー

このサンプル オート メーシ ョ ン サーバーは、 C++ プログラ ミ ング言語で記述さ

れています。 このオート メーシ ョ ン  サーバーは、 前述の Visual Basic サンプル 
User Exit と まった く同様に機能し、 Microsoft Access データベースにアクセスし

て、 SKU コードで UPC コードをクロス リ ファレンスします。 この例で、 オート

メーシ ョ ン サーバー (UPCSKU.DLL) は、 コンパイル後に REGSRV32.EXE によっ

て登録されています。 これは、 オート メーシ ョ ン  サーバーが自己登録型ではな

いためです。

// これは、 オート メーシ ョ ン  オプシ ョ ンが選択されている  
//MFC AppWizard (dll) プロジェク トである。 こ こに示すすべてのコードは、
//CCmdTarget から派生した CUpcSkuMain ク ラスにある。 ク ラスが作成されたと きに、
//ProgID "UpcSku.Application" は "Createable by type ID:" フ ィールドに指定される。

// この ProgID は、 VB example に使用されるものとは異なる。
// このため、 レジス ト リに両方のオート メーシ ョ ン  サーバーが共存できる。

//データベースにアクセスするには、 CDaoRecordset から派生されたク ラス
//(CUpcSkuDaoRecordset) が必要となる。 ClassWizard でクラスが作成される際には、
//DAO および Snapshot オプシ ョ ンが選択され、 データベース  (Upcsku.mdb) の場所が
//指定される。

( 次のページへ続く )
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C++ オー ト メ ー

シ ョ ン サーバー 
( 続き )

//派生レコードセッ ト  ク ラスのヘッダ ファ イルを含める。
#include "UpcSkuDaoRecordset.h"
// この関数は、 このオート メーシ ョ ン  オブジェク トの 後の参照がリ リースされた
// と きに呼び出されます。

void CUpcSkuMain::OnFinalRelease()
{

CCmdTarget::OnFinalRelease();

//データベースにアクセスするために DAO を使用したため、
//DAO を終了して DLL をアンロードできるよ うにする。

if (AfxOleCanExitApp())
AfxDaoTerm();

}
// この関数は、 唯一のパラ メータ と して UPC コードを受け取り、 対応する  
//SKU コードを取得するためにデータベース内の値をクロス リ ファレンスする。

BSTR CUpcSkuMain::ResolveSKU(LPCTSTR UPCCode) 
{

CString strResult;
CString sUPCCode = UPCCode;

CDaoDatabase DB;
DB.Open("C:¥¥GENSRVNT¥¥Tutorial¥¥Upcsku.mdb", FALSE, TRUE);

CUpcSkuDaoRecordset RS(&DB);
RS.Open();

// この関数に渡されるパラ メータの末尾に空白スペースがないこ とを確認する。

sUPCCode.TrimRight();

//データベースでは大文字と小文字が区別されるため、 パラ メータの文字が
//すべて大文字であるこ とを確認する。

sUPCCode.MakeUpper();

RS.MoveFirst();

( 次のページへ続く )
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C++ オー ト メ ー

シ ョ ン サーバー 
( 続き )

//UPC コードが検出されるまで、 またはレコードセッ トの終わりが検出されるまで
//ループする。

while ( !RS.IsEOF() )
{

//UPC コードを検出した場合には、 対応する  SKU コードを返す。

if ( RS.m_UPCCode == sUPCCode )
{
strResult = RS.m_SKUCode;

RS.Close();
DB.Close();

return strResult.AllocSysString();
}

RS.MoveNext();
}

//関数に渡されたパラ メータに一致する  UPC コードがない場合には、
//SKU が検出されなかったこ とを示す値を返す。

strResult = "No Record Found";

RS.Close();
DB.Close();

return strResult.AllocSysString();
}
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User Exit の作成方法

始める前に ActiveX オート メーシ ョ ン サーバーは、 Gentran:Server ト ランスレータ  (User Exit 
を含むト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用する ト ランスレータ ) と同じコ

ンピュータにインス トールされている必要があ り ます。

手順 User Exit を作成するには、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 操作

1 Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステ

ムを開始します。

2 User Exit を適用するマップを開きます。

3 マップのどの場所に User Exit を配置するか決定します ( セッシ ョ

ン ルールまたは拡張ルールなど )。

メ モ

マップ コンポーネン トに User Exit を適用する と、 そのマップの下
位コンポーネン トでも同じ  User Exit を実行できます。

4 User Exit を作成します。

参照

◗ さまざまなマップ コンポーネン トの拡張ルールを作成する方
法の詳細については、 「拡張ルールの定義 」 を参照して くだ
さい。

◗ createobject、 deleteobject、 および getiid コマンドの詳細につ
いては、 「アルファベッ ト順リ ファレンス  」 を参照して くだ
さい。
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概要 0

はじめに

この付録の内容 この付録では、 Gentran:Server インプロセス  オート メーシ ョ ン サーバーである  
GentranEx.DLL の使用方法について説明します。

メ モ
GentranEx.DLL は、 Gentran:Server のインス トール時に自動的にインス トールさ
れます。

GentranEx.DLL に
ついて

GentranEx.DLL は、 COM テク ノ ロジと  IDispatch インターフェイスを使用するこ

とで、 Gentran:Server MAPPER.EXE ( アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ) お
よび TX32.EXE ( ト ランスレータ ) プログラムの柔軟性を高めるインプロセス  
オート メーシ ョ ン サーバーです。

GentranEx.DLL によ り、 通常の Gentran:Server の操作よ り さ らに高度な処理を実

現できます。 次に、 その一部を示します。

◗ 任意の GentranDatabase テーブルにアクセスする

◗ ト ランスレーシ ョ ン セッシ ョ ンから情報を収集し、 その情報をログ ファ イ
ルに書き込む

◗ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン拡張ルールの機能を高める

前提事項 この付録を理解するには、 次の項目に関する知識が必要です。

◗ Gentran:Server for Windows

◗ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム

◗ 使用するオペレーティング システム

◗ オート メーシ ョ ン サーバー

◗ 拡張ルールが呼び出される方法やタイ ミ ング、 またそれらの適用範囲

◗ 拡張ルールの作成方法

参照
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンの拡張ルールの詳細については、 「拡張
ルールの使い方」 を参照して ください。
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データベース アクセス 0

概要

はじめに GentranEx.DLL によ り、 TSql ステート メ ン トの UPDATE および INSERT を使用

して、 任意の GentranDatabase テーブルにアクセスできるよ うにな り ます。

GentranEx.DLL は、 データベースの接続に ODBC および Gentran:Server ODBC 
DSN ( 通常は GentranDatabase) を使用します。

メ モ
TSql ステート メン トは、 ユーザーが生成して、 Execute メ ソ ッ ドに渡す必要があ
り ます。 Oracle® データベースへの接続をサポートするには、 TSql ステート メン
トでテーブル名と列名を角括弧で囲む必要があ り ます。 これらの角括弧は、 ス
テート メン ト を実行する際に、 自動的に二重引用符に置換されます。
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データベース アクセスの実装

プログラム ID "GentranEx.DispatchDBAccess"

イ ン ターフ ェ イス 
ID

{860AAE85-7DA8-11D2-ABDB-00C04FF3971C}

メ ソ ッ ド 次の表に、 データベース  アクセス  メ ソ ッ ドを示します。

プロパテ ィ なし

( 次のページへ続く )

メ ソ ッ ド 説明

short ExecuteSQL(BSTR 
IpszSQLString)

成功する と  1 を、 失敗する と  -1 を返します。

エラーは、 アプ リ ケーシ ョ ン  イベン ト  ビュー

アに書き込まれます。

BSTR GetLastError() 後に ExecuteSQL メ ソ ッ ドを呼び出したと き

のエラー文字列を返します。 呼び出しに成功
している場合は、 NULL 文字列を返します。

BSTR GetLastSQL() 後に実行した、 ExecuteSQL ( ... ) 関数を使用

する  SQL ステート メン トが含まれる文字列を

返します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



GentranEx.DLL の使い方 データベース アクセスの実装 C - 5
拡張ルールの例 次に、 GentranEx.DLL を使用して GentranDatabase にアクセスする拡張ルールの

例を示します。

Object obDBAccess;
Integer result;
String [64] szPartnerKEY;
String [1024] szMsg;

obDBAccess = CreateObject ("GentranEx.DispatchDBAccess");
szTSQL = "Update [interchange_tb] Set [AppField6]=""+
#STATUS+
"" where [PartnerKEY]=""+
szPartnerKEY+
"" and [Direction]=1 and [ControlNumber]=""+#REF+"";
result = obDBAccess.ExecuteSQL(szTSQL);
if result = -1 then
  Begin
    szMsg = obDBAccess.GetLastError();
    messagebox(szMsg,0);
    szMsg = obDBAccess.GetLastSQL();
    messagebox(szMsg,0);
  End

deleteobject(obDBAcess);
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デバッギング 0

概要

はじめに GentranEx.DLL を使用する と、 GentranEx.DLL がインス トールされているコン

ピュータで実行される ト ランスレーシ ョ ン  セッシ ョ ンから情報を収集し、 その

情報をログ ファ イルに記録できます。 この機能はユーザーによる操作を必要と

しないため、 マップをデバッギングする と きに Messagebox 関数の代わりに使用

できます。

作成される各エン ト リは次の情報を含むため、 ログは参照しやすくなっています。

◗ 日付 / 時刻スタンプ

◗ ログの所有者名

◗ メ ッセージのソース

◗ メ ッセージ

メ モ
ログの所有者名、 メ ッセージのソース、 およびメ ッセージのすべては、 ユー
ザーが OpenLog() および WriteLog() 関数を使って指定します。
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GentranEx.DLL の使い方 デバッギングの実装 C - 7
デバッ ギングの実装

プログラム ID "GentranEx.TraceLog"

イ ン ターフ ェ イス 
ID

{7DA17F77-8090-11D2-ABE4-00C04FF3971C}

メ ソ ッ ド 次の表に、 デバッギング メ ソ ッ ドを示します。

メ ソ ッ ド 説明

short OpenLog(BSTR 
PathFilename, BSTR 
Owner, short WriteMode)

◗ 成功する と  1 を、 失敗する と  -1 を、
ファ イルが既に開かれている場合は -2 
を返します。

◗ 1 番目の引数では、 作成されるログ 
ファ イルのパス とファ イル名を指定し
ます。

◗ 2 番目の引数では、 ログの所有者を指定
します。 この値が、 ログ ファ イルに書
き込まれます。 これによ り、 ログが参
照しやすくな り ます。

◗ 3 番目の引数では、 書き込みモードを指
定します (1 = append ( 既定値 )、 2 = 
truncate)。

◗ 生成されるログ ファ イルの所有者の列
幅は 20 文字です。 したがって、 ログ 
ファ イルへの書き込み時に、 2 番目の引
数で 20 文字を超える部分は切り捨てら
れます。

short Open() GENSRVNT ホーム ディ レク ト リに、 ト レー

ス  ログ ファ イル ( 名前は GentranTrace.log) 
を開きます。 ファ イルは APPEND モードで

開かれ、 GentranEx とい う所有者名が割り当

てられます。

( 次のページへ続く )
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プロパテ ィ なし

( 次のページへ続く )

short WriteLog(BSTR 
Source, BSTR Message)

◗ 成功する と  1 を、 失敗する と  -1 を返し
ます。

◗ 1 番目の引数では、 書き込まれる メ ッ
セージのソースを指定します。

◗ 2 番目の引数では、 メ ッセージ テキス
ト を指定します。 どちらの引数も、 参
照しやすくするために、 ログ ファ イル
の個別の列に書き込まれています。

◗ ログ ファ イルのソースの列幅は、 20 文
字です。 したがって、 1 番目の引数で 
20 文字を超える部分は切り捨てられ
ます。

◗ ログ ファ イルのメ ッセージの列幅は 
256 文字です。 したがって、 ログ ファ
イルへの書き込み時に、 2 番目の引数で 
256 文字を超える部分は切り捨てられ
ます。

BSTR GetLastError() 後にログ ファ イルを開こ う と したと きの

エラー文字列を返します。

short CloseLog() ログ ファ イルを閉じ、 成功する と  1 を、 失

敗する と  -1 を返します。

メ モ
使用中の ト レース  オブジェク トが適用範囲
外になる前に、 必ずログ ファ イルを閉じる
必要があ り ます。

 ( 続き )
メ ソ ッ ド 説明
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GentranEx.DLL の使い方 デバッギングの実装 C - 9
拡張ルールの例 次に、 GentranEx.DLL を使用してデバッギングする拡張ルールの例を示します。

Object obTrace;
Integer result;
String [32] szPartnerKEY;

obTrace = CreateObject ("GentranEx.TraceLog");
result = obTrace.OpenLog("D:¥GENSRVNT¥TraceTest.txt","ICLANA",2);
if result = -1 then
  Begin
    obTrace.WriteLog("Start of Log", "Trace Test");
    obTrace.WriteLog("Converted TUN#",szPartnerKEY);
  End
obTrace.CloseLog();
deleteobject(obTrace);
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概要 GentranEx.DLL の使い方C - 10
ルール拡張 0

概要

はじめに GentranEx.DLL には、 アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン拡張ルール ロジッ

クの機能を向上させる メ ソ ッ ド とプロパティが用意されています。 たとえば、
文字列を大文字から小文字へ変換する メ ソ ッ ドがあ り ます。 このメ ソ ッ ドは、
文字列を比較するロジッ クで非常に役立ちます。 また、 現在の日付や時刻を返
す関数もあ り ます。 さ らに、 オート メーシ ョ ン  サーバーが非対話環境で実行さ

れているかど うかを確認できるプロパティ もあ り ます。
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ルール拡張の実装

プログラム ID "GentranEx.Rules"

イ ン ターフ ェ イス 
ID

{387C0F34-82F5-11D2-ABEA-00C04FF3971C}

メ ソ ッ ド 次の表に、 ルール拡張メ ソ ッ ドを示します。

プロパテ ィ short InteractiveState

( 次のページへ続く )

メ ソ ッ ド 説明

DATE GetDate() 現在の日付を返します。 代入演算子 (=) 
を使用して、 このメ ソ ッ ドによって返
される値に日 / 時変数や日 / 時タイプ 
フ ィールドを設定するこ と もできます。

DATE GetTime() 現在の時刻を返します。 代入演算子 (=) 
を使用して、 このメ ソ ッ ドによって返
される値に日 / 時変数や日 / 時タイプ 
フ ィールドを設定するこ と もできます。

BSTR ToUpper(BSTR szMixedCase) ◗ 引数と して、 変換対象の文字列を使
用します。

◗ 大文字に変換された当初の文字列を
返します。 1 番目の引数には、 任意
の文字列変数、 文字列フ ィールド、
または文字列リ テラルを指定でき
ます。

BSTR ToLower(BSTR szMixedCase) ◗ 引数と して、 変換対象の文字列を使
用します。

◗ 小文字に変換された当初の文字列を
返します。 1 番目の引数には、 任意
の文字列変数、 文字列フ ィールド、
または文字列リ テラルを指定でき
ます。
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ルール拡張の実装 GentranEx.DLL の使い方C - 12
拡張ルールの例 次に、 GentranEx.DLL を使用して、 通常の拡張ルール ロジッ クをさ らに高度化し

た拡張ルールの例を示します。

Object obRules;
String [32] szLowerCaseStr;
String [32] szUpperCaseStr;
String [32] szResultString;
date d;

//文字列変数の値を初期化する。
szLowerCaseStr = "abcdefg";
szUpperCaseStr = "WXYZ";

//Rules オブジェク ト を作成する。
obRules = CreateObject("GentranEx.Rules");

//文字列の変換メ ソ ッ ドをテス ト し、 結果を表示する。
szResultString = obRules.ToUpper(szLowerCaseStr);
messagebox(szResultString,0);
szResultString = obRules.ToLower(szUpperCaseStr);
messagebox(szResultString,0);

//日付メ ソ ッ ドをテス トする。
d = obRules.GetDate();
#TimeField = obRules.GetTime();

//相互動作をテス トする。
if obRules.InteractiveState = 1 then
  messagebox("Weíre running on the desktop",0);
else
  Begin
    //非インタラ クティブの動作であるため、 ログ ファ イルの書き込みに 
    //TraceLog オブジェク ト を使用する。
  End

deleteobject(obRules);
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付録
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ト ラ ンスレータ  コ マン ド ラ イ ン

イ ン ターフ ェ イスの使い方
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はじめに ト ラ ンスレータ  コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェ イスの使い方D - 2
はじめに

この付録の内容 この付録では、 ト ランスレータ  コマンド ラ イン インターフェイスを使用して、

XML 形式による ト ランスレータ  レポートの生成などを行う  TX32.EXE のサービ

スを呼び出す方法を説明します。

メ モ

◗ XML 形式パラ メータを指定しないと、 ト ランスレータ  レポートは既定のバ
イナリ形式で生成されます。

◗ 現在、 ト ランスレータ  コマンド ライン インターフェイスは、 TX32.EXE ト ラ
ンスレータのサービスを呼び出すすべてのアプリケーシ ョ ンで使用されます。
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ト ラ ンスレータ  コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェ イスの使い方 コマン ド ラ イ ン シン タ ッ クス D - 3
コマン ド ラ イ ン シン タ ッ クス

はじめに コマンド ラ インのシンタ ッ クスは次のとおりです。

tx32 [-n] [-q]
[-a server]
[-e eventid] 
[-i ipckey [hwnd] ]
[-f infile templatefile outfile report file]
[-u param -u param Ö]
[-t tracefile]
[-x XMLformattedreport]

シン タ ッ ク スの
パラ メ ータ

次の表に、 コマンド ラ イン シンタ ッ クスのパラ メータを示します。

パラ メ ータ 説明

-n 印刷またはエクスポートの後、 ドキュ メン ト を  [ インド ローワ ] 
に移動しません。

-q Quiet モード  ( メ ッセージ ボッ クスまたはステータスのダイアロ

グ ボッ クスを表示しません )。

-a サーバー (TX32.EXE の接続先オーディ ッ ト  サーバーの名前 )

-e イベン ト  ID ( この ト ランスレータが属するオーディ ッ ト  イベン

トの識別子 )

-i IPC (Inter-Process Communication) モード

サブパラ メ ータ 説明

ipckey ipcfile へのキー ( ト ランスレータはこの 
IpcMsg フォルダを使用し、 .IPC を追加

します )

hwnd 親アプリ ケーシ ョ ンのメ イン  ウ ィンド

ウ  ハンドルを示す番号

( 次のページへ続く )
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-f Simple-translator モード

サブパラ メ ータ 説明

infile ト ランスレーシ ョ ンするファ イルへの
パス

templatefile 使用する ト ランスレーシ ョ ン オブジェ

ク トへのパス

outfile ト ランスレーシ ョ ンされた出力の書き込
み先ファイルのパス

reportfile ト ランスレータ  レポート を作成するた

めのパス

-u 拡張ルールからアクセス可能な、 ユーザー定義のパラ メータ

サブパラ メ ータ 説明

param パラ メータの値

-t Trace モード

サブパラ メ ータ 説明

tracefile 使用されるファ イルを ト レースする と き
のパス

-x XMLformattedreport XML 形式で ト ランスレータ  レポート を

生成します。

メ モ
このパラ メータを指定しないと、 レ
ポートは既定のバイナリ形式で生成さ
れます。

パラ メ ータ 説明
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用語解説

 i
用語解説

? イ ン  ド キュ メ ント この Gentran:Server ブラウザには、 システム内で受信されたがエラーがある ド

キュ メン ト 、 または識別可能なパートナーまたはト ランザクシ ョ ン  セッ ト を持

たないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

? アウ ト  
ド キュ メ ン ト

この Gentran:Server ブラウザには、 自動処理でシステムにインポート されたが無

効になったドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

AIAG 自動車産業アクシ ョ ン  グループ (AIAG: Automotive Industry Action Group) は、 自

動車業界の標準制定団体です。 これらのスタンダードは、 ANSI X12 スタンダー

ドのサブセッ トになっています。

ANA 商品番号割当協会 (Article Numbering Association)

ANSI 米国規格協会 (American National Standards Institute)。 ANSI では、 安全ガラスや

バッテ リ容量をはじめ、 さまざまな製品やサービスの標準を制定しています。
ANSI X12 委員会は、 米国での EDI スタンダードの制定における中心的な組織

です。

Communicator Gentran:Server のコ ミ ュニケーシ ョ ン  ソフ ト ウェア。 Communicator を使用する

と、 送信、 受信、 再送信、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  ポート定義の設定、 コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン プロファ イルの設定、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  スク リプ トの設定、 およ

びコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの表示と削除を行う こ とができます。

Constant このスタンダード  ルールを使用して、 指定したエレ メン トやフ ィールドにリテラ

ル定数値を移動したり、 他のエレ メン トやフ ィールド との修飾関係を示したり、
指定したエレ メン トやフ ィールドに現在の日時をマッピングしたりできます。

( 次のページへ続く )
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用語解説 ii
EANA 国際商品番号割当協会 (International Article Numbering Association)、 ベルギーのブ

リ ュ ッセルに設置。

EDI 電子データ交換 (EDI: Electronic Data Interchange) とは、 企業がコンピュータを使

用して、 書類を印刷するこ とな く ビジネス  ドキュ メン ト をアプ リ ケーシ ョ ン間

で直接交換するためのプロセスのこ とです。

EDIA 電子データ交換協会 (Electronic Data Interchange Association)。前身は輸送データ調

整委員会 (TDCC: Transportation Data Coordinating Committee) です。

EDIFACT 国連経済社会理事会 (United Nations Economic and Social Council) の標準機構。 行

政、 商業、 運輸向け電子データ交換 (Electronic Data Interchange for Administration, 
Commerce, and Transport) の頭文字です。

EDI ス タ ンダー ド ビジネス  ドキュ メン ト を  EDI ドキュ メン トに変換するためのルールです。

Loop count このスタンダード  ルールを使用する と、 エレ メン トやフ ィールドがループの一

部である場合に、 ループの回数を数えるこ とができます。 ループがネス ト され
ている場合、 現在のループまたは外側のループを数えるこ とができます。 たと
えば、ループ Y がループ X にネス ト されていて、ループ Y が 15 回、 またループ 
X が 3 回繰り返されています。 この場合、 ユーザーは、 15 ( ループ Y) または 3 
( ループ X) のいずれかを数えるこ とができます。

ODETTE ヨーロ ッパ遠隔送信データ交換機構 (Organization for Data Exchange by Tele-
Transmission in Europe)

Select このスタンダード  ルールを使用する と、 Gentran:Server パートナー エディ タで作

成した所在地テーブル、 ク ロス リ ファレンス  テーブル、 パートナー テーブル、

または照合テーブルからエン ト リ を選択するこ とができます。 次に、 これらの
テーブルのフ ィールドをデータ内の 1 つ以上のフ ィールドにマップできます。

Select 機能では現在のフ ィールドの値を使用して選択が行われます。

( 次のページへ続く )
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string この種類のフ ィールドまたはエレ メン トには、 1 つ以上の印刷可能文字が入り ま

す。 フ ィールドまたはエレ メン ト を  string 型と指定する場合、 シンタ ッ クス  トー

クンを指定して書式を設定します。

TDCC 「EDIA」 を参照して ください。

TDF ト ランザクシ ョ ン データ  ファ イル (Transaction Data File) の略。 このファ イルは、

ドキュ メン ト  ファ イルと  Gentran:Server ト ランスレータ間で、 フ ィルタの役割を

します。 アウ トバウンド処理では、 データは TDF Import ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク ト を使用して、 TDF ファ イルからインポート され、 EDI 形式にト ラン

スレーシ ョ ンされます。 その後、 データはポス ト され、 ト レーディング パート

ナーに送信できる状態にな り ます。 インバウンド処理では、 Gentran:Server で受

信した EDI ドキュ メン トは TDF Export ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用

して、 TDF 形式ファイルにエクスポート されます。 その後、 このデータ  ファ イ

ルは処理した り、 または内部 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルに変換した りできる状

態にな り ます。

TRADACOMS 商品番号割当協会 (UK Article Numbering Association) が公開している英国の EDI 
スタンダード。

UCS 統一通信標準 (Uniform Communications Standard) は、 食料雑貨業界で使用するス

タンダードです。

Update このスタンダード  ルールを使用する と、 ドキュ メ ン ト  レコード、 エンベロープ 
セグメン ト、 インターチェンジ、 グループ、 現在のパートナー、 またはドキュ
メン ト  ( マップの作業側の形式が EDI の場合 ) の特定のフ ィールドを、 エレ メン

ト 、 またはフ ィールドのコンテンツで更新するこ とができます。

注意
この機能は、 内部 Gentran:Server データベース  テーブルを更新します。 内部デー
タベース  テーブルを更新する必要のある と きにだけ、 この機能を使用するよ う
お勧めします。

この機能は、 通常、 ドキュ メン ト  テーブルのドキュ メン ト名や参照を更新する

と き以外は使用されません。 この機能を他の目的で使用する と、 致命的な障害
が発生するこ とがあ り ます !

( 次のページへ続く )
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Use accum このスタンダード  ルールを使用する と、 数値演算によ り操作できる一連の数値

変数を利用できます。 その後、 その変数をフ ィールド間でやり取りできます。
この機能を使用する と、 ハッシュ  トータル ( たとえば、 数量や価格など数値

フ ィールドの値を累積するのに使用 ) を含むエレ メン トやフ ィールドの計算を追

加、 変更または削除できます。 また、 累積した トータルを  Control の総数の

フ ィールドにマッピングし、 アキュムレータを使用できます。 通常、 アキュム
レータは、 特定のエレ メン トが実行される回数を数えたり、 増加または連続レ
コード数またはライン アイテム数を生成するために使用されます。

Use code このスタンダード  ルールを使用する と、 定義済みコード  テーブルに対してエレ

メン トやフ ィールドを照合させたり、 エレ メン トやフ ィールドにコード  テーブ

ルの値が 1 つも含まれていない場合エラーを生成するかど うかを指定した り、 他

のエレ メン トやフ ィールドにコードの説明を格納した りできます。

VICS 任意産業間通信標準 (Voluntary Inter-industry Communication Standards) は小売業界

のスタンダード制定団体であ り、 ANSI X12 のサブセッ ト を定めています。

X12 EDI スタンダードを制定し公開する  ANSI の委員会。

アウト  ド キュ メ ント Gentran:Server ブラウザには、 送信の準備が完了している ドキュ メン トの リ ス ト

が表示されます。 ドキュ メン トは、 正常に送信された後、 自動的に [ アウ ト  ド
ローワ ] に転送されます。

アウ ト  ド ローワ この Gentran:Server ブラウザには、 正常に送信されたドキュ メン トの リ ス トが表

示されます。

アウ ト バウン ド  
マ ッ ピング

ドキュ メン ト をパートナーへ送信できるよ うに、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル形

式が EDI スタンダード形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。 アウ トバウンド  
データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 Gentran:Server でインポート  マップとシ

ステム  インポート  マップを作成する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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アク テ ィ ブ化 この機能によって、 マップ コンポーネン ト を使用可能にします。 スタンダード

によって " 必須 " ( 存在している ) と定義されているすべてのグループ、 セグメ

ン ト 、 複合およびエレ メン トがアクティブにされます。 必須のグループ、 セグ
メン ト 、 複合およびエレ メン ト をユーザーが非アクティブにするこ とはできま
せん。 データを ト ランスレートする際、 アクティブにされていないグループ、
セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン ト  ( またはレコードおよびフ ィールド ) は処

理されません。 したがって、 スタンダードによって必須と定義されていないグ
ループ、 セグメン ト 、 複合、 およびエレ メン ト をマッピングに使用する と決定
した場合、 それらをユーザーがアクティブにする必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン 
システム

特定のビジネス機能を遂行するよ うに設計されている、 EDI の外にあるコン

ピュータ  システム。 会計、 購買、 資材管理、 人事、 出荷などのシステムがあ り

ます。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ァ イル

インポート  マップまたはエクスポート  マップを作成する場合、 自社で使用して

いるアプ リ ケーシ ョ ンを  Gentran:Server に定義する必要があ り ます。

Gentran:Server の用語では、 自社で使用しているアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルは 
" 固定長形式ファ イル " または " 固定長ファイル " と も呼びます。 データが正確

に処理されるためには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルに、 パートナーのドキュ メ

ン トから抽出する必要のある情報 ( マップがインバウンドの場合 )、 またはパー

トナーに送る必要のある情報 ( マップがアウ トバウンドの場合 ) のいずれかのす

べての情報が含まれている必要があ り ます。

色 この機能を使用する と、 前景色や背景色を選択して、 さまざまなマップ コン

ポーネン ト を視覚的に定義するこ とができます。 色の使用は、 オプシ ョ ンです。

印刷物 ト レーディング パートナーから受け取ったデータが印刷ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トへ渡される と出力されます。 データを実際に印刷する必要はあ り ま
せん。 印刷物は、 ファ イルと してハードディ スクに保存するこ と もできます。

イ ン ターチ ェ ンジ インターチェンジには、 同じ伝送において、 ある送信者からある受信者に送ら
れたドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ン セッ ト ) の全ファンクシ ョナル グループ

が含まれます。

( 次のページへ続く )
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イ ン ターチ ェ ンジ 
ブ ラウザ

この Gentran:Server ブラウザには、 送信または受信したすべてのインターチェン

ジの階層リ ス ト を表示できます。 インターチェンジのステータスに関する情報 
( ファンクシ ョナル受信確認を受信したかど うか、 およびその受信確認のステー

タスなど ) が表示されます。 また、 このブラウザでは、 インターチェンジ内のド

キュ メン ト を表示できます。 インターチェンジ ブラウザは常に使用可能です。

イ ン ド キュ メ ン ト この Gentran:Server ブラウザには、 システム内で受信したがユーザーがまだ処理

していないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トの処理 ( 印刷ま

たはエクスポート ) が終了する と、 ドキュ メン トは [ イン ド ローワ ] に転送され

ます。

イ ン ド ローワ この Gentran:Server ブラウザには、 受信および処理が完了したドキュ メン トの リ

ス トが表示されます。

イ ンバウン ド  
マ ッ ピング

ト レーディング パートナーから ドキュ メン ト を受信できるよ うに、 パートナー

の EDI スタンダード形式ビジネス  ドキュ メン トが、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  
ファ イル形式に ト ランスレーシ ョ ンされます。 インバウンド  データを ト ランス

レーシ ョ ンするには、 エキスポート  マップを作成する必要があ り ます。

イ ンポー ト このコマンドを実行する と、 外部アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルからデータをイン

ポートできます。 ファ イルの内容に応じて、 パートナー、 ト ランザクシ ョ ン、
またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの情報の入力を要求される場合があ り

ます。

イ ンポー ト  
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

「インポート  マップ」 を参照して ください。

イ ンポー ト  マ ッ プ このマップは、 自社のアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル ( テキス ト形式のファ イル定

義。 複数のドキュ メン トで構成される場合もある ) のデータを、 パートナーが受

け取る  EDI スタンダード形式ドキュ メン トへ変換する方法を定義します。 イン

ポート  マップは、 アウ トバウンド処理に必要になり ます。

エ ク スポー ト  
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

「エクスポート  マップ」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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エク スポート  マッ プ このマップは、 パートナーが送信した EDI スタンダード書式のドキュ メン トの

データを自分が使用するアプ リ ケーシ ョ ンに移動する方法を定義します ( テキス

ト形式のファイル定義 )。 インバウンド処理に必要になり ます。

エレ メ ン ト 使用可能な情報の 小単位のこ とであ り、 スタンダードによって定義されます。
たとえば、 数量、 単価、 または説明について定義します。 個々のエレ メン トは、
それぞれの状況に応じて意味合いが多少異なり ます。 したがって、 エレ メン ト
は通常、 組み合わせられてセグメン ト となるまでは、 有用な意味を持つものと
はみなされません。 また、 エレ メン ト とは EDI マップ コンポーネン トのこ とで、

対応するアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドにマッピング ( 連結 ) して、 EDI ファ イル

との間でデータをやり取り します。

以下のよ うに、 3 種類のデータ  エレ メン トがあ り ます。

エンベロープ 処理の便宜を図るために、 伝送時に情報を分割する手段のひとつ。 エンベロー
プには、 それぞれヘッダー セグメン ト と ト レーラ  セグメン トが含まれています。

これらのセグメン トは、 そのエンベロープとほかのエンベロープとを区別し、
エンベロープの内容に関する情報を提供します。

エンベロープには、 次に示す 3 つのレベルがあ り ます。

◗ ト ランザクシ ョ ン セッ ト
各ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ビジネス  ドキュ メン ト ) は、 ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  エンベロープに入っています。

◗ ファンクシ ョナル グループ
関連するビジネス  ドキュ メン トが入っているエンベロープです。 スタン
ダードによ り、 ファンクシ ョナル グループ エンベロープにま とめなければ
ならない ト ランザクシ ョ ン  セッ トが定義されています。

◗ インターチェンジ エンベロープ
1 回のコ ミ ュニケーシ ョ ンで 1 つの ト レーディング パートナーに送信される
すべてのデータ。 インターチェンジ エンベロープは、 ANSI で使用されてい
る用語です。 EDIA ではこのレベルのエンベロープを意味する用語と して
「伝送エンベロープ」 を使用しています。 しかし、 こ こでは " 伝送 
(transmission)" とい う用語について別の使い方をしているため、 インター
チェンジ エンベロープと呼ぶこ とにします。

( 次のページへ続く )

データ  エレ メ ン ト 定義

単純データ  エレ メン ト スタンダードで定義されている 小単位の情報

複合データ  エレ メン ト 複数のコンポーネン ト  エレ メン トで構成される

データ  エレ メン ト

コンポーネン ト  
データ  エレ メン ト

複合データ  エレ メン ト を構成する個々のデータ  
エレ メン ト。 サブエレ メン ト と も言います。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説 viii
応答 この Gentran:Server の機能を使用する と、 イン ド ローワ内で選択されている  1 つ
以上のドキュ メン トへの応答と して、 ( パートナー関係に設定されたターンアラ

ウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して ) ターンアラウンド  ドキュ

メン ト を作成できます。

拡張ルール このルールを使用する と、 Gentran:Server 用プログラ ミ ング言語を使用して、 ほ

とんどすべてのマッピング処理を実行できます。

関係付ける条件 この機能を使用する と、 シンタ ッ クスまたは適合性の理由から、 フ ィールドを
結びつけるこ とができます。 たとえば、 フ ィールド  A はフ ィールド  B が存在し

ないと無効になり ます。 したがって、 フ ィールド  A とフ ィールド  B をペアにす

る条件を設定した場合、 どちらか片方のフ ィールドが存在しないと きに、 エ
ラーが生成されます。

既定値 定義済みの値 — 特に変更していない限り、 プログラムではあらかじめ組み込ま

れている値が使用されます。

均等化 この機能を使用する と、 フォーカスされているマップの入力側と出力側のサイズ
を同じサイズに戻すこ とができます。 " 均等化 " 機能の使用は、 オプシ ョ ンです。

ク リ ッ ク ク リ ッ ク とは、 指定されたアイテムの上にカーソルを置き、 第 1 マウス  ボタン

を押してから離すこ とを言います。 第 1 マウス  ボタンは、 マウス操作を右手と

左手のどちらで行う場合でも、 人差し指を使って押すボタンのこ とです。

グループ ループ構造のこ とで、 この構造にはグループ データが終了するまで、 あるいは

ループの繰り返し可能 大数に達成するまで、 順次繰り返される関連するレ
コード / セグメン ト とグループまたはどちらか一方が含まれます。 他のグループ

に従属するグループ ( サブグループ ) を作成する場合、 このグループはネス ト さ

れたループ構造 ( ループ内のループ ) にな り ます。 アプリ ケーシ ョ ン  ( 固定長 ) 
ファ イルと  EDI ファ イルは共にグループなので、 それらのファ イルは、

Gentran:Server の他のグループやサブグループと同じよ うに見えます。

ク ロス リ フ ァ レンス 
テーブル

このテーブルはパートナー エディ タで作成され、 アウ トバウンド処理中は、

ユーザーの値を ト レーディング パートナーの値に、 インバウンド処理中は、

パートナーの値をユーザーの値に変換するのに使用されます。

( 次のページへ続く )
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コー ド リ ス ト  
テーブル

コード リ ス ト  テーブルは、 コードの リ ス トの保管場所と して、 EDI スタンダー

ドによって使用されます。 各 EDI スタンダードによって、 追加定義される各エ

レ メン トのコード リ ス トが用意されます。

固定形式フ ァ イル 「アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル」 を参照して ください。

固定長フ ァ イル 「アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル」 を参照して ください。

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
セ ッ シ ョ ン

1 回の連続接続期間における、 ある電話番号との間でのすべてのやり取り。 これ

には、 異なる ト レーディング パートナー向けの 2 つまたは  3 つのインターチェ

ンジ エンベロープをネッ ト ワークへ送信するこ と も含まれます。

コ ンパイル この機能は、 マップをコンパイルした り ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作

成した り します。 Gentran:Server を使用して作成したマップは、 " ソース  マップ " 
と呼ばれます。 ソース  マップがコンパイルされる と、 " コンパイルされた ト ラン

スレーシ ョ ン  オブジェク ト " とな り ます。 作成された ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トは、 使用する前に Gentran:Server システムに登録する必要があ り ます。

コ ンポーネン ト  
データ  エレ メ ン ト

複合データ  エレ メン トに属する単純なデータ  エレ メン ト 。 サブエレ メン ト と も

言います。

サー ド  パーテ ィ  
ネ ッ ト ワーク

「ネッ ト ワーク」 を参照して ください。

システム インポート  
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

「システム  インポート  マップ」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説 x
システム インポート  
マ ッ プ

このマップを使って、 ト ランスレータはアプリ ケーシ ョ ン  ファ イル内の各ド

キュ メン トに対応する取引関係 ( パートナー エディ タで確立 ) を識別します。 こ

れによ り、 ドキュ メン トの処理にどのインポート  マップを使用するかが識別さ

れます。 アウ トバウンド  データを ト ランスレーシ ョ ンするには、 EDIMGR.INI 
で定義されたシステム インポート  マップが必要です。

システム 
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 インターチェンジ、 ファンク

シ ョナル グループ、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トの作成と分割を制御します。

また、 ファンクシ ョナル受信確認を生成した り、 ファンクシ ョナル受信確認と
の整合性をと るためにも使用されます。 必要なシステム  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トはすべて、 Gentran:Server システムによって自動的にインス トールさ

れます。

実数 実数には、 明示的な小数点 ( たとえば、 2.01 は、 2.01 と書式化される ) があ り、

末尾のゼロが切り捨てられます。

修飾子 コードで表現される値を持つエレ メン トで、 他のエレ メン トの機能に特定の意
味を付与します。 修飾関係とは、 エレ メン ト とその修飾子との間の相互作用の
こ とです。 エレ メン トの機能は、 修飾に含まれるコードによって異なり ます。

受信 この Gentran:Server の機能を使用する と、 ト レーディング パートナーからデータ

を受信するためのコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始できます。

受信確認 この用語は、 ANSI 997 ファンクシ ョナル受信確認、 EDIA 999 受理 / 拒絶アドバ

イス、 および EDIFACT CNTRL ドキュ メン ト を示すために使用されます。

主要な機関 EDI コ ミ ュニケーシ ョ ンのスタンダードの開発および更新を行う組織。 ANSI、
EDIA、 AIAG、 UCS、 EDIFACT、 ODETTE、 および VICS などの組織があ り ます。

条件 「関係付ける条件」 を参照して ください。

照合テーブル パートナー エディ タで作成されるテーブルの 1 つ。 インバウンドまたはアウ ト

バウンド  データの値に関連した情報を選択するのに使用します。

( 次のページへ続く )
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所在地テーブル パートナー エディ タで作成されるテーブルの 1 つ。 パートナーの住所情報を格

納できます。

シンプルな
マ ッ ピング

「連結」 を参照して ください。

数字 この型のフ ィールドまたはエレ メン トには、 整数または実数が入り ます。 フ ィー
ルドまたはエレ メン ト を番号型と指定する場合、 N ( 整数 ) または R ( 実数 ) のい

ずれかの書式を指定し、 小数点以下の桁数を指定して、 書式を決めます。

ス タ ンダー ド  
ルール

これらのルールを使用する と、 拡張ルールほど複雑ではないものの、 単純な連
結よ りアドバンス ド  マッピング操作を実行できます。 各スタンダード  ルールは、

相互に両立しません (1 つのフ ィールドに使用できるスタンダード  ルールは 1 つ
だけです )。

ステータ ス バー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのステータス  バーの機能には、 選択、 コマンド、

またはプロセスに関する情報の定義、 各アイテムを反転表示にしたと きのメ
ニュー バー アイテムの定義、 および入力時の現在のキーボード開始モード  ( た
とえば、 Caps Lock キーに対しては CAP、 Num Lock キーに対しては NUM) の表

示などがあ り ます。 シンタ ッ クス  
トークン

この機能を使用する と、 string 型のエレ メン トやフ ィールドに使用できる文字や

数字の範囲を定義する  " トークン " を指定できます。 その後、 指定したシンタ ッ

クス  トークンを  [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 書式 ] フ ィー

ルドで使用できます。 これによ り、 各エレ メン ト / フ ィールドのエラー チェッ

ク中に使用する文字の種類 ( ある範囲内の英数字、 ある範囲内の数値など ) を定

義できます。

整数 含意の小数点を持つ数字 ( たとえば、 2.01 は、 201 と書式設定される )。
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セグ メ ン ト 有用なデータをやり取りするために組み合わされた関連エレ メン ト または複合
データ  エレ メン トのグループ。 セグメン トは EDI スタンダードによって定義さ

れます。 1 つのセグメン トは、 一度だけ実行される場合と、 複数回繰り返される

場合があ り ます。 たとえば、 カタログ定価セグメン トはアイテムの説明、 数量、
価格、 リード  タイムなどのエレ メン トで構成されている と します。 これらのエ

レ メン トが単独で有用な情報を伝えるわけではあ り ません。 しかし、 これらの
エレ メン ト を組み合わせるこ とによ り、 そのアイテムが希望に合うかど うか、
または価格が妥当なものかど うかなどを判断するために必要な情報になり ます。
複数のセグメン トが集まる と ト ランザクシ ョ ン  セッ トにな り ます。

セ ッ ト 「 ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ドキュ メン ト )」 を参照して ください。

送信 Gentran:Server のこの機能を使用する と、 ト レーディング パートナーにデータを

送信するためのコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始できます。 選択さ

れたドキュ メン トのみがエンベロープに収められて送信されます。 ドキュ メン
トが選択されていない場合は、 すべてのドキュ メン トが送信されます。 正常に
送信されたドキュ メン トは、 アウ ト  ド ローワへ移動します。

ターンアラウン ド  
ド キュ メ ン ト

ソース  ドキュ メン トからのデータ  エレ メン トが、 ターンアラウンド  マップを使

用して自動的に転送される と きの転送先のドキュ メン ト 。

ターンアラウン ド  
マ ッ プ

インバウンド  ( ソース ) ドキュ メン トからターンアラウンド  ドキュ メン ト  ( ソー

スへの論理的応答ドキュ メン ト ) を作成するために使用される一連の命令。 ソー

ス  ドキュ メン トからターゲッ ト  ドキュ メ ン ト  ( ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト ) にデータを転送するこ とによって作成されます。

ダイアログ ボッ ク ス ダイアログ ボッ クスには、 ユーザーが取る必要のある動作の追加情報またはオ

プシ ョ ンが表示されています。 オプシ ョ ンを指定した場合、 コマンドを実行す
るためのボタンを選択できます。 要求された作業を実行できない理由を示す警
告またはメ ッセージが表示されるダイアログ ボッ クスもあ り ます。 ダイアログ 
ボッ クスにタイ トルバーがある場合には、 デスク ト ップの別の場所にそれを移
動するこ とができます。

タ イ ト ル バー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのタイ トル バーにはアプリ ケーシ ョ ン名が表示さ

れます。 タイ トル バーを使用して、 デスク ト ップ上の別の場所にウ ィンド ウを

移動できます。
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チ ェ ッ クボ ッ クス チェッ クボッ クスによって、 リ ス トからオプシ ョ ンを選択またはク リ アできま
す。 オプシ ョ ンを リ ス トから必要なだけ選択できます。 チェ ッ クボッ クスを選
択する と、 チェ ッ クマークが表示されます。 使用できないオプシ ョ ンのラベル
は、 グレー表示されます。

ツールバー ツールバーには、 メニュー バーで使用可能なコマンドがグラフ ィカルなボタン

で表示されます。

定義済み データ登録ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トにおける、 特定のエレ メン トの既

定値。 必要に応じて値を変更できます。

適合 ドキュ メン トが、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで定義されたとおり、 EDI 
スタンダードに準拠しているこ とを意味します。

伝送 「コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ン」 を参照して ください。

伝送チ ェーン EDI コ ミ ュニケーシ ョ ンがたどるこ とのできるパス。 パスには、 1 つの会社、

1 つのト レーディング パートナー、 および 1 つ以上のネッ ト ワーク  サービスが

含まれます。

ド キュ メ ン ト 実データが含まれ、 単一の実体と して処理される  1 つの ト ランザクシ ョ ン セッ

ト 。 ドキュ メン トであるか否かの識別は、 データ量とは関係なく、 単一の実体
と して処理されるかど うかによってのみ判定されます。 たとえば、 発注書に記
載されているアイテムが 1 件であろ う と、 1 万件であろ う と、 それが 1 枚の発注

書である限り  1 つのドキュ メン ト とな り ます。

10 枚の発注書が含まれるコ ミ ュニケーシ ョ ンを ト レーディング パートナーが送

信した場合、 自社側では 10 枚のドキュ メン ト を受け取るこ とにな り ます。 コ

ミ ュニケーシ ョ ンに 15 枚の請求書が含まれていれば、 15 枚のドキュ メン ト を受

け取るこ とにな り ます。
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ト ラ ンザク シ ョ ン 
セ ッ ト
( ド キュ メ ン ト )

スタンダードで定義されているビジネス書式。 たとえば、 ANSI 850 発注書や 
UCS 880 請求書などです。 スタンダードでは、 フォームを構成するセグメン トお

よびエレ メン ト 、 それらが表示される順序、 およびそれらの関係について、 そ
れぞれの ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を定義しています。 これはヨーロ ッパでは 
" メ ッセージ " と も呼ばれています。

ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

特定の ト ランザクシ ョ ン セッ トの入力または出力が確実に存在し、 使用可能な

形で表示されるよ うに設定された、 あらかじめ設計済みの配置。 各パートナー
関係で使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を指定する必要があ り ます。

イ ンバウン ド  ト ラ ン ス レーシ ョ ン  オブジ ェ ク ト :
ターンアラウンド : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 ドキュ メン ト受
信時にそのドキュ メン トからできるだけ多くのエレ メン トが含まれる自然な応
答ドキュ メン ト を作成するために使用します。

エクスポート  ファ イル : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 ドキュ メ

ン トの受信時にそのドキュ メン ト を指定されたファ イル形式にエクスポートす
るよ うに指定します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

アウ ト バウン ド  ト ラ ン ス レーシ ョ ン  オブ ジ ェ ク ト :
インポート : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 アプリ ケーシ ョ ン  ファ
イルからデータをインポートする場合に使用します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

画面入力 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 ドキュ メン ト  エディ タに

データを入力する場合に使用します。

ト ラ ンスレータ Gentran:Server、 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステム、 および

フォーム インテグレーシ ョ ンのデータを処理するエンジン。

ト レーデ ィ ング 
パー ト ナー

ドキュ メン ト を交換する相手先となる企業。 パートナーと も言います。

日 / 時 この種類のフ ィールドまたはエレ メン トには、 日付または時刻が入り ます。
フ ィールドまたはエレ メン ト を日 / 時型と指定する場合、 日付または時刻の書式

を正確に指定しなければなり ません。
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ネ ッ ト ワーク 企業からの伝送を受け入れて ト レーディング パートナー側で受信準備ができる

まで保持するサード  パーティ  ネッ ト ワークまたは付加価値ネッ ト ワーク  (VAN: 
Value-Added Network) と も呼ばれます。

バージ ョ ン 各スタンダード制定団体は、 定期的にスタンダードを更新します。 それぞれの
正式な更新のこ とをバージ ョ ンと呼びます。

パー ト ナー ドキュ メン ト を交換する相手の企業。 ト レーディング パートナーと も言います。

パート ナー エディ タ この Gentran:Server の機能を使用する と、 自社および全ト レーディング パート

ナーのすべてのパートナー情報を定義、 編集、 および削除できます。

非アク テ ィ ブ化 この機能によって、 マップ コンポーネン ト をシステムが使用できないよ うにし

ます。 必須グループ、 セグメン ト 、 複合およびエレ メン ト を非アクティブにす
るこ とはできません。

フ ァ ン ク シ ョ ナル 
グループ

関連する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト間の互換性を確保する目的で、 スタンダード

制定団体 (ANSI など ) によって定義された ト ランザクシ ョ ン  セッ トのグループ。

たとえば、 すべての購買ト ランザクシ ョ ン  セッ ト をま とめたものと して定義さ

れているファンクシ ョナル グループがあ り ます。

フ ィ ールド アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルで定義される情報の 小単位。 また、 フ ィールド と

はアプリ ケーシ ョ ン マップ コンポーネン トのこ とで、 対応する  EDI エレ メン ト

にマッピング ( 連結 ) して、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルとの間でデータをやり取

り します。

フ ォ ン ト この機能を使用する と、 すべてのマップの表示に使用されるフォン ト をグロー
バルに変更できます。 Gentran:Server の既定のフォン トは、 9 ポイン トの Sans 
Serif です。 " フォン ト " 機能を使用する と、 フォン トの種類、 スタイル、 および

ポイン ト  サイズを変更できます。 この機能によって、 フォン ト を自由にカスタ

マイズするこ とが可能にな り ます。 たとえば、 マップのよ り広い範囲を画面に
表示する必要がある場合にフォン ト を小さ く した り、 またはフォン ト を大き く
した り、 さ らにまたフォン ト をよ り読みやすい種類やスタイルに変更した りで
きます。
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複合データ  
エレ メ ン ト

2 つ以上のコンポーネン ト  データ  エレ メン ト またはサブエレ メン トから構成さ

れます。 複合は、 それらの複合を使用する  EDI スタンダード  (EDIFACT、
TRADACOMS、 および一部の ANSI X12 スタンダード ) によって定義されます。

ブ ラウザ ブラウザは、 ドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ンセッ ト )、 インターチェンジ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク ト などのアイテムのリ ス ト を表示するウ ィンド ウ

です。 ドキュ メン ト  ブラウザには、 ドキュ メン トのみが表示されます。

プロモー ト この機能は、 グループまたは繰り返されるセグメン トから  1 つの繰り返し  ( イン

スタンス ) を抽出します。 この機能を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル

から一意のデータをマッピングして、 特別な定義を入力するこ とができます。
Gentran:Server では、 1 対 1 ( ループなし ) および複数対複数 ( ループ ) のみが有

効です。

分割 この機能を使用する と、 グループや繰り返されるセグメン ト を  2 つのループに分

割するこ とができます。 通常この機能は、 複数回出現する同じマップ コンポー

ネン トのインスタンスが 1 つ以上必要な場合に使用します。

ポス ト この Gentran:Server の機能を使用する と、 適合する ドキュ メン ト をワークスペー

スからアウ ト  ドキュ メ ン トに移動するこ とができます。

ボタ ン ボタンを使用して、 コマンドを実行できます。 ボタンを選択するには、 そのボ
タンをク リ ッ クするか、 使用したいボタンが選択されるまで TAB を押し、 次に 
ENTER を押します。 使用できないボタンは、 グレー表示になっており、 現在選

択されているボタンは、 他のボタンよ り縁が濃くなっています。

マ ッ プ Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムで定義する一

連の手順。 自社のアプリ ケーシ ョ ン ファ イルと  EDI スタンダード間の対応関係

を示し、 システムがデータを ト ランスレーシ ョ ンする方法を定義します。

メ ニュー 選択するアイテムのリ ス ト 。 各アイテムは、 コマンドを表します。 使用できな
いアイテムはメニュー上でグレー表示され、 無効であるこ とが示されます。
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メ ニューバー アプ リ ケーシ ョ ン メニューのリ ス トが表示されます。

ユーザー 
ト ラ ンスレーシ ョ ン 
オブジ ェ ク ト

これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでは、 画面入力、 インポート、 エク

スポート、 ターンアラウンド  ドキュ メン ト 、 および印刷レポート作成を制御し

ます。 これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 アプリ ケーシ ョ ン  インテ

グレーシ ョ ンまたはフォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用して作成

されます。 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 インポー

ト、 エクスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を作成できます。 フォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステムで

は、 画面入力および印刷の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成できます。

リ テ ラル定数 システムがマップで後で使用する情報を保存しておく保管場所。 通常、 定数は
アウ トバウンド  マップで修飾子を生成するために使用されます。

ループ開始 /
ループ終了

一部の EDI スタンダードでは、 ループ開始 (LS: Loop Start) および ループ終了 
(LE: Loop End) セグメン トが使用されます。 同じタイプのループが複数ある場

合、 LS および LE セグメン トによって区別されます。 ト ランザクシ ョ ンに LS お
よび LE セグメン トが含まれている場合、 マップで使用しているループの LS お
よび LE セグメン ト を定義する必要があ り ます。 マップがインバウンドかアウ ト

バウンドかによって、 2 つのうちいずれか 1 つの方法で定義します。

レ コー ド 関連フ ィールドのグループで構成されます。 1 つのレコードは一度だけ実行され

る場合と、 複数回繰り返される場合があ り ます。

連結 この機能を使用する と、 マップの入力側のフ ィールドまたはエレ メン ト を出力
側のフ ィールドまたはエレ メン トにマッピングするこ とができます。 2 つのマッ

プ コンポーネン ト  ( 以下フ ィールド と呼ぶ ) 間の連結は、 2 つのフ ィールドをつ

なぐ線と して表示されます。

ワーク スペース Gentran:Server ブラウザには、 アウ トバウンド  " 処理中 " ドキュ メン トの リ ス ト

が表示されます。 近インポート したドキュ メン トや画面入力ドキュ メン ト も
表示されます。
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